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序

日本海東北自動車道は、新潟市の新潟中央ジャンクションから日本海に沿って北上

し、山形県を経て、秋田県に至る高規格幹線道路です。新潟県内では胎内市の中条イ

ンターチェンジまでが平成14年度に完成しています。

高速自動車道建設を取り巻く状況は厳しいものがありますが、平成15年末の国土開

発幹線自動車道建設会議（国幹会議）において、日本海東北自動車道の中条－朝日間

は、日本道路公団が有料道路として建設を進めることになりました。その後、公団の

民営化により、平成17年10月に設立された東日本高速道路株式会社に引き継がれまし

たが、平成18年２月の国幹会議において、荒川－朝日間については国土交通省が新直

轄道路として建設することになりました。日本海東北自動車道はこの地域内外の経済

的な交通・流通を促すだけでなく、救急患者の搬送・災害時の緊急輸送などの「命の

高速道」としての役割も期待されており、早期の開通が望まれます。

本書は、この日本海東北自動車道建設に先立って発掘調査を実施した「道下遺跡」

の報告書です。調査の結果、当遺跡は縄文時代晩期前葉を主体とする遺跡で、竪穴住

居、土坑、埋設土器などの遺構を検出し、縄文土器や石器のほか動物遺体・植物遺体

などの有機質の遺物も多く出土しました。特に、明確な縄文時代の竪穴住居の検出は、

越後平野の沖積低地では初めての事例で、調査中から注目されています。近隣では当

遺跡と同時期の「野地遺跡」や「昼塚遺跡」が同じ日本海東北自動車道建設に伴って

調査されており、これらの遺跡の調査成果を総合することで、当時の生活の姿が描き

出されるものと期待されます。

今回の発掘調査結果が、考古学研究者はもとより、地域の歴史を知り、学ぼうとす

る多くの方々に活用されることを願っております。

最後に、この調査に参加された地元住民の方々や地元区長並びに胎内市教育委員会

には多大なる御協力と御援助をいただきました。また、国土交通省北陸地方整備局新

潟国道事務所、東日本高速道路株式会社、胎内川沿岸土地改良区には、調査に際して

格別のご配慮をいただきました。ここに厚くお礼を申し上げます。

平成19年３月

新潟県教育委員会　　　　　　　

教育長　武　藤　克　己



例　　言

1 本報告書は、新潟県胎内市（旧中条町）古舘字道下263番地ほかに所在する道下遺跡の発掘調査記録である。

2 発掘調査は日本海東北自動車道の建設に伴い、新潟県教育委員会（以下、県教委という）が東日本高速道路株式会

社から受託して実施したものである。

3 発掘調査は県教委が調査主体となり、財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団という）に調査を

依頼した。埋文事業団は、発掘調査作業及び関連諸工事を株式会社シン技術コンサルに委託し、平成17年4月から12

月にかけて実施した。発掘調査面積は、2,900㎡である。

4 航空写真の撮影は株式会社シン技術コンサルが行った。遺構の平面計測及び遺物の取り上げは、株式会社シン技術

コンサル作成のプログラムを用いた。遺物のドット番号は包含層・各遺構でそれぞれ通し番号を付した。

5 整理及び報告書作成にかかる作業は平成18年度に、株式会社シン技術コンサルが行った。

6 発掘調査及び整理作業並びに報告書作成は、鈴木俊成（埋文事業団調査課課長代理）と澤田敦（同調査課班長）及

び山田秀樹（同調査課主任調査員）の指導・監督のもとに行った。

7 出土遺物及び記録類は、県教委が新潟県埋蔵文化財センターにおいて保管・管理している。遺物の註記記号は、遺

跡名の前に調査年度を付し、「05ミチ下」とした。また出土地点・遺構名・層位・ドット番号を併記した。

8 本書で示す方位はすべて真北である。ただし、ここでいう「真北」は日本公共座標北のX軸方向を示す。

なお、掲載した地図のうち、既成のものはそれぞれ出典を記した。

9 引用・参考文献は、著者及び発行年（西暦）を文中に［ ］で示し、巻末に掲載した。「第Ⅵ章１　理化学分析」に

ついては、引用文献を節末に掲載した。

10 高濱信行氏（新潟大学災害復興科学センター副センター長）には発掘調査の段階から、地質学の専門的見地からご

指導をいただき、「第Ⅵ章２　道下遺跡の地質解析」を執筆していただいた。

11 「第Ⅵ章１　理化学分析」はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

12 石器及び礫の石材鑑定は柴田徹氏（有限会社考古石材研究所）に委託した。

13 中世遺物については、大西雅広氏（財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団）・中島直樹氏（群馬県玉村町教育委員

会）にご教示をいただいた。

14 本書の執筆分担は以下のとおりである。

第Ⅰ章１…澤田　敦

第Ⅰ章２、第Ⅱ章、第Ⅲ章、第Ⅳ章１・２・３、第Ⅶ章３・４…折井　敦

第Ⅳ章３、第Ⅴ章２、第Ⅶ章１…大島秀俊　　第Ⅳ章１・２・３、第Ⅴ章１・３、第Ⅶ章２・３…伊比博和

第Ⅵ章１－Ａ・Ｂ…千葉博俊　 Ｂ～Ｅ…斉藤崇人　 Ｃ～Ｅ…伊藤良永・馬場健司・松元美由紀・金井慎司・高橋　敦

15 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多くのご教示とご協力いただいた。記して厚く御礼を申し上

げます。（五十音順、敬称略）
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第Ⅰ章　序　　説

１　調査に至る経緯

日本海東北自動車道（以下、「日東道」という）は、北陸自動車道および磐越自動車道と接続する新潟市の

新潟中央ジャンクション（以下、「JCT」という）から、日本海に沿って北上し、山形県を経て秋田県に至る

高規格幹線道路である。新潟県内では中条インターチェンジ（以下、「IC」という）までが平成14年度に完

成している。中条IC以北は、平成元年および平成３年に基本計画が決定され、本遺跡が所在する中条～荒

川間の第13次区間は平成10年４月に施工命令が出された。これを受けて、東日本高速道路株式会社（以下、

「東日本高速道路」という）１）と新潟県教育委員会（以下、「県教委」という）との間で、法線内の埋蔵文化財の

取り扱いに関する協議が本格化した。

中条IC～朝日IC間の分布調査は、県教委から委託を受けた財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、

「埋文事業団」という）が平成11年度に実施した。その結果、道路法線内に８か所の遺跡（新発見を含む）と

27か所の遺跡推定地が存在し、これらについて試掘調査が必要である旨を県教委に報告した。本遺跡部分

では遺物は採集されなかったが、長無川によって形成されたと考えられる自然堤防上に立地することから、

遺跡推定地５として試掘調査の対象地とした。試掘調査は、同じく県教委からの委託を受けた埋文事業団

が、中条IC北近接地～村上IC南近接地間について平成13年度～15年度に実施した。その結果、本遺跡を含

む20遺跡で本発掘調査が必要であることが判明し、その旨を県教委に報告した。本遺跡の試掘調査は平成

13年度に、15,000㎡を対象として実施した。試掘調査の実質調査面積は940㎡で試掘確認率は6.3％である。

調査の結果、本遺跡では縄文時代晩期の土器・石器が出土し、土坑なども検出され、当該期の集落遺跡で

あることが明らかとなり、約4,500㎡で本発掘調査が必要であることを確認した。本調査面積はその後、平

成14年12月18日の東日本高速道路と新潟県教育庁文化行政課（以下、「文化行政課」という）との本発掘調査

範囲の限定協議により、本調査面積は１期線の盛土範囲にあたる2,900㎡に限定された。

平成15年10月１日の道路公団・文化行政課および埋文事業団の三者協議において、道路公団が示した平

成16年度の調査要望は膨大なものであった。しかし、この要望も「民営化」や「事業の見直し」などの諸

問題を抱える東日本高速道路にあっては、この時点で確定したものではなかった。同年10月８日、文化行

政課と埋文事業団は平成16年度の受託事業について協議した。そして、日東道建設が決定し要望どおりの

調査量が提示された場合、その時点での調査体制ではこれに対応できないことから、日東道の調査に限り

民間調査組織に全面委託するという方針を決定した。平成16年１月８日、国土開発幹線自動車道建設会議

が終了し、日東道は東日本高速道路で建設することが可能になった旨が文化行政課に伝えられた。その後、

２月20日に最終的な三者協議が行われ、日東道の本発掘調査を、埋文事業団の管理・監督の下に民間調査

組織に全面委託することで合意した。この結果、道下遺跡の本発掘調査は、平成17年度に実施することと

なった。

1

1）日本海東北自動車道の事業は、日本道路公団分割民営化により、平成17年10月１日に設立された東日本高速道路株式会社

に引き継がれた。本文中では「東日本高速道路」と統一して表記する。



２　調査経過

Ａ　試掘調査

平成13年８月３日～20日および９月６・７日にかけて、道下遺跡部分にあたる遺跡推定地５の試掘調査

を行った（第２図）。調査対象面積は約15,000㎡である。調査方法は、対象地に任意の試掘トレンチを設定

し、重機（バックホー）および人力で徐々に掘り下げ、遺構・遺物の検出に努めた。

調査の結果、縄文時代晩期前葉（大洞BC式期）の土器が遺物包含層から出土した。さらに、埋甕（埋設土

器ないし土坑埋納土器）なども検出した。また、同時期の所産とみられる石器（磨製石斧）やE片も出土した。

2

２　調査経過



これらから、遺跡推定地５は集落遺跡であることが考えられ、新発見の遺跡として登録した。遺跡の名称

は、字名から道下遺跡とした。

なお、弥生時代のアメリカ式石鏃や中世の陶器片が、近世以降の陶磁器片とともに耕作土中から出土し

た。しかし、量的にも少なく、まとまった範囲を示していないことから、弥生時代や中世の遺跡は確認で

きなかった。おそらくこれらの遺物は、本遺跡の周辺に所在した当該期の遺跡が、ほ場整備等で削平され、

その搬入土に混入していたものと推測する。

次に、調査の結果についてまとめる。

遺跡は、厚さ30～40cmの耕作土の下に、すでにほ場整備等で削平されていた10トレンチ（図中の表示は

「10Ｔ」）付近より南側の一部を除き、炭化物を多く含む青灰色シルトの遺物包含層とした層が遺存する。

この青灰色シルト（遺物包含層）中からは、北側を除く２・３トレンチと10トレンチで縄文時代晩期の土器

片や石器が出土した。特に、２・３トレンチでは多くの出土遺物により、遺物包含層を掘り切ることはし

なかった。一方、８・９・11トレンチの包含層からは、遺物が出土しなかった。

検出した遺構は、２トレンチの土坑状の遺構や埋甕（埋設土器）、３トレンチの炭化物の集中する落ち込

み、10トレンチの遺物を伴う不定形の落ち込みなどである。遺構の分布は、遺物のそれともほぼ重なるこ

とから、２・３・10トレンチを含む範囲が遺跡の中心と推測した。

以下、調査結果に基づく遺跡の概要についてまとめることとする。

道下遺跡は、縄文時代晩期前葉（大洞BC式期）の遺跡である。遺跡は、胎内川の扇状地扇端部付近で、

長無川によって形成されたと考えられる自然堤防上に立地する。遺構確認面の標高は９ｍ前後である。遺

跡の多くの部分はほ場整備等によって削平されている。２・３・10トレンチの包含層の残存部分や遺構か

ら多くの遺物が出土した。土器のほか石器やE片なども出土したことから、集落遺跡の一部と考えられる。

また、遺跡の北側に炭化物の集中する部分が検出されたが、遺物は出土せず、その性格は不明である。こ

うした炭化物集中範囲は、遺跡の周縁部に多い傾向が窺える。南側は長無川に向かって傾斜し、遺構・遺

物は検出されず、遺跡は伸びないものと考えられる。

縄文時代晩期前葉（大洞BC式期）の遺跡が、耕作土直下で検出されたことは重要である。今まで確認さ

れることの少なかった、この時期の遺跡の立地を考える上で貴重な資料である。

そして、遺跡推定地５では試掘調査の結果、縄文時代晩期の道下遺跡が確認されたことから、第２図に
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示したように2,900㎡（２期線分合計約4,500㎡）について本発掘調査が必要であるとした。

Ｂ　本発掘調査

本発掘調査は、平成17年４月１日～12月27日の間で行った。調査期間の前半にあたる８月19日までは、

本遺跡の北約500ｍに位置する昼塚遺跡の発掘調査も併せて行った。調査面積は、前述したように１期線

の盛土部分2,900㎡である。

本格的な現地調査は、５月26日から開始した。遺構確認面までの深度を確認するための坪掘り、メイン

セクションラインおよび掘削範囲の設定などを行った後、６月１日～９日、重機による表土（耕作土を含む）

の除去・搬出作業を行った。メインセクションのベルトは、南北方向の基本土層ラインをDグリッドライ

ン、それと直交する東西方向の土層ラインを６・８・10の３グリッドラインとして、それぞれ幅約１ｍを

残した。重機による表土除去作業と並行して、調査区の南側から人力による掘削を開始した。まず、ベル

トの成形とベルトに沿って土層確認用のトレンチを掘削、そして調査区外周には雨水の処理と土層確認を

兼ねたトレンチ（開渠）を掘削した。さらに、重機が削り残した表土層の除去も行った。

７月１日、記録（写真・実測）の済んだベルトの除去および遺物包含層などの掘削を始めた。調査区北側

の10・11グリッド列では、炭化物を含む明瞭な遺物包含層はみられず、遺構・遺物も確認できなかった。

そして、８・９グリッド列では、B～Cグリッドの西半分とEグリッドの東半分～Fグリッドにかけて、遺

構・遺物を若干確認したのみで、全体としては希薄であった。一方、８Cグリッドの東半分～８Eグリッ

ドの西半分では、遺物の分布および炭化物の集中範囲を確認した。さらに、６・７グリッド列でも同様に、

６・７Bグリッドを除くほぼ全域に遺物の分布がみられ、炭化物の集中範囲も確認した。また、４・５グ

リッド列は、ほ場整備等による削平を受けて一段下がっている。そのため、遺物包含層は大半が失われ、

遺物の多くは耕作土の盛土中からの出土であった。

８月18日、遺物包含層などの掘削と並行して、遺構確認調査を開始した。しかし、遺構覆土と地山土の

特徴が類似していることや集落廃却以降の噴砂脈が多数走っているため、遺構平面形の確定が困難で、遺

構の掘り残しや平面形の誤認も予想された。その懸念を払拭するため、遺構覆土と地山堆積層のつながり

を断面でも確認した。具体的には遺物の分布が濃い６～８C～Eグリッドで、10ｍメッシュ、さらに、５

ｍメッシュのトレンチ掘削作業を追加した。そして、断面観察により平面形を確定した後、長軸方向ない

しは長軸方向及びそれと直交する方向にサブトレンチを設け、掘削し、遺構確認を行った。その結果、多

数の土坑（SK）、埋設土器（SH）、焼土遺構（F）、炭化物集中（SC）を確認したほか、８Dグリッドの北東

側では、長径4.5ｍ、短径４ｍ、深さ0.3ｍほどの竪穴状の遺構を確認し、床面には木炭などの炭化物が広

がり、そのほぼ中央に炉が構築されていたことから、竪穴住居（SI52）と判断した。また、６～７D～Eグ

リッドでも、長径５ｍ、短径3.5ｍ、深さ0.35ｍほどの楕円形の竪穴状の遺構を確認した。床面には炉と薄

い炭化物層（３層）が広がることから、竪穴住居（SI102）と考えた。

しかし、越後平野の沖積低地では、縄文時代の竪穴住居の検出は初めての事例であることから、９月12

日～16日、地元研究者、県教委、近隣の市町村教委埋文担当者、埋文事業団などの専門家を対象に現場を

公開し、竪穴住居の有無を含めて、遺構の評価や調査の方法等について意見交換をした。この現場公開中、

竪穴住居についての異論はほとんど聞かれなかった。ただし、遺構覆土と地山土の区別が大変難しい遺跡

であることから、地山土側も分層するなど、壁の立ち上がりをはっきりさせる必要がある、との指摘があ

り、これ以降の調査に取り入れることとした。
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９月20日、現場公開が終了したこと、遺物包含層の掘削作業もほぼ終了になったことから、遺構確認ト

レンチ掘削と遺構調査を並行させることとした。多くの遺構は現場公開のため、ベルトを残した状態やサ

ブトレンチを掘削した段階で作業を中断していた。これらの遺構のほとんどは、ほかの遺構との重複関係

を確認していた。すでに遺構の分布が確認されている範囲（６～８C～Eグリッド）の外側でのトレンチの掘

削は、遺構範囲に隣接する４～９B～Fグリッドではほぼ３ｍ間隔、遺物はほとんど検出できなかった10

～11B～Fグリッドでは５ｍ間隔で設定した。またトレンチの規模は、幅が60～70cm、深さは下層の遺構

の有無を確認するため、現地表面より１ｍ前後とした。

以下、作業工程ごとに調査経過を記述する。

９月21日～10月４日、南側の４～５B～Fグリッドで南北方向にトレンチを掘削し、５Cグリッドで竪穴

住居（SI198）を検出した。また、６Eグリッド（６ラインセクション）で確認した自然流路（SD１）は、南

西方向の５E～４Dグリッドへ伸びていることが明らかとなった。さらに、SD１より２～３ｍ北側に、SD

１より古い流路跡の肩の部分を確認した。この流路跡はSI198の南側へ伸びていた。９月30日～10月５日、

東側の６～８E～Fグリッドで東西方向にトレンチを掘削し、６Eグリッド（６ラインセクション）より北側

のSD１の方向を確認した。SD１の東側には噴砂が広がり、遺構は確認できなかった。10月６日～20日、

西側の６～７B・８B～Cグリッドおよび東側の８E～Fグリッドで東西方向、北側の９B～Fグリッドで南

北方向にトレンチを掘削したが、新たに遺構はなかった。

また、これらの作業と併行して、D・６・８・10の基本土層ラインのトレンチ再掘削も順次進めた。そ

の結果、遺構の分布範囲では、深さ0.8～１ｍで遺跡立地の基盤となる砂礫層を確認した。砂礫層には傾斜

があり、遺構の分布範囲が最も高く、周辺に向かって緩やかに下っていた。また、遺構確認面から砂礫層

の間に、別の遺物包含層や遺構確認面は存在しないことが明らかとなった。

10月17日～20日、北側の10～11B～Fグリッドで南北方向にトレンチを掘削したが、遺構・遺物ともに

検出できなかった。また、この区域の堆積層は遺構の分布範囲と異なり、低地部分の堆積状況を示してい

たほか、遺物包含層に相当する層を切っていた。これらの結果、この区域には集落が存続した当時、湿地

帯が広がっていたものと理解し、遺跡の範囲外と判断した。

遺構調査は、現場公開前に引き続き、５～８C～Eグリッドで確認した竪穴住居や土坑などについて行

った。調査は、おおよその平面形確認、サブトレンチ掘削、断面観察記録（平面・断面形確定）、覆土の掘

り下げ、遺物出土状況記録、完掘記録の順で行った。ただし、竪穴住居については、サブトレンチの断面

観察において、地山側の堆積層も分層し、覆土との区別を記録した。調査の結果、遺構の分布は、５～８

C～Eグリッドに限られ、北東－南西方向が50ｍ、南東－北西方向が30ｍの小規模ながら竪穴住居を居住

施設とする集落遺跡であることが明らかとなった。11月１日に報道公開を行い、また３日には現地説明会

を開催した。

その後、竪穴住居（10軒）の調査が11月20日までに終了し、21日に１回目のラジコンヘリによる写真撮

影を行った。撮影後から25日にかけて、残っていた土坑などの遺構調査も終了した。なお、SI52の石囲炉

は保存及び公開のため、12月１日に切り取り作業を行い、現場から搬出した。

遺構とは異なる自然流路（SD１）の調査は、10月17日～11月10日の間、サブトレンチの掘削・断面観

察・走向確認などを行った後、11月11日～12月６日にかけて覆土の掘り下げを行った。遺構と接する６～

７Eグリッド部分では、砂質シルトの間層をはさみ、３枚の炭化物を含む遺物包含層の流れ込みを確認し

た。また、これらの層中から土器・石器などが出土した。一方、５Eグリッド付近では遺物包含層の流れ
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込みは明瞭でなかったが、下層からオニグルミが出土し、放射性炭素年代測定の試料となった。なお、

SD１は遺構の分布範囲の東から南側を区切っていることが明らかとなった。

遺構およびSD１の完掘を受け、12月８日に２回目のラジコンヘリによる写真撮影を行った。同日、文

化行政課による終了確認も行われた。12月９日～13日にかけて、最終確認のだめ押し掘削を行い、遺構の

分布範囲を重機で10～15cm掘り下げた。結果、土坑１基を検出し、ただちに調査を行った。14日～19日、

６・８・10グリッドラインを北壁として、東西方向に任意の長さでそれぞれ下層確認（深掘り）トレンチ

Ａ・Ｂ・Ｃを設定した（第５図）。調査は重機で深さ2.4～2.8ｍまで掘削した後、壁面を精査して堆積状況

の観察を行った。壁面の観察は新潟大学教授高濱信行氏の協力を得た。その結果、遺構の分布範囲である

砂礫層が高まっている部分には、噴砂などの液状化の痕跡が数多く確認できた。また、８E～７Eグリッ

ドの西寄りにも、ほぼ南北のグリッド方向に伸びる幅約１mの噴砂脈を確認した。地震の発生時期につい

ては、現地調査により、集落成立以前と判断された。さらに、６～８Eおよび５B～Cグリッドで、遺構確

認面より下層の堆積層が落ち込む溝状凹地を確認したが、これも集落成立以前の噴砂に伴う落ち込みと判

断した。

下層確認トレンチの調査終了後、埋め戻し・現場の片付けを済ませ、12月27日、東日本高速道路に調査

区を引渡し、現地発掘作業を終了した。

Ｃ　整理作業

遺構図面の修正および遺物の水洗・注記・接合・復元の基礎整理作業は、平成17年度中で完了した。

平成18年度の整理作業は、遺構の図面編集・図版組み・写真図版の作成、遺物の実測・トレース・図面

図版組み・写真撮影・写真図版組みなどを、４月～８月にかけて行い、９月から原稿執筆、編集作業を行

った。

Ｄ　調査・整理体制

試掘調査と平成17年度の本発掘調査（基礎整理作業を含む）および平成18年度の整理作業は、以下のよう

な期間と体制で行った。

【試掘調査】

調査期間　平成13年８月３日～20日、９月６・７日

調査主体　新潟県教育委員会（教育長 板屋越　麟一）

調　　査　財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（理事長 板屋越　麟一）

管　　理　須田　益輝（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団専務理事・事務局長）

長谷川司郎（ 同　総務課長）

岡本　郁栄（ 同　調査課長）

庶　　務　椎谷　久雄（ 同　総務課主任）

調査指導　寺 裕助（ 同　調査課課長代理）

調査担当　小田由美子（ 同　調査課主任調査員）

調査職員　小林　芳宏（ 同　調査課主任調査員）

栗林　宣明（ 同　調査課主任調査員）
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加藤　義隆（ 同　調査課主任調査員）

長沼　吉嗣（ 同　調査課嘱託員）

【17年度本発掘調査作業】

調査期間　平成17年４月１日～12月27日

調査主体　新潟県教育委員会（教育長 武藤　克己）

調　　査　財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（理事長 武藤　克己）

管　　理　波多　俊二　（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団専務理事・事務局長）

長谷川二三夫（ 同　総務課長）

藤巻　正信　（ 同　調査課長）

監　　督　鈴木　俊成　（ 同　調査課課長代理）

澤田　　敦　（ 同　調査課班長）

山田　秀樹　（ 同　調査課主任調査員）

庶　　務　長谷川　靖　（ 同　総務課班長）

調査組織　株式会社シン技術コンサル

現場代理人　小海　勝志　（シン技術コンサル主任技師）

調 査 担 当　折井　　敦　（ 同　主任調査員）

調　査　員　大島　秀俊　（ 同　主任調査員）

調　査　員　高橋　勝広　（ 同　調査員）

補　助　員　伊比　博和　（ 同　調査補助員）

【18年度整理作業】

整理期間　平成18年４月１日～平成19年３月30日

整理主体　新潟県教育委員会（教育長 武藤　克己）

整　　理　財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（理事長 武藤　克己）

管　　理　波多　俊二　（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団専務理事・事務局長）

斎藤　　栄　（ 同　総務課長）

藤巻　正信　（ 同　調査課長）

監　　督　鈴木　俊成　（ 同　調査課課長代理）

庶　　務　長谷川　靖　（ 同　総務課班長）

整理組織　株式会社シン技術コンサル

整 理 担 当　折井　　敦　（シン技術コンサル主任調査員）

補　助　員　伊比　博和　（ 同　調査員）
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

１　遺跡の位置

道下遺跡は越後平野の北部、胎内市（旧中条町）古舘字道下263番地ほかに所在する（第３図）。胎内市は、

平成17年９月１日に、北蒲原郡中条町と同郡黒川村が合併して誕生した、総面積265.18k㎡、人口33,256人

（胎内市ホームページ2006.9.15現在）の、豊かな自然と歴史の息吹が感じられる市である。北は岩船郡荒川町、

北東から東は岩船郡関川村、南は旧北蒲原郡紫雲寺町・加治川村と合併した新発田市、さらに南東端は飯

豊山地を境として山形県西置賜郡小国町とそれぞれ接している。西には日本海に面して海岸砂丘列が伸び

ている。砂丘上には新潟市に次いで国内第二位の生産量を誇るチューリップ畑が、平野部には水田が広が

っている。市内には胎内川扇状地上の江上館跡や櫛形山脈の鳥坂城跡など、国指定史跡である奥山荘城館

遺跡の指定地が多く所在している。

２　地理的環境

道下遺跡の所在する胎内市の市域は、合併により東西に細長くなり、東半分は山地・丘陵部、西半分は

平野部に大別できる。南西約30kmには福島県会津地方から新潟県東蒲原郡を貫流してきた阿賀野川が、

越後平野を北西方向に流れる。この地域は新潟県内の区分で下越地方と呼ばれている。また、下越地方の

中でも阿賀野川以北を総称して、阿賀北地域と呼ぶこともある。

東側は、北から最高峰の朝日岳（1,870m）を擁する朝日山地、飯豊山（2,105m）を擁する飯豊山地から南

側の越後山脈へと連なり、山形県、福島県との県境となっている。その西側を画する谷と平野に面した多

くの山地や丘陵は、北北東―南南西の方向に連続して、ほぼ直線的にのび、越後平野の東縁部を形作って

いる。道下遺跡付近の平野に面した山地には、荒川町から胎内市（旧黒川村）に位置する高坪山地、胎内

市（旧中条町）から新発田市に位置する櫛形山脈がある。いずれも白亜紀の花崗閃緑岩を基盤とし、その

周縁部に新第三紀の地層が分布している。地形傾斜は20～30°の急斜面となっている。山地縁辺部の丘陵

は、西側に広く、東側に狭い。付近の主な河川には高坪山地の北側を荒川、櫛形山脈の南側を加治川、高

坪山地と櫛形山脈の間を胎内川が、朝日山地及び飯豊山地を源に流下する。胎内川と加治川では河川堆積

物による扇状地が発達している。特に胎内川扇状地は、越後平野で唯一扇状地性の平野が直接海に接して

いるため、前面に蛇行による自然堤防や後背湿地がみられない。海岸線には、およそ70kmにわたって発

達した砂丘が延びている。新潟砂丘と呼ばれ、数多くの砂丘列が確認されている。砂丘列はいずれも海岸

線に平行に発達している。砂丘列は大きく新砂丘Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの３つに大別され、それぞれがさらにいくつ

かの列に区分される［新潟古砂丘グループ 1979］。阿賀野川右岸では十列の砂丘列を形成し、海岸線から

内陸へ10kmまで及んでいる。北へ進むにしたがって砂丘列は収斂し、一列の砂丘となる。さらに古い砂

丘の上に新しい砂丘が重なる部分もある。遺跡付近の砂丘列は、３つに大別された砂丘列が累重する形を

とり、内陸側の基部が最も古く、海岸側の地表面が最も新しい堆積となる。幅は約２km、標高は最高点

で約30ｍとなっている。砂丘列は風で運ばれ堆積した均質で細粒の砂層からなり、古い砂丘列には表層に

8
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第３図　地形概念図と道下遺跡周辺の縄文時代の遺跡



形成された腐植物質の黒色砂層が入る。新潟砂丘の年代は、包含する遺物から、Ⅰの中の最古が縄文時代

前期、Ⅱの中の最古が古墳時代、Ⅲが室町時代までにそれぞれ形成されたものと推定される。

胎内川の現在の河口は、1888（明治21）年に砂丘列を開削してできた放水路である。それ以前は、扇状

地上に残る多数の河道跡からも流路が安定しなかったことが推定される。なお、放水路が開削される直前

の胎内川は、砂丘列に達したのち、砂丘列背後の低地を北流し、荒川に合流して日本海に注いでいた。現

在、旧胎内川の流路には、乙大日川が流れている。

道下遺跡は、胎内川の伏流水が湧出する扇端部付近に立地する。遺跡の西約500ｍには、ハンノキ林の

中に県指定天然記念物「地本のミズバショウ群落」があり、伏流水（通称どっこん水）が自噴している。遺

跡周辺の現地表面の標高は約９ｍを測る。周囲は近年ほ場整備された水田が広がっている。

３　周辺の遺跡

道下遺跡周辺の縄文時代晩期の遺跡には、単一時期のものより、後期から続く遺跡の方が多い。そのた

め、後期から晩期のいずれかを含む遺跡（●印）は、分けずにその分布を図示した。また、参考に後期から

晩期以外や時期不明の縄文時代の遺跡（○印）もあわせて示した（第３図）。

縄文時代後期から晩期の遺跡は、櫛形山脈西麓などの丘陵上、旧紫雲寺潟（塩津潟）の周辺及び胎内川扇

状地の扇端部の３か所に分布が認められる。道下遺跡をはじめ扇状地の扇端部に遺跡が集中する状況は、

平成13年度に日東道の建設予定地内で実施された試掘調査により明らかとなった。

櫛形山脈の西麓では、胎内川扇状地の扇頂部付近に胎内市仁谷野遺跡（10）・金掘沢遺跡（11）がある。ま

た、南側では胎内市大沢遺跡（20）・中ノ沢遺跡（22）、新発田市貝塚遺跡（26）・貝屋Ａ遺跡（27）・貝屋Ｂ遺

跡（28）などがある。旧紫雲寺潟（塩津潟）の周辺では、新発田市青田遺跡（25）、胎内市四ツ持遺跡（16）・兵

衛遺跡（17）がある。青田遺跡は日東道の建設に伴い発掘調査された縄文晩期後葉の大規模な集落遺跡で、

多数の掘立柱建物が検出されたほか出土遺物も豊富である［荒川ほか 2004］。胎内川扇状地の扇端部では、

荒川町道端遺跡（２）や胎内市江添遺跡（６）・昼塚遺跡（７）・道下遺跡（８）・野地遺跡（９）がある。いずれ

も日東道の建設に伴い発掘調査が行われた。道端遺跡は縄文後期後葉～晩期前葉の遺跡で、土坑などが検

出されたほか出土遺物も比較的多い［渡邊ほか 2003］。平成16年度には、昼塚遺跡の一部（昼塚遺跡Ⅰ）と江

添遺跡の発掘調査が行われた。昼塚遺跡は縄文晩期前葉の遺跡で、地表面下30cm位で掘立柱建物などの

遺構が検出された。江添遺跡は縄文後期前葉～中葉の遺跡で、地表面下２～2.5mに土坑などの遺構が検出

されたほか、多量の遺物が出土した［折井・小林ほか 2005］。さらに平成17年度には、昼塚遺跡の一部（昼

塚遺跡Ⅱ）と道下遺跡及び野地遺跡の発掘調査が行われた。昼塚遺跡では平成16年度と同様に、掘立柱建物

などの遺構が検出され、遺跡のほぼ全容が明らかとなった［折井ほか 2006］。
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第Ⅲ章　遺跡の概要

１　概　　観

本遺跡は、胎内川の伏流水が湧出する扇状地の扇端部付近に位置し、竪穴住居を居住施設とする小規模

な集落遺跡である。遺跡は北東から南西方向に伸びる、胎内川の堆積物である砂礫層が高まった部分に立

地している。遺構確認面は砂礫層を覆う砂質シルトを主とする堆積層の上面である。遺跡の北から西側に

かけては、湿地帯とみられる低地部分が広がっている。一方、東側から南側には、自然流路のくぼ地が伸

びている。遺構の分布は、この低地部分と自然流路に挟まれた北東－南西方向が50ｍ、南東－北西方向が

30ｍほどの範囲に限られる。言い換えれば、集落全体が調査区域内に収まっていることを示している。

集落を構成する遺構には、南東側を中心に分布する10軒の竪穴住居、北から西側に集中する200基を超え

る土坑や埋設土器・焼土遺構・炭化物集中などがある。それぞれの遺構からは、石器類や土器類が出土し

た。集落の時期は、出土土器の年代などから、縄文時代晩期前葉の大洞B2～BC式期と考えられる。

２　グリッドの設定（第４図）

グリッドの設定は、日東道のセンター杭STA337+0,000（旧日本測地系　X＝232208.229、Y＝78968.762）と

STA338+0,000（旧日本測地系　X＝232301.080、Y＝79005.870）とを結んだ線を南北方向の基準線に、10ｍ四方

の方眼を組み大グリッドとした。このためグリッドの南北方向は座標北から21°47′02″東偏している。

大グリッドは南西隅を基点とし、南北方向を算用数字、東西方向をアルファベットとして『９D』のよ

うに表示した。大グリッドはさらに２ｍ四方に25分割し、小グリッド（第４図）とした。小グリッドは１

～25の算用数字で表し、南西隅が１で、東へ２・３・４・５、北へ６・11・16・21の順で、北東隅を25と

した。表記は大グリッドの後につけて『９D15』のように呼称した。なお、STA337+0,000は１Eグリッド

の南西隅に該当する。

３　発掘調査の方法

表土除去 南北方向のDグリッドラインと、それに直交する６・８・10グリッドラインに土層観察用の

ベルトを残し、灰色シルトの上面まで重機（バックホー）により掘り下げた。

土層観察 Dおよび６・８・10グリッドラインで土層断面図を作成した。

遺構検出 作業は大グリッド単位で、遺物包含層の掘り下げ・遺物の取り上げを行った後、遺構検出作

業を行った。なお、遺物がまったく出土しなかった部分（大グリッド）には、５ｍ間隔を目安にトレンチの

掘削を行い、その結果、遺構・遺物が全く検出できなかった部分は、それ以上の調査は行わなかった。

遺構調査 覆土の掘り下げは、まず複数のサブトレンチを入れ、平面形の確認・断面観察を行った。次

に、遺構外形や新旧関係に注意して完掘した。合わせて遺物の取り上げ作業なども行った。さらに、検出

できなかった遺構を想定し、完掘後に重機（バックホー）と人力で約20cm掘り下げ、遺構確認を行った。
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下層確認トレンチ 遺構調査完了後に、遺構検出面より下層の堆積層を確認するためのトレンチで、

６・８・10グリッドラインを北壁に、東西方向に任意の長さで設定した。重機（バックホー）により現地表

面から、６グリッドライン（トレンチＡ）を2.5ｍ、８グリッドライン（トレンチＢ）を2.7ｍ、10グリッドラ

イン（トレンチＣ）を3.0ｍの深さまで掘り下げ、断面観察などを行った。

４　層　　序

Ａ　概　　要

遺跡の層序は、灰色シルト面（遺物包含層上面）を境に上部と下部で大きく異なる。上部は近世以降の表

土・耕作土で、土地改良に伴う搬入土ないしは整地盛土・埋土を主とする層である。上部堆積層の厚さは、

30～40cmである。一方下部は、Ⅶa層（灰色シルト）から、遺跡立地の基盤となる胎内川堆積物の砂礫層上

にのるⅩⅣ層までとした。下部堆積層の厚さは、遺構の分布範囲が50～80cmである。また、遺構が検出さ

れなかった10D～Fグリッドでは、120cm程度を測り、遺構の分布範囲より砂礫層上面は下がっている。

また、調査区域の北から西側の９B～11Eグリッド付近には、低地部分の堆積層が広がり、基本土層とは

大きく異なっている。この堆積層は、Ⅶ層～Ⅸ層までの各層と関係がある。堆積層全体の厚さは、最大

120cmを測る。なお、この低地部分では、現地表面から２ｍ前後（湖沼堆積層１の上面から最大1.6ｍ）掘り下

げたものの、砂礫層は確認できなかった。

土層観察は、現地表面から砂礫層上面付近までが、Dグリッドラインの西壁、現地表面から砂礫層上面

付近及び砂礫層中までは、６・８・10グリッドラインの北壁で行った。それぞれのグリッドラインの土層

断面図から抜粋し、基本土層図（第５図）として載せた。 基本土層の呼称は、ローマ数字のⅠ層～ⅩⅣ層
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を用いた。また、基本土層と異なる低地部分の堆積層については、湖沼堆積層と表示した。そして、上か

ら湖沼堆積層１、２、３、４とした。

Ｂ　基本土層（第５図）

Ⅰ層は、表土・耕作土ないし床土・畦畔盛土・整地埋土である。Ⅱ層は、旧水田の耕作土ないし床土・

整地埋土である。Ⅲ層は、低地部分への埋土で、調査区南側の４B～Dグリッド付近にのみ分布する。Ⅳ

層は、集落廃却以降に発生した地震による噴砂で、自然流路（SD１）の東側の５～７Fグリッド付近にみ

られる。Ⅴ層は、Ⅶ層上面に広がる古い撹乱で、７～８D～Eグリッド付近にのみ分布する。Ⅵ層はⅦ層よ

り上層にある湖沼堆積層で、８～９Fグリッドで確認した。10B～11Dグリッドの湖沼堆積層１が相当する。

Ⅶ層は、灰色～灰オリーブ色シルトで、Ⅶa・Ⅶ'・Ⅶb層に細分できない場合の総称である。層厚は10～

20cmである。Ⅶa層は、固くしまった灰色シルトである。Ⅶ'層は、炭化物を若干含む、しまりの弱い灰オ

リーブ色シルトである。くぼ地部分などでⅦa層とⅦb層の間にみられる。Ⅶb層は、大粒の炭化物を含み、

しまりの強い灰オリーブ色シルトである。遺物包含層である。層厚は５～10cm程度の部分が多い。低地

部分では、しまりの弱い黄灰色粘性土に変化する。なお、各遺構の検出面も、Ⅶb層上面からⅧ層上面ま

でのⅦb層中に存在するが、Ⅶb層の細分はできなかった。

Ⅷ層以下は本遺跡の地山堆積層である。Ⅷ層は、白色シルト質砂を多く含む灰色シルトである。Ⅸ層は、

白色シルト質砂が主体の灰色砂質土である。層厚は５～10cmで一定しない。なお、白色シルト質砂を主

体とすることから、ⅩⅠ層と同様に遺構の立ち上がりを決める目安となった。

Ⅹ層は、炭化物を少量含む灰色シルトである。東側の８～９Fグリッドでは、Ⅹ層とⅩⅠ層の間にⅩb層

とⅩc層が分層される。Ⅹb層は、白色シルト質砂が主体の灰色砂質土である。Ⅹc層は、白色シルト質砂

を含む灰色シルトである。ⅩⅠ層は、Ⅸ層とほぼ同質の白色シルト質砂が主体の灰色から灰白色砂質土で

ある。層厚は５～15cmで一定しない。なお、白色シルト質砂を主体とすることから、Ⅸ層と同様に遺構

の立ち上がりを決める目安となった。

ⅩⅡ層は、炭化物を少量含む灰色シルトで固くしまる。ⅩⅡ層で砂質分が多い部分は、ⅩⅡ'層（砂質シルト）

に分層した。ⅩⅢ層は、砂質分が主体の灰色砂質シルトで固くしまる。ほとんどの部分でこの下層が砂礫

層となる。ⅩⅣ層及びⅩⅣ'層（図版92）は、砂礫層上面のくぼ地部分にみられる。いずれも灰色砂質土で、

ⅩⅣ'層がⅩⅣ層より固くしまる。なお、砂礫面が下がり、低地部分となる東側の８～９Fグリッド及び南側

の５D～Eグリッド付近では、ⅩⅡ層から下層が縞状堆積のガツボ（腐植物）層に変化する。

砂礫層は、遺跡立地の基盤となる堆積層である。上部は礫が細かく、下部は大粒の傾向がある。その境

目にはシルトが堆積するところもある。

湖沼堆積層１は、細粒砂が縞状に入る灰オリーブシルトである。１は基本土層のⅥ層に対応する。湖沼

堆積層２は、灰色シルトが若干混じる灰白色砂である。２は湖沼堆積層３上面のくぼ地に流れ込んだ層と

推測した。湖沼堆積層３は、上から下にかけてシルトから砂質シルトへ徐々に変化する。湖沼堆積層４は、

細粒砂を若干含む灰色シルトである。

湖沼堆積層４の下層は、低地部分の肩から傾斜面の途中までⅩ層～ⅩⅢ層が確認できたが、低地の底の

部分では分層できなかった。
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第５図　道下遺跡基本土層図



第Ⅳ章　遺　　　構

１　記述の方法

Ａ　方　　針

遺構の説明は、本文・観察表・図版（図面・写真）を用いて行う。観察表と図面図版ではすべての遺構に

ついて記載する。そのうち、平面形が推測できる・出土遺物があるなど、重要度の高い遺構については本

文でも解説する。本文の記述にあたっては、遺構の種類ごとに分類や概要を述べた後、各遺構についての

個別説明を行う。説明の順序は、遺物の出土状況の特徴的なものを優先した上で、検出したグリッド順

（北から南）も考慮した。また、詳細については観察表に委ね、特徴的な点を中心に述べることとする。

Ｂ　遺構番号

遺構の名称は、遺構の種類・番号の順に表記した遺構番号で表す。遺構の種類は後述する略称を用いた。

番号は遺構の種類に関係なく検出順に通し番号を付した。但し、検出段階に遺構番号を付した掘り込みで、

調査の結果、撹乱と判断されたものは、その番号を欠番とした。

遺構などの種類と略称は、竪穴住居を「SI」、埋設土器を「SH」、土坑を「SK」、ピットを「P」、焼土遺

構を「F」、炭化物集中を「SC」、性格不明遺構を「SX」、自然流路を「SD」とした。

Ｃ　図　　版

遺構の図面は、全体図・分割図・個別図で構成される。全体図は1/300の平面図（図版１）で、すべての

遺構を表示するとともに、Ⅷ層上面で測量した地山面の等高線を表示した。

分割図は、調査区域のうち遺構検出域を８分割して1/80で表した平面図（図版２～９）で、全体図と同様の

等高線を表示した。

個別図は平面図・土層断面図・エレベーション図などを組み合わせたもの（図版10～65）で、竪穴住居は

1/40、埋設土器は1/20、土坑は1/30ないし1/40、ピット・焼土・炭化物集中は1/40、性格不明遺構は1/60

で表した。また自然流路については平面図を1/80、土層断面図を1/60で表した。

図中の表現については、遺構の複雑な重複関係や数多く掘削した遺構確認などのトレンチにより、図の煩

雑なものがあるため、次のように表示した。

重複する遺構の表現では、切られている遺構が切っている遺

構より深い場合についてのみ、二通りの方法で表示した（第６

図）。SK１とSK２のように一部分が重なる場合、切られている

遺構（SK２）の重なっている部分は平面図に表示しなかった。

SK１・２とSK３のように全体が重なる場合、隠れている遺構

（SK３）を平面図に破線で表示した。

遺構線と遺構確認などのトレンチ線の表示は、トレンチを掘

削した作業段階により三通りに区分した（第７図）。調査当初に
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第６図　重複する遺構の表現模式図



掘削した基本土層観察の６・８・Dグリッドラインを遺構がまたぐ場合、平・断面図ともトレンチ線を実

線、トレンチ内に遺構線は原則として表示しなかった（第７図-左）。ただし、竪穴住居の場合に限り破線で

表示した。遺構確認のトレンチを遺構がまたぐ場合、平面図でのトレンチ線を実線、トレンチ内の遺構線

を破線で一律表示した。そのうち、断面観察を直交する２本のトレンチを掘削した後に行った場合、断面

図でのトレンチ線は実線、トレンチ内の遺構線および分層線は破線とした（第７図-中）。また、断面観察を

直交するトレンチを掘削する前に行った場合、断面図でのトレンチ線は破線、トレンチ内の遺構線および

分層線は実線で表示した（第７図-右）。なお、遺構再確認のためにだめ押し掘削したトレンチは、平・断面

図のいずれにも表示しなかった。

土層断面図の色調は『新版　標準土色帖』［小山・竹原 2002］に基づいている。

写真は、個別図にある遺構について掲載するように努めたが、すべてを網羅してはいない。

各図版の掲載順は、冒頭に全体と分割を掲載した後で、遺構種別ごとに個別掲載した。

Ｄ　観 察 表

観察表の項目は、掲載図面図版No.、位置、形状、規模、出土遺物、切り合い関係などである。図版No.

は分割図No.と個別図No.を表記した。形状には平面形・断面形などがあり、第８・９図に基づき分類して

記載した。切り合いなどで形状が不明の場合は空欄にしてある。規模の項目で、形状が復元できるものは（

）内に推定値を、復元できないものについては空欄とした。なお、深さは検出面から底面までの実測最大

値とした。覆土は堆積形状を第10図に基づき分類して記載した。切り合いは「＜」、「＞」、「＝」の記号を

用いて示した。「＜SK70」とはSK70に切られ、「＞SK70」とはSK70を切っていることを示す。「＝SK70」

はSK70と切り合い関係があるものの、新旧が不明であることを示す。

平面形状

円　　形：長径が短径の1.2倍未満のもの。

楕 円 形：長径が短径の1.2倍以上1.5倍未満のもの。

長楕円形：長径が短径の1.5倍以上のもの。

方　　形：長軸が短軸の1.2倍未満のもの。

隅丸方形：方形よりも角が丸みをおびるもの。

長 方 形：長軸が短軸の1.2倍以上のもの。

隅丸長方形：長方形よりも角が丸みをおびるもの。

不 整 形：凸凹で一定の平面形をもたないもの。

ただしおおよその形状のわかるものは不整円形、不整楕円形などと呼ぶ。

断面形状

台形状：底部に平坦面をもち、緩やか～急斜度に立ち上がるもの。
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第７図　断面図での遺構・トレンチの表現模式図



箱　状：底部に平坦面をもち、ほぼ垂直に立ち上がるもの。

皿　状：平面長径が深さの10倍以上で、底部に平坦面を

もち、緩やかに立ち上がるもの。

弧　状：底部に平坦面をもたない弧状で、緩やかに立ち

上がるもの。

半円状：底部に平坦面をもたない椀状で、急斜度に立ち

上がるもの。

袋　状：検出面の径よりも底部の径が大きく、内傾した

後に垂直ないしは外傾して立ち上がるもの。

階段状：階段状の立ち上がりをもつもの。

Ｕ字状：平面長径よりも深さの値が大きく、ほぼ垂直に

立ち上がるもの。

漏斗状：下部がＵ字状、上部がＶ字状の二段構造からな

るもの。

不整形：凸凹で一定の断面形をもたないもの。

覆土堆積形状

Ａ　レンズ状：複数層がレンズ状に堆積するもの。

Ｂ　水平：複数層が水平に堆積するもの。

Ｃ　単層：覆土が単一層のもの。

Ｄ　斜位：斜めに堆積するもの。

Ｅ　水平レンズ：覆土下位は水平、上位はレンズ　　　　　

状に堆積するもの。

２　遺構の分類

Ａ　基本分類

上述したように、検出した遺構などには、竪穴住居・埋設土器・土坑・ピット・焼土遺構・炭化物集

中・性格不明遺構・自然流路がある。このうち性格不明遺構と自然流路については、それぞれ１基のため

分類はしなかった。他の遺構については、以下に分類基準を示す。

Ｂ　竪穴住居（SI）

竪穴住居の認定は、地山面（Ⅶb、Ⅷ層）を掘り込んで床面が構築され、床面に炉および柱穴と考えられ

るピットのあるものとした。10軒を認定した。竪穴住居の掘り込み面は、Ⅶb層中からのものと、Ⅷ層上

面からのものがある。床面積は外形下端線1）で計測した。なお、炉には石囲炉と地床炉がある。

分　類 平面形および炉の形態に基づいて分類した。

Ａ類　平面形が長めの楕円形もしくは隅丸長方形で、地床炉のもの。
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1）壁溝がある住居の下端線の位置は、壁溝をもたない住居の下端線に合わせ、壁溝を掘る前の床面外形（ほぼ上端線直下）

とした。



Ｂ類　平面形が隅丸方形で、石囲炉のもの。

Ｃ類　平面形が卵形に近い不整楕円形で、石囲炉のもの。

Ｄ類　平面形が卵形に近い不整楕円形もしくは不整隅丸方形で、地床炉のもの。

Ｃ　埋設土器（SH）

本遺跡では遺物がまとまって出土した土坑が多く、その出土状態も様々であった。そのなかで、残存率

がほぼ一個体分の土器がその形状を保ち、その土器よりもやや大きめに掘られた土坑に埋設されたものを

「埋設土器」として他の土坑と分離した。６基認定した。使用された土器の器種には、深鉢形・鉢形・壺

形土器がある。埋設状態は口縁部を上にする「正位」と、横にねかせた「横位」の２種類に分けられた。

観察表の「埋設態位」の（ ）内には横位埋設時の口縁部の方向を示した。

Ｄ　土坑（SK）・ピット（P）

土坑とピットの区分 平面規模を基準とし、直径（短径）が40cm以上のものを土坑、直径（長径）が40cm

未満のものをピットとしたが、形状によっては40cmを若干超えるものもピットとして扱った。

土　坑 検出した土坑は232基である。平面規模は、長径50cm×短径40cmとピットを一回り大きくした

程度のものから、長径が４ｍ近くある大型のものまで広範囲にわたる。深さは、10～20cmのものが約５

割を占める。全体的にもそれほど深いものはなく、最大が66cmである。平面形は主に円形や楕円形であ

る。断面形は大半が台形状・弧状である。なお、地震の影響により歪みが生じ不整形となっているものも

ある。覆土の堆積形状はレンズ状と単層のものが多い。また、地山土が砂質シルトで粘性が弱いため、人

為的な埋土を示す地山土ブロック混じりの堆積は確認できなかった。ただし、地山堆積層中に含まれる白

色のシルト質砂が斑状に混じる場合は、人為的な埋土と判断した。覆土の内容物としては炭化物の入り込

みが目立ち、微細な炭化物粒から径３cmほどの炭化物片までみられた。

ピット 検出したピットは17基である。平面形はいずれも円形か楕円形である。断面形はＵ字状が最も

多く、半円状・台形状・箱状・漏斗状・不整形がみられる。規模は直径が20～35cm、深さが15～25cmの

範囲に集中する。いずれも柱の痕跡はなかった。

Ｅ　焼土遺構（F）

周辺に柱穴が存在せず、堆積状況から住居の地床炉とは考えにくいものを焼土遺構とした。22基検出し

た。屋外施設と考えられ、焼土遺構同士で重なり合うものも多い。また、焼土遺構周辺１ｍほどを使用時

の痕跡が残る範囲と考え、その部分からの出土遺物は焼土遺構に帰属させた。

Ｆ　炭化物集中（SC）

炭化物の分布が集中しているものである。12基認定した。掘り込みのあるものと掘り込みはなく面的に

広がっているものとがある。規模は長径が30cmから４ｍのものまであり差がみられる。炭化物の大きさ

も一様ではなく、径が１～２cmの大型のものから微細なものまである。大半の炭化物集中は竪穴住居の

近くに位置し、焼骨がまとまって出土するものや多数の遺物を伴うものもある。
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３　遺構各説

Ａ　概　　要

遺構の分布（図版１・第11図）

本遺跡は、10軒の竪穴住居を居住施設とする集落遺跡である。竪穴住居以外の検出遺構には、埋設土器

６基・土坑232基・ピット17基・焼土遺構22基・炭化物集中12基・性格不明遺構１基がある。これらの遺

構は調査区の中央部に位置する。東側には集落存続時の自然流路（SD１）が北から南に走り、これから東

に遺構はみられない。さらにこの自然流路は、竪穴住居

（SI140）の南側で大きく屈曲し、西に伸びている。これ

から南は低地で、遺構は存在しない。北側は竪穴住居

（SI52）を境に遺構はみられない。北から西側にかけては

中央からなだらかに傾斜し、湖沼堆積層が広がる湿地帯

になっている。この部分でも遺構はみられなかった。こ

のように調査区内にすべての遺構が収まり、小さいなが

らも集落の全容が明らかになった。規模は北東－南西方

向が50ｍほど、南東－北西方向が30ｍほどである。

次に、主な遺構の配置についてみると、竪穴住居は集

落の東から南側にかけて弧状に分布する。いくつかは重

複関係が確認できる。土坑は集落の西側と北東側の２か

所に集中する傾向がみられ、重なり合うものも目立つ。

埋設土器は集落の北寄りで確認し、８Dグリッドの土坑

群を囲むように分布している。焼土遺構は集落の中央寄

りに位置するものが多く、12基は７C24グリッドで重な

っている。炭化物集中は集落の東縁部に分布する。ピッ

トは主に竪穴住居の周辺で検出した。

なお、遺構の検出層位はⅦb層中からⅧ層上面である。

Ｂ　竪穴住居

SI52（図版６・10・11、93・94）

位置　８D14・15・18～20・23～25、８E16・21グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　本住居は、Ⅷ層面に設定した幅20cmのサブトレンチ内で、薄く直線的で水平に堆積

する炭化物の層（７層）と、焼土を確認したことから、遺構の存在を認識した。越後平野の沖積低地部で

は、今まで縄文時代の明確な竪穴住居の検出例がなかったことから、竪穴住居であることを立証するため、

床面と考えた炭化物層と床下の堆積状況との比較や、基本土層を切って壁が立ち上がる状況を検証しなが

ら調査を進めた。

規模等　平面形は卵形に近い不整楕円形である。規模は、長軸4.5ｍ、短軸4.2ｍ、深さ0.25ｍを測る。壁溝

は幅20～26cm、深さ18cmを測る。床面積は、15.78㎡程度である。長軸方向は、Ｎ－56°－Ｗである。
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覆土　砂質シルトで、床面上には炭化物層（７層）が広がり、炉の上面も覆っている。覆土中には小規模

な噴砂がみられ、その部分の床面はやや陥没している。また西側の床面も西に向かって傾いている。覆土

と地山土が類似しているため壁の立ち上がりは、両者の土質のわずかな違いにより確認した。また、壁溝

の覆土（10層）はやや粘質のシルトで、壁の立ち上がりを確定する参考とした。

柱穴　床面で11基のピットを検出した。このうち柱穴としたものはP1・4・5・8・10の５本である。これ

らは、長（直）径が28～36cm、深さは15～21cmである。いずれも柱痕跡はなかった。柱穴の配置は、台

形の下底辺が突出した五角形であるが、P8は長軸線より北に寄り、住居の掘り込みの膨らみとほぼ一致す

る。柱間寸法は、P5－P8のみ約1.2ｍ、ほかは1.9～2.1ｍと揃っている。

炉　床面の中央から北西側に寄って石囲炉が位置する。使われている石は、長径が８～10cmの拳大の川

原石が主である。石の配置はわずかに楕円形で、規模は外径が66×60cmである。石囲いには隙間がみら

れる。炉の中央には、火床
ほ ど

に使われた鉢形土器の底部（Ｐ21）が据えられている。石の上面まで焼土を含

む炭化物（７層）が厚さ５cmほど堆積している。それを取り除くと焼成面となり、土器とともによく焼け

ている。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｃ類に分類した。

重複遺構　SH12・21、SK28・30・59・238、P58・261に切られる。ほかにSK240を切り、SC11と接する

が、新旧関係は不明である。

出土遺物　西側の床面で深鉢形土器（Ｐ20）が出土し、SK78の土器と接合関係にある。また、同一個体片

がSK93（Ｐ133）、SK122（Ｐ135）、SK251（Ｐ134）、SK252（Ｐ136）、SD１（Ｐ139）から出土している。石

囲炉の中央に据えられた炉内土器（Ｐ21）は鉢形土器の底部である。石器は、床面直上から石鏃３点（Ｓ

４・13・14）、石錐１点（Ｓ27）が、磨石類３点（Ｓ101・109・114）は、Ｓ101・114が床面直上から、Ｓ109

は覆土下層から出土、磨製石斧１点（Ｓ85）は覆土中層、不定形石器２点（Ｓ51・68）は覆土下層から出土

している。そのほかにE片５点（硬質頁岩）、砕片４点（硬質頁岩）、礫６点がある。

SI102（図版７・12・13、94・95）

位置　６D19・20・24・25、６E16・21、７D５、７E１グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　遺構確認のトレンチ内で直線的で水平に堆積する炭化物層（13層）を確認し、竪穴住

居を想定した。遺構の検証作業はSI52と同様に、床面下の土層堆積状況、基本土層と覆土との土質の違い

を手がかりに、壁の立ち上がりを検証した。炉は使用中、地震による噴砂で覆われたものの、その上面に

再構築されていた。

規模等　平面形は長めの楕円形で、長軸5.1ｍ、短軸3.5ｍ、深さ0.3ｍを測る。壁溝の幅は16～19cm程で深

さは20cmを測る。床面積は、14.73㎡程度である。長軸方向は、Ｎ－103°－Ｗである。

覆土　砂質シルトである。覆土中には小規模な噴砂がみられる。床面には薄く炭化物の堆積（13層）が広

がっている。掘り込み面は、基本土層のⅧ層まで壁の立ち上がりを追えたが、Ⅶb層を切っているかどう

か確認できなかったため、Ⅷ層上面からの掘り込みとした。

柱穴　床面で検出した９基のピットのうち、P2・1・4・3及びP3と近接するP6を柱穴と考えた。これらは、

長（直）径が24～32cm、深さは19～26cmである。柱痕跡はなかった。P3とP6は、断面観察からP6が新し

い。調査段階での柱穴の配置はほぼ長方形となるが、住居の東側床面の空間が広すぎて不自然であった。

そこで住居の平面形を考慮した場合、調査時には確認できなかったが、竪穴住居を切る遺構確認のトレン
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チ内に柱穴を想定し（図版12）、長方形の短辺の片側が突出した五角形の配置を推測した。長方形部分の柱

間寸法は、長辺が1.8～2.0ｍ、短辺が1.5～1.7ｍである。なお、炉が再構築されていることや、P3とP6の間

にあるP5が液状化により流動変形していることから、P3からP6へ建替えられた可能性が高い。

炉　床面のほぼ中央に位置する。地床炉で、平面形はやや不整な楕円形を呈する。規模は88×80cm、深

さは８cmを測る。使用中に地震による噴砂で覆われたものの、その上面に再構築されている。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ａ類に分類した。

重複遺構　SI176を切り、SK85・100・110・111に切られる。

出土遺物　壁溝内から石鏃１点（Ｓ18）、不定形石器１点（Ｓ50）、床面直上で石核１点（Ｓ80）、磨石類１

点（Ｓ105）が出土した。土器は、鉢形土器のＰ22が覆土上層、深鉢形土器のＰ26が中層から下層、Ｐ23は

床面から、Ｐ24、Ｐ25は下層から床面にかけて出土した。Ｐ23はSK85・110・111、Ｐ24・25はSK85・116、

Ｐ26は、SK85・117出土の土器と接合関係にある。ほかにE片11点（長辺３～８cm、硬質頁岩・流紋岩）、砕

片11点（長辺１～２cm、硬質頁岩・流紋岩・めのう）、礫14点が出土している。

SI176（図版７・14・15、95・96）

位置　６D19・20・24・25、６E16・21・22、７D４・５、７E１グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　SI102の調査の過程で、SI102の床面と考えた炭化物の薄い層よりやや下に、別の薄い

炭化物層（31～33層）を確認した。この炭化物層は、SI102のそれと異なる広がりをもっていたことから、

SI102とは別の竪穴住居を想定した。SI102完掘後に調査を進めた結果、SI102と重複する部分が多く、炉

はほぼ上下に重なっていることが明らかとなった。西側の壁はSI102に切られ、壁溝がSI102の床面に残る

だけである。東側の壁は、南北に走る大きな噴砂脈に近接している。

規模等　平面形は卵形に近い不整楕円形で、規模は長軸5.1ｍ、短軸4.6ｍ、深さ0.39ｍを測る。壁溝の幅は

20cmほどで深さは８cmを測る。床面積は、18.64㎡程度である。長軸方向は、Ｎ－80°－Ｗである。

覆土　砂質シルトである。ただSI102との重複面積が大きいため、全容は不明である。床面はややSI102よ

り低くなる。床面にはSI102と同様に炭化物の薄い層（31～33層）がある。壁はⅧ層までは確実に立ち上が

るが、Ⅶb層を切っているかどうかについては、確認できなかった。

柱穴　床面で７基のピットを検出し、配置からP19・8・11・22の４基を柱穴と考えた。柱痕跡はなかった。

しかし、P22北側の空間が広すぎるため、住居の平面形を考慮し、遺構確認のトレンチ内に調査時には確

認できなかった柱穴を想定した（図版14）。想定した柱穴を含め本住居の柱穴は５基で、台形の下底辺が突

出した五角形の配置と考える。柱穴の規模は、長（直）径がP22の16cmからP11の40cm、深さもP19の

11cmからP11の23cmとばらつきが大きい。柱間寸法は、P19－P8が1.6ｍ、P8－P11が3.2ｍ、P11－P22が

1.4ｍを測る。なお、SI102-P3に切られたP20は液状化により流動変形している。

炉　床面の中央より西側で、SI102の炉下位に位置する。石囲炉であるが、炉石および炉内土器は抜かれ

ていた。炉石の抜き取り痕および炉内土器を据えるための粘質シルト（２層）がドーナツ状に確認できた。

平面形は不整な円形で、規模は外径が80×70cm、焼土厚（３層）は２cmほどである。なお、抜き取り痕

から炉石の大きさは、長径10～20cm程度と推測される。また、石囲炉の東側には、浅い掘り込みをもつ

不整円形の炭化物の集中か所（80×70cm）があり、小ピットを伴っている。この小ピットには台石状の礫

が落ち込んでいる。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｃ類に分類した。
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重複遺構　SI102、SK85・110・111・203・231に切られる。

出土遺物　両極石器２点（Ｓ44・45）が覆土中位から、不定形石器１点（Ｓ48）が床面直上から出土してい

る。また、図示していないがSK214出土のＰ54と同一個体の底部片が床面から出土している。ほかに土器

片５点、E片９点（長辺２～４cm、硬質頁岩など）、砕片６点（長辺１～1.5cm、硬質頁岩、薄くE離されたチップ

類）、礫２点がある。また炭化物集中か所から台石状の礫１点が出土している。

SI140（図版８・16・17、98・99）

位置　６D10・15、６E6～8・11～13グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　南北方向の遺構確認のトレンチ内で、ほぼ水平の炭化物を含む層（２・３層）がみら

れ、竪穴住居の存在を確認した。基本土層の観察によると、この住居はⅦb層を切って構築されている。

床面の南側ほぼ半分は、撹乱および近年のほ場整備により削平され、焼土（F2）とP4だけが残存している。

床面には中央部北寄りに焼土（F1）があり、それと隣接して炭化物の集積範囲を確認した。

規模等　平面形は隅丸長方形と推測する。規模は、長軸6.3ｍ、短軸は推定3.8ｍ程度、深さ0.08ｍを測る。

壁溝の幅は20～38cmで深さ10～15cmを測る。床面積は、一部が削平されているため、柱穴の位置関係か

ら20～22㎡と推定する。長軸方向は、Ｎ－67°－Ｗである。

覆土　砂質シルトからなる。覆土は１～３層に分層され、いずれも炭化物を含み特徴的である。このうち

１層に含まれる炭化物は大粒（長径１cm位）で、Ⅶb層に含まれるものと類似する。また、床面直上の２・

３層中にも炭化物が含まれているが、SI52・102・198などで確認した直線的で密に分布するような堆積状

況ではない。

柱穴　５基のピットを検出し、そのうちP4・1・3・5の4基を柱穴とした。これらは、長（直）径が27～

32cm、深さは19～28cmで比較的揃っている。柱痕跡はなかった。なお、床面が削土されているため推測

になるが、住居の平面形と４基の柱穴の位置から、P3の南側に柱穴のあった可能性は極めて高い。これら

から本住居の柱穴は、P3の南側に想定した柱穴を加えた５基で、長方形の東側の短辺が突出した五角形に

配置するものと考える（図版16）。柱間寸法は、P4－P1が1.9ｍ、P1－P3が2.8ｍ、P3－P5が1.6ｍを測る。

なおP2は、地床炉としたF1に近接しているため、柱穴としなかった。

炉　２基の焼土（F1・F2）を検出したが、いずれも火熱による底面の硬化が顕著ではなかった。規模は、

F1が70×54cmの楕円形、F2が52×38cmの不整形である。調査では柱穴との位置関係から、床面の中央西

寄りにあるF1を地床炉とした。なお、F1の南側には、楕円形の炭化物集中か所（70×60cm）があり、F1と

の関連が考えられる。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ａ類に分類した。

重複遺構　SD１が埋まった後の平坦面を、掘り込んでいる。

出土遺物　遺物はほとんどが床面～床面直上層からの出土である。石器の出土が特徴的である。磨製石斧

１点（Ｓ92）と石匙６点（Ｓ29・30・35～38）、不定形石器３点（Ｓ64～66）が出土している。Ｓ65・66の不

定形石器とＳ37・38の石匙の４点は一か所でまとまって出土している。石匙（Ｓ35）は壁溝からの出土で

ある。深鉢形土器（Ｐ27）は、やや床から浮いているがほぼ床面からの出土として良い。ほかにE片６点

（長辺３～８cm、硬質頁岩、石匙の素材となりそうなE片含む）、砕片９点（長辺２～2.5cm、硬質頁岩・流紋岩）、

礫48点が出土している。
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SI148（図版７・18・19、99・100）

位置　７D13～15・18～20・24・25グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　遺構確認のトレンチ内で、遺構の掘り込みを確認した。この住居には床面上に炭化物

を含む層はみられなかった。東側はSI196と重複し、西側は丁度壁の部分がSK83・84・118・119に切られ

ていたため、壁の立ち上がりの確認は容易ではなかった。しかし、床面で壁溝を検出したことから、これ

を手がかりに本住居の平面形を確定した。

規模等　平面形は不整の隅丸方形で、規模は長軸4.4ｍ、短軸3.6ｍ、深さ0.16ｍを測る。壁溝の幅は、15～

28cm、深さ15～20cmを測る。床面積は、13.43㎡程度である。長軸方向は、N－29°－Eである。

覆土　砂質シルトである。掘り込み面はⅧ層上面とみられる。覆土と基本土層の土質は類似し、区別しに

くい状況であったが、Ⅸ層中にラミナ状に混じる白色のシルト質砂を鍵層として、この層が止まっている

か所と、平面形の想定ラインが符合するか所を住居の立ち上がりとした。

柱穴　床面で８基のピットを検出し、このうちP1・3・6・7の4基を柱穴とした。規模は、長（直）径が31

～47cm程度、深さが19～28cmである。柱痕跡はなかった。これらから柱穴は４基で、台形状に配置する

ものと考える。柱間寸法は、P3－P6が2.5ｍ、それ以外の３辺は1.9～2.1ｍである。なお、柱穴としたピッ

トと同規模のP2とP8は炉の近くで、P1との間隔が短いため柱穴としなかった。

炉　地床炉で、床面の中央やや北西寄りに位置する。平面形は楕円形で、規模は68×42cm、深さ７cmを

測る。炉内に２基の小ピットを検出したが、いずれも焼土層（１層）を切っている。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｄ類に分類した。

重複遺構　SI196、SK308、SX281を切り、SK83・84・105・118・119・143・282に切られる。

出土遺物　土器片36点（うちＰ28を図示、SK233出土土器と接合関係にある）、磨石類１点（Ｓ119）が床面から

出土している。ほかに礫10点が出土している。

SI191（図版８・20・21、100・101）

位置　６D11～13・16～18グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　遺構確認のトレンチ内で、遺構の掘り込みを確認した。西側がSK200、東から南側が

SI199と重複している。北側ではSK213・214と重複している。土坑との切りあい関係で、土坑より新しい

竪穴住居はこのSI191だけである。本住居には壁溝がなく、壁の立ち上がりは、Ⅸ層中に混じる白色のシ

ルト質砂を鍵層とし、この層が切れているか所を手がかりにした。

規模等　平面形は不整隅丸方形である。規模は長軸4.3ｍ、短軸3.9ｍ、深さ0.18ｍを測る。床面積は、15.12

㎡程度である。長軸方向は、Ｎ－60°－Ｗである。

覆土　覆土は砂質シルトで、床面上の３・４層には炭化物を多く含む。調査時の本住居の掘り込み面はⅧ

層であるが、Ⅶb層中検出のSK200を切っていることから、本住居のそれはⅦb層上位と考える。

柱穴　床面で７基のピットを検出し、このうちP2・3・8・4の４基を柱穴とした。規模は、長（直）径が

24～50cmで、ばらつきが大きい。深さはP2が31cmのほかは、11～13cmで浅い。柱痕跡はなかった。なお、

P7（直径20cm・深さ14cm）は、P3の補助柱穴の可能性が考えられる。これらから柱穴は４基で、長方形に

近い台形状に配置する。柱間寸法は、順にP2－P3が2.9ｍ、P3－P8が2.3ｍ、P8－P4が3.1ｍ、P4－P3が2.8

ｍを測る。

炉　地床炉で、床面のほぼ中央に位置する。火熱による底面の硬化は顕著でなく、炉内に炭化物がわずか
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にみられる程度である。平面形は楕円形で、規模は60×45cm、深さは15cmを測る。また、炉の北側には

台石と思われる扁平な礫が置かれていた。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｄ類に分類した。

重複遺構　SI199、SK200・213・214を切る。

出土遺物　土器片73点が出土している。うちＰ３～８までを図示した。Ｐ３が覆土上層、Ｐ４～７は覆土

中層、Ｐ８は床面からの出土である。Ｐ４はSK３出土のＰ76と接合し、さらにSK103・104・229出土のＰ

81、F177出土のＰ129と同一個体である。Ｐ６・７はSK211・293、F226出土のＰ43と同一個体である。石

器は磨石類１点（Ｓ102）、石匙１点（Ｓ31）、磨製石斧１点（Ｓ89）がいずれも床面から出土した。ほかにE

片２点、台石状の礫１点、礫29点が出土している。

SI196（図版７・22・23、101）

位置　７D10・15・20、７E11・12・16・17グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　遺構確認のトレンチ断面に焼土を確認し、その後の土層断面観察で壁溝を検出したこ

とにより竪穴住居とした。本住居は、西側のSI148をはじめ多数の土坑に切られているため、壁の立ち上

がりはほとんど確認できなかった。そこで、ベルトを残した状態で床面まで掘り下げ、壁溝を手がかりに

住居の平面形を確定した。

規模等　平面形は不整の隅丸方形である。規模は、長軸が推定4.3ｍ、短軸3.7ｍ、深さ0.18ｍを測る。壁溝

は幅22～30cm、深さ10～18cmを測る。床面積は、14.17㎡程度である。長軸方向は、Ｎ－26°－Ｅである。

覆土　砂質シルトで、床面上には炭化物を多く含む層（３層）がある。Ⅷ層上面からの掘り込みと思われ

る。床面は、３層と床面下に広がる白色のシルト質砂が混じるⅨ層との違いから確定した。

柱穴　ピットを５基検出し、このうちP4・5・3の３基を柱穴とした。柱痕跡はなかった。残る北東側の柱

穴は、対応する位置にSK174が掘り込まれているため、確認できなかった。３基の規模は、長（直）径が

17～27cm、深さが10～29cmでばらつきが大きい。これらから柱穴は北東側を含めた４基で、台形状に配

置するものと推測した。柱間寸法は、P4－P5が1.9ｍ、P5－P3が2.4ｍを測る。

炉　床面のほぼ中央に炉１、南西側に寄って炉２がある。いずれも地床炉である。位置的に主となる炉１

は、平面形が楕円形で、規模は42×30cm、深さは７cmを測る。炉の北隅に小ピットがある。炉２は、平

面形が楕円形で、規模は38×26cm、深さは10cmを測る。どちらの炉の底面も、あまり熱硬化は進んでい

ない。なお、炉２内部からは魚類、獣類の焼骨片とイノシシの第３臼歯が出土している。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｄ類に分類した。

重複遺構　SK308、SX281を切り、SI148、SK104～107・141・143・172～174・209・228・229・233・

234・242、P171に切られる。

出土遺物　土器片５点のうちＰ29～31を図示した。そのうちＰ29は覆土上層から、Ｐ30は炉１内、Ｐ31は

床面から出土した。Ｐ31はSK233出土の深鉢形土器（Ｐ57）と同一個体である。磨石類１点（Ｓ100）は炉

２内から、不定形石器１点（Ｓ49）は覆土上層からである。ほかに台石状の礫１点を含む計４点の礫が出

土している。

SI198（図版４・24～26、96～98）

位置　５C13～15・18～20・23～25グリッドにかけて位置する。
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遺構の確認と調査　遺構確認のトレンチ断面で、直線的な炭化物層（３層）と中央付近に炉と思われる焼

土をみつけたことから、竪穴住居とした。調査は十字にベルトを残し、炭化物層より下の堆積状況やその

広がりを観察しながら、床面や壁の確定作業を行った。本住居は、近年のほ場整備により上部が削平され、

Ⅹ層中まで掘り込まれていたが、確認面はⅧ層であった。特に西側は床面近くまで削平され、壁の立ち上

がりはほとんどみられない。そのためこの部分は、壁溝で平面形を決定した。床面上には炭化物層（３層）

が広がっていた。ほぼ中央の焼土上部には、それを覆うように土器片が積み重ねられ、これを取りはずし、

石囲炉（炉石は抜き取られている）を検出した。この土器片の集積は、炉ないし竪穴住居の廃却に伴う行為

と推測した。

規模等　平面形は隅丸方形である。規模は長軸が5.3ｍ、短軸が5.0ｍ、深さ0.14ｍを測る。壁溝は幅16～

26cm、深さ４～16cmを測る。床面積は、24.27㎡程度である。長軸方向は、Ｎ－68°－Ｗである。

覆土　砂質シルトである。床面上には薄い炭化物層（３層）が広がる。この層は炉の上面をも覆っている。

床面下の地山の堆積状況は、床面に対して南西方向にやや傾き、床面がこれを切っている。

柱穴　床面で６基のピットを検出し、このうちP1～4の4基を柱穴とした。規模は、長（直）径が21～36cm

でややばらつく。深さは18～23cmである。柱痕跡はなかった。これらから柱穴は４基で、ほぼ長方形に

配置している。柱間寸法は、長辺が3.5ｍ、短辺が2.5ｍ前後である。

炉　床面のほぼ中央に石囲炉が位置する。炉石は抜き取られていたが、炉の中央に火床
ほ ど

に使われた深鉢形

土器の底部（Ｐ11）が据えられている。平面形は不整な楕円形で、外径が86×66cmである。焼土は上部の

薄い炭化物層（３層）と混じり、厚さは不明である。底面は火熱により硬化している。なお、抜き取り痕

から炉石の大きさは、長径10～15cm程度と推測される。また炉内からは、細かい焼骨片（分析不可）とオ

ニグルミの核片が6.2ｇほど検出されている。

炉の上面の炭化物層（３層）からは、炉を覆うように積み重ねられ、火熱をうけた土器片が多数出土し

た。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｂ類に分類した。

重複遺構　なし。

出土遺物　土器はＰ９～14を図示した。Ｐ11は炉内土器である。Ｐ９（鉢形土器）・10（壺形土器）・12

（深鉢形土器）・13（器種不明）は炉を覆っていた土器片で、Ｐ９・10は復元できたもの、Ｐ12・13は破片で

ある。Ｐ12はSI201覆土上層から出土した深鉢形土器（Ｐ17）と同一個体であり、また、図示していないが

Ｐ10と同一個体片がＦ226から出土している。Ｐ14は南西隅の炭化物範囲から出土した小形の壺形土器で

ある。石器は磨石類２点（Ｓ106・117）が床面から、石錐１点（Ｓ26）が床面直上層から出土した。炉の南

西側床面には石皿（Ｓ95）が据えられている。また図化はしていないが、Ｓ95の南側に大型扁平礫がある

（図版26）。ほかにE片７点（長辺３～６cm・厚さ0.8～1.5cm、硬質頁岩・流紋岩）、砕片８点（硬質頁岩など）、礫

17点が出土している。また、床面の北東部にベンガラと思われる赤色顔料が遺存していた。

SI199（図版８・27・28、102）

位置　６D７～10・12～15・18・19グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　SI191床面の南東隅で焼土を検出した。この焼土はトレンチ調査により、炉であるこ

とを確認し、竪穴住居とした。本住居はⅩ層中まで掘り込まれていたが、南側の一部は近年のほ場整備に

より床面まで削平され、壁の立ち上がりは不明であった。一方北から北西側は、SI191の炉の付近で立ち
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上がることを断面観察で確認し（図版27）、平面形を推定することができた。

規模等　平面形は、卵形に近い不整の楕円形を推定した。規模は長軸が5.1ｍ、短軸は推定で4.5～5.3ｍの

範囲とみられる。深さ0.24ｍを測る。壁溝は確認できなかった。床面積は、一部が削平されているため22

～23㎡と推定する。長軸方向は、Ｎ－48°－Ｅである。

覆土　砂質シルトである。炭化物が床面上の２層中に少量含まれる。床面下の堆積層中に噴砂を確認した

が、覆土中まで達していないため、竪穴住居構築前の地震によるものと推測する。

柱穴　床面でP1・3・5・4の４基のピットを検出し、これを柱穴とした。規模は、長（直）径が24～36cm

で、深さは19～23cmである。いずれも柱痕跡はなかった。４基の柱穴は台形状に配置する。柱間寸法は、

P1－P3が2.7ｍ、P3－P5が3.0ｍ、P5－P4、P4－P1が2.2ｍを測る。ただし、P3－P5の柱間と住居の外形が

大きく異なっているため、南側の削平部分に柱穴を想定し、５本柱と考えた方がよいのかもしれない。

炉　床面のほぼ中央に、石囲炉が位置する。炉石は１個だけ遺存していたが、火熱でボロボロの状態であ

った。平面形は不整な楕円形で、外径が98×84cmである。焼土（１層）厚は４cmほどである。中央に炉

内土器を据えた痕跡（陥没土）が浅く円形に残る。なお、抜き取り痕から炉石の大きさは、長径10～20cm

程度と推測する。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｃ類に分類した。

重複遺構　SI191、SK100・114・212・214・285と重複し、SK214以外のすべてに切られる。SK214との新

旧関係は不明である。

出土遺物　土器片21点が出土し、うちＰ１・２を図示した。鉢形土器（Ｐ１）は床面から、同じく鉢形土

器（Ｐ２）は覆土上層からの出土である。Ｐ２はSI191出土のＰ３と同一個体である。不定形石器１点（Ｓ

63）が覆土下層から出土している。ほかに礫５点がある。

SI201（図版３・29・30、103）

位置　６C19・20・24・25、６D16・17・21・22、７C５、７D１グリッドにかけて位置する。

遺構の確認と調査　６Dグリッドラインのトレンチで、炭化物を含む直線的な層（２・３層）を確認したこ

とにより、竪穴住居の可能性を推測した。本住居は、Ⅶb層中の焼土遺構（F230）を切って構築されてい

た。調査は十字にベルトを残す方法で行った。住居の北東側には、床面上までふき出した噴砂を確認した。

このことから、本住居が廃却した後に発生した地震の影響をうけた事がわかった。北東側の床面にはかな

り歪みがみられ、壁の立ち上がりも内側に変形していた。

規模等　平面形は、変形が目立つものの、不整な隅丸方形とした。規模は、長軸4.0ｍ、短軸4.0ｍ、深さ

0.24ｍである。壁溝は検出できなかった。床面積は、14.72㎡程度である。長軸方向は、Ｎ－20°－Ｅである。

覆土　砂質シルトである。２層と床面直上層の３層は大粒の炭化物を含む。

柱穴　床面で５基のピットを検出し、このうちP1～4の４基を柱穴とした。規模は、長（直）径が28～

32cm、深さは13～23cmである。柱痕跡はなかった。これらから柱穴は４基で、ほぼ台形状に配置してい

る。柱間寸法は、P1－P2・P4－P1が2.7ｍとP2－P3、P3－P4が2.1ｍを測る。

炉　地床炉で、床面のほぼ中央に位置する。平面形は楕円形で、規模は36×24cm、深さは４cmほどであ

る。底面の火熱による硬化はあまりみられず、焼土・炭化物の分布もわずかであった。

住居の分類　平面形および炉の形態から、Ｄ類に分類した。

重複遺構　F230を切り、SK193・200・208・210・243・245に切られる。
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出土遺物　土器片は149点出土し、うちＰ15～19までを図示した。Ｐ15は覆土下層から出土した深鉢形土

器の口縁部である。Ｐ16～19は覆土上層出土であるが、Ｐ17の深鉢形土器はSI198の炉を覆っていた土器

片のＰ12と同一個体である。磨製石斧１点（Ｓ87）が床面から、磨石類１点（Ｓ120）が床面直上層から出

土している。ほかにE片３点（硬質頁岩）、礫８点が出土している。

Ｃ　埋設土器

SH38（図版２・30）

遺構分布範囲の最も北側、８C19グリッドに単独で位置する。口縁部の欠損した鉢形土器（Ｐ34）が、正

位で体部下位のみが埋設された状態で出土した。土器内外からの遺物の出土はなかった。土坑の掘り方は、

平面形が円形、深さ10cm、断面形は半円状である。

SH86（図版７・30、104）

７D23グリッドで壺形土器（Ｐ37）が、つぶれて内面が上向きに開いた状態で出土した。出土状況から

みて、正位で体部下位のみが埋設された状態であったと推測したため、埋設土器と認定した。底部は穿孔

されていた。土器外の土坑覆土から礫が１点出土している。土坑の掘り方は、平面形が円形、深さ11cm、

断面形は浅い台形状である。SK147を切っている。

SH４（図版３・31、104）

８C５グリッドで壺形土器（Ｐ35）が、口縁部を南東方向に向けた横位の状態で出土した。土器外の土坑

覆土から砕片２点が出土した。土坑の掘り方は、平面形が円形、深さ15cm、断面形は半円状である。

SH13を切っている。

SH13（図版３・31、104）

７C25・８C５グリッドで深鉢形土器（Ｐ33）が、口縁部を北西に向けた横位の状態で出土した。つぶれ

て破片の状況であったが、埋設当時は完形土器であったものと推測した。小片のためすべてを接合復元で

きなかった。土器は土坑底面から若干浮いている。土器外の土坑覆土から砕片10点、円礫１点、礫３点が

出土している。土坑の掘り方は、平面形が円形、深さ14cm、断面形は弧状である。SK127・128・157を切

り、SH４に切られる。

SH12（図版６・31、105）

８D19・20グリッドで深鉢形土器（Ｐ32）が、口縁部を北西に向けた横位の状態で出土した。土器は土

坑底面から若干浮いている。土器内覆土からはコイ・フナ類、サケ・マス類、鳥類、獣類の焼骨が検出さ

れた。土器外の土坑覆土から砕片１点が出土している。土坑の掘り方は、平面形が楕円形、深さ14cm、

断面形は弧状である。SI52、SK59を切っている。

SH21（図版６・31、104）

８D15・20グリッドで壺形土器（Ｐ36）が、口縁部を南西に向けた横位の状態で出土した。土器内外か

らの出土遺物はない。土坑の掘り方は、平面形が楕円形、深さ７cm、断面形は台形状である。SI52、

SK28・240を切っている。

Ｄ　土　　坑

SK７（図版２・32、106）

平面形は楕円形で、深さ９cm、断面形が皿状の浅い土坑である。SK56・94を切っている。覆土は砂質
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シルトの単層である。覆土上位から、鉢形土器（Ｐ41）１個体分の破片と円礫１点が出土している。なお、

土器片の分布が落ち込んだような状況を示していることから、覆土は土器片を境に上下２層に分かれる可

能性がある。その場合、Ｐ41は面的に置かれていたことになる。

SK56（図版２・32、106）

平面形は長楕円形で、深さ12cm、断面形が皿状の浅い土坑である。SK94を切り、SK７・14に切られる。

覆土は砂質シルトが主体で、２層に分けた。レンズ状の堆積である。ただし、下層には部分的に白色シル

ト質砂が混じるため、人為的な埋土の可能性もある。覆土上層から、深鉢形土器（Ｐ40）１個体分の破片

と円礫１点が出土している。なお、Ｐ40は面的に置かれていたようである。

SK34（図版３・32、121）

北側を遺構確認のトレンチに切られて明確ではないが、平面形は隅丸方形と推測する。検出面からの深

さは６cm、断面形は皿状を呈する。SK130に切られる。覆土は砂質シルトの単層である。底面から完形の

小形鉢形土器（Ｐ39）と円礫１点が出土している。

SK77（図版３・32、105・125）

平面形は円形で、深さ12cm、断面形が弧状の浅い土坑である。SK178・257・273を切っている。覆土は

砂質シルトの単層である。ほぼ中央の覆土上位から、深鉢形土器（Ｐ61）1/4個体分と、壺形土器（Ｐ62）

1/2個体分の破片が出土している。内面を上向きに置いた土器片の上に、ほかの破片が積み重ねられてい

る。Ｐ61はSK180出土のＰ63と同一個体である。ほかに玉類未製品１点（Ｓ82）、E片１点、砕片３点が出

土している。

SK78（図版３・32、105）

平面形は楕円形で、深さ21cm、断面形が弧状の土坑である。SK93・122・123・178・255・284のすべて

を切っている。覆土は砂質シルトの単層である。ほぼ中央の覆土上位には、深鉢形土器（Ｐ20）を砕いた

小破片が集積されている。Ｐ20の一部はSI52の床面から出土し、接合関係にある。また、SK93・122・

251・252、SD１からも同一個体片が出土している。

SK184（図版３・32、106）

平面形は楕円形で、深さ11cm、断面形が弧状の浅い土坑である。SK185を切っている。覆土は砂質シル

トの単層である。やや北寄りの覆土上位から、深鉢形土器（Ｐ78）の上半部1/2個体分の破片が、積み重ね

られた状態で出土している。Ｐ78はSK84出土のＰ79と同一個体である。

SK180（図版３・33、106）

平面形は楕円形で、深さ18cm、断面形が弧状の土坑である。SK124を切り、SK75・218に切られる。覆

土は砂質シルトが主体で、２層に分かれる。水平に堆積している。上層には白色シルト質砂が混じる。ほ

ぼ中央の上層下位から、深鉢形土器（Ｐ63）1/4個体分と、台付浅鉢形土器（Ｐ64）の破片が、面的に置か

れた状態で出土している。Ｐ63はSK77出土のＰ61と同一個体である。ほかにＰ47の浅鉢形土器の小片と、

礫が１点出土している。

SK79（図版３・33、107）

平面形は楕円形で、深さ12cm、断面形が弧状の土坑である。覆土は砂質シルト主体で、２層に分かれ

る。水平に堆積している。やや東寄りの覆土中から、意図的に割られた深鉢形土器（Ｐ51）１個体分が出

土している。上層下面付近に土器片を立てて円形にならべ、その中にほかの破片を詰め込むように重ね、

一番上に底部片を内面を上にして置いた特殊な出土状況であった。
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SK193（図版３・33、107）

東側の一部が遺構確認のトレンチで切られて明確ではないが、平面形は円形か楕円形と推測する。深さ

は12cm、断面形は弧状を呈する。SI201、SK200を切っている。覆土は砂質シルトの単層で、直径２cmほ

どの炭化物を微量含んでいる。覆土上位から、深鉢形土器（Ｐ58）1/2個体分の土器片が、積み重ねられた

状態で出土している。Ｐ58はSK208出土の土器片と接合関係にある。

SK208（図版３・33、107）

平面形は円形で、深さ18cm、断面形が台形状の浅い土坑である。SI201、SK264を切っている。覆土は

砂質シルトが主体で、２層に分かれる。レンズ状に堆積している。下層は直径１cmほどの炭化物を含む。

ほぼ中央の覆土上層から、深鉢形土器（Ｐ58）1/2個体分の破片が、積み重ねられた状態で出土している。

Ｐ58はSK193出土の土器片と接合関係にある。

SK197（図版３・33、108）

平面形は円形で、深さ16cm、断面形が弧状の土坑である。覆土は砂質シルトの単層である。ほぼ中央

の覆土上面に、壺形土器（Ｐ46）が横位に置かれ、口縁部を北東方向に向けている。Ｐ46は口縁部が全周

し、体部は半分欠損している。

SK293（図版５・33、108）

平面形は楕円形で、深さ28cm、断面形が台形状の土坑である。覆土はレンズ状堆積で、２層に分かれ

る。上層は砂質シルト、下層はシルト質粘土で炭化物を含む。ほぼ中央の覆土上面から、深鉢形土器（Ｐ

43）1/4個体分の破片が、面的に置かれたような状態で出土している。ほかに円礫１点が出土している。

Ｐ43はSK211、F226出土の土器片と接合関係にある。またSI191からも同一個体片（Ｐ６・７）が出土して

いる。

SK238（図版６・34、108）

平面形は円形で、深さ20cm、断面形が台形状の土坑である。SI52の覆土を切って構築している。覆土

は砂質シルトの単層である。白色シルト質砂が斑状に混じるため、人為的な埋土の可能性がある。底面の

北寄りから、横位で南側に口縁部を向けた深鉢形土器（Ｐ55）が、埋設されたような状態で出土している。

その脇から磨石類１点（Ｓ118）が出土している。

SK16（図版６・34、109）

平面形は長楕円形で、深さ20cm、断面形が弧状の土坑である。SI52と接するが、新旧関係は不明であ

る。SK28に切られ、SK240を切っている。覆土は３層に分かれ、レンズ状に堆積する。１層は砂質シルト

を主体とする。２・３層は、多量の炭化物と微量の焼土を含むシルト質粘土である。北西寄りの覆土上面

付近から、深鉢形土器（Ｐ38）１個体分の破片が、積み重ねられた状態で出土している。ほかに石鏃１点

（Ｓ11）、砕片44点（長辺１cm以下、硬質頁岩、薄くE離されたチップ類）、礫１点が出土している。

SK17（図版６・34、109）

平面形は円形で、直径が約210cm、深さ22cm、断面形が弧状のやや大型の土坑である。SI52の南側に位

置する。SK28・240、SC113・115と重複する。SK240を切り、SK28に切られる。SC113・115との新旧関

係は不明である。覆土は砂質シルトが主体で、３層に分かれる。レンズ状に堆積している。２層には多量

の炭化物が帯状に含まれる。遺物は主に２～３層から出土している。深鉢形土器（Ｐ69）ほぼ１個体分の

破片が、南西側の底面付近に積み重ねられた状態で出土している。ほかには注口土器（Ｐ70）、壺形土器

（Ｐ71）などの土器類や、石鏃１点（Ｓ２）、磨石類３点（Ｓ98・108・121）、E片６点（長辺３～５cm・厚さ0.8
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～1.5cm、硬質頁岩）、砕片10点（長辺１～２cm、硬質頁岩）、円礫２点、礫26点が出土している。少なくとも

Ｐ69など、土坑底面出土の遺物以外は、土坑の埋没段階のくぼ地に投棄したものと考える。また、Ｐ71は

SK95出土の土器片と接合関係にある。

SK32（図版６・34、110）

平面形は円形で、深さ12cm、断面形が皿状の浅い土坑である。F177の北側に隣接している。覆土は砂

質シルトの単層で、直径１cmほどの炭化物を中量含む。覆土上位から、深鉢形土器（Ｐ49）１個体分の破

片、別個体の土器片少量、円礫１点、扁平な礫１点、E片１点、砕片１点が出土している。Ｐ49はほかの

遺物とともに、覆土上面では面的に散乱した状態であったが、少し下位では土坑のほぼ中央に、横位で埋

められた下半分が出土した。なお、F177出土の土器片（Ｐ129）と接合した個体片が出土しているため、

F177との関連性が窺える。このＰ129はSI191出土のＰ４、SK３出土のＰ76、SK103・104・229出土のＰ

81と同一個体である。また、扁平な礫は南西隅に位置する。

SK246（図版６・35、109）

平面形は楕円形で、深さ32cm、断面形が箱状の土坑である。SC10・89に切られる。覆土は砂質シルト

を主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土中層は炭化物を多量に含み、この層中から土

器片17点（うちＰ87を図示）がまとまって出土している。

SK３（図版６・35、110）

平面形は円形で、深さ26cm、断面形が半円状の土坑である。SK42・45を切っている。覆土は砂質シル

トを主体とし、４層に分かれる。レンズ状の堆積である。各層とも炭化物を含み、特に３層が濃密である。

ほぼ中央の覆土上層に、体部片の内面が上向きに置かれ、その上にそのほかの土器片が積み重ねられてい

る。出土した土器は、深鉢形土器（Ｐ75）上半部全周分の破片が大半を占め、ほかの土器片が少量混在し

ている。その中のＰ76は、Ｐ４（SI191出土）と接合し、Ｐ81（SK103・104・229出土）・129（F177）と同一

個体片である。土器のほかに礫７点が出土している。

SK144（図版７・35、110）

平面形は楕円形に近い不整円形で、深さ14cm、断面形が弧状の土坑である。SK118・119を切っている。

覆土はシルト質砂の単層である。覆土中位に深鉢形土器（Ｐ42）1/2個体分の土器片が面的に集積されてい

る。なお、面的な土器の出土状況から、覆土は上下２層に分かれる可能性がある。

SK105（図版７・35、111）

東側の一部を遺構確認のトレンチに切られて明確ではないが、平面形は楕円形と推測する。深さは

22cm、断面形が弧状の土坑である。SK143に切られ、SI148・196、SK104を切っている。覆土は砂質シル

トの単層である。北寄りの覆土中～下位から、深鉢形土器（Ｐ68）1/2個体分と、少量の別個体の土器片が、

積み重ねられた状態で出土している。土器のほかには、石鏃１点（Ｓ１）、石匙１点（Ｓ32）、磨石類１点

（Ｓ115）、砕片１点、礫２点が出土している。

SK143（図版７・35、111）

平面形は楕円形で、深さ18cm、断面形が台形状の土坑である。SI148・196、SK105を切っている。覆土

は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土中層は直径２cmほどの炭化物

を含む。この層中から、Ｐ68（SK105出土）と接合した個体片や土器片（うちＰ67を図示）および円礫１点と

礫５点が出土している。

SK146（図版７・35、111）
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北半分が遺構確認のトレンチで切られ、平面形は不明である。深さは12cm、断面形が弧状の土坑であ

る。SI148の北壁に近接している。覆土は炭化物を含む砂質シルトの単層である。覆土上面から、深鉢形

土器（Ｐ85）体部下半1/2個体分の破片が、積み重ねられた状態で出土している。ほかに磨石類に類似の円

礫が１点出土している。

SK84（図版７・36、111）

平面形は楕円形で、深さ40cm、断面形が台形状の土坑である。SI148、SK118を切っている。覆土は砂

質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土上層は多量の炭化物を含み、この層

中から遺物が出土している。深鉢形土器（Ｐ79）口縁部付近の破片と、別の深鉢形土器（Ｐ80）体部下位全

周分の破片が面的に分布していた。Ｐ79は、SK184出土のＰ78と同一個体である。ほかに礫７点が出土し

ている。

SK229（図版７・36、112）

SK104・174・228に切られ、遺構確認のトレンチで切られたため、平面形は不明である。SI196とも重

複し、これを切っている。深さは11cm、断面形が皿状の浅い土坑である。覆土は砂質シルトの単層であ

る。覆土上面に深鉢形土器（Ｐ81）上半部1/4個体分と別個体の土器片が面的に置かれていた。Ｐ81は、

SK103・104出土の土器片と接合関係にあるが、出土状況から本遺構所属のものが重複により混入したと

考える。またSI191（Ｐ４）、SK３（Ｐ76）・32（図なし）、F177（Ｐ129）からも同一個体片が出土している。

ほかに礫１点が出土している。

SK141（図版７・36、112）

平面形は円形で、直径が約170cm、深さ24cm、断面形が弧状のやや大型の土坑である。SI196、SK233

を切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、６層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土中層（２・

３層）に炭化物が多く、焼骨片も出土した。この層中のやや北寄りから、深鉢形土器（Ｐ50）１個体分と、

少量の別個体の土器片が出土している。出土状況は、Ｐ50の1/4個体の破片が内面を上向きにして置かれ、

その上にそのほかの土器片が積み重ねられていた。ほかに円礫２点、礫10点が出土している。

SK244・245（図版３・36、112）

両者ともに平面形は隅丸方形である。SK244は深さ22cm、断面形が台形状の土坑である。覆土は砂質シ

ルトを主体とし、２層に分かれる。水平堆積である。SK244はSK243・245に切られる。SK245は深さ

14cm、断面形が弧状の浅い土坑である。覆土は砂質シルトの単層である。SK245はSI201、SK244を切っ

ている。両者の検出面にまたがるように、深鉢形土器（Ｐ56）1/2個体分の土器片が、面的に置かれたよう

な状態で出土している。

SK243（図版３・37、113）

平面形は長楕円形で、深さ40cm、断面形が台形状の土坑である。SI201・SK244を切っている。覆土は

６層に分かれ、下位が水平レンズ状の堆積である。上層（１～３層）は砂質シルトが主体で、下層（４～５

層）はシルト質粘土が主体となっている。２・３層には白色シルト質砂が斑状にみられることから、人為

的な埋土の可能性がある。底面直上の６層は焼土を含む炭化物主体層で、炭化材や炭化したアワ－ヒエの

胚乳が検出されている（第Ⅵ章　自然科学分析参照）。土坑中央の６層中に、口縁部側と底部側が接合痕で分

離した鉢形土器１個体（Ｐ52）が、横位で出土している。なお、口縁部側と底部側は10cmほど離れていた。

Ｐ52には、横向きの状態で火を受けたような煤の付着がみられる。これらから、アワないしはヒエのわら

などを燃料とし、本土坑内で火を焚き、何らかの作業を行なっていたものと推測する。Ｐ52はその焚き火
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のなかで口縁部側と底部側が分離したものと考えている。

なお、本坑の埋没段階の覆土１層から、F195出土の鉢形土器（Ｐ48）と同一個体片が出土している。

SK170（図版７・37、113）

平面形は円形で、直径が約220cm、深さ18cm、断面形が皿状のやや大型の土坑である。SK206に切られ、

SK232を切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土上層

から、土器片141点（うちＰ109・110を図示）が出土している。いずれも小破片で散在している。Ｐ109は

SK172出土のＰ111と同一個体である。ほかに石鏃１点（Ｓ21）、E片２点、砕片１点、礫７点が出土して

いる。

SK204（図版７・38、115）

平面形は円形で、直径が約200cm、深さ20cm、断面形が弧状のやや大型の土坑である。SK206・207、

SX281を切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土上層

から、土器片78点（うちＰ106・107を図示）が出土している。そのうち、Ｐ106は中央やや北寄りにまとまっ

ていた。Ｐ106はSK206出土の土器片と接合している。ほかに石錐１点（Ｓ23）、礫４点が出土している。

SK231（図版７・38、115）

東側が液状化の影響により変形しているため、平面形は不整円形である。深さは54cm、断面形が台形

状になっている。SI176を切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積

である。覆土１層の壁際から、鉢形土器（Ｐ44）1/2個体と別個体の土器片が出土し、Ｐ44は口縁部を下に

して逆位で出土している。また、Ｐ44と同一個体片のＰ102がSK203から出土している。ほかにE片２点、

砕片１点が出土している。

SK210（図版３・38、114）

平面形は楕円形で、断面形は箱状の底面の一部をさらにピット状に掘り込み、階段状を呈している。検

出面からの深さは、箱状の底面部まで24cm、最深部までが30cmである。SI201を切っている。Ⅶb層中で

検出した。覆土は、上層がくぼ地部分への自然（レンズ状）堆積、下層は人為的な埋土（水平堆積）と考え

た。上層は大粒の炭化物を含む灰色シルト（Ⅶb層相当）で、くぼ地部分へ廃棄された可能性が高い土器片

（うちＰ66を図示）と円礫３点が出土している。

下層は砂質シルトを主体とし、箱状の底面より上部とピット状の掘り込み部とに分かれる。ピット状の

掘り込み部を底面に、深鉢形土器（Ｐ65）１個体分の土器片が特異な状態で出土している。ほぼ半周分の

大破片と二枚の1/4周分の破片を組み合わせ、壁と屋根のような状態にしたものであった。覆っている土

器の内側からは、土器以外の遺物は出土しなかった。

出土状況から、次のようなことが推測される。体部下半の接合位置で底部側が切り離され、底部側の破

片は一部を残して廃棄された。さらに縦方向に割られ、半周分と二枚の1/4周分の計三枚の破片に分かれ

る。そして、ピット状の掘り込み部を底面に、何らかの物が置かれ、その両側に二枚の1/4周分の破片を

壁のように立て、その上に半周分の破片を屋根のようにかけて、内容物を覆ったのち、土坑は埋め戻され

た。その後内容物が分解し、空洞に近い状態になったため、土圧により壁とした破片が内側に入り、接点

の部分で屋根とした破片も割れたものと推測する。また上層の遺物は、陥没により生じたくぼ地に廃棄さ

れたものと考えられる。

SK213（図版７・38、115）

平面形は長楕円形で、深さ11cm、断面形は皿状の浅い土坑である。SI191に切られる。覆土は砂質シル
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トの単層で、白色シルト質砂が斑状に混じっている。覆土上面に、深鉢形土器（Ｐ86）体部下半全周分の

土器片が散乱していた。ほかに礫２点が出土している。

SK214（図版７・39、115）

平面形は、SI191に切られるが、円形と推測する。深さ10cm、断面形は皿状の浅い土坑である。SI199と

も重複するが、新旧関係は不明である。覆土は砂質シルトの単層である。ほぼ中央の覆土上位に、深鉢形

土器（Ｐ54）1/2個体分の土器片が面的に、まばらに置かれている。近接するSI176床面からＰ54の底部が

出土している。

SK100（図版８・39、116）

平面形は円形で、深さ39cm、断面形が台形状の土坑である。SI102・199を切っている。覆土は砂質シ

ルトで、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層は炭化物を多量に含み、その直上に横位の状態で

口縁部を北東方向に向けた土器が出土している。出土状況は特徴的で、1/2個体の小型壺形土器（Ｐ60）の

内側に、それより大きい完形の鉢形土器（Ｐ59）を、入れ子状に重ねた状態であった。

SK211（図版４・39、116）

平面形はやや楕円形に近い円形で、深さ20cm、断面形が台形状の土坑である。SK200を切っている。覆

土は砂質シルトとシルト質砂の２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層には白色シルト質砂が縞状

に混じり、埋土の可能性がある。東側に寄った覆土上層から、深鉢形土器（Ｐ43）1/4個体分の土器片が、

積み重ねられた状態で出土している。ほかに円礫が１点出土している。Ｐ43はSK293、F226出土の土器片

と接合関係にある。

SK114（図版８・39、116）

平面形は円形で、深さ24cm、断面形が弧状の土坑である。SI199を切っている。覆土は砂質シルトを主

体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層は薄く、上層に炭化物を含む。覆土上層から、深

鉢形土器（Ｐ53）1/2個体分の土器片が出土している。土坑の中心に向い若干傾いているものもあるが、体

部の大破片を置き、その上にそのほかの破片が積み重ねられている。ほかに円礫１点、礫２点が出土して

いる。

SK111（図版７・39、117）

平面形は楕円形で、深さ15cm、断面形が弧状の土坑である。SI102・176を切っている。覆土は砂質シ

ルトの単層である。中央からやや北寄りの覆土中位から、手のひら大ほどの扁平な礫２点が、並んで出土

している。その周囲には、土器片16点（うちＰ23・121を図示）が面的に分布している。ほかに磨石類１点

（Ｓ99）、E片１点、礫３点が出土している。Ｐ23はSI102、SK85・110出土土器片との接合個体である。な

お、遺物の面的な出土状況から、覆土は上下２層に分かれる可能性がある。

SK110（図版７・39）

平面形は楕円形で、深さ44cm、断面形が台形状の土坑である。SI102・176を切っている。覆土は砂質

シルトの単層である。覆土中位から、土器片２点（Ｐ23）とE片１点が出土している。Ｐ23はSI102、

SK85・111出土土器片との接合個体である。

SK116（図版７・40、117）

平面形は、最大径が240cmのやや大型の不整楕円形で、深さ33cm、断面形も不整形の土坑である。

SK117を切り、覆土の一部が自然流路（SD１）に流れ込んでいる。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に

分かれる。レンズ状の堆積である。２層には多量の炭化物を含む。遺物は多く、ほとんどが１層下位から
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の出土である。土器片は127点（うちＰ24・25・88を図示）で小さい破片が多く、土坑全体に散乱したような

状況を呈している。ほかには、石鏃１点（Ｓ17）、箆状石器１点（Ｓ39）、E片６点（長辺３～５cm、硬質頁

岩・流紋岩）、砕片20点（長辺１～２cm、硬質頁岩・流紋岩）、礫82点が出土している。出土状況から、これら

の遺物はくぼ地へ廃棄されたものと推測した。なお、土器片の中には、SI102、SK85・200、F226、SD１

出土の土器片と接合関係にあるものを含む。特に、廃棄元と推測したSI102出土の土器片との接合関係が

目立っていることから、SI102との関連性が窺える。

SK117（図版７・40、117）

南側をSK116に切られ、東側が遺構確認のトレンチで切られたため明確ではないが、平面形は楕円形と

推測する。深さは15cm、断面形が弧状の浅い土坑である。SK237・309を切っている。覆土は砂質シルト

の単層で、炭化物を多量に含む。遺物は多く、ほとんどが覆土上位からの出土である。土器片は190点

（うちＰ26・84を図示）で、小さい破片が北寄りに集積されている。ほかには、E片１点、砕片２点、礫25

点が出土している。これらの遺物は、出土状況がSK116と類似しているため、浅いくぼ地に廃棄されたも

のと考えた。深鉢形土器（Ｐ26）はSI102、SK85と接合関係にあることから、SI102との関連性が窺える。

SK237（図版７・40）

SK117に大きく切られ、平面形は不明である。残存部の深さは24cmで、断面形はやや不整な弧状である。

SK309を切っている。覆土は砂質シルトの単層である。遺物は覆土上面から上位にかけて、土器片12点、

E片１点が出土している。

SK85（図版７・40）

平面形は長楕円形で、深さ30cm、断面形が台形状の土坑である。SI102・176の覆土中に掘り込まれて

いる。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。各層とも炭化物を含む。

下層上面から底面にかけて、土器片92点（うちＰ23～26を図示）、E片２点、円礫１点、礫１点が出土して

いる。なお、土坑底面付近出土の土器片は、北寄りに集中していた。また、深鉢形土器には接合関係も多

く、Ｐ23はSI102、SK110・111、Ｐ24・25はSI102、SK116、Ｐ26はSI102、SK117出土の土器片とそれぞ

れ接合する。ただし、本土坑の構築状況から、接合関係にある土器片は、本来はSI102に帰属していたも

のと考える。

SK39（図版２・41）

平面形は長楕円形で、深さ20cm、断面形が弧状の土坑である。SK50・54と接する。覆土は砂質シルト

を主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土上面から、深鉢形土器（Ｐ82）の破片３点が

面的に置かれたような状態で出土している。Ｐ82は、SK30出土のＰ83と同一個体である。

SK50（図版２・41）

南側を遺構確認のトレンチで切られ、平面形は不明である。深さは15cm、断面形が弧状の土坑である。

覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。水平堆積である。２層には白色シルト質砂が斑状に混じ

るため、人為的な埋土の可能性がある。覆土上面から、拳大の礫１点が出土している。

SK60（図版２・41、122）

東側を遺構確認のトレンチに切られたが、平面形は円形と推測する。深さが37cmの袋状土坑である。

覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。水平堆積である。上層と下層には炭化物片が少量含まれ

る。覆土上層から、土器片４点が出土している。

SK14（図版２・41、118）

34

３　遺構各説　



平面形は円形で、深さ18cm、断面形が弧状の土坑である。SK15とほぼ接する。SK56を切り、F６に切

られる。覆土はシルト質粘土の単層で、径１cmほどの炭化物を多量に含む。中央から南寄りの覆土上位

から、土器片16点（うちＰ114を図示）が出土している。

SK75（図版３・41）

平面形は円形で、深さ11cm、断面形が皿状の土坑である。SK180・218を切っている。覆土は砂質シル

トを主体とし、２層に分かれる。水平堆積である。上下両層とも炭化物を含むが、下層の方が多い。下層

から、土器片12点、砕片４点、礫３点が出土している。

SK129（図版３・42）

多数の土坑と切り合っているため、平面形は不明である。深さが35cm、断面形は残存部から半円状と

推測する。SK127・158を切り、SK125・128・219には大きく切られる。覆土は砂質シルトを主体とし、２

層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層は炭化物を少量含む。覆土下層から、土器片６点、E片１点、

砕片56点（長辺１cm以下、硬質頁岩、薄くE離されたチップ類）、礫３点が出土している。遺物は投棄されたも

のと推測する。

SK157（図版３・42）

平面形は円形で、深さ11cm、断面形が弧状の浅い土坑である。SK127を切り、SH13、SK158に切られ

る。覆土は炭化物を少量含む砂質シルトの単層である。覆土上位から、土器片２点、箆状石器１点（Ｓ40）、

砕片２点が出土している。

SK219（図版３・42）

東側を遺構確認のトレンチに切られたが、平面形は楕円形で、深さ48cm、断面形が台形状の土坑であ

る。SK125・126・129を切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、６層に分かれる。レンズ状の堆積で

ある。上層の１～３層には炭化物を含む。中層の壁際から、土器片６点（うちＰ100・101を図示）、砕片４点、

礫４点が出土している。

SK252（図版３・42）

重複するSK126・251に大きく切られ、平面形は明確ではないが長楕円形と推測する。深さは10cm、断

面形が皿状の浅い土坑である。SK272を切っている。覆土は炭化物を少量含む砂質シルトの単層である。

覆土上位から、土器片３点（うちＰ136を図示）が出土している。Ｐ136はSI52床面出土のＰ20と同一個体で

あることから、SI52との関係が窺える。

SK273（図版３・43、117）

平面形は楕円形で、深さ16cm、断面形が弧状の土坑である。SK77・272に切られる。覆土は砂質シルト

を主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。上層は炭化物を少量含む。遺物はいずれも覆土上

層からの出土で、石器類がまとまっている。箆状石器１点（Ｓ41）、不定形石器２点（Ｓ56・57）、磨石類１

点（Ｓ103）、礫器１点（Ｓ94）、E片４点（Ｓ69～72・硬質頁岩）がある。ほかには土器片６点が出土してい

る。なお、磨石類（Ｓ103）は端部に敲打痕のみがみられるＢ1類（第Ⅴ章　遺物参照）で、E片製造のため

のハンマーと推測した。また、その他の石器とした礫器（Ｓ94）も、Ｓ103と同様に石器製作との関連が考

えられる石器である。

SK251（図版３・43、118）

平面形は楕円形で、深さ19cm、断面形が台形状の浅い土坑である。SK122に切られ、SK252を切ってい

る。覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。やや西寄りの覆土上層から、
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土器片37点（うちＰ134を図示）とE片１点が出土している。土器片は覆土上面に面的に置かれ、覆土がく

ぼ地化するに伴い、落ち込んだ様相を示している。Ｐ134は、SI52床面出土のＰ20と同一個体である。

SI52との関係が窺える。

SK93・122（図版３・43）

SK93はSK122覆土中に構築された土坑である。両者とも平面形は円形、断面形は台形状である。深さは

SK93が29cm、SK122が34cmを測る。両者とも覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれ、レンズ状の

堆積である。遺物は、SK93の覆土下層から、土器片１点（Ｐ133）が出土している。一方、SK122は壁際の

中～下層から、土器片３点（うちＰ135を図示）、砕片１点、礫１点が出土している。Ｐ133・135はSI52床面

出土のＰ20と同一個体であり、SI52との関連性が窺える。

SK130（図版３・43、118）

西側を遺構確認のトレンチに切られたため明確ではないが、平面形は不整楕円形と推測する。深さは

17cm、断面形が弧状の土坑である。SK34・166・181・305を切っている。覆土は砂質シルトの単層である。

覆土上面から、土器片９点（Ｐ125）と礫１点が出土している。

SK181（図版３・43）

平面形は長楕円形で、深さ33cm、断面形が台形状の土坑である。SK138・305を切り、SK130・183に切

られる。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土上面から、土器片

２点（Ｐ47）が出土している。Ｐ47は、SK156・166・180・186・305出土の土器片と接合関係にある。

SK305（図版３・43）

SK130・166・181・183に切られ、遺構確認のトレンチで切られたため、平面形は不明である。深さは

19cm、断面形が弧状の土坑と推測する。覆土は砂質シルトの単層である。覆土上位から、土器片１点（Ｐ

47）が出土している。Ｐ47は、SK156・166・180・181・186出土の土器片と接合関係にある。

SK124（図版３・44）

SK73・74・168・180に切られたため明確ではないが、平面形は残存部から隅丸方形と推測する。深さ

は13cm、断面形が皿状の浅い土坑である。覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。斜位に堆積

している。中～下層から、土器片７点（Ｐ124）、E片１点、砕片１点、礫１点が出土している。

SK168（図版３・44）

平面形は方形、深さ15cm、断面形は台形状の土坑である。SK124・258・284を切っている。覆土は砂質

シルト主体の単層である。覆土中位から、土器片３点（うちＰ127を図示）が出土している。

SK183（図版３・44）

平面形は長楕円形で、深さ24cm、断面形が台形状の土坑である。SK181・305を切り、SK74に切られる。

覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層から、土器片４点（うちＰ

103～105を図示）が出土している。

SK76（図版３・44）

平面形は楕円形で、深さ７cm、断面形が弧状の浅い土坑である。SK73・156・257を切っている。覆土

は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層から、土器片２点、砕片６点、

円礫１点、礫３点が出土している。

SK156（図版３・44）

平面形は隅丸方形で、深さ22cm、断面形が台形状の土坑である。SK73・76に切られ、SK257を切って
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いる。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。水平堆積である。覆土上層から、浅鉢形土器（Ｐ

47）の土器片４点、礫１点が出土している。Ｐ47は、SK166・180・181・186・305出土の土器片と接合関

係にある。

SK92（図版３・45）

SK95・98に大きく切られ、東側が遺構確認のトレンチで切られたため、平面形は不明である。深さは

19cm、断面形が弧状の土坑である。覆土は砂質シルトである。壁際に土器片１点（Ｐ120）、礫１点が出土

している。

SK95（図版３・45）

平面形は不整楕円形で、深さは24cm、断面形が弧状の土坑である。SK92・97・98・99・121・159・167

と重複し、すべてを切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。

遺物は両層から、土器片３点（うちＰ71を図示）、礫２点が出土している。Ｐ71は壺形土器の体部片で、

SK17出土の土器片と接合関係にある。

SK96（図版３・45）

平面形は楕円形で、深さ18cm、断面形が台形状の土坑である。SK97・98・159・160を切っている。覆

土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層から、土器片３点、礫１点が

出土している。

SK159（図版３・45）

平面形は円形で、深さ25cm、断面形が弧状の土坑である。SK98・160・167を切り、SK95～97に切られ

る。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。底面から、赤色塗彩された

ミニチュアの鉢形土器（Ｐ73）が出土している。

SK160（図版３・45）

多数の土坑と切り合い明確ではないが、平面形は不整円形と推測する。深さは47cm、断面形が台形状

のやや大型の土坑である。SK154・162・187を切り、SK96～98・159に切られる。覆土は砂質シルトを主

体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土上層から、土器片３点（うちＰ126を図示）が出土

している。

SK99（図版３・45）

平面形は不整円形で、深さ15cm、断面形が弧状の土坑である。SK120・121・169を切り、SK95に切ら

れる。覆土は炭化物を多量に含む砂質シルトの単層である。覆土上位から、石鏃１点（Ｓ12）、E片４点が

出土している。

SK120（図版３・45、118）

平面形は楕円形で、深さ26cm、断面形が弧状の土坑である。SK169を切り、SK99に切られる。覆土は

砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。水平堆積である。覆土上層下位から、土器片12点（うちＰ123を

図示）、石錐１点（Ｓ25）、砕片２点、礫７点が出土している。土器片は北西側に面的に分布している。

SK169（図版３・45）

SK99・120に切られ明確ではないが、平面形は円形と推測する。深さは30cmで、断面形が弧状の土坑で

ある。SK121・155・269を切っている。覆土は炭化物を少量含む砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。

レンズ状の堆積である。遺物は両層に散在し、土器片４点、E片３点、砕片１点、円礫１点、礫５点が出

土している。
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SK135（図版３・46）

多数の土坑と切り合い明確ではないが、平面形は楕円形と推測する。深さ32cm、断面形が台形状の土

坑である。SK187・223を切り、SK189・222・225に切られる。覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分か

れる。レンズ状の堆積である。各層とも炭化物を中量含む。覆土上面～上層で、鉢形土器（Ｐ45）1/2個体

分の土器片と礫２点が出土している。Ｐ45は北西側に寄っている。

SK189（図版３・46）

平面形は長楕円形で、深さ16cm、断面形が台形状の浅い土坑である。SK131・133・135・187を切って

いる。覆土は砂質シルトの単層で、直径１cmほどの炭化物を多量に含む。西寄りの覆土上位から、土器

片32点が集積した状態で出土している。

SK222（図版３・46）

西側を遺構確認のトレンチに切られているため明確ではないが、平面形は円か楕円形と推測する。深さ

は25cm、断面形が台形状の土坑である。SK135・223・225を切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、

２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層は炭化物を含む。上層から、土器片７点が出土している。

SK150（図版３・46）

平面形は長楕円形で、深さ10cm、断面形が弧状の土坑である。SK151・153を切り、SK139に切られる。

覆土は砂質シルトが主体の単層で、炭化物を多量に含む。底面付近から、土器片１点が出土している。

SK153（図版３・47）

平面形は不整な長方形で、深さ48cmの袋状土坑である。SK139・150・163・164・165・186・216・

274・275と重複し、すべてに切られる。覆土は砂質シルトを主体とし、６層に分かれる。レンズ状の堆積

である。下層の４～６層は、炭化物を多く含み粘性が強い。上層の１・２層は、土質がⅦb・Ⅷ層と類似

しているため、天井部の崩落土と考えたい。上層から、礫２点が出土している。

SK248（図版３・48、119）

平面形は長楕円形で、深さ12cm、断面形が皿状の浅い土坑である。覆土は砂質シルトを主体とし、２

層に分かれる。レンズ状の堆積である。SK249・255を切り、SK155に切られる。覆土上層から、土器片６

点（Ｐ131）、E片１点、礫１点が出土している。土器片は東寄りに面的に置かれている。

SK265（図版３・49）

平面形は隅丸長方形で、深さ25cm、断面形が台形状の土坑である。SK266・277・280を切っている。覆

土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。水平堆積である。覆土上面から、磨石類１点（Ｓ104）と礫

２点が出土している。

SK200（図版４・49、122）

平面形は長径344cm・短径280cmの隅丸長方形で、深さ28cm、断面形が皿状の大型土坑である。壁は緩

やかに立ち上がる。２軒の竪穴住居（SI191・201）と重複し、SI201を切り、SI191に切られる。ほかにも

SK193・211、P215、F202・226と重複し、P215を切り、それ以外には切られる。特にF202は覆土中に掘

り込まれている。覆土は砂質シルトを主体とし、４層に分かれる。水平の堆積である。なお、覆土１層は

Ⅶb層に相当する。底面直上層の４層は大粒の炭化物を含む。覆土上～中位の壁寄りから、土器片５点

（うちＰ89を図示）と礫５点が出土している。Ｐ89はF226出土土器片と接合している。なお、規模や形状か

ら竪穴住居の可能性も考えたが、炉や柱穴などの付随施設がなかったため、土坑に分類した。

SK264（図版３・49）
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南端を遺構確認のトレンチに切られているため明確ではないが、平面形は楕円形と推測する。深さは

26cm、断面形が半円状の土坑である。SK208に切られる。覆土はシルト質粘土の単層である。覆土上面か

ら、土器片６点（Ｐ132）が出土している。

SK270（図版４・50）

平面形は円形で、残存部の深さ12cm、断面形が弧状の土坑である。SI198の東側に隣接する。覆土は炭

化物を多量に含む砂質シルトの単層である。地山面は削平されていることから、実際の掘り込み面はさら

に上部と思われる。土器片が１点出土している。検出位置から、SI198との関連性が考えられる。

SK80（図版５・50）

遺構分布範囲の最南端に位置し、遺構確認のトレンチをはさみ、SK247と向かい合う。西側をこのトレ

ンチに切られ、さらに上部が削平されているため、平面形が楕円形、断面形が半円状と推測する。深さは

51cmである。SK292を切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、４層に分かれる。水平レンズ状の堆積

である。２層には炭化物を多量に含む。上層の壁際から、土器片４点（Ｐ117）が出土している。底面はや

や歪んでいることから、地震の影響が考えられる。

SK247（図版５・50）

遺構分布範囲の最南端に位置し、遺構確認のトレンチをはさみ、SK80と向かい合う。東側をこのトレ

ンチに切られたが、平面形が円形、断面形は箱状と推測する。深さは51cmを測る。覆土は砂質シルトを

主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。上層はⅦb層と類似し、炭化物を多量に含む。遺物

は出土していない。底面は歪んでいることから、地震の影響が考えられる。

SK57（図版６・50）

遺構分布範囲の最北端に単独で位置している。平面形は楕円形で、深さ15cm、断面形が弧状の土坑で

ある。覆土は２層に分かれ、レンズ状の堆積である。上層が砂質シルト、下層がシルト質粘土で、上層は

炭化物を含む。遺物は出土していない。

SK40（図版６・50、119）

SI52の南西側に位置する。10数基の土坑で構成される土坑群の中のひとつである。SK22に切られる。

平面形は楕円形で、深さ33cm、断面形が台形状の土坑である。覆土は砂質シルトの単層で、炭化物を中

量程度含む。覆土中～下位から、土器片10点（うちＰ118・119を図示）、磨石類２点（Ｓ112・113）、E片１点、

礫２点が出土している。なお、つぎに説明する９基の土坑とは、遺物の出土位置にやや違いがあるものの、

遺物の内容はほぼ共通している。

SK22～27・36・37・49（図版６・51、119・120）

これら９基の土坑は、SI52の南西側にまとまって位置する。相互に重複関係があり、土坑群を形成して

いる。平面形は、SK22がやや不整な方形、SK27が円形、SK49が長楕円形であるほかは、楕円形を呈して

いる。断面形は台形状か弧状となっている。深さはSK22が36cmで最も深く、ほかは10～20cmの間に収ま

る。覆土は砂質シルトを主体とし、単層ないしは２層に分かれる。径１cmほどの炭化物を含む。

遺物はいずれの土坑も、覆土上面から中位にかけて出土しているが、いずれもさほど多くはなかった。

SK22からは土器片20点（うちＰ92を図示）、E片２点、砕片３点、礫１点、SK23からは土器片５点（うちＰ

94を図示）、砕片２点、円礫２点、礫４点、SK24からは土器片９点（うちＰ91を図示）、礫４点、SK25からは

土器片10点、棒状の礫１点、SK26からは土器片４点（うちＰ115を図示）、E片１点、砕片１点、SK27から

は土器片４点、砕片３点、礫２点、SK36からは土器片１点（Ｐ95）、礫１点、SK37からは土器片15点、磨
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石類１点（Ｓ116）、礫４点、SK49からは土器片５点（うちＰ96を図示）、礫１点が出土している。Ｐ91・

92・94～96・115は同一個体である。これらの土坑群は出土遺物、遺物出土状況が類似しているため、共

通の用途・性格が考えられる。

SK296（図版６・52）

平面形は楕円形で、深さ24cm、断面形が台形状の土坑である。覆土は炭化物を含む砂質シルトの単層

である。底面から磨石類に類似した円礫が１点出土している。

SK28（図版６・52、121）

平面形は不整円形で、深さ12cm、断面形が皿状の浅い土坑である。SI52、SK16・17・240、P302を切

り、SH21に切られる。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。上層は

炭化物を多量に含む。この上層からは、土器片８点、石鏃１点（Ｓ６）、E片２点、礫２点、下層からは大

型の扁平礫１点と砕片801点（長辺1.5cm以下、硬質頁岩、薄くE離されたチップ類）が出土している。上層の遺

物はくぼ地に廃棄されたものと推測する。なお、扁平礫は北西隅で出土した。

SK59（図版６・52）

平面形は円形で、深さ27cm、断面形が半円状の土坑である。SI52、SK240を切り、SH12に切られる。

覆土は炭化物を含む砂質シルトの単層である。覆土上位から、磨石類１点（Ｓ110）、砕片１点が出土して

いる。

SK30（図版６・53）

平面形は楕円形で、深さ15cm、断面形が皿状の浅い土坑である。SI52、SC11を切り、SC31に切られる。

覆土は粘土質シルトの単層である。覆土上位から、土器片10点（Ｐ83）、砕片１点、礫１点が出土している。

Ｐ83は土坑の南寄りで、内面を上にして積み重ねられていた。SK39出土のＰ82と同一個体である。

SK19（図版６・53）

SC20・31に切られ、南半分が遺構確認のトレンチで切られたため、平面形は不明である。深さは23cm

で、断面形が台形状の土坑である。覆土は炭化物を含む砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ

状の堆積である。中層から、土器片１点（Ｐ113）が出土している。

SK５（図版６・53）

平面形は円形で、深さ13cm、断面形が皿状の浅い土坑である。SC11を切り、SC31に切られる。覆土は

３層に分かれ、上・下層は砂質シルト、中層は炭化物を多量に含む粘土質シルトである。レンズ状の堆積

である。覆土上層から、土器片４点、砥石１点（Ｓ81）、砕片５点が出土している。

SK９（図版６・54）

平面形は長楕円形で、長径が200cmほど、深さ40cm、断面形が台形状の大型の土坑である。SK306を切

り、SK33・90、SC11に切られる。覆土は３層に分かれ、上層からシルト質粘土、砂質シルト、炭化物を

含む粘土質シルトの順である。底面に歪みがみられることから、地震の影響が推測される。壁際や下層か

ら、土器片４点（Ｐ97）、石鏃１点（Ｓ７）、不定形石器１点（Ｓ62）が出土している。なお、Ｐ97はSK29出

土のＰ98と同一個体である。

SK33（図版６・54）

平面形は円形で、深さ32cm、断面形が台形状の土坑である。SK９を切り、SC11に切られる。覆土は砂

質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。中層には炭化物が帯状に入る。中層から、

土器片３点（Ｐ116）と礫１点が出土している。
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SK90（図版６・54）

東側の一部を遺構確認のトレンチに切られたが、平面形は楕円形と推測する。長径が約240cm、深さ

27cm、断面形が弧状の大型の土坑である。SK９・29・87・306を切っている。覆土は２層で、レンズ状の

堆積である。上層が砂質シルト、下層は炭化物を含む粘土質シルトである。下層から、土器片２点、不定

形石器１点（Ｓ60）、砕片２点、礫２点が出土している。

SK29（図版６・54）

SK90の底面で検出した。平面形は楕円形で、SK90の底面からの深さが32cmの袋状土坑である。覆土は

粘土質シルトないしシルト質粘土で、３層に分かれる。水平堆積である。各層とも炭化物を多く含み、下

層には腐植物も含んでいる。中～下層から、土器片７点（うちＰ98を図示）と胡桃の核が出土している。土

坑の形状と胡桃核の出土から、貯蔵穴と考えた。

SK87（図版６・54）

平面形は円形で、深さ40cm、断面形が台形状の土坑である。SK90に切られる。覆土は２層で、上層が

シルト質粘土、下層が砂質シルトである。レンズ状の堆積である。下層から、土器片３点（うちＰ74を図示）

が出土している。

SK８（図版６・55、120）

平面形は円形で、深さ18cm、断面形が台形状の土坑である。SK42・43・45・47を切っている。覆土は

シルト質粘土を主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層は炭化物を多く含む。下層から、

土器片８点と礫３点が、中央にまとまった状態で出土した。

SK43（図版６・55）

SK８・42に切られるが、平面形は楕円形と推測する。深さは15cm、断面形が弧状の土坑である。ほか

にSK47・242と重複しており、これらを切っている。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レ

ンズ状の堆積である。下層から、土器片６点、礫２点が出土している。なお、底面に小ピットがあるが機

能は不明である。

SK48（図版６・７・55）

SK47に切られるが、平面形は円形と推測する。長径約190cmのやや大型の土坑で、深さ18cm、断面形

は皿状である。ほかにSK103・242と重複し、これらを切っている。覆土は砂質シルトの単層である。遺

物は土器片３点、不定形石器１点（Ｓ61）が出土している。

SK104（図版７・55）

SK103・105に切られ明確ではないが、平面形はやや不整の円形と推測する。深さ24cm、断面形は弧状

の土坑である。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。上層は炭化物を多量に含む。レンズ状の

堆積である。上層から、深鉢形土器（Ｐ81）1/4個体分の土器片と磨製石斧１点（Ｓ88）、E片２点、礫４点

が出土している。Ｐ81はSK103・229出土の土器片と接合関係にあり、SI191（Ｐ４）、SK３（Ｐ76）・32

（図なし）、F177（Ｐ129）から同一個体片が出土している。

SK242（図版６・７・56、121）

平面形は長径370cmの不整楕円形で、深さ28cm、断面形が皿状の大型土坑である。SI196を切り、

SK43・47・48・103・104・172・173・174、P171に切られる。覆土は砂質シルトないしシルト質粘土で、

９層に分かれる。水平の堆積である。腐植土と微細な炭化物を含む層が多く、５層に炭化物が最も多い。

遺物もすべて５層からのもので、土器片９点（うちＰ130を図示）、E片１点、台石状の礫１点、礫14点が出
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土している。なお、地山面を含め各層とも上下に波打っていることから、地震により上下に変形した可能

性がある。

SK172（図版７・56）

平面形は楕円形で、深さ28cm、断面形が弧状の土坑である。SI196、SK173・174・192・242を切ってい

る。覆土は上・中層が砂質シルト、下層が粘土質シルトの３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土

中層から、土器片１点（Ｐ111）、E片１点、礫７点が出土している。Ｐ111はSK170出土のＰ109と同一個

体片である。

SK174（図版７・56）

SK104・172・173、P171に切られ、平面形は明確ではないが、楕円形と推測する。深さ30cm、断面形

が弧状の土坑である。SI196、SK229・242とも重複し、これらを切っている。覆土は砂質シルトを主体と

し、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。覆土上層から、土器片17点（うちＰ128を図示）、礫１点が出

土している。出土土器の中には、SK183出土のＰ103～105と同一個体片がある。

SK228（図版７・57）

遺構確認のトレンチと撹乱で大部分が切られているため、平面形は不明である。深さは12cm、断面形

が皿状の浅い土坑である。SI196、SK229を切っている。覆土は砂質シルトの単層である。覆土上面から

土器片２点が出土している。

SK308（図版７・57）

平面形は円形で、残存高32cm、断面形が半円状の土坑である。SI148・196の底面で検出した。覆土は

３層に分かれる。レンズ状の堆積である。上・下層は砂質シルト、中層は焼土ブロック、焼骨、炭化物を

含む黄褐色土である。中層から礫１点が出土している。

SK106（図版７・57）

平面形は長楕円形で、深さ26cm、断面形が台形状の土坑である。SI196、SK107・209を切っている。覆

土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。上層は炭化物を多く含む。土器片15点、砕片１点、扁平礫

１点、礫２点が出土している。扁平礫は覆土上層から出土し、土器片は上～下層にかけて出土した。

SK107（図版７・57）

平面形は長楕円形で、深さ48cm、断面形が台形状の土坑である。SI196、SK209・227・233・234・236、

SX281を切り、SK106に切られる。覆土は砂質シルトを主体とし、４層に分かれる。レンズ状の堆積であ

る。下層の３・４層は炭化物を多く含む。壁・底面が歪んでおり、地震の影響が考えられる。３層から、

土器片８点（うちＰ112を図示）、磨石類１点（Ｓ111）が出土している。Ｐ112はSK236出土土器片と接合関

係にある。

SK108（図版７・57）

平面形は隅丸長方形で、深さ56cm、断面形が箱状の土坑である。SK109・227・236、SX281を切ってい

る。覆土は砂質シルトを主体とし、３層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層は炭化物を多く含む。

底面が歪んでいるため、地震の影響が考えられる。壁際から、土器片２点、礫１点が出土している。

SK109（図版７・57）

平面形は隅丸長方形で、深さ62cm、断面形が箱状の土坑である。SK108に切られる。覆土は砂質シルト

を主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。下層は炭化物を多く含む。底面が歪んでいるため、

地震の影響が考えられる。壁際から、砕片１点が出土している。
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SK236（図版７・57）

重複するSK107・108・227・233に大きく切られ、平面形は不明である。深さは36cm、断面形が半円状

の土坑である。覆土は５層に分かれる。レンズ状の堆積である。上層１・２層は砂質シルト、中・下層の

３～５層はシルト質粘土である。４・５層から、土器片２点（Ｐ112）、円礫１点、礫１点が出土している。

Ｐ112はSK107出土土器片と接合関係にある。

SK233（図版７・58、122）

平面形は長径が約220cmの楕円形で、深さ66cm、断面形が台形状の土坑である。SI196、SK236を切り、

SK107・141・234、F235に切られる。覆土は６層に分かれる。レンズ状堆積である。１～４層は砂質シル

ト、５・６層はシルト質粘土である。６層は炭化物を多く含む。覆土各層から、深鉢形土器（Ｐ57）2/3個

体分の破片が出土している。Ｐ57と同一個体片（Ｐ31）がSI196床面から出土している。上層からは壺形土

器の頸部片（Ｐ28）が出土し、SI148出土の土器片と接合関係にある。

SK194（図版３・58、122）

検出面で細かい繊維状の炭化物の広がりを確認し、さらに少量ながらも下位への厚みがあったことから、

遺構として調査を行った。平面形は直径230cmほどの不整円形で、深さ38cm、断面形は袋状を呈する。覆

土は砂質シルトが主体で、部分的にシルト質粘土の層が入る。レンズ状堆積と推測するが、多量に入った

噴砂により、堆積層が分離されている。上層から礫が１点出土しているのみで、堅果類などの出土は認め

られない。なお、袋状土坑としたが、炭化物の分布状況が一定しないことや平面規模に対して浅いことな

どから、遺構でない可能性もある。

SK83（図版７・59、120）

平面形は円形で、深さ19cm、断面形が台形状の土坑である。SI148、SK118・301を切っている。覆土は

砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。レンズ状の堆積である。上層には炭化物を含む。土器片５点、

礫２点が上層から出土している。

SK118（図版７・59、121）

平面形は円形、直径が220～240cm、深さ10cm、断面形が弧状の土坑である。SI148、SK301、P271を切

り、SK83・84・119・144・147に切られる。覆土は炭化物を含む砂質シルトの単層である。遺物は覆土中

～下位にかけて、土器片38点（うちＰ122を図示）、磨製石斧１点（Ｓ91）、礫15点が出土している。

SK119（図版７・59）

平面形は長楕円形で、深さ16cm、断面形は弧状の土坑である。SI148、SK118を切り、SK144に切られ

る。覆土は炭化物を多量に含む砂質シルトの単層である。遺物は壁際から底面にかけて、土器片７点（う

ちＰ99を図示）、礫５点が出土している。Ｐ99はSK144出土のＰ42と同一個体である。

SK147（図版７・59）

北側が遺構確認のトレンチで切られたため、平面形は不明である。深さは13cmで、断面形が皿状の土

坑である。SK118を切り、SH86に切られる。覆土はシルト質砂の単層である。覆土中から、土器片４点と

石匙１点（Ｓ34）が出土している。

SK301（図版７・59）

平面形は楕円形、深さ13cm、断面形が弧状の土坑である。SK83・118に切られる。覆土は炭化物を含む

砂質シルトの単層である。覆土中から土器片３点、礫２点が出土し、微細な土器片も混じっていた。

SK205（図版３・59）
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一部を遺構確認のトレンチに切られたが、平面形は不整楕円形である。深さは10cm、断面形が弧状の

土坑である。覆土は砂質シルトの単層である。覆土中から礫が９点出土している。

SK289（図版３・59）

西半分が遺構確認のトレンチで切られたため、平面形は不明である。深さは27cm、断面形が台形状の

土坑である。覆土は５層に分かれる。水平レンズ状の堆積である。最下層の４層のみシルト質粘土で、炭

化物・腐植物・焼土を含む。１～３は砂質シルトである。なお、３・４層を貫くように、腐植物を含んだ

シルト質粘土の５層がある。５層は杭状の痕跡と考えられる。この５層は、２層の下面で切られているこ

とから、上層の１・２層と下層の３～５層は別遺構の可能性もある。２層から土器の小片が１点出土して

いる。

SK206・207（図版７・59）

両者とも、南側が遺構確認のトレンチで切られたため、平面形は不明である。深さは９～12cm、断面

形が弧状の土坑である。両者ともSK204に切られる。SK206は、覆土が砂質シルトを主体とし、２層に分

かれる。上層は炭化物を含み、水平堆積である。SK170・207を切っている。SK207は覆土が砂質シルトの

単層である。SK206からは、土器片17点、礫３点、SK207からは、土器片12点、E片１点、砕片３点、礫

２点が出土している。なお、両者から接合関係にある土器片（Ｐ108）が出土している。

SK203（図版７・60）

平面形は長楕円形で、深さ42cm、断面形は箱状の土坑である。SI176を切っている。覆土は炭化物を多

量に含む砂質シルトの単層である。壁際から土器片１点（Ｐ102）が出土している。Ｐ102は近接する

SK231出土のＰ44と同一個体である。

SK309（図版７・60）

SK117・237に大きく切られるものの、平面形は円形と推測する。深さは30cm、断面形が半円状の土坑

である。覆土は砂質シルトを主体とし、２層に分かれる。上層にはシルト質砂が斑状に混ざり、下層には

炭化物を含む。レンズ状の堆積である。覆土２層から、深鉢形土器（Ｐ84）1/4個体分の破片とE片１点が

出土している。Ｐ84はSK117出土土器片と接合関係にある。

Ｅ　ピット

P53（図版２・60）

SK54の覆土を切って掘り込んでいる。平面形は円形で、深さ32cm、断面形はＵ字状である。覆土は砂

質シルトである。

P253（図版４・60）

SK200、F226と接する。平面形は円形で、深さ13cm、断面形は半円状である。覆土は砂質シルトであ

る。P215と規模・形状が類似している。

P215（図版４・60）

SK200、F226に切られる。平面形は円形で、深さ20cm、断面形は半円状である。覆土は砂質シルトで

ある。P253と規模・形状が類似している。

P291（図版５・60）

遺構分布範囲の南端に位置する。SK292と接するが、新旧関係は不明である。平面形は円形で、深さ

21cm、断面形は台形状である。覆土は砂質シルトである。覆土上面から土器片２点が出土している。
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P58（図版６・60）

SI52の覆土中に掘り込んでいる。平面形は円形で、深さ28cm、断面形はＵ字状である。覆土は砂質シ

ルトで、下層は炭化物を多く含む。土器片１点が出土している。

P44（図版６・60）

SK９と近接し、SK306を切っている。平面形は円形で、深さ13cm、断面形は台形状である。覆土は砂

質シルトである。上層から円礫１点が出土している。

P303（図版６・60）

SC11の南端底面で検出した。平面形は円形で、深さは19cm、断面形は箱状である。覆土は砂質シルト

である。SC11との関連は不明である。

P256（図版６・60）

SI52の南に位置し、SK41に切られる。平面形は円形で、深さ18cm、断面形は漏斗状である。覆土は砂

質シルトである。

P261（図版６・61）

SI52南壁を切っている。平面形は楕円形で、深さ24cm、断面形はＵ字状である。覆土は砂質シルトで、

炭化物がリング状に入り込んでいる。この炭化物の性格は不明である。

P262（図版６・61）

SI52の南に位置し、Ｐ261と隣接している。平面形は円形で、深さ24cm、断面形は箱状である。覆土は

砂質シルトである。

P302（図版６・61）

SI52の南壁と接し、SK28を切っている。平面形は楕円形で、深さ24cm、断面形は箱状である。覆土は

砂質シルトである。P261・262・302はSI52と関連する可能性がある。

P271（図版７・61）

SK118の底面で検出した。平面形は楕円形で、深さ17cm、断面形はＵ字状である。覆土は砂質シルトで

ある。土器の微細片が出土している。

P171（図版７・61）

SK174の覆土中に掘り込んでいる。平面形は楕円形で、深さ20cm、断面形は斜めに変形した不整形であ

る。地震による液状化の影響が考えられる。覆土は砂質シルトである。

P190（図版７・61）

SI102・176と近接している。平面形は円形で、深さ13cm、断面形はやや口が開くＵ字状である。覆土

は砂質シルトである。SI102ないしSI176との関連性は不明である。

P287・288（図版８・61）

SC149の底面で検出した。両者ともに平面形は円形で、断面形はＵ字状である。深さはP287が20cm、

P288が16cmである。覆土は両者ともに、腐植物を斑状に含む砂質シルトである。形状・覆土から両者は

同時期と推測したが、SC149との関係は不明である。

P51（図版８・61）

SI199の南側に位置する。平面形は楕円形で、深さ24cm、断面形は半円状と推測する。覆土は腐植物が

混じるシルト質粘土と砂質シルトである。SK212に切られる。
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Ｆ　焼土遺構

F２（図版２・61、122）

８C５、８D１グリッドに位置する。F６と重複し、これを切っている。Ⅶb層中で検出した。平面形は

不整形で、規模は84×62cm、深さ８cm、焼土厚は６cmである。覆土は砂質シルト主体で３層に分かれ、

２層が焼土主体層となっている。２層は焼骨片を含む。焼土の周囲には炭化物の集積がみられる。土器片

２点が出土している。

F６（図版２・61、122）

８C５、８D１グリッドに位置する。SK14を切り、F２に切られる。Ⅶb層中で検出した。平面形は不整

形で、規模は78×60cm、深さ５cm、焼土厚は５cmである。覆土は砂質シルトで、１層が焼土主体層とな

っている。焼土の周囲には炭化物集積がみられる。土器片６点、砕片１点が出土している。

F230（図版３・61、124）

７C４・５グリッドに位置し、SI201に切られる。F286と接するが、新旧関係は不明である。Ⅶb層中で

検出した。平面形は不整形で、規模は90×48cm、深さ４cm、焼土厚は４cmである。覆土は砂質シルトで、

１層は焼土主体であるが被熱赤変土と混じる。２層は被熱層である。著しい熱硬化は認められない。遺物

は土器片５点と礫１点が出土している。

F286（図版３・61、124）

７C４・５グリッドに位置する。F230と接するが、新旧関係は不明である。Ⅶb層中で検出した。平面

形は不整形で、規模は88×50cm、深さ４cm、焼土厚２cmである。覆土は１層が焼土主体層、２層が砂質

シルトの被熱層である。著しい熱硬化は認められない。遺物は出土していない。

F46・61～71・182（図版３・62、122）

７C23・24グリッドに位置する。13基が集中し、重複するものも多い。同一か所で繰り返し火を焚いた

ことが窺えるが、13基の時間的な差は確認できなかった。平面形は、円形か楕円形と推測する。規模は

F46・182が小さく径20cmほどで、ほかは径50～60cmである。掘り方は明確でなく、深さは２～６cmであ

る。全てに焼土を認めたが、明確な焼土層が残るのはF64・65・67・182である。いずれも炭化物・粒を含

むが、焼骨片は出土しなかった。遺物は、F62から磨石類似の円礫１点、F64から土器片１点、F65から土

器片２点と礫１点、F182から土器片10点が出土している。またF46・182の南側から玉類の未製品（Ｓ84）

が出土している。なお土壌サンプル中より、石鏃１点（Ｓ８）を検出した。

F202（図版４・62、123）

６C15・20グリッドに位置し、SK200の覆土上層を切っている。西側はF226と接する。東側が遺構確認

のトレンチで切られたため、平面形は不明である。深さ７cmで、焼土厚は４cmである。焼土周囲に炭化

物集積はみられない。覆土は上層１層がⅦb層相当土、２層が砂質シルトで、焼土を多量に含む。焼骨片

も出土した。３・４層は被熱層であるが、著しい硬化はみられない。２層から土器片２点、礫３点が出土

している。

F226（図版４・62、124）

６C15グリッドに位置し、SK200、P215を切っている。東側はF202と接する。Ⅶb層中で検出した。平

面形は不整形で、規模は152×96cm、深さ４cm、焼土厚は２cmほどである。焼土周囲に炭化物集積はみ

られない。覆土１層には焼土がみられる。２層は砂質シルトの被熱層となっているが、熱硬化はみられな
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い。F226とその周囲から出土した11点の土器片は、SK200出土のＰ89、SK211・293出土のＰ43と接合関

係にある。また図示しなかったが、SI198出土の壺形土器（Ｐ10）と同一個体片も出土している。ほかに磨

石類１点（Ｓ97）、礫２点が出土している。

F177（図版６・62、123）

７D23・24、８D３・４グリッドに位置する。Ⅶb層下位からⅧ層上面付近で検出した。南端が遺構確認

のトレンチで切られたため明瞭ではないが、平面形は不整形と推測する。規模は112×84cm、深さ７cmで

ある。覆土は１層が炭化物主体で、焼骨片を含んでいる。２層は被熱層である。焼土が斑に入り込み、炭

化物を少量含む。３層も被熱層であるが焼土はみられない。熱硬化は認められなかった。遺物は土器片３

点（Ｐ129）、磨石類１点（Ｓ107）、砕片２点、礫１点が出土している。Ｐ129はSI191出土のＰ４、SK３出

土のＰ76、SK103・104・229出土のＰ81と同一個体である。

F195（図版３・62、123）

７D６・７グリッドに位置する。遺構分布範囲のほぼ中央に単独で位置する。Ⅶb層下位からⅧ層上面

付近で検出した。焼土を炉とする竪穴住居を想定して調査したが、柱穴・壁溝などを検出できなかったた

め、焼土遺構と認定した。平面形は不整形で、規模は126×88cm、深さ６cm、焼土厚は５cmである。覆

土は砂質シルト主体で、１層は炭化物を多量に含み、２層が焼土ブロック主体層、３層が被熱層で、熱硬

化を認めた。２層からはコイ・フナ類、サケ・マス類、タイ類、獣類の焼骨が出土している。焼土周囲に

炭化物の集積が認められた。遺物は土器片10点（うちＰ48を図示）、石鏃１点（Ｓ15）、磨製石斧１点（Ｓ86）、

礫２点が出土している。Ｐ48と同一個体片が、２ｍほど南のSK243覆土上層から出土している。

F235（図版７・63）

７E７グリッドに位置する。SK233の覆土上層を切っている。南半部が遺構確認のトレンチで切られた

ため、平面形は不明である。残存部の長径は64cmを測る。覆土は砂質シルトの単層で、被熱して赤変し

ている。焼土粒・炭化物を少量含む。遺物は出土していない。

Ｇ　炭化物集中

SC18（図版６・63）

SI52北東の９E１グリッドに位置する。SK19、SC31に切られる。平面形は長楕円形で、浅い掘り込みを

もち、深さ８cmである。覆土は砂質シルトの単層で、径１cmほどのブロック状の炭化物が全体に分布し

ている。出土遺物には土器片１点、礫１点がある。

SC20（図版６・63）

SI52北東の９E２グリッドに位置する。SK19を切っている。南側を遺構確認のトレンチに切られたが、

平面形は楕円形と推測した。浅い掘り込みをもち、深さ10cmを測る。覆土は砂質シルトの単層で、径１

～２cmのブロック状の炭化物が全体に分布している。遺物は台付鉢形土器（Ｐ72）の体部片が１点出土し

ており、SC11出土土器片と接合関係にある。

SC31（図版６・63）

SI52北東の８E21・22、９E１グリッドに位置する。SK5・19・30、SC11・18と重複し、これらを切っ

ている。平面形は楕円形で、規模は142×118cm、浅い掘り込みをもち、深さ８cmを測る。覆土は砂質シ

ルトの単層で、径１cmほどのブロック状の炭化物を全体に含む。出土遺物には土器片１点、砕片１点が

ある。

47

第Ⅳ章　遺　　構



SC11（図版６・63、124）

８E11・16・17・21・22に位置する。SI52の東側と重複しているが、新旧関係は不明である。ほかにSK

９・33、P303を切り、SK５・30、SC31に切られる。北側および西側を遺構確認のトレンチで切られたた

め、炭化物範囲全体の規模は不明である。平面形は不整形、残存部の規模は440×276cmである。掘り方

はもたず、底面が北方向に緩やかに傾いている。層厚は北側がやや厚く、最大８cmを測る。覆土は砂質

シルトで、炭化物は微細なものから径３cmほどのものまで様々である。炭化物範囲の中央やや南寄りに

は、特に粒径の大きい炭化物が密集する炭化物濃密部分がある。この部分からは、台石状の礫が出土した

ほか、この礫の脇から小型の台付鉢形土器（Ｐ72）が出土している。このほかの遺物は、炭化物濃密部分

を中心として全体に分布している。土器片60点（うちＰ72を図示）、石鏃３点（Ｓ３・19・20）、石匙１点（Ｓ

28）、箆状石器１点（Ｓ42）、両極石器２点（Ｓ46・47）、不定形石器２点（Ｓ58・59）、砥石１点（Ｓ81）、E

片９点（長辺２～３cm、硬質頁岩）、砕片72点（長辺0.5～２cm、硬質頁岩）、礫32点がある。炭化物は、カエデ

属の炭化材とオニグルミの核破片が確認されている（第Ⅵ章　自然科学分析参照）。

SC300（図版６・64）

８D18グリッドに位置し、SI52の西側に隣接する。平面形は楕円形で、規模は48×32cm、掘り方をもち、

深さは18cm、断面形は台形状である。覆土は砂質シルトとシルト質砂の互層で３層に分かれる。上層に

は径１cmほどの炭化物が集中し、焼骨片が出土した。中層には焼土と焼骨片、下層は炭化物と焼骨片を

含んでいる。土器・石器は出土していない。

SC10・89・113・115・298（図版６・64、124）

５基の炭化物集中ともSI52の南方、８D10グリッドにまとまって位置する。いずれも径0.5～１cmの細か

い炭化物が集中していた。

SC10は、平面形が不整形、規模は76×51cm、掘り方をもたず、層厚は６cmほどである。中央部に黄褐

色の粘質土があり、焼骨をブロック状に含んでいた。骨同定の結果、コイ・フナ類、サケ・マス類、鳥類、

小型獣類と分析された（第Ⅵ章　自然化学分析参照）。覆土には焼土も混じっていた。遺物には土器片２点、

磨石類１点（Ｓ96）、磨石類に似た円礫１点がある。

SC89は、平面形が不整形、規模は72×53cm、掘り方をもち、深さ11cmを測る。底面が歪み、断面形は

不整形である。覆土は砂質シルトである。遺物には土器片11点、砕片１点、礫２点があり、炭化物ととも

に廃棄されたことが窺える。

SC113・115は、平面形がともに不整形で、深さは９～12cmほどである。噴砂により層が分断されてい

る。両者ともにSK17と重複するものの、新旧関係は不明である。覆土には砂質シルトとシルト質粘土が

ある。遺物は、SC113から土器片３点、SC115から土器片１点、礫１点が出土している。

SC298は、平面形が不整円形、規模は28×26cmと小規模で、掘り方をもたない。層厚は５cmほどであ

る。遺物は出土しなかった。

SC149（図版８・64、124）

SI140の北側、６E13・17・18グリッドに位置する。東側は覆土がSD１に流れ込んでいる。平面形は不

整形で、規模は200×160cmほどである。掘り方をもたず、底面も平坦ではない。層厚は最大５cmほどで

ある。覆土は砂質シルトで、径0.5～１cmほどの炭化物が集中している。遺物は出土していない。なお、

底面でP287・288を検出したが、本遺構に伴うかは不明である。

SC175（図版７・64）
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SI148の南、７D９・14グリッドに位置する。SX281を切っている。南側が遺構確認のトレンチで切られ

たため、全体の形状は不明である。深さは６cmほどである。覆土は砂質シルトで、層中に白色シルト質

砂が渦状に入り込む。径0.5～２cmほどの炭化物が部分的に集中している。流水により、炭化物がくぼ地

の底面に溜まった可能性もある。遺物は出土していない。

Ｈ　性格不明遺構

SX281（図版７・64）

７D８～10・13～15グリッドに位置する。SI148・196、SK107・108・204・227、SC175と重複し、すべ

てに切られる。そのため平面形は不整形で、残存規模は400×200cmほどである。断面形も凹凸が著しく

不整形である。埋土は砂質シルトの単層で、層中にはラミナ状の堆積および渦状に分布する白色シルト質

砂が顕著である。径0.5～１cmの炭化物を少量含む。遺物は土器片３点、砕片３点、礫３点が出土してい

る。遺構として取り上げたが、平面・断面形状とも不整形であることから、人為的なものとは考えにくい。

風倒木など自然の要因により生じたくぼ地の可能性が高く、流水性の堆積により埋没したものと推測す

る。

Ｉ　自然流路

SD１（図版７・８・９・65、125）

７Fグリッドから調査区に入り、７～６E・５E～Dグリッドを通る自然流路である。全体としては東か

ら西方向に流れるが、７～６Eグリッドでは、遺構の分布範囲に沿うように南に下り、５Eグリッドで再

び西に曲がる。下流側は５Dグリッドの南西側で、近世以降の河道部埋土を切る撹乱により途切れる。検

出した長さは、およそ42ｍである。流路幅は７Fグリッド付近が２ｍ、６Eグリッド付近が３～3.6ｍ、５E

グリッド付近が４～4.5ｍ位を測る。遺構検出面からの深さは、６Eグリッドライン付近（a－a'）が最大で

約1.55ｍ、７Eグリッドライン付近（ｃ－ｃ'）が約１ｍ、５Eグリッド付近（ｂ－ｂ'）で約0.8ｍを測る。

埋土は、上部の１・２層のみ共通する。１・２層は集落廃却後の堆積層で、集落存続中の堆積層を切っ

ている。それより下層は、遺構と近接する６～７Eグリッドと遺構から離れる５D～Eグリッドでは異なる。

６～７Eグリッド付近では、３層がⅦa層、４層がⅦ'層に対応する可能性が高い。また、地山堆積層の最

上部がⅧ層であることから、埋土の５層以下はⅦb層（遺物包含層）に対応するものと考えた。５層以下に

は、砂質シルトの間層をはさみ、炭化物を含む層を３枚確認した。これらの層からは、土器・石器などが

出土した。土器（Ｐ88・137）は上位、土器（Ｐ138・139）は中位の炭化物を含む層からの出土である。なお、

土器（Ｐ139）は、SI52出土土器（Ｐ20）と同一個体である。石器では、石鏃（Ｓ16）と箆状石器（Ｓ43）お

よび磨製石斧（Ｓ93）は上位、不定形石器（Ｓ67）およびE片の接合資料（Ｓ73～77）（流紋岩）は中位の炭

化物を含む層からの出土である。

一方、５D～Eグリッド付近では、Ⅶa層に対応する３層は確認できたが、４層以下はシルトと砂質土の

交互堆積であった。炭化物を含む層は、下層の７層のみであった。これらの層から土器・石器は出土しな

かったが、７層よりオニグルミが３点出土した。放射性炭素年代測定の試料（SD１ No.16）がそれにあた

る。なお、この付近のSD１より下層には、集落成立前に存在した自然流路か低湿地を確認した。

SD１と重複する遺構との関係では、壁溝が３層を切るSI140とSK145がSD１より新しく、SK116・

SC149の覆土はSD１のいずれかの層に対応するものと考える。
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第Ⅴ章　遺　　物

１　土　　器

Ａ　概要と記述の方法

本発掘調査で出土した土器は、縄文時代晩期前葉の東北地方を中心に分布する大洞B2～BC式に比定さ

れるもので、総数は3,865点を数える。そのうち、分類・観察・接合・復元などの結果、特徴的な資料144

点を掲載した。これらは、全体の器形や文様を把握することができるものである。また器種構成も、大半

をしめる深鉢形・鉢形をはじめ、浅鉢形・台付浅鉢形・壺形・注口土器などほとんどを網羅している。県

内において当該期の土器がまとまって出土した例は少なく、本遺跡の土器群は好資料といえる。

1） 観察表の記載

観察表の観察項目は、次のとおりである。報告No.は実測図番号で、通し番号を付けた。本文中の番号、

実測図番号、観察表遺物No.、写真図版の遺物番号は一致する。出土地点は、小グリッドまで記入した。

遺構出土遺物は遺構名・層位の順に、遺構外出土の遺物は層位を記入した。器種・部位・分類については

以下に記す。法量は器形の外寸を計測し、器高・口径・体部最大径・底径をcm単位で記入した。欠損し

ているものの内、図上復元により法量が復元できる資料についてはその数値を記入し、復元できない資料

については（ ）内に残存部の計測値を記入した。残存率は口径全体に対する残存部の割合である。

胎土の分類は『元屋敷遺跡Ⅱ』［滝沢・高橋ほか 2002］を参考に、次のとおりとした。

Ⅰ類　砂粒を多量に含むもの。

Ⅱ類　混和材が細かい、または少なく、あまり目立たないもの。

Ⅲ類　Ⅱに類似するが、胎土がきめ細かいもの。

Ⅳ類　雲母・石英が目立つもの。

Ⅴ類　細かな砂粒を含み、器面がざらつくもの。

Ⅵ類　海綿状骨針を含む海成粘土で、精選されたきめ細かいもの。

色調は外面の色調を『標準土色帖』［小山・竹原 2005］に基づいて記載した。

炭化物付着状況は、復元資料については詳細を記述し、詳細不明の破片資料などについては付着してい

るものは「○」、付着していないものは空欄とした。

2） 分　　類

器種分類

当該期における器種構成は、深鉢形、鉢形、台付鉢形、浅鉢形、壺形、注口土器などがあり［小林圭一

2003：「一括資料の検討」より］、これにより器種分類を行った。その内、深鉢形、鉢形、浅鉢形は、口

径と器高の関係から、器高/口径が概ね0.8以上のものを深鉢形、0.6～0.8のものを鉢形、0.6以下のものを浅

鉢形とし［荒川ほか 2004］、台付鉢形、台付浅鉢形については台部の有無を確認できないものは鉢形、浅

鉢形に含めた。なお、上記の数値から外れるものであっても、全体の形態から器種を判別したものもある。
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また、破片資料については接合痕観察による断面の傾きで判断したものもある。しかし、数種類の器種が

想定される資料、または細片で器種分類が不可能な資料については観察表では空欄にしてある。

器形分類（第12図）

深鉢形・鉢形・壺形の三器種は、その器形によりいくつかに細分でき、以下の通りに分類した。なお、

浅鉢形・台付鉢形・台付浅鉢形はそれぞれ１点のみであり、注口土器は注口部のみの破片資料であるため

細分は行わない。

深鉢形

体部の形態は、底部から直線的、またはやや内湾しながら外傾して立ち上がるものがほとんどのため、

口縁部の形態で分類した。

Ａ類　口縁部がほぼ直立するもの。

Ｂ類　口縁部がやや内湾するもの。

鉢形

Ａ類　体部から口縁部まで直線的に外傾して立ち上がるもの。

Ｂ類　体部が直線的、またはやや内湾しながら外傾し、口縁部がほぼ直立するもの。

Ｃ類　体部から口縁部まで直線的、またはやや内湾しながら外傾し、口縁端部が外反するもの。

Ｄ類　体部が丸く張り出すもの。
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壺形

Ａ類　体部中位ほどで丸く張り出し、口縁部が直線的に外傾するもの。

Ｂ類　体部中位ほどで丸く張り出し、口縁部が外反するもの。

Ｃ類　体部中位ほどで丸く張り出し、頸部が直線的に内傾し、口縁部が外傾するもの。

Ｄ類　体部がほぼ球形を呈するもの。

Ｅ類　体部上位～中位でソロバン玉状に張り出し、口頸部がほぼ直立するもの。

Ｆ類　体部上位～中位でソロバン玉状に張り出し、口頸部と体部の境をもたないもの。

口縁および口縁端部装飾の分類（第13・14図）

当該期の研究は小林圭一氏の論考［小林 2004］において詳しいので、形態名称・分類はこれを参照した。

口縁端部形態（第13図）

小波状縁　平縁に刻みを入れて、その左右をならし、谷部分をＵ字状に仕上げたもの。

珠紋縁　　刻み後に「潰し」・「磨き」を加え、陽刻部を意識したもの。

突起形態（第14図）

一山状突起　山形の突起。

三山状突起　３つの高まりからなる突起。中央が最も高くなる。

Ｂ突起

１類　突起中央が刻まれ、突起の裾が山形に広がるもの。

２類　突起の両端が弱く刻まれるもの。

３類　突起中央と下縁が明確に刻まれ、珠紋状に仕上げられたもの。

４類　突起中央の谷部から伸びた沈線が隣の突起の下端まで及ぶもの。

４ａ類　突起中央からの沈線が口縁端部に沿って伸び、隣の突起まで及ぶもの。

４ｂ類　突起中央からの沈線が口縁端部の直下に伸び、口縁端部の刻みと結合し珠紋縁となるもの。
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文様の分類

当該期の土器は、文様帯をもつ「装飾土器」と、文様帯をもたない縄文施文のみの土器に大別できる。

装飾土器の深鉢・鉢形土器は、口頸部文様帯、いわゆる「Ⅱｃ文様帯」のみをもち、体部に文様はもたな

い。当該期の主要な型式学的指標がこれらの文様帯であるため［山内 1930ほか］、これをもつものをⅠ群

土器（装飾土器）、もたないものをⅡ群土器に大別し、前者を文様に基づいてさらに細分した。また、文様

帯をもたないⅡ群土器の中には、無文であるが全面に磨きがかかるもの、または塗彩された精製土器も含

まれるため、縄文施文のみの「粗製土器」とは区分した。

Ⅰ群土器　文様帯をもつ「装飾土器」

ａ類　「入組文」が施されたもの。

ａ１類　末端部が巻き込まず、接着しない入組三叉文が施されたもの。

ａ２類　菱形入組文が施されたもの。

ｂ類　「羊歯状文」が施されたもの。

ｂ１類　末端部が分離せず、連結しているもの。

ｂ２類　末端部が分離し、咬み合わないもの。

ｃ類　「点列文」が施されたもの。

刻み後に「潰し」･「磨き」を加え、珠紋状に陽刻部を仕上げたものである。羊歯状文のシダの

小葉部の作出と同様である。このモチーフの名称には「刻み列」･「截痕列」［小林圭一 2004］な

どが用いられている場合があるが、大洞C1式段階の型式指標となる「二溝間の截痕」［山内 前掲］

と区別するため、「点列文」［渡邊 1998］の名称を採用する。

ｄ類　数条の「平行沈線」が施されたもの。

Ⅱ群土器　文様帯をもたない土器

ａ類　縄文施文のみの「粗製土器」。

ａ１類　斜縄文のみのもの。

ａ２類　羽状縄文の施されたもの。

i 単節縄文によるもの。

ii 単節縄文と反撚によるもの。

iii 単節縄文と無節縄文によるもの。

ｂ類　無文で、全面にケズリ・ミガキが施された精製品。塗彩が残るものもある。

分類の表記

観察表には、「器種・器形」の項に器種名とともに器形分類を、「分類」の項に文様の分類を記載する。

例えば、深鉢形で口縁部が直立するＡ器形、文様が羊歯状文の末端部が咬み合わないⅠ群ｂ２類であった

ら、「器種・器形」の項に「深鉢・Ａ」、「分類」の項に「Ⅰｂ２」と表記する。なお、器種名の「形」は

以下省略して表記する。

Ｂ　遺構・遺物包含層出土の土器

SI199出土土器（図版66－１・２、126、135）
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１は床面から出土した破片である。体部がやや内湾しながら立ち上がり、口縁部がほぼ直立するＡ器形

の鉢である。口頸部文様帯に入組三叉文をもつⅠ群ａ１類である。口縁端部は小波状縁で、入組三叉文の

一端が体部と区画沈線に結合している。体部には結節縄文LRが施されているが、磨消による横位無文帯

がめぐる。内面は横方向と斜めにミガキが施され、炭化物が付着する。２は覆土上層から出土したＢ器形

の鉢である。口縁端部にはＢ突起３類が付き、口縁上部には鉤爪状の沈線区画がＢ突起と連結している。

主文様は、末端が連結している羊歯状文ｂ１類である。陽刻部を意識した「潰し」・「磨き」の整形は弱い。

体部には縄文LRが施されている。内面には横方向にミガキが施されている。また炭化物が付着する。

SI191出土土器（図版66－３～８、126）

３は２と同一個体である。SI191がSI199を切っているため、それによる流入品と考える。覆土上層から

出土している。４は覆土中層から出土した縄文LRが施された深鉢の口縁部片である。SK３出土の76と遺

構間接合する。Ａ器形で、端部がしっかりと面取りされている。内面は丁寧にミガキが施されている。

SK103・104・229出土の81、F177出土の129と同一個体と思われる。５は覆土中層から出土した壺の頸部

片である。頸部が直線的に内傾するＣ器形である。胎土は緻密で灰色を呈し、内外面ともに丹念にミガキ

が施されている。精製品であるが、器形は不明である。頸部と肩部の境に２条の沈線がめぐる。６・７は

同一個体片である。覆土中層から出土した。SK211・293、F226出土の深鉢（43）と同一個体である。６は

口縁～体部上位片である。口縁部には点列文が施され、体部には結節縄文LRが施されている。７は底部

付近である。８は床面から出土した深鉢の底部片である。無文で内外面にミガキが施されている。

SI198出土土器（図版66－９～14、126、135）

９～13は破片の状態で、炉を覆うように敷き詰められていた土器である。９は口縁端部がやや外反する

Ｃ器形の鉢である。胎土は緻密で、海綿状骨針を含んでいる。口縁端部にはＢ突起が緊密に付され、３類

に分類できるが陰刻は弱い。口縁部には点列文が施されるが陽刻的でなく、粗雑である。体部には縄文

LRが施されている。Ⅰ群ｃ類に分類した。内面には斜めにミガキが施され、また内面の体部中位に帯状

の焦げ痕と炭化物が付着する。外面には全体的に煤が吸着し、特に口縁部付近と体部下位に煤と炭化物の

付着が顕著である。10は体部が球形を呈するＤ器形の壺である。残存率は約1/2で、頸部から上と底部は

遺存しない。結節縄文LRが施されている。図示していないが、F226から口縁部と頸部片が出土している。

外面には全体的に煤が付着するが、使用時のものか炉上に敷き詰められた後の被熱によるものか判然とし

ない。11は炉の火
ほ

床
ど

に使われていた土器底部である。結節縄文LRが施されている。内面は非常に脆い。

12はRLとLRによる羽状縄文が施されたⅡ群ａ２類 i 種の深鉢である。口縁端部はしっかりと面取りして

ある。SI201出土の17と同一個体である。13は小片のため器種・器形ともに不明であるが、破片上部に点

列文と思われる潰し・磨きの陽刻部が認められる。胎土に海綿状骨針を含む。14は床面出土の小形壺であ

る。残存率は1/2である。口縁端部が外反するＢ器形である。縄文LRのみのⅡ群ａ類土器であるが、口縁

部はミガキ調整されている。胎土は緻密で、海綿状骨針を含んでいる。

SI201出土土器（図版66－15～19、126）

15は覆土下層出土の深鉢口縁部片である。口縁端部はＢ突起４b類が付いた珠紋縁で、口縁部に点列文

が施されたⅠ群ｃ類土器である。16は覆土上層出土の土器片である。点列文の施されるⅠ群c類土器であ

るが、器種は不明である。体部に縄文LRが施されている。17はSI198出土の12と同一個体の深鉢である。

覆土上層から出土している。これらは出土状態から、SI198に属する個体と推測する。縄文RLとLRによる

羽状縄文が施されている。口縁端部はやや波打つが、小波状縁を意識したものではなく、平口縁である。
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18・19も覆土上層出土のⅡ群ａ類土器である。18は結節縄文LRの施された体部片で、19は縄文RLの施さ

れた口縁部片である。口縁端部は面取りされている。

SI52、SK78出土土器（図版67－20・21、126、136）

20はSI52床面出土の土器片と、SK78出土土器片が接合した深鉢である。残存率が上半部は1/4ほどで、

下半部は全周しているが底面は穿孔されている。反撚RRとLRによる羽状縄文が施されたⅡ群ａ２類ii種

である。SK93出土の133、SK251出土の134、SK122出土の135、SK252出土の136、SD１出土の139は同一

個体である。外面上半に煤、内面中位に炭化物と焦げ痕が付く。21はSI52石囲炉の中央に据えられて、火
ほ

床
ど

に使われた土器底部である。底部から体部への立ち上がりがやや内湾して外傾しており、鉢と推測する。

摩耗が著しく施文が判然としない。

SI102、SK85・110・111・116・117出土土器（図版67－22～26、126、127、136）

22はSI102覆土上層出土の鉢である。底部が穿孔されている以外はほぼ完存している。口縁端部には密

に刺突が施され、やや細かい小波状縁となっている。口縁部文様帯は１条の区画線により狭く区画され、

無文であるが丁寧に磨かれている。体部には結節縄文LRを施文しているが、その後全面にケズリとミガ

キを加えているため、縄文は目立たない。内面には斜めにミガキが施され、上半部に焦げ痕と炭化物が付

着する。外面には部分的に炭化物が付着する。23はSI102床面出土の土器片と、SK85・110・111出土の土

器片が接合した深鉢である。口縁端部は面取りされ、器面には無節縄文Ｌが施されている。内面には斜め

にミガキが施されている。24・25はSI102覆土下層出土の土器片とSK85・116出土の土器片が接合した深

鉢である。共に器面には結節縄文LRが施され、口縁端部が面取りされている。26はSI102覆土中～下層出

土の土器片とSK85・117出土の土器片が接合した深鉢である。口縁部がやや内湾するＢ器形で、端部は面

取りされている。器面には無節縄文ＲとLRによる羽状縄文と綾絡文が施されている。Ⅱ群ａ２類iii種であ

る。内面は体部上半には斜めに、下半には縦にミガキが施されている。外面上半に煤、内面下半に焦げ痕

と炭化物が付着する。

SI140出土土器（図版67－27、127）

27は床面から出土したＢ器形の深鉢である。口縁端部は面取りされ、器面には縄文LRが施されている。

SI148、SK233出土土器（図版67－28、127）

28はSI148床面とSK233から出土した土器片が接合したもので、Ｃ器形・Ⅰ群ａ１類の壺である。頸部

のみであるが、入組三叉文がみられ、丁寧に磨かれた精製品である。

SI196出土土器（図版67－29～31、127）

29は覆土上層出土である。底部付近の土器片と考えるが器種は不明である。無文でミガキ調整されてい

る。30は炉１内からの出土である。器面は摩耗しているため判然としないが、縄文LRと思われる。31は

覆土下層出土の無節縄文Ｌが施された土器片である。SK233出土の57と同一個体である。胎土に雲母が目

立つ。

SH12出土土器（図版68－32、127）

32は埋設土器である。ほぼ完存している。口縁部が若干内湾するＢ器形の深鉢で、口縁端部が面取りさ

れ、器面には結節縄文LRが施される。外面上半に煤、内面下半に焦げ痕が付く。内面には横方向のケズ

リと斜めのミガキ調整がみられる。Ⅱ群ａ１類に分類した。

SH13出土土器（図版68－33、127）

33は埋設土器である。土器片が小さいため、完全に復元できなかった。口縁部が内湾するＢ器形の深鉢
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で、端部はナデ調整されている。器面には縄文LRが施文されているが、前々段多条の可能性もある。Ⅱ

群ａ１類に分類した。外面上半には煤と炭化物の付着が顕著で、内面下半には焦げ痕が付く。

SH38出土土器（図版68－34、127）

34は埋設土器である。Ｄ器形の鉢と推測する。頸部から上は欠損している。頸部と体部の境に２条の区

画線があり、底部との境にも同様な区画線がある。体部には縄文LRが施されている。器壁が非常に薄く、

底面のミガキ調整が丹念なため、精製品と考える。胎土は海綿状骨針を含む緻密なものである。

SH４出土土器（図版68－35、128）

35は埋設土器である。Ａ器形の壺で、ほぼ完存している。体部中位よりやや上位で丸く張り出す。肩部

は不明瞭である。口縁部は磨かれ、体部には結節縄文LRが施されたⅡ群ａ１類の粗製壺である。外面片

側半分に煤が付着し、横位の状態で被熱した可能性がある。

SH21出土土器（図版68－36、128）

36は埋設土器である。口縁部が外反するＢ器形の壺で、ほぼ完存している。体部中位で張り出す。35同

様に肩部は不明瞭である。口縁部は磨かれ、体部には縄文LRが施されたⅡ群ａ１類の粗製壺である。外

面には部分的に煤が付着する。

SH86出土土器（図版68－37、128）

37は埋設土器である。体部がソロバン玉状に張り出すＥ器形の壺である。口縁部と穿孔された底部が欠

損するが、Ⅱ群ｂ類である。無文で全面にミガキ調整がみられることから、精製品と考えた。また、漆の

ような塗彩痕があるが、彩色土器かは不明である。胎土は混和材がほとんどなくきめ細かいもので、淡黄

色を呈する。

SK16出土土器（図版68－38、128）

38は口縁端部に山形突起をもつⅡ群ａ１類の深鉢である。ほぼ完存しているが、突起部を欠損する。三

山状突起が３単位、一山状の小突起が２単位残存するが、本来は三山状突起４単位、その間に一山状突起

が４単位付されていたものと推測する。器面には縄文LRが施されている。外面には部分的に煤が付着し、

内面にも部分的に焦げ痕が付くがあまり明確でない。

SK34出土土器（図版68－39、128）

39はＢ器形の鉢である。口縁端部は面取りされ、体部には縄文LRが施されている。体部下位には１条

の区画線が設けられ、底部まで無文帯となっている。無文帯はよく磨かれている。この無文帯はⅠ群土器

に認められるものであるが、39に口縁部文様帯は設けられていない。底面はやや上げ底に仕上げられてい

る。内面には横と斜めにミガキが施され、漆が付着する。

SK56出土土器（図版69－40、128、134、135）

40はＡ器形の中形深鉢である。底部を欠損する。器壁は非常に薄い。口縁部文様帯には、間延びした入

組三叉文が施され、その間に羊歯状文のシダ小葉部を思わせる刻みが施されているが、陽刻的ではない。

口縁端部にも刻みが施され、鉤爪状のモチーフとなっている。体部には結節縄文LRが施されている。施

文後にケズリおよびミガキ調整されている。口縁部には補修孔がある。Ⅰ群ａ１類に分類した。外面には

部分的に炭化物が付着し、内面上半には帯状の焦げ痕が付く。

SK７出土土器（図版69－41、128、135）

41はＢ器形の鉢である。口縁端部にはＢ突起と珠紋縁が施されているが、突起は正面からみると３類、

上面からみると４ａ類である。口縁部文様に２条の点列文が施されたⅠ群ｃ類の土器である。体部には縄
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文LRが施され、体部下位には区画線が２条設けられ、底部まで無文帯である。底部は上げ底状である。

内面には横方向のケズリ調整が顕著である。

SK144出土土器（図版69－42、128、135、136）

42は底部を欠損するが、口径と器高がほぼ同じＡ器形の深鉢である。残存率は1/2である。口縁端部は

Ｂ突起３類が付され、珠紋縁となっている。口縁部文様は末端が咬合しない羊歯状文でⅠ群ｂ２類に分類

した。口縁部文様帯と端部の境は不明瞭である。体部には縄文LRと複節縄文ＲLRによる羽状縄文と綾絡

文が施されている。外面口縁部には塗彩痕が認められる。内面口縁部には横方向、体部には斜めにケズ

リ・ミガキが施されている。SK119出土の99は同一個体である。内外面に煮沸の痕跡はない。

SK211・293、F226出土土器（図版69－43、128、135）

43はSK211・293、F226出土の土器片が接合したものである。SK211・293からはそれぞれ1/4周分ずつ、

F226からは体部下位の小破片が出土し、接合した。残存率は1/2である。底部は欠損している。口縁部が

やや内湾するＢ器形の深鉢である。口縁端部にはＢ突起４ｂ類が付され、口縁部には１条の点列文が施さ

れている。Ⅰ群ｃ類に分類した。体部には結節縄文LRが施されている。内面には斜めにミガキが施され

ている。外面上半には全体的に煤の付着と口縁部付近に炭化物の付着が顕著で、内面下半には焦げ痕がや

や帯状に付く。SI191の６・７と同一個体である。

SK231出土土器（図版69－44、128、135）

44はＢ器形の鉢である。口縁端部にＢ突起３類、珠紋縁が施され、口縁部文様帯は２条の点列文である。

体部上半には縄文LRが施され、２条の区画沈線下は無文帯となっており、よく磨かれている。底部は上

げ底である。残存率は1/2である。外面上半に煤と炭化物、内面中位に帯状の焦げ痕と炭化物が付着する。

SK203出土の102は同一個体である。Ⅰ群ｃ類に分類した。

SK135出土土器（図版70－45、129）

45はＢ器形の鉢である。小片での出土であるが、図上復元した。口縁端部にはＢ突起３類、珠紋縁が施

され、口縁部文様帯は３条の点列文である。体部には縄文LRが施され、体部下位には無文帯がある。そ

の境は欠損しているが、区画線が存在したものと推測する。底部は上げ底である。Ⅰ群ｃ類に分類した。

SK197出土土器（図版70－46、129）

46はＣ器形の壺である。口縁部は全周するが、底部は欠損し、体部の残存率は1/2である。口頸部は無

文でミガキ調整されている。体部上半には渦巻弧線文が、区画線より下の体部下半には縄文LRが施文さ

れている。器面は摩耗しているが、ミガキ調整の痕跡があり、精製品である。

SK156・166・180・181・186・305出土土器（図版70－47、129、136）

47はSK156・166・180・181・186・305から小片で出土し、接合した浅鉢である。底部からやや外反気

味に立ち上がる器形である。口縁端部にはＢ突起が付くが、右下端は山形に広がり、左下端には刻みが加

えられ、Ｂ突起１類と２類の中間的な形状である。口縁部文様帯は点列文、体部との境には２条の区画線

がめぐっている。底部まで無文である。内外面ともによく磨かれ、赤く塗られている。

F195出土土器（図版70－48、129）

48はＢ器形・Ⅰ群ｂ２類の鉢である。口縁端部にはＢ突起３類、珠紋縁が施され、口縁部文様帯には末

端の咬合しない羊歯状文が施される。体部には縄文LRとRLによる羽状縄文が施されている。胎土は緻密

で海綿状骨針を含む。内外面に炭化物が付着しているが、破断面にも付着するため破損後の被熱によるも

のも含まれる。図示していないが、SK243から同一個体片が出土している。
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SK32出土土器（図版70－49、129）

49はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢であるが、口縁部には横位の結節縄文LR、体部には縦位の結節縄文LR

が施されているため、口縁部から体部上位は羽状を呈している。ほぼ完存している。口縁端部は面取りさ

れているが、平口縁ではなく、不規則に波打っている。内面には縦・斜めにミガキが施されている。外面

上半には煤が吸着し、部分的に炭化物も付着する。内面口縁部付近と中位には帯状の焦げ痕が付く。

SK141出土土器（図版70－50、129、134）

50はＢ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢で、ほぼ完存しているが、かなり歪んでいる。施文は49と同様に、縦位

と横位の結節縄文LRによるもので、器面を縦に６分割して、縦位と横位を交互に施文している。そのた

め施文方向の変換部では羽状を呈している。展開図を図版70（写真図版134）に示した。口縁端部も49と同

様に、不規則な波状縁である。内面には横・斜め方向のケズリが施されている。外面上半には煤と炭化物

が付着し、内面下半には帯状の焦げ痕が付く。

SK79出土土器（図版71－51、129）

51はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢であるが、50と同様にかなり歪んだ形状である。口縁端部はナデ調整さ

れているが、やや波打つ形状である。器面には無節縄文Ｌの結節回転文が施されている。ほぼ完存してい

る。内面には横方向のナデ調整がみられる。体部中位には補修孔が設けられている。外面には斜め半分に

煤、口縁部に炭化物が付着し、相反する内面にも斜め半分に焦げ痕が付く。

SK243出土土器（図版71－52、129）

52はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の鉢である。体部中位ほどで上下に二分割された状態で出土した。ほぼ完存し

ている。口縁端部は面取りされ、器面には結節縄文LRが施され、その後ナデ調整されている。内外面の

相反する部分に斜め方向に焦げ痕・煤が付着し、横位で被熱した状態が窺える。分割か所でも煤の付着が

連続することから、分割前の被熱と推測した。内面には斜めにミガキが施されている。

SK114出土土器（図版71－53、129）

53はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢である。口縁端部はナデ調整されている。器面には縄文LRが施されて

いる。節と節がかなり密なため前々段多条の可能性もある。残存率は1/2である。内面には斜めにミガキ

が施されている。外面には部分的に煤が付着し、内面体部中位には帯状に炭化物が付着する。

SK214出土土器（図版71－54、130）

54はＡ器形・Ⅱ群ａ２類ｉ種の中形深鉢である。口縁端部はナデ調整され、器面には縄文LRとRLによ

る羽状縄文が施されている。残存率は1/2で、底部は欠損している。底部の欠損部にはアスファルトが付

着し、接合面まで入り込んでいることから、アスファルトは補修剤として用いたものと推測する。図示し

ていないがSI176床面から54と同一個体の底部片が出土しており、同様にアスファルトが付着する。外面

上半に煤、内面下半に焦げ痕が付く。

SK238出土土器（図版71－55、130）

55はＡ器形・Ⅱ群ａ２類ｉ種の中形深鉢である。１個体がそのままつぶれた状態で出土した。口縁端部

はナデ調整され、器面には縄文LRとRLによる羽状縄文が施されている。縄文原体は前々段多条の可能性

もある。内面上半には横方向のケズリが顕著で、下半は斜めにミガキが施されている。外面は全体的に煤

が付着し、上半に炭化物が付着する。内面には上半に帯状の焦げ痕が付く。

SK243・244・245出土土器（図版71－56、130）

56はＡ器形・Ⅱ群ａ２類ｉ種の深鉢である。SK244とSK245の遺構上面から破片で出土した。SK243か
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らも出土しているが混入である。口縁端部は面取りされ、器面には縄文RLとLRによる羽状縄文が施され

ている。残存率は1/2程度である。内面には斜めのナデ調整が施され、また外面上半に煤、内面下半に帯

状の焦げ痕が付く。

SK233出土土器（図版71－57、130、136）

57はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢である。SI196出土の31と同一個体である。口縁端部はナデ調整され、

器面には無節縄文Ｌが施文されているが、横位の部分と縦位の部分があり整然としない。また器面に凹凸

があり、凹部分は施文されず無文のままである。胎土は緻密で、混和材に雲母が多く、ほかの土器とは異

なっている。残存率は体部上半が1/2程度、下半は全周するが、底部は穿孔されている。内面口縁部付近

は横方向に、体部下半には縦方向にミガキが施されている。外面上半に煤、内面下半に帯状の炭化物が付

着する。

SK193・208出土土器（図版72－58、130）

58はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢である。SK193とSK208から1/2周分ずつ出土し、ほぼ全周しているが底

部は欠損している。口縁端部は面取りされ、器面には縄文LRが施されている。節と節が密なため前々段

多条の可能性があるが、明確ではない。内面には斜めにナデとミガキが施されている。外面上半に煤と炭

化物、内面下半に焦げ痕が付く。

SK100出土土器（図版72－59・60、130、136）

59はＡ器形・Ⅱ群ａ２類ii種の鉢である。60はＡ器形・Ⅱ群ｂ類の小形壺で、縦方向に半個体分残存し

ている。両者は、59が60に入れ子状にはまるような状態（図版39参照）で出土した。59は口縁端部が面取り

され、器面には縄文LRと反撚RRによる羽状縄文と綾絡文が施されている。底面は上げ底である。内面上

半は横方向、下半は斜めにミガキが施されている。外面中位に帯状の煤が付着し、内面上半に焦げ痕が付

く。60は無文で、全面ミガキ調整されているため、精製品である。器面の色調は灰色がつよい。

SK77出土土器（図版72－61・62、130）

61はＢ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢である。口縁端部は面取りされ、器面には結節縄文LRが施されている。

残存率は1/4であるが、SK180出土の63と同一個体である。内面は横・斜めにナデ調整され、縦にミガキ

が施されている。62はＦ器形・Ⅱ群ｂ類の壺である。無文で全面ミガキ調整されている。残存率は1/2ほ

どで、底部は遺存しない。器面の色調は灰色がつよい。

SK180出土土器（図版72－63・64、130、136）

63はSK77出土の61と同一個体の深鉢である。64はⅠ群ａ２類に分類した台付浅鉢の破片である。台部

は遺存しない。破片の形状から、上から見た形は楕円形と推測する。口縁端部にＢ突起２類が付され、平

口縁で、器面には菱形入組文が施され、文様帯上下の区画線と入組文の間には刻みが入る。体部区画線下

は無文帯である。胎土は海綿状骨針を含む緻密なものである。また器面と胎土の色調は灰色がつよい。

SK210出土土器（図版73－65・66、131）

65・66はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢である。65は破片が特異な状態に組み合わされて出土した（図版38

参照）。65・66ともに口縁端部が面取りされているが、65の器面には縄文LR、66には縄文RLが施されてい

る。65は底部付近が遺存せず、内面には横方向のミガキが施されている。外面上半には煤と炭化物が付着

し、内面下半には焦げ痕が付く。66は体部上半1/4ほどの破片である。

SK105・143出土土器（図版73－67・68、131）

67は壺形土器の口縁部である。外反する無文の口縁部で、ミガキ調整されている。68はＡ器形・Ⅱ群ａ
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２類ｉ種の深鉢である。SK105とSK143出土の土器片が接合したものである。両者は重複関係にあり、

SK105をSK143が切っていることから、SK143の構築時にSK105から混入したものと推測する。口縁端部

が面取りされ、器面には縄文RLとLRによる羽状縄文が施され、部分的に綾絡文が施されている。底面に

は葉脈痕が残り、内面には斜めにミガキが施されている。外面上半に部分的に煤が付着し、内面は全体的

に焦げ痕が付く。

SK17・95出土土器（図版73－69～71、131）

69はSK17出土のⅡ群ａ１類の深鉢で、器面に縄文LRが施されている。口縁部から体部上位を欠損する

が、ほかは全周遺存する。内面は斜めにケズリ調整されている。底面には葉脈痕が残る。外面には部分的

に煤が付着し、内面下半には帯状の焦げ痕が付く。70はSK17出土の注口土器の破片である。無文で丁寧

に磨かれた精製品で、頸部と肩部の境に１条の沈線がめぐっている。胎土に雲母が多く含まれている。71

は壺の破片である。SK17とSK95から出土し、遺構間接合している。精製品で直立した頸部になで肩、体

部はやや胴長の器形である。頸部と肩部に点列文がめぐり、体部上半には菱形入組文が施されている。体

部下半とは区画線により区切っている。底部は上げ底である。器面と胎土の色調は灰白色を呈する。

SK３出土土器（図版74－75～77、131）

75～77の３個体の破片が積み重ねられた状態で出土した。75はＢ器形・Ⅱ群ａ２類ｉ種の深鉢で、縄文

LRとRLにより羽状縄文が施されているが、途中でLRとRLの施文の上下を交代し、縄文が菱形を呈する

部分がある。ほぼ全周分の口縁～体部上位片のみ出土している。76はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢で、口縁

端部が面取りされ、器面には縄文LRが施されている。SI191出土の４と接合し、SK103・104・229出土の

81、F177出土の129と同一個体と推測する。77は底部片である。器種は深鉢と推測する。底面は内側から

穿孔されている。胎土・焼成から75・76とは別個体と考える。

SK84・184出土土器（図版74－78～80、131、132）

78はSK184から、79・80はSK84から出土した。78と79は同一個体であり、Ｂ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢で

ある。口縁端部は面取りされ、器面には結節縄文LRが施されている。両者とも体部上半のみであるが、

78は1/2周ほど残存し、79は破片である。80は深鉢の体部下位で、底部付近は全周する。器面には縄文LR

が施文されている。胎土に細かい砂粒を含むため、器面はざらついている。

SK103・104・229出土土器（図版74－81、132）

81はＡ器形・Ⅱ群ａ１類の深鉢で、口縁端部が面取りされ、器面には縄文LRが施されている。体部上

半のみの出土であるが、残存率は1/2ほどである。内面には横方向と斜めにミガキが施されている。SI191

出土の４、SK３出土の76、F177出土の129と同一個体と推測する。

その他の遺構・包含層出土の土器（図版74－72～74、75－82～96、76－97～122、77－123～144、131、132、133、

136）

上述した遺構以外からの出土土器で、装飾文様帯をもつⅠ群に分類したものには、88～100、102～106

がある。そのほかの土器は、文様帯をもたないⅡ群土器、または体部・底部片などの文様帯の有無が不明

のものである。

Ⅰ群土器で羊歯状文をもつｂ類の土器には91～99があり、全て末端部が咬合しないｂ２類である。91～

96は同一個体片で、順にSK24・22、Ⅶb層、SK23・36・49からの出土である。Ａ器形の深鉢で、口縁端部

にＢ突起３類、珠紋縁が施されている。体部には羽状縄文（LR・RL）が施されている。内面は横方向にナ

デ調整され、外面には煤が付着する。97（SK９）・98（SK29）は同一個体で、Ｂ器形の鉢で平口縁である。
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体部には縄文LRが施されている。胎土は緻密で、内外面ともによく磨かれている。99（SK119）はSK144

出土の42と同一個体である。

点列文を有するｃ類土器には100（SK219）と102（SK203）がある。100は小片であるが、鉢と推測する。

口縁端部にＢ突起３類、珠紋縁が施され、口縁部に２条の点列文が施されている。内外面ともによく磨か

れている。102はSK231出土の44と同一個体である。なお、106は口縁端部を欠損するが口縁部が内湾する

Ｂ器形の深鉢である。口縁部分が摩滅して、羊歯状文であるのか点列文であるのか判別できないが、珠紋

状のモチーフがみられる。体部には無節縄文Ｌが施されている。

口縁部に数条の平行沈線が施されｄ類に分類されるものには、88（SK116、SD１）・89（SK200、

F226）・90（Ⅶb層）があり、同一個体である。Ａ器形の深鉢である。Ｂ突起４ｂ類状の口縁端部に２条の

平行沈線が施された幅の狭い口縁部文様帯をもつ。突起部は目立たない。体部には縄文LRが施されてい

る。またSK183出土の103～105は同一個体で、壺か注口土器の口頸部と考える。口縁端部にはＢ突起４類

が施されている。口縁部には２条の平行沈線がめぐり、頸部には縄文帯をもつ。縄文帯の下には珠紋状の

モチーフがみられる。図示していないが、SK174からも同一個体の口縁部片が出土している。

装飾文様帯がないⅡ群土器で、斜縄文が施されるａ１類に分類したものには、109～112・114・116～

119・121・124・129・132・138・140・141・143がある。109（SK170）と111（SK172）は同一個体で、Ａ器

形の深鉢である。体部に結節縄文LRが施される。胎土中に雲母が目立つ。ほかに結節縄文LRが施されて

いるものには、110（SK170）・116（SK33）・119（SK40）・138（SD１）がある。縄文LRが施されているも

のには、112（SK107・236）・114（SK14）・117（SK80）・118（SK40）・121（SK111）・129（F177）・132

（SK264）・141（Ⅶb層）・143（Ⅶb層）がある。129は４（SI191）・76（SK３）・81（SK104・229）と同一個

体である。縄文RLが施されているものには、108（SK206・207）・140（Ⅶb層）があり、108の口縁上部には

１条の沈線が施され、端部にかけては無文である。

羽状縄文が施されるａ２類で、単節縄文によるｉ種には82（SK39）・83（SK30）・128（SK174）があり、

いずれも縄文RL・LRによるものである。82と83は同一個体である。いずれも残存率は体部上半1/4である。

単節縄文と反撚によるi i種には133（SK93）・134（SK251）・135（SK122）・136（SK252）・139（SD１）があ

る。いずれもSI52・SK78出土の20と同一個体である。ほかに口縁部が遺存し、Ⅱ群ａ類に分類される土

器には124（SK124）があるが、器面が摩耗しているため、綾絡文がみられるのみである。

ほか体部・底部片では、縄文LRの84（SK117・309）・120（SK92）・122（SK118）、結節縄文LRの86

（SK213）・87（SK246）・113（SK19）・123（SK120）・131（SK248）、縄文RLの107（SK204）・125

（SK130）・126（SK160）・137（SD１）・144（試掘調査２トレンチ）、複節縄文LRＬの85（SK146）、羽状縄文

（LR・RL）の115（SK26）がある。84は縦位の縄文LRが施された深鉢の体部から底部である。底部のみ全周

している。内外面に炭化物が付着する。107は浅鉢の体部となろう。底部はやや上げ底である。胎土はき

め細かく、内面はよく磨かれている。144は深鉢の底部で、施文は不明である。127（SK168）・142（Ⅳ層）

も底部片であるが、器種は不明である。

ケズリとミガキ調整のみで無文のⅡ群ｂ類には、72（SC11・20）の台付鉢、73（SK159）のミニチュア土

器がある。72の台付鉢は体部と台部のみ遺存している。73のミニチュア土器は内外面に赤色塗彩がみられ

る。底部は上げ底である。

上記以外の土器では、74（SK87）の注口土器の注口部と、101（SK219）・130（SK242）の壺の口縁部が

ある。74は注口部のみであるが、注口下面に稜が作り出されている。おそらく装飾文様をもつⅠ群土器で
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あろう。101は外反する口縁部で、無文であるがミガキ調整されている。130は直線的に外傾する口縁部で、

同様に無文であるがミガキ調整されている。

２ 石　　器

Ａ　概要と記述の方法

発掘調査で出土した石器・石製品は、試掘調査の分も含めて総数112点である。その内訳は、石鏃22点、

石錐５点、石匙11点、箆状石器５点、両極石器４点、不定形石器21点、磨製石斧９点、石皿１点、磨石類

27点、砥石１点、石核２点、その他の石器１点、玉類３点で、すべて図示した。さらに、E片類の中でも、

石器がまとまって出土したSK273の４点、SD１出土で接合した５点の計９点についても図示した。石材に

ついては、E片石器には硬質頁岩、流紋岩が多く、磨製石斧では輝緑石、 岩、蛇紋岩、斑レイ岩が使わ

れている。また磨石類では花崗岩類が大半をしめているほか、少数ながらホルンフェルス、石英、流紋岩

などもみられる。玉類はすべて滑石製である。

各器種の資料の提示は、総点数が少ないため、実測図・写真はすべて載せた。記述は本文と観察表で行

った。器種の分類については、『元屋敷遺跡Ⅱ』［滝沢・高橋ほか 2002］での分類を、また、器種ごとの細

分類については、『昼塚遺跡Ⅰ・Ⅱ』［折井ほか 2005・2006］を参考に基準を作成した。

観察表は、器種ごとにまとめて掲載した。各器種の観察項目は、次のとおりである。

報告No.は、実測図の番号で通しNo.を付けた。本文中の番号、実測図番号、観察表の遺物No.、写真図

版の遺物番号は一致する。出土地点は、グリッド名を小グリッドまで記入した。遺構名・層位は、それぞ

れを順に記し、遺構外のものは層位のみとした。分類は、細分類基準を記号化し、法量は、長さ（高

さ）・幅・厚さ・重さの計測値を記入した。石材は、石質名を記入した。遺存（残存）状況は、定形石器

や礫石器のように、完形品が一定の形を示すものについて、おおよその遺存状況を記入した。その他、各

器種で必要な観察項目をそれぞれ加えた。

B 分　　類

石器・石製品の細分類は、以下のとおりである。なお、砥石・石皿・その他の石器は各１点のため、細

分類は行っていない。

石鏃

鋭利な先端部を作り出す小形の石器を石鏃とする。分類は、基部の形状と中茎の有無を基準とする。Ａ

～Ｆ類に分類した。なお、『昼塚遺跡Ⅰ』で分類した平基有茎鏃は出土していない。

Ａ類　凹基無茎鏃　基部が凹状で、中茎がないもの。

Ｂ類　平基無茎鏃　基部が平らで、中茎がないもの。

Ｃ類　凹基有茎鏃　基部が凹状で、中茎があるもの。

Ｄ類　凸基有茎鏃　基部が突出し、中茎があるもの。

Ｅ類　尖基鏃　基部が尖るもの（長さ4.5cm未満）。

Ｆ類　所謂アメリカ式石鏃である。

石錐

意識的に先端部を形成している石器の中で、石鏃を除くものを石錐とした。分類は形状を基準とした。
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Ａ類　基部と錐部の区別が明瞭でないもの。

Ｂ類　基部と錐部の区別が明瞭なもの。

Ｃ類　E片の一側縁部を利用し錐部としているもの。

石匙

つまみ状の突起を有する石器で、かつ刃部と判断できる縁辺をもつものを石匙とした。分類は形状に着

目し、つまみ部を作り出す一対のノッチ（抉り込み）が最も深いか所を水平にし、刃部との角度を基準と

し、刃部が30～60°の間のものを斜刃型、30°以下のものを横型、60°以上のものを縦型とする。

Ａ類　縦型石匙　つまみ部の軸を垂直に位置させたとき刃部が縦に長いもの。

Ｂ類　横型石匙　つまみ部の軸を垂直に位置させたとき刃部が横に長いもの。

Ｃ類　斜刃型石匙　つまみ部の軸を垂直にしたとき刃部が斜め方向になるもの。二次加工により２細分

できる。

Ｃ1類　刃部が一側縁だけに形成されたもの。 Ｃ2類　刃部が両側縁に形成されたもの。

箆状石器

いずれも下部を欠損しており、全体形は不明である。石匙のつまみ部とも考えたが、出土している石匙

の基部がいずれも肉厚であり形状も微妙に異なることから、箆状石器とした。

Ａ類　平面形が短冊形を呈するもの。

Ｂ類　平面形が撥形を呈するもの。

両極石器

両極石器、楔形石器、ピエス・エスキーユなどと呼称される両極E離痕のある石器を一括した。二極一

対の刃部と両極E離痕をもつもの。

不定形石器

E片を素材とし、形状は不定形であるものの、二次加工や使用痕を認めたE片石器を不定形石器とした。

Ａ類　抉入状の刃部を有するもので、抉入部は片面加工と両面加工のものがある。

Ｂ類　素材の側縁ないし端部に連続E離状の刃部を有するもの。二次加工により２細分できる。

Ｂ1類　片面加工によるもの。 Ｂ2類　両面加工によるもの。

Ｃ類　刃部の加工はないものの、使用の結果生じたものと推定した微細E離・磨耗・光沢などの使用

痕を認めたもの。

磨製石斧

E離、敲打を基本に成形され、研磨で仕上げられた斧形の石器を磨製石斧とした。ほとんどが定角式磨

製石斧であるが、断面形が角張らず楕円形のものもある。敲打段階の製作途中のものもあるが、この段階

で製品の形状を想定できるものがあるため、完成品と併せて平面形および断面形からＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄに分

類した。

Ａ類　刃部幅に比べ基部幅が小さくすぼまるもの。

Ｂ類　刃部幅に比べ基部の幅がそれほど小さくならないもの。

Ｃ類　胴部に浅い抉りがあるもの。

Ｄ類　断面形が楕円形のもの。

磨石類

礫の表面に、磨痕・凹痕・敲打痕が残るものである。これらの痕跡は複合して一つの礫に付いている場
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合が多いため磨石類としてまとめた。使用痕（磨痕・凹痕・敲打痕）の組み合わせと位置によりＡ～Ｇに分

類した。

Ａ類　凹痕だけのもの。

Ｂ類　敲打痕だけのもの。敲打痕の位置により２細分した。

Ｂ1類　敲打痕が端部に位置するもの。 Ｂ2類　敲打痕が側面（側縁）に位置するもの。

Ｃ類　磨痕と凹痕と敲打痕が付くもの。

Ｄ類　磨痕と凹痕が付くもの。

Ｅ類　磨痕だけのもの。

Ｆ類　磨痕と敲打痕が付くもの。

Ｇ類　凹痕と敲打痕が付くもの。

玉類

いずれも穿孔されていないものである。平面形から３種に分類した。

Ａ類　勾玉状のもの。

Ｂ類　丸玉状のもの。

Ｃ類　平玉状のもの。

石核

いずれも礫表（自然面）を残したまま、E離作業が開始されているものである。打面が転移するものと、

しないものとがある。

Ｃ　分　　析

すべての石器・石製品のほか、図示した９点のE片類について記述する。また、SD１出土のE片類（73

～77）の接合関係についても説明する。

石鏃（図版78－１～22、137）

石鏃は22点出土している。Ａ類に分類したものが７点、Ｂ類は２点、Ｃ類は１点、Ｄ類は９点、Ｅ類は

２点、Ｆ類は１点である。

Ａ類（１～７） １（SK105）は裏面に主E離面を大きく残している。２（SK17）は調整が粗く左側縁が

やや歪んでいる。３（SC11）は右側縁の一部が抉入状に凹んでいる。再利用の可能性がある。４（SI52）

は小形の石鏃で、裏面の一部にアスファルトが付着する。５は耕作土出土で、正裏両面の根挟部にアスフ

ァルトが付着する。先端を欠損している。２～５は主E離面をほとんど残さず両面調整を行っている。６

（SK28）は正裏両面に大きなE離面が残る。薄いE片を利用したため調整途中で失敗し、廃棄された可能

性がある。７（SK９）は主E離面を残さず両面調整を行っている。基部側の一部が欠損している。石材は

すべて硬質頁岩である。

Ｂ類（８・９） ８（F46・61～68）は一括採取した焼土サンプル内から水洗で検出したものである。石

材は硬質頁岩である。９（８D12）は遺物包含層出土である。石材は流紋岩である。８・９ともに裏面側に

主E離面を大きく残したまま、側縁の調整を行っている。Ａ類の未製品の可能性もある。

Ｃ類（10） 10は耕作土出土で、先端及び逆刺し部と中茎部分が欠損している。石材は流紋岩である。

Ｄ類（11～19） 刃部の形状が二等辺三角形を呈するもの（12～15・17）と木の葉形を呈するもの（11・

16・18・19）がある。11・15・16・19には中茎または基部にアスファルトが付着し、12には光沢がみられ
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る。11はSK16の一括土器と共伴したもので、先端と基部を欠損している。12はSK99、13・14はSI52出土

で、14は基部を欠損している。15はF195の外周部分、16はSD１、17はSK116出土である。17はほかのも

のと比較して中茎部が短く、先端を錐として再利用している。18はSI102、19はSC11出土である。19は先

端が衝突E離により欠損しているが、その後再調整している。石材は11・19が流紋岩、14がめのう、それ

以外は硬質頁岩である。

Ｅ類（20・21） 20（SC11）は基部が欠損している。21（SK170）は刃部の断面形が菱形で肉厚である。

どちらも中茎部にアスファルトが付着する。石材はいずれも硬質頁岩である。

Ｆ類（22） 22は試掘トレンチの耕作土出土で、アメリカ式石鏃である。薄くはがされたE片素材から

なる。石材は硬質頁岩である。

石錐（図版79－23～27、137）

石錐は５点出土している。Ａ・Ｂ類に分類したものはそれぞれ２点、Ｃ類が１点である。石材はすべて

硬質頁岩である。

Ａ類（23・24） 23（SK204）はE片素材の一方の端部に摩耗痕がみられる。基部側も尖っている。24

（８C５）は遺物包含層出土で、基部端を平坦に調整している。錐部の先端は欠損している。

Ｂ類（25・26） 25（SK120）は完形品である。26（SI198）は錐部の中ほどから下が欠損している。25・

26とも肉厚で大形のE片を利用している。錐部は二方向から急角度で連続E離を行い、断面形を菱形に仕

上げている。

Ｃ類（27） 27（SI52）はE片の端部に調整を加え、わずかに突出した錐部を作出している。

石匙（図版79－28～32、80－33～37、81－38、137、138）

石匙は11点出土している。Ａ類に分類したものは３点、Ｂ類が２点、Ｃ1類が４点、Ｃ2類が２点である。

石材はすべて硬質頁岩である。

Ａ類（28～30） 28（SC11）は縦長E片の打面側に抉り込みによりつまみ部が作られている。E離作業に

よる明確な刃部はもたず、使用の結果生じたと思われる微細E離が側縁に連続する。29（SI140）は片側に

刃部角60°の斜刃がつく。つまみ部には括れに沿ってアスファルトが付着している。30（SI140）は下半分

が欠損しているため詳細は不明であるが、上半分の形状から縦型の石匙と推測する。側縁にはわずかに連

続する小E離が加えられている。

Ｂ類（31・32） 31（SI191）は横長E片を利用している。つまみ部の作出に特徴があり、打面の一部に

抉りを入れ片側を区画し、逆側は連続するE離によりつまみ部を形作っている。刃部はつまみに対しほぼ

平行に作られている。32（SK105）は横長E片を利用している。つまみは打面の遠端側に作られている。

刃部は比較的肉厚な部分を利用し、先端部の両側縁に両面調整により作出されている。つまみの括れ部に

はアスファルトが付着している。

Ｃ1類（33～36） 33（７E６）は遺物包含層出土で、刃部角は30°あり、つまみ部が打面側に作られてい

る。つまみの括れ部にはアスファルトが付着している。34（SK147）はつまみ部を打面側に作り、刃部の

先端は平面形が丸く、切り出し状にはなっていない。つまみの括れ部にはアスファルトが付着している。

35（SI140）はつまみが打面の遠端部に作られている。刃部の形状はやや丸みをもち、両面加工で刃を作っ

ている部分は正面の左側縁だけである。右側縁は片側からのE離が主である。計画的に作出されたE片で

はなく、つまみ部もE片の形状を利用したものと推測する。つまみ部の裏側には光沢がみられる。36

（SI140）は明確なつまみ部を形成しないが、括れ部に該当する部分の両側縁には急角度の連続するE離が
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加えられている。この部分の裏側には光沢がみられる。刃部は切り出し形になっている。縦に付けられた

E離は鋸歯状で、斜刃の部分と比較して粗いことから、この部分のE離は刃部を形成するものではなく、

形状を整えるためのものと考えた。

Ｃ2類（37・38） 37（SI140）は比較的薄い縦長E片を利用しており、つまみ部は幅が広い。刃部の平面

形はＶ字形で、刃部の角度は40°である。38（SI140）は明確なつまみ部をもたないが、つまみ部に相当す

る部分のエッジが鋭いところは、急角度の連続する微細なE離が施されている。刃部の平面形はＶ字形で、

刃部の角度は左側縁50°、右側縁60°である。

箆状石器（図版81－39～43、138）

箆状石器は５点出土している。Ａ類に分類したものは１点、Ｂ類が４点である。石材はすべて硬質頁岩

である。

Ａ類（39） 39（SK116）は刃部を欠損している。基部が直線的であることから、短冊形と推測する。

Ｂ類（40～43） 40（SK157）は基部がやや狭くなっていることから、撥形を呈するものと推測する。肉

厚なE片素材を直接打撃によりE離調整している。刃部は欠損している。41（SK273）は横長E片を利用し

ている。打面側と厚く残った遠端側をE離調整しているが、刃部は未調整である。42（SC11）はやや肉厚

なE片を利用し、直接打撃によりE離調整している。刃部は欠損している。一部に礫表（自然面）が残る。

43（SD１）は基部がかなりすぼまる形状を呈している。直接打撃による大きなE離が、形状に影響してい

るものと推測する。側縁には片面だけ、急角度の連続するE離が施されている。刃部は欠損している。

両極石器（図版81－44～47、138）

両極E離痕のある石器は４点出土している。石材はすべて硬質頁岩である。44（SI176）はやや厚みのあ

るE片の両端部に微細E離がみられるもので、縦位断面形は凸レンズ状になる。45（SI176）はやや肉厚な

横長E片を利用している。両極（上下端部）から中心に向かってE離が行われ、縦位断面形が楔状になっ

ている。裏面にはアスファルトが付着している。46（SC11）は下方がやや潰れ気味で、対極には打撃によ

ると推測する大きなE離がある。47（SC11）は横長E片を折り取り、上下の縁辺をそれぞれ片面だけE離

調整している。

不定形石器（図版81－48～52、82－53～64、83－65～68、138、139）

不定形石器は21点出土している。Ａ類に分類したものは２点、Ｂ1類が８点、Ｂ2類が３点、Ｃ類が８点

である。

Ａ類（48・49） 48（SI176）は左側縁部に急角度の連続するE離が認められることから、石錐の基部を

転用したものと推測する。石材は硬質頁岩である。49（SI196）は打面部の厚みのある部分に裏面側から打

撃を加え、抉りを作っている。抉り部には顕著な使用痕は認められない。石材はめのうである。

Ｂ1類（50～57） 石材は52・55が流紋岩、それ以外は硬質頁岩である。50（SI102）は左側縁には鋸歯状

のE離、下端部には微細E離と使用によるものと推測した刃こぼれがある。51（SI52）は縦長E片の打点

側に押圧E離を加え、この部分の厚さを減じている。左側縁はE離調整されている。52（８C５）は遺物包

含層出土で、遠端部の両側縁は鋸歯状にE離されている。53（６E17）は遺物包含層出土で、下側縁は連続

したE離が施されている。54（８D14）は遺物包含層出土で、横長E片の側縁に連続したE離を施している。

55（８D１）は遺物包含層出土で、左側縁は鋸歯状にE離されている。製作段階で右側縁と下端を折り取り、

裏面側の打瘤部分に打撃を加えて打瘤の厚みを取ろうとした痕跡が認められる。56（SK273）はヒンジフ

ラクチャー気味に抜けた部分の厚みを減じるために、遠端側からE離を加えている。57（SK273）は厚み
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部分を直接打撃により減じたものである。56・57は双方ともなんらかの目的E片と推測する。

Ｂ2類（58～60） 58（SC11）は側縁を正裏両面からE離調整している。59（SC11）はやや厚みのあるE

片で両側縁がE離調整されている。先端は折り取ったのちエッジを潰している。両極石器の可能性もある。

60（SK90）は左側縁を正裏両面からE離調整している。石材はいずれも硬質頁岩である。

Ｃ類（61～68） 61（SK48）は右側縁と端部に微細E離と光沢が認められる。62（SK９）は折り取った横

長E片に、抉りが加えられているものである。側縁の厚みのある部分に一部浅いE離を施し、ここを刃部

としている。フェザーに抜けた薄い縁辺部にも、抉り痕が認められる。63（SI199）は縦長E片の縁辺に微

細E離が認められる。64（SI140）は側縁に微細E離と抉りが認められる。E片の縁片部を利用し、作業が

１か所に集中したため、抉りができたものと推測する。65（SI140）は90°打面転移して取られたE片であ

る。縁辺に微細E離が認められる。66（SI140）は側縁に使用による微細E離が認められる。67（SD１）は

E片の下側縁に微細E離が認められる。石材は流紋岩である。68（SI52）はやや肉厚なE片の縁辺に刃こ

ぼれ状の使用痕が認められる。石材は67以外のいずれも硬質頁岩である。

E片及び接合資料（図版83－69～73、84－74～78、139、140）

69～72はSK273出土で、いずれも90°打面転移して取られたE片である。石器類がまとまって出土し、

さらにE片類も複数出土した土坑は、このSK273だけであることから図示した。石材は硬質頁岩である。

73～77は接合関係のあるE片でSD１出土である。78はその接合状況を示したものである。77は礫表（自然

面）を残すE片で、さらに73・75・74・76の順にE離されている。石材は流紋岩である。

石核（図版84－79・80、140）

石核は２点出土し、いずれも一部に礫表（自然面）が残っている。79（８C10）は遺物包含層出土で、一

部に自然面を残したまま一方向からE離されている。石材は黒曜石である。80（SI102）は片側に自然面を

残したまま、90°打面転移してE片を取っている。石材は流紋岩である。

砥石（図版85－81、140）

砥石は１点出土している。SK５とSC11出土の破片が接合したものである。板状で正裏両面に砥面があ

り、全面被熱している。石材は砂岩である。

玉類（図版85－82～84、140）

玉類は３点出土している。Ａ類、Ｂ類、Ｃ類各１点ずつである。石材はすべて滑石である。

Ａ類（82） 82（SK77）は勾玉状であるが穿孔されていない。

Ｂ類（83） 83（８D11）は遺物包含層出土で、関連する遺構は特定できなかった。丸玉に近い形状で、

片側から穿孔作業を行っているが未貫通である。

Ｃ類（84） 84は７C19グリッドの焼土遺構（F182・46）の南側から出土した。臼玉状であるが穿孔され

ていない。

磨製石斧（図版85－85～93、140、141）

磨製石斧は９点出土している。Ａ類に分類したものは６点、Ｂ・Ｃ・Ｄ類がそれぞれ１点である。

Ａ類（85～90） 85（SI52）は刃部側が欠損している。残存する基部側には、成形段階の細かい敲打痕が

全面に認められるが、基部頂に限ってはさらに細かな敲打で角状に整形している。器面に研磨痕はみられ

ない。なお、欠損部付近には、欠損面からの複数のE離がみられる。E離付近の欠損面は潰れており、敲

石として二次利用された可能性が高い。石材は輝緑岩である。86（F195）は刃部側が欠損している。残存

する基部側には、成形段階の細かい敲打痕が部分的に残り、ほとんどは整形段階の研磨痕で覆われている。
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欠損面からのE離もみられるが、欠損面には明瞭な敲打痕はない。石材は蛇紋岩である。87（SI201）は刃

部を欠損している。欠損時にE離した部分を除く器面全体に、成形段階の細かい敲打痕と整形段階の研磨

痕が認められる。石材は輝緑岩である。88（SK104）は刃部を欠損している。全面に成形段階の細かい敲

打痕が認められる。研磨痕は認められない。形状が整っていないことから、成形段階で折れた可能性が高

い。石材は輝緑岩である。89（SI191）は刃部だけが遺存している。刃部の使用痕は、刃に対してほぼ直角

である。石材は斑レイ岩である。90は試掘調査の２トレンチＡ地区出土で、刃部だけが遺存している。欠

損の状況は89と類似している。刃部の使用痕は89と同様に、刃に対して直角である。石材は輝緑岩である。

89・90については形態の判別が難しいが、Ａ類に分類した。

Ｂ類（91） 91（SK118）は基部側が欠損している。成形段階の細かい敲打痕と整形段階の研磨痕が認め

られる。石材は輝緑岩である。

Ｃ類（92） 92（SI140）は刃部が欠損している。欠損後、器面に敲打を施し、抉り部を作っている。ま

た、欠損面縁辺にも敲打がみられる。平面形態では『元屋敷遺跡Ⅱ』［滝沢・高橋ほか 前掲］でＧ類に分

類されているものに類似する。石材は 岩である。

Ｄ類（93） 93（SD１）は断面形が楕円形を呈する。刃部は欠損しており、全面に成形段階の敲打痕が

認められる。石材は輝緑岩である。

その他の石器（図版85－94、141）

94（SK273）は礫器である。扁平な自然礫の端部を、片面から打ち欠き刃部を形成している。石材は砂

岩である。

石皿（図版86－95、141）

95はSI198の炉の南側の床面に据えられていた。大形の扁平礫の一面に磨痕（面）が認められ、この（使

用）面は平坦である。石材は花崗岩である。

磨石類（図版86－96～102、87－103～114、88－115～122、141、142）

磨石類は27点出土している。Ａ類に分類したものが３点、Ｂ1類が６点、Ｂ2類が２点、Ｃ類が３点、Ｄ

類が１点、Ｅ類が４点、Ｆ類が６点、Ｇ類が２点である。

Ａ類（96～98） 96（SC10）は一部欠損している。両面に凹痕がある。97（F226）は片面に１か所だけ凹

痕がある。98（SK17）は両面に凹痕がある。一部が被熱して帯状の焦げ痕がみられる。石材はいずれも花

崗岩である。

Ｂ1類（99～104） 99（SK111）はやや細長い礫の端部に敲打痕がある。石材はホルンフェルスである。

100（SI196）は楕円礫の片端部に敲打痕がある。101（SI52）はやや扁平な礫の両端部に敲打痕がある。

100・101の石材は石英である。102（SI191）は円礫の片端部に敲打痕がある。103（SK273）は円礫の両端

部に敲打痕がある。102・103の石材は花崗岩である。104（SK265）は半割礫の両端部に敲打によるE離痕

がある。石材は砂岩である。

Ｂ2類（105・106） 105（SI102）は円礫の表面に点々と敲打痕が認められる。石材は花崗岩である。106

（SI198）は細長い扁平礫の表面に複数の敲打痕がある。石材は流紋岩である。

Ｃ類（107～109） 107（F177）は正裏両面に凹痕、側面に敲打痕、裏面に磨痕がある。108（SK17）は平

坦面に凹痕と磨痕（面）がある。109（SI52）は円礫の正裏両面に磨痕、敲打痕、凹痕、端部に磨痕がある。

表面には帯状の焦げ痕がみられる。石材はいずれも花崗岩である。

Ｄ類（110） 110（SK59）は正裏両面に磨痕と凹痕がある。石材は輝緑岩である。
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Ｅ類（111～114） 111（SK107）は円礫の片面に磨面がある。112・113はともにSK40出土で、円礫の平

坦部に磨面がある。114（SI52）は円礫の正面と側面に磨面がある。石材はいずれも花崗岩である。

Ｆ類（115～120） 115（SK105）は平坦な正裏両面に敲打痕、側面に磨痕（面）がある。116（SK37）は円

礫の端部に敲打痕、裏面に磨痕がある。117（SI198）は円礫の正裏両面に磨痕（面）と敲打痕が重なってい

る。118（SK238）は円礫の両端部と正面に敲打痕、裏面に磨痕（面）と敲打痕がある。119（SI148）はやや

細長い礫の正裏両面に磨痕と敲打痕があり、右側面と裏面には焦げ痕がみられる。120（SI201）は円礫の

全周に敲打痕と磨痕がある。石材はいずれも花崗岩である。

Ｇ類（121・122） 121（SK17）は円礫の正面に敲打痕、裏面に凹痕がある。石材は砂質ホルンフェルス

である。122（７B５）は耕作土出土である。正裏両面に凹痕があり、これと重なるように敲打痕がある。

両端部にも敲打痕がある。石材は花崗岩である。

３　中世の遺物（第15図）

表土層から中世の遺物が出土している。そのうち代表的なものを４点図示した。１・２は耕作土層出土

であり、３・４は耕作土層と遺構検出面である青灰色シルト層の間層である茶褐色腐植土層から出土して

いる。

１・２は珠洲焼である。１は壺Ｔ種の口頸部破片である。口縁形態は方冠頭となり、肩部には鈍角な綾

杉状の細密な叩き目が施されている。内面には丸い当て具痕が付く。口縁形態と叩き目から珠洲Ⅱ～Ⅲ期

に属し、13世紀の所産と考える。２はやや粗大な叩き目をもつもので、その叩き目からは珠洲Ⅳ期の壺Ｔ

種と推測する。14世紀の所産である［吉岡 1994］。

３は天目茶碗である。口径12.2cm、高台を欠損する。器形は腰部から直線的に「ハ」字状に開いて立ち

上がり、口縁部で垂直となりやや縁反りしている。高台は破損の状態から付高台の可能性は低い。釉は茶

褐色で内面全体と外面の2/3ほどに施されている。露胎部は燻されて黒色を呈している。時期は器形から

大窯Ⅱ期相当（16世紀前半）と考えるが［瀬戸市史編纂委員会 1995］、胎土がやや灰色がかり、瀬戸焼との

違いが看取されることから舶載品の可能性が高い。

４は内面に灰白色の釉が施された底部破片である。断面の形状から器種は碗である。釉の状況から瀬

戸・美濃焼とは異なり、白磁の焼成不良品の可能性があるが小片のため詳細不明である。
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１　理化学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

Ａ　はじめに

新潟県胎内市古舘字道下に所在する道下遺跡は、胎内川扇状地の扇端部付近に立地している。発掘調査

の結果、竪穴住居をはじめ、土坑、ピット、埋設土器、焼土遺構、炭化物集中などの遺構を検出し、縄文

時代晩期前葉の土器や石器などの遺物が出土した。

ここでは、発掘調査の成果から課題とされた、（１）遺構の年代観の推定、（２）古環境（堆積環境・古植

生）の変遷、（３）動・植物資源利用状況の検証、の３点について、採取した試料の理化学的手法による分

析の結果から検討する。

Ｂ　試　　料

試料は、各遺構覆土及び下層確認トレンチから採取した土壌試料、炭化物、さらに、木材や種実遺体な

どの大形植物化石からなる。以下に各試料の概要を記す。

1） 土壌試料

土壌

土壌は、炭化物や焼土、発掘調査時に動物遺存体と考えられる白色物質が認められた土壌16試料である。

その内訳は、焼土遺構（F195 １～３層）から採取した焼土や骨片を含む土壌４試料、炭化物集中（SC10・

11）から採取した骨片及び炭化物を含む土壌３試料、埋設土器（SH12）及び土坑（SK16）から採取した土

壌や骨片を含む土壌２試料、竪穴住居（SI52・102・196・198）の炉跡内から採取した炭化物を含む土壌５試

料、土坑（SK243）から採取した炭化物や焼土を含む土壌１試料、自然流路（SD１ ６E 11層）から採取し

た土壌１試料である。なお、遺構検出面より下位の土層から採取した土壌試料については、土層観察所見

とともに後述する。

炭化物

炭化物は、竪穴住居（SI52）内及び竪穴住居（SI176）の炉跡内から採取した３試料である。

大型植物化石

木材は、自然流路（SD１）及び遺構検出面より下位の土層観察のために設定した下層確認トレンチ

（８・10グリッドライン）より出土した５試料である。一方、種実遺体は、自然流路（SD１ ５E ７層）及び

下層確認トレンチ（６グリッドライン）から出土した４試料である。

2） 下層確認トレンチ

本遺跡の立地環境を推定することを目的として、下層確認トレンチ（南側から６グリッドライン、８グリッ

ドライン、10グリッドライン）が設定された。各トレンチの深度は、６グリッドラインは約240cm、８グリ

ッドラインは約180cm、10グリッドラインは約230cmであり、層相はいずれの地点も類似し、最下位に砂
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礫層が堆積し、その上位にⅩⅣ層～Ⅶ層（地点によってⅩⅠ層）が累重する。最下位の砂礫層はφ１～５cm

の円礫～亜円礫が礫支持で堆積することから河床礫と推測され、礫径は南側の６グリッドラインでは最大

φ20cm、北側の10グリッドラインではφ２cm程度と一部基質支持となる。６グリッドライン及び８グリ

ッドラインでは、礫層内に噴砂と思われる

砂層を認めた。なお、10グリッドラインで

は、砂礫層とⅩⅣ層の間に３枚の砂層がみ

られ、下位は木材などの植物遺体（φ２～３

cmの枝状のもの）を多量に含む灰色の細粒～

粗粒砂、中位はφ15cmの木材を含み弱い葉

理や上方粗粒化する灰色の細粒～中粒砂、

上位は弱い葉理や上方粗粒化する灰色の細

粒砂からなる。以上のことから、砂礫層と

その上位の砂層を形成した河道は、本調査

区南側、あるいは南方に存在したと推測し

た。

ⅩⅣ～ⅩⅡ層は、いずれも灰色を呈する砂

質シルト、砂混じりシルトからなり、いず

れも水平堆積し、それぞれの層は均質で塊状を為す。ただし、８グリッドラインでは、ⅩⅢ層・ⅩⅡ層がト

レンチ東側に向かって層厚を増し、流路状に下に凸の形態を為す。また、当該部分ではほぼ平行の葉理が

発達し、暗褐色を呈する腐植質な土層が認められる。このような、土層の変化は、東側（おそらく中心部）

へ向かうほど顕著であり、部分的に極細粒砂の薄層も含まれる。なお、６グリッドラインで、ⅩⅣ～ⅤⅢ層

を削りこむ溝状の自然流路（SD１）を確認した。試料は、上記の土層観察所見に基づき、任意の地点・箇

所から土壌10試料の採取を行っている（第16図）。本分析対象試料は、８グリッドライン（８E）ⅩⅡ層及び

ⅩⅣ層から採取した土壌２試料である。

ここでは、上述した分析目的に対して適当と考えられる試料の選択・抽出を行い、放射性炭素年代測定

７点、珪藻分析３点、花粉分析３点、植物珪酸体分析３点、種実同定４点、微細物分析10点、骨同定５点、

樹種同定11点を行う。各試料の詳細は、結果とともに表に示す。

Ｃ　分析方法

1） 放射性炭素年代測定

土壌や根など目的物と異なる年代をもつものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄な

どにより物理的に除去する。その後HClにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHにより腐植酸等アルカ

リ可溶成分を除去、HClによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う（酸・アルカ

リ・酸処理）。

試料をバイコール管に入れ、１gの酸化銅（II）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真空に

して封じきり、500℃（30分）850℃（２時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノールの温度差を利

用し、真空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したCO2と鉄・水素を投入し

封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、グラファイトを生成する。
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化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径１㎜の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装

着し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC

Pelletron 9SDH-2）を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供される

シュウ酸（HOX-Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13C/12Cの測定も行うた

め、この値を用いてδ13Cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした年代

（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68％）に相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02（Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer）を用い、

誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

2） 珪藻分析

試料を湿重で７g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、

珪藻を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリ

ュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000

倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200個体以上同定・計数する（珪藻の少ない試料はこの限りではない）。種の同定は、［原口ほか 1998］、

［Krammer 1992］、［Krammer & Lange-Bertalot 1986,1988,1991a,1991b］、［渡辺 2005］、［Witkowski et

al. 2000］などを参照し、分類体系は［Round et al.1990］に従った。

同定結果は、海水生種、海～汽水生種、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各

種類をアルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素

イオン濃度（pH）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数100個体以上の試料については、産出率2.0％以上の主要な種類について、主要珪藻群

集の層位分布図を作成する。また、産出珪藻が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率

を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種については［小杉 1988］、淡水生種については［安藤 1990］、

陸生珪藻については［伊藤・堀内 1991］、汚濁耐性については、［Asai & Watanabe 1995］、［渡辺 2005］

の環境指標種を参考とする。

3） 花粉分析

試料10ccを正確に秤り取り、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛，比重2.3）による有機物

の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９，濃硫酸1の混合液）処理による植物

遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封入

してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全種類を対象

に200個体以上同定・計数する（花粉の少ない試料ではこの限りではない）。また、花粉・胞子量のほかに、試

料中に含まれる微粒炭量も求める。炭片は20μm以上を対象とし、それ以下のものは除外する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉群集の層位分布図として表示する。微粒炭量は、堆積物１

ccあたりに含まれる個数を一覧表・図として示す。図中の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類

胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。
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4） 植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5）

の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、

その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ。）

および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体とよぶ）を、［近藤 2004］の分類に基づ

いて同定・計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残渣量、検鏡に用いたプレパラー

トの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物１gあたりの植物珪酸体含量（同定した数を堆積物１gあたり

の個数に換算）を求める。結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。

5） 種実同定・微細物分析

土壌試料は、秤量後水に浸し、0.5㎜目の篩を通して水洗する。篩内の残渣を粒径別にシャーレに集め、

双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な種実や２㎜角以上の炭化材、動物遺存体などの遺物を抽出する。

種実遺体を双眼実体顕微鏡下で観察し、現生標本および『原色日本植物種子写真図鑑』［石川 1994］、『日

本植物種子図鑑』［中山ほか 2000］との対照から種類と部位を同定し、個数を数える。炭化物や動物遺存

体などの微細片は、70℃48時間乾燥後の重量を求め、容器に入れて保管する。分析後の種実遺体等は、種

類毎に容器に入れ、70％程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施して保管する。

6） 動物遺存体分析

土壌試料は、比較的形質を保つ骨片が認められた場合、竹串等で周辺の土壌を取り除き、骨片を拾い出

す。その後、微細な骨片を検出するため、全量を0.5㎜の篩で水洗する。自然乾燥後、篩上に残った試料に

ついて、実体顕微鏡下で分類・抽出する。これらの抽出された骨片を肉眼およびルーペで観察し、その形

態的特徴から種類及び部位の同定を行う。なお、同定については、金子浩昌氏の協力を得ている。

7） 樹種同定

生材

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作製し、ガ

ム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラート

を作製する。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。

炭化材

３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴か

ら種類を同定する。

なお、同定根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等については、［島地・伊東 1982］及び［Wheeler

et al. 1998］を参考にする。また、各樹種の木材組織配列の特徴については、［林 1991］、［伊東 1995,

1996,1997,1998,1999］や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考にする。
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Ｄ　分析結果

1） 放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果は、SC11炭化物集中層は2,900±40BP、SK16 炭化物層は

2,880±40BP、SI52 炉下面炭化物は2,850±40BP、SI176 炉１層出土炭（No.129）は2,910±40BP、SI198炉

炭化物は2,840±40BP、SD１ ７層出土堅果（No.16）は2,840±40BP、６グリッドライン ⅩⅡ層出土胡桃

（No.291）は2,880±40BPの年代値を示す（第２表）。一方、これらの暦年較正結果（測定誤差σとして計算）は、

SC11 炭化物集中層はcal BC 1,187-1,018、SK16 炭化物層はcal BC 1,117-1,004、SI52 炉下面炭化物は

cal BC 1,109-933、SI176 炉１層出土炭（No.129）はcal BC 1,193-1,041、SI198 炉炭化物はcal BC

1,049-931、SD１ ７層出土堅果（No.16）はcal BC 1,039-929、６グリッドライン ⅩⅡ層出土胡桃（No.291）

はcal BC 1,122-1,008である（第３表）。

なお、暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5,568年として算出された年代値に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5,730±40年）

を較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位での表記が通例であるが、将来的に暦年較正
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第２表　放射性炭素年代測定結果

第３表　暦年較正結果



プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算や再検討に対応するため、本項では１年単位で表

記している。また暦年較正結果は測定誤差σ･2σ双方の値を表記する。σは統計的に真の値が68％の確率

で存在する範囲、2σは真の値が95％の確率で存在する範囲である。表中の相対比とは、σ・2σの範囲を

それぞれ１とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

2） 珪藻分析

結果を第４表、第17図に示す。珪藻の産出頻度は、SD１ 11層が少なかったが、８グリッドラインのⅩⅣ

層やⅩⅠ層からは堆積環境を検討する上で有意な量の珪藻が産出した。珪藻が産出した試料の完形殻の出

現率は30％前後で、保存状態は極めて不良である。産出分類群数は、合計で34属44分類群である。以下に、

珪藻群集の特徴を述べる。

珪藻の産出した８グリッドラインのⅩⅣ・ⅩⅠ層の珪藻群集は近似し、第三紀絶滅種を含む海水生種が全

体の45～65％を占める。次いで、淡水域に生育する水生珪藻（以下、水生珪藻という）が30～45％産出する。

主な産出種は、海水浮遊性のThalassionema nitzschioidesが20～30％、淡水生で流水性のGomphonema

cf. sumatorenseが約20％産出する。これに付随して、海水生種では第三紀絶滅種のActinocyclus ingens、

Thalassionema hirosakiensis、Denticulopsis spp.、淡水生種では流水不定性のCymbella tumida、

Synedra ulna等を伴う。

珪藻の少なかったSD１ 11層は、８グリッドラインと同様に、第三紀絶滅種を含む海水生種と淡水生種

が混在する。
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第17図　主要珪藻群集の層位分布

第18図　花粉群集の層位分布
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第４表　珪藻分析結果



3） 花粉分析

結果を第５表、第18図に示す。図中で複数の

種類をハイフンで結んだものは、種類間の区別

が困難なものを示す。なお、木本花粉総数が

100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が

歪曲する恐れがあるため出現した種類を＋で表

示するに留めている。以下に、花粉群集の特徴

を示す。

８グリッドラインのⅩⅣ・ⅩⅠ層の花粉群集

は類似し、木本花粉が占める。木本花粉群集で

は、ハンノキ属が最も多く、マツ属、ブナ属、

コナラ属コナラ亜属などを伴う。その他ではス

ギ属、サワグルミ属、クマシデ属－アサダ属、

タニウツギ属なども伴う。一方、草本花粉は少

ないながらも、イネ科、カヤツリグサ科、ヨモ

ギ属などが検出される。なお、ⅩⅠ層からはミ

ズバショウ属、ガマ属などの水湿地生植物に由

来する花粉も検出される。分析試料中に含まれ

る微粒炭量は、ⅩⅣ層は570個/cc、ⅩⅠ層は

2,170個/ccである。

SD１ 11層は、花粉の産出状況は不良であり、

定量解析に有効な個体数は得られなかった。わ

ずかに検出した種類についてみると、木本花粉

ではマツ属、スギ属、クルミ属、ハンノキ属、

ブナ属、コナラ亜属が、草本花粉ではヨモギ属

が１～４個体認められるのみである。当試料に

含まれる微粒炭量は、193,746個/ccである。

4） 植物珪酸体分析

結果を第６表に示す。各試料からは植物珪酸

体が検出されるが、保存状態は不良であり、表

面に多数の小孔（溶食痕）が認められる。

８グリッドラインのⅩⅣ・ⅩⅡ層は、いずれ

も植物珪酸体含量は少なく80～160個/gであ

り、クマザサ属等を含むタケ亜科やヨシ属がわ

ずかに認められる。

SD１ 11層は、植物珪酸体含量は約2,600個
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第５表　花粉分析結果

第６表　植物珪酸体含量



/gであり、８グリッドラインよりは多く検出される。クマザサ属などを含むタケ亜科やヨシ属が認められ、

クマザサ属の産出が目立つ。

5） 種実同定・微細物分析

結果を第７表に示す。微細物分析では、栽培植物のアワ－ヒエの炭化した胚乳がSK243 ６層から48個

検出された。また、オニグルミの炭化した核の破片が、SK243・SD１ 11層を除く各遺構から検出され、

SI198炉で最も多く検出された（6.21g）。この他に、アカメガシワの種子がF195 １層から１個、サンショ

ウ属の核がSI198炉から１個検出された。種実以外では、各試料から１cm角以下の炭化材、不明炭化物

（オニグルミの核と思われる破片を含む）等が検出され、F195・SI52からは動物遺存体と考えられる微細片が

検出された。一方、単体で採取された種実の同定では、４試料全てがオニグルミの核に同定された。以下

に、本分析によって得られた種実の形態的特徴などを記す。

オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana （Maxim.） Kitamura） クルミ科クルミ属

核が検出された。灰褐色、炭化個体は黒色。広卵体で頂部がやや尖る。SD１ ７層の堅果（No.16）の完

形個体は、長さ3.4cm、幅2.7cm、厚さ2.4cm程度。６グリッドライン ⅩⅡ層の胡桃（No.291）は径2.5cm程

度で、頂部を欠損する（人為的なものかは不明）。核には1本の明瞭な縦の縫合線があり、堅果（No.17）は縫

合線に沿って半分に割れている。また、縫合線上に食痕と思われる円形の孔が確認される。微細物分析で

検出された破片は、大きさは１cm以下。核は硬く緻密で、表面には縦方向に溝状の浅い彫紋が走り、ご

つごつしている。内部には子葉が入る２つの大きな窪みと隔壁がある。

アカメガシワ（Mallotus japonicus （Thunb.） Mueller- Arg.） トウダイグサ科アカメガシワ属cm

種子が検出された。黒色、歪な球体。径3.7㎜程度。基部にＹ字形の稜がある。種皮は硬く、表面には瘤

状突起を密布しゴツゴツしている。種皮断面には内側に湾曲する柵状構造がみられる。

サンショウ属（Zanthoxylum） ミカン科

核（内果皮）の破片が検出された。黒色、完形ならば長さ４㎜、幅３㎜、厚さ1.5㎜程度のやや偏平な倒

卵体で、基部に斜切形の臍がみられる。破片の大きさは2.5㎜程度。内果皮は厚く硬く、表面には浅く細か

な網目模様がある。
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第７表　種実同定・微細物分析結果



アワ－ヒエ（Setaria itarica（L.）P.Beauv.- Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno）イネ科エノコログサ属－ヒエ属

胚乳が検出された。炭化しており黒色を呈す。広楕円体でやや偏平。径１～1.5㎜程度。背面は丸みがあ

り、腹面は平ら。基部正中線上に胚の凹みがある。表面に穎（果）の破片が付着している個体がみられる。

アワ、ヒエの区別は、走査型電子顕微鏡下による内外穎の観察により可能である［松谷 1980,2000など］。

今回検出された胚乳も、遺存状態が良好なものに限り、走査型電子顕微鏡下の観察で種類が特定される可

能性がある。

6） 骨同定

検出された種類は、コイ・フナ類、サケ・マス類、

タイ類、ハゼ類、淡水魚類、魚類、鳥類/小型獣類、

大型獣類、イノシシ等である（第８表）。以下に、各

遺構の結果を記す（第９表）。

F195 ２層

拾い出しで検出された獣類とみられる骨片は、細

片のため種類・部位は不明である。一方、洗出試料

からは、コイ・フナ類の尾椎１点、サケ・マス類の

椎体片１点、タイ類の犬歯状歯２点、淡水魚類の鰭
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第８表　検出分類群一覧

第９表　骨同定結果



棘片１点、魚類の椎体片７点と鰭棘等破片51点、獣類の破片、種類不明の微細片が検出された。このうち、

淡水魚類の鰭棘片は棘が観察される。

SC11

拾い出し及び洗出試料からは、骨片は検出されなかった。

SI196 炉2

拾い出しで検出された骨片は、細片であるため種類は不明である。一方、洗出試料からは、魚類の鰭棘

等破片５点、イノシシの第３後臼歯片２点、獣類の破片が検出された。イノシシの第３後臼歯は、咬頭部

であり、未萌出歯牙である。

SH12 埋設土器内

拾い出しで検出された大型獣類の破片や獣類等の破片は、細片であるため種類・部位は不明である。一

方、洗出試料からは、コイ・フナ類の椎骨２点、サケ・マス類の歯２点と椎体片12点、ハゼ類の前上顎骨

１点、淡水魚類の椎骨片１点、魚類の鰭棘等0.3gと破片71点、スズメ目?の四肢骨片１点、鳥類/中型獣類

の破片15点、大型獣類の破片４点、獣類の破片102点、種類不明の破片が検出された。このうち、コイ・

フナ類の椎骨１点はほぼ完存し、椎体長2.93㎜を計る。

SC10

拾い出しでは、骨片は検出されなかった。洗出試料からは、コイ・フナ類の主鰓蓋骨片１点・腹椎体片

１点、不明破片13点、サケ・マス類の椎体片１点、魚類の鰭棘等61点と不明破片６点、鳥類/小型獣類の

四肢骨片１点、獣類の破片、種類不明の微細片が検出された。

7） 樹種同定

炭化材は、針葉樹１種類（マツ属複維管束亜属）と広葉樹２種類（クスノキ科、カエデ属）に同定された。

ただし、炭化材は細片で脆弱なものが多く６点中３点は同定に至らなかった。一方、自然木はいずれも広

葉樹で３種類（オニグルミ、クリ、カツラ）に同定された。微細物分析で得られた炭化材20点のうち、11点

は広葉樹６種類（コナラ属コナラ亜属コナラ節、クリ、ヤマグワ、クスノキ科、サクラ属、カエデ属）に同定され

た（第10表）。残りの９点は道管を有することから広葉樹と判断されたが、微細片であり十分な組織観察を

行うことが困難であったことから種類の同定には至らなかった。以下に、各種類の解剖学的特徴等を記

す。

マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon） マツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やか

で、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管、柔細胞、水平樹脂道、エ

ピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突起が認めら

れる。放射組織は単列、１-15細胞高。

オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana （Maxim.） Kitamura） クルミ科クルミ属

散孔材で、道管径は比較的大径、単独または２～４個が放射方向に複合して散在し、年輪界付近でやや

急に管径を減少させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、１-４細胞幅、

１-40細胞高。

コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus） ブナ科

環孔材で、孔圏部は１-２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。放
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射組織には単列の組織と複合放射組織とがある。

クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は３-４列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に

配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１-15細胞高。

カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.） カツラ科

散孔材で、管孔はほぼ単独で散在し、年輪界付近で管径を減少させる。道管の分布密度は高い。道管は

階段穿孔を有する。放射組織は異性、１-２細胞幅、１-30細胞高。柔組織は散在状。

ヤマグワ（Morus australis Poiret） クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は２-４列、孔圏外への移行はやや急で、晩材部では単独または２-４個が塊状に複合

して接線・斜方向に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。放射組織は異性で、単列の組織と５-６

細胞幅、30-50細胞高前後の組織とがある。

クスノキ科（Lauraceae）

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または２個が放射方向に複合して散在する。

道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、１-２細胞幅、１-20細

胞高。柔組織は周囲状および散在状。

サクラ属（Prunus） バラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または２-８個が複合して散在し、晩材部

へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は異性、１-３細胞幅、１-30細胞高。
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カエデ属（Acer） カエデ科

試料は小片で脆く、実体顕微鏡による観察は実施できたが、電子顕微鏡による観察はできなかった。散

孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および２～３個が複合して散在し、晩材部へ向かっ

て管径を漸減させる。木繊維が木口面において不規則な帯状の紋様をなす。

Ｅ　考　　察

1） 堆積環境

本遺跡の遺構構築面をなす土層及びその下位の土層の堆積環境を検討するため行った８グリッドライン

ⅩⅣ層（試料番号５）、ⅩⅡ層（試料番号１）及びSD１ 11層の珪藻分析の結果、８グリッドラインの灰色中粒

砂のⅩⅣ層（試料番号５）と暗褐色粘土質シルトのⅩⅡ層（試料番号１）は、珪藻群集が互いに近似し、第三

紀絶滅種を含む海水生種と流水性種が多産した。このことから、これらの土層は流水性の河川堆積物と考

えられ、海水生種は胎内川や荒川の上流部にあたる山地や丘陵に分布する新第三系の鹿瀬層・津川層・天

満層・常浪層や、それらの相当層［吉村・津川グリーンタフ団研グループ 1988］に由来すると考えられ、

当土層中に二次堆積したと推測される。

また、上述した各トレンチの観察所見によれば、ⅩⅣ層下位に河床礫と考えられる砂礫層が検出され、

この砂礫層は、調査区内南側の６グリッドラインでは礫の粒径が大きく礫支持の堆積状況を示すのに対し、

北側の10グリッドラインでは砂礫層とⅩⅣ層の間に細粒～粗粒砂層が挟在すること、ⅩⅣ層以浅がシルト

を主体とする細粒な土層であることから、本地点付近を流れていた河川が移動することにより、徐々に安

定した環境へと変化し、しばしば洪水等による氾濫堆積物により覆われたと推測される。

なお、SD１ 11層は、珪藻の産出が少なかったため、堆積環境については言及するに至らない。産出が

少なかった要因については、堆積速度が速かったために相対的に堆積物中に含まれる珪藻が希釈されてし

まった、あるいは堆積物中に含まれていた珪藻が堆積後の続成作用によって溶解消失してしまった等の可

能性がある。

2） 周辺植生

８グリッドラインのⅩⅣ・ⅩⅠ層は、ともに類似する木本花粉を主体とする花粉群集組成を示した。木本

花粉は、ハンノキ属が最も多く産出し、マツ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属等を伴い、この他にスギ属、

サワグルミ属、クマシデ属－アサダ属、タニウツギ属等が検出された。SD１やトレンチ内から出土した

自然木は、カツラやクリ、オニグルミに同定され、オニグルミは単体で出土した種実や遺構覆土中からも

検出されている。多産したハンノキ属は、河畔や低湿地などの適湿地に林分を形成する種類を含む分類群

であり、ヤナギ属、サワグルミ属、クルミ属、クマシデ属－アサダ属、コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ属、

トチノキ属、シナノキ属等も同様の環境に生育する種を含む。また、ブナ属やコナラ亜属等は、冷温帯落

葉広葉樹林の構成要素である。マツ属は生育の適応範囲が広く、尾根筋や湿地周辺など他の広葉樹の生育

に不適な立地にも生育が可能であり、海岸沿い等にも生育可能な種類である。また、このような花粉群集

は、近接する昼塚遺跡や江添遺跡でも検出されている［パリノ・サーヴェイ株式会社 2005c］。

したがって、ⅩⅣ・ⅩⅡ層が堆積した頃の本地域では、胎内川をはじめとする周辺河川の河畔や低湿地な

どに、ハンノキ属を主体とする湿地林が存在したと考えられる。また、ブナ属、コナラ属コナラ亜属コナ
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ラ節、クマシデ属－アサダ属、クリ（クリ属）などの落葉広葉樹は、周囲の微高地上や後背山地の植生を

反映しており、部分的にスギ属などの針葉樹も生育していたと推測される。また、低地部にはコナラ属ア

カガシ亜属やシイノキ属といった常緑広葉樹林も生育し、海岸沿いの砂丘上などにはマツ属も分布してい

たと考えられる。

草本類では、クマザサ属含むイネ科、カヤツリグサ科、クワ科、タデ属、ナデシコ科、バラ科、ヨモギ

属などが検出された。これらの種類は開けた明るい場所を好む人里植物を含む分類群であることから、遺

跡内の草地などに生育していたものに由来すると考えられる。また、ミズバショウ属、ガマ属、ヨシ属な

どの水湿地生植物に由来する花粉・植物珪酸体も検出されたことから、これらは遺跡周辺の湿潤な場所や

湿地、周囲の河川沿い等に生育していたと考えられる。SD１ 11層は、花粉の検出状況が不良であり周辺

植生を検討することは困難である。ただし、検出された種類には、８グリッドラインで多産した花粉が認

められることから、同様の植生であった可能性がある。

また、植物珪酸体の産状からは、SD１の周辺にクマザサ属等を含むタケ亜科やヨシ属が生育していた

ことが窺われる。ヨシ属は前述のように湿潤な場所に生育することから、SD１周辺の湿地部などに生育

していた可能性がある。なお、日本海側の多雪地域は自然状態ではブナを中心とした森林植生となり、ブ

ナの林床にチシマザサ（クマザサ属の一種）が発達する［宮脇 1985］。タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科

と比較して風化に強く、また生産量の多いことから［近藤 1982；杉山・藤原 1986］、他の種類よりも残

留しやすいことが知られている。

3） 植物利用

SK243 ６層からは炭化したアワ－ヒエの可食部である胚乳が検出された。遺構覆土中から炭化した状

態で検出されたことから、何らかの要因で被熱したことが考えられる。現段階では、ヒエ属やアワの利用

は縄文時代早期末～中期まで遡るとされているが、本地域では青田遺跡でヒエが、六斗蒔遺跡でアワ－ヒ

エが検出されている［吉川2004;パリノ・サーヴェイ株式会社 2005a］。このうち、青田遺跡では、縄文時

代晩期と考えられる遺構からの検出事例であることから、本地域では少なくとも当該期にはこれらが利用

されていたと考えられる。また、各遺構から炭化した状態で検出されたオニグルミは、花粉分析結果等を

考慮すると当該期の遺跡周辺に分布していた河畔林に生育していたものに由来すると考えられる。オニグ

ルミは、堅果が生食・長期保存が可能で収量も多いことから、古くから植物質食糧として利用されてきた

有用植物であり、隣接する昼塚遺跡や江添遺跡においても認められている［パリノ・サーヴェイ株式会社

2005c］。

一方、木材の利用状況についてみると、竪穴住居の覆土や炉跡、炭化物集中、土器埋設遺構等から出土

した炭化材は、広葉樹のコナラ属コナラ亜属コナラ節、クスノキ科、サクラ属、カエデ属、種類不明の散

孔材の５種類に同定された。これらの広葉樹のうち、広葉樹のコナラ属コナラ亜属コナラ節やサクラ属、

カエデ属は、江添遺跡や昼塚遺跡の遺構から出土した炭化材等に認められている［パリノ・サーヴェイ株

式会社 2005c］、また、本遺跡及び本地域における過去の花粉分析結果から広葉樹のコナラ属コナラ亜属

コナラ節、カエデ属等は周囲に生育していたことが推定される。また、クスノキ科やサクラ属なども、林

縁部や開けた場所などに生育することから、いずれも周辺で入手可能な木材が利用されたと考えられる。

竪穴住居の炉跡から出土した炭化材に着目すると、SI52ではコナラ節、クスノキ科、サクラ属、SI176

ではカエデ属、SI198ではクスノキ科が認められた。これらは燃料材として利用されたと考えられる。各
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住居で木材の種類構成が異なることが指摘されるが、同定に至らなかった試料があることや、いずれも微

細片であり同一個体が複数に分割した可能性もあり、木材利用の傾向については言及することはできな

い。

なお、竪穴住居の炉跡以外から出土した炭化材では、SI198からはマツ属複維管束亜属と種類不明の広

葉樹、SI52 ３層でクスノキ科が認められた。一方、SD１ 11層から得られた炭化材は、広葉樹のクリ、

ヤマグワ、種類不明の散孔材が認められた。クリは、トレンチ内の自然木に認められるほか、ヤマグワと

ともに昼塚遺跡の柱根等に認められた種類でもある。これらの炭化材の用途は不明であるが、上記した竪

穴住居の炉跡より認められた炭化材と種類構成が異なる点は注目される。

4） 動物利用

SC11を除く４遺構からは骨片が検出され、種類数及び点数ともにSH12から多く検出された。また、検

出された骨片は、白色～灰白色を呈することから焼骨とみられ、利用後の残滓などの可能性があるほか、

SH12の大型獣類の焼骨片は、種類不明であることから人骨の可能性もある。

検出された種類は、魚類ではコイ・フナ類、サケ・マス類等が認められた。周辺地域での魚類の検出例

は、縄文時代では江添遺跡［パリノ・サーヴェイ株式会社 2005c］や青田遺跡［西本・小林 2004］、古墳

時代では反貫目遺跡［沖田 2004］や西川内南遺跡［パリノ・サーヴェイ株式会社 2005b］において、サ

ケ・マス類、コイ科、トゲウオ科等が多く検出されている。このことから、本地域では、河川域や内水面

での漁労が行われていたことが推測される。また、魚類ではタイ類の歯やハゼ類の前上顎骨が検出されて

いることから、海域（内湾域）での漁労活動が推測される。ただし、海域（内湾域）に由来する動物遺存体

の検出状況を見る限り、主体的ではなかった可能性がある。

獣類では、イノシシの未萌出の第３後臼歯が検出された。江添遺跡ではイノシシやニホンジカの大型獣、

イヌ、イタチ、テンの中小獣が検出されており、このうち、イノシシやニホンジカは成獣個体を主体とす

る傾向が認められている［パリノ・サーヴェイ株式会社 2005c］。本分析結果では、確認された臼歯は未

萌出であることから、若獣体も狩猟されていた可能性がある。なお、本遺跡や江添遺跡で雪を苦手とする

イノシシの存在が確認されたことは、縄文時代後期～晩期にかけて本地域での冬期の積雪がイノシシの移

動に支障をきたすような深度にならなかったことを示唆している。
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第23図　出土骨



２　道下遺跡の地質解析
高濱信行（新潟大学災害復興科学センター）

Ａ　はじめに　―調査の目的―

道下遺跡の立地環境を検討する目的で、発掘調査時と調査後に掘削した下層確認（深掘り）トレンチで

地質調査を行った。その結果、道下遺跡も平成17年度に地質調査を実施した昼塚遺跡と同様で、遺跡成立

前に「大規模」な液状化が発生した場所に、竪穴住居などの遺構の集中する傾向が明らかとなった。これ

は、遺跡の立地環境と地盤変動の関連の検討にあたって、興味深い事例である。

Ｂ　道下遺跡の立地環境の変遷

道下遺跡の発掘調査後に行った下層確認トレンチでの地質調査の結果，その立地環境の変遷が明らかに

なった。それは、本遺跡の北方約500ｍに位置する昼塚遺跡で、平成17年度に実施した地質調査の結果と、

共通する部分の多いこともわかった。そこで、第11表に縄文時代後期前葉～中葉の江添遺跡成立時からの、

これらの変遷をまとめた。

昼塚・江添遺跡における変遷は、すでに昼塚遺跡Ⅱの報告［高濱 2006］で述べているため、詳細は略

し、本遺跡との関連及び地盤変動の考察の部分でふれることとする。

「古道下川」

道下遺跡の下層確認トレンチＡ・Ｂ・Ｃ（第24図参照）では、遺構面の下位に、後述する液状化により、

本来の堆積構造が破壊、あるいは乱された砂礫層が広く分布する。この砂礫層は、元来は川によって運ば

れた堆積物で、おおよそ北北東－南南西方向の流路をもつと推定される。これを仮に「古道下川」とよ
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ぶ。

道下遺跡は、｢古道下川｣の上位に、昼塚遺跡とほぼ同時期のBP.3,100年ごろ立地した。昼塚遺跡でも遺

構面の下位に、幅約50ｍ、ほぼ東西方向の「昼塚川」が存在する。「昼塚川」はBP.3,300年ごろに川が流入

し、BP.3,200年ごろに消滅した［高濱 2006］。

「古道下川」に関しては、その流入と消滅に関する具体的なデータは得られていないが、「昼塚川」と

同様に、液状化にともなって「古道下川」が消滅したとみられる。つまり、同じ地震による液状化でこれ

らの川が同時に消滅したと推測できる。

道下遺跡存続中

道下遺跡ではBP.3,100年ごろに、陸域で人が居住を開始した。遺跡存続中には、遺跡の東から南側をめ

ぐるように川（自然流路SD１）が確認されている。これを仮に「道下川」とよぶ。「道下川」はその後埋積

され、これ以降は現在まで地形変化に目立った変化はみられない。

Ｃ　道下遺跡での現象から考察された地盤変動

遺跡成立前：「古道下川」河床砂礫の液状化・噴砂礫・溝状凹地（第11表の地震２，以下同様）

「古道下川」河床砂礫の液状化による噴砂礫の状況を、①（第25図）、②（第26図）、③（第27図）の写真

（撮影位置は第24図参照）で示した。

トレンチＢ北壁-① 噴砂礫の部分を線で示した。この写真で、噴砂礫脈の右側では砂質シルト層が上方に

曲げられた形態、左側では砂礫層の全体が不規則な変形で、初生堆積構造が二次的に乱されていることが

明らかで、これらは液状化にともなう変形である。

トレンチＢ南壁-② ①の南延長部に相当する。線で示した高角の境界の左側が噴砂礫脈、その右側の砂質

シルトブロックは液状化にともなう砂礫層の上位層の「引き込み」である。ブロックの右側でも地層の破

壊が確認できる。なお、高角の境界部付近では、石油のしみ出しが認められ、この下部で地下深くまで連

続する断層の存在を強く示唆する。

トレンチＡ北壁-③ 線で示したシャープな境界の右側が噴砂礫脈。トレンチＡ・Ｂでは確認した限り、ト

レンチの全域で地層の破壊・分断・変形・物質の混合など液状化にともなう種々の現象が確認できた。こ

れらは「大規模」な液状化，つまり強い地震による破壊・変形と判断できる。なお、トレンチＣでは、ト

レンチＡ・Ｂほど顕著ではないが、やはり地層の変形がみられ、これも液状化にともなう現象と判断でき

た。

溝状凹地 発掘調査時に、上述の噴砂礫脈のすぐ西側と遺跡の南西部に、遺構に切られた溝状凹地が確認

されている（第24図）。これは、噴砂礫に伴う小規模な「落込み」あるいは「地割れ」である可能性が高

い。

遺跡成立前：噴砂（地震３）

上述した噴砂礫脈とほぼ接する位置で、遺跡の中部から北部にかけて、幅広い噴砂がみられる（第24図）。

①の噴砂礫脈の上位の砂がこれで、この砂は遺構に切られることから、遺跡成立前の噴砂であることがわ

かる。噴砂礫脈の上位に重なることから、噴砂礫脈の液状化後の液状化によることは明らかである。しか

し、噴砂礫脈を生じた地震の余震による可能性もあるが、現状では判断できない。したがって、本報告で

は一応別の地震によるものと区別した。

遺跡存続中：噴砂（地震４）
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遺跡存続中には、竪穴住居 SI102の炉跡-④（第28図）で、炉の使用期間中に流入した噴砂層が確認でき

た。また、発掘時の記録（第Ⅳ章　遺構）によれば、SI102の炉の北側の柱は、住居使用中に建て替えられ

ている。この柱穴に近接する古いピットには、液状化による側方流動変形がみられるが、新しい柱穴には

変形は認められない。したがって、この変形は炉跡に砂を噴出した液状化と同一時期と判断できる。前後

の液状化とくらべて比較的規模が小さな液状化とみられるが、道下遺跡で「被害」をうけた時代が特定で

きる液状化として貴重である。

さらに、②の噴砂礫脈の右・ブロック状部分の上位では、遺構面が高角に立ち、土器が深い部分から出

るなどの「異常な現象」が認められ、また竪穴住居 SI52では住居の床面の変形が確認されたとのことで

ある。これらは遺跡存続中の現象、あるいはその後の両方の可能性があり、明確に判断できない。

遺跡廃却後：噴砂，高角砂脈，低角砂脈（地震５・６）

遺跡廃却後の液状化として、⑤（第29図）に示した遺構面を覆う噴砂層が確認できた。また、とくに本

遺跡の北西部で顕著に発達する、遺物包含層と遺構面を切る高角の噴砂脈と低角の砂脈が認められた。低

角砂脈は高角砂脈を切り、この遺跡で確認された液状化のなかで最も新しい。低角の砂脈は江添遺跡で考

察したように、液状化による側方流動・低角の地すべりにともなう現象と解釈できる。

Ｄ　道下遺跡、昼塚・江添遺跡における地盤変動

Ｃで述べた道下遺跡における地盤変動は、17年度に報告した昼塚遺跡のそれ［高濱 2006］と共通する

点が多く、液状化時期による両遺跡間の対比が可能であることを意味する。これは、一般に震度５以上で

起こるとされる液状化が、一定の広がりをもって発現することからもごく自然であろう。

したがって、ここで昼塚遺跡の北に近接する江添遺跡（縄文時代後期）成立時以降、本地域の地盤変動の

変遷について概観する（第11表）。

２　道下遺跡の地質解析　　
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江添遺跡廃却後の沈降運動（地震１）

縄文時代後期前葉～中葉（BP.4,100～3,700）の江添遺跡廃却後の水没は、直下地震にともなう沈降で、沈

降量は昼塚遺跡地点での堆積物の層厚から約2.5ｍと見積られる。この沈降運動は江添遺跡で観察された遺

構面が北北西に傾動沈降、ピットの流動変形・切断、ごく低角の液状化砂脈の形成などと一連の現象と判

断される。この直下地震は、沈降の規模からマグニチュード７クラスと推測される。

「昼塚川」の流入・「古道下川」，その消滅

BP.3,300～3,200のごく短い期間存在した。東西方向・川幅約50ｍの「昼塚川」の流入と消滅は、昼塚遺

跡Ⅱの報告で断層活動による可能性が大きいと推測した［高濱 2006］。

「古道下川」の出現に関して検討するための具体的なデータは得られていないが、北北東―南南西方向

の噴砂礫脈を特徴とする大規模な液状化，またすでに述べたように噴砂礫脈の一部で「石油のしみ出し」

がみられることは、この部分の地下深部に連続する断層の存在を示唆する。

「昼塚川」と「古道下川」を消滅させた液状化は、液状化の規模と遺構面下位の地質層序から同時期と

みなすことが自然である。

このように、「昼塚川」と「古道下川」の流入・消滅は断層活動と関連した現象である可能性が大きい。

「日東道」関連の遺跡では、縄文時代晩期の青田遺跡、古墳時代前期の反貫目遺跡などで、断層活動にと

もなう河川の変遷が確認されている。

道下・昼塚遺跡存続中の変動

道下遺跡ではすでに述べたように、遺跡存続中に炉跡（竪穴住居SI102）で液状化による噴砂が確認され

た。昼塚遺跡では、SD２に沿った噴砂、土抗（SK７）の切断などの現象は、遺跡存続中の変動による可能

性が高いと推測した［高濱 2006］。

なお、この時期以降の液状化は、前の時代とくらべその規模は小さい。したがって地震活動としては相

対的に小さいと思われる。

道下・昼塚遺跡廃却後の変動

道下遺跡では、遺跡廃却後にも噴砂脈とこれを切る低角砂脈で示される２回の地震が確認できたことは

すでに述べた。

Ｅ　おわりに

平成15年度からの一連の調査で、越後平野北部の道下、昼塚・江添遺跡立地域で、縄文時代後期から晩

期にかけて、地震による地盤変動の解析を進めることができた。江添遺跡の廃却以後、道下・昼塚遺跡の

存続中にかけて発生した３・４回の地震にともなって、地形環境・遺跡立地環境が大きく変化した。

とくに、道下遺跡では遺跡成立（直）前の液状化による噴砂礫・噴砂部（微高地）に、竪穴住居などの遺

構が集中している。河床砂礫の液状化にともなう微地形と地盤を巧みに利用して遺跡が立地したものと考

えられる。この点は昼塚遺跡でも同様とみられる。

一方、災害研究の側面からは、この地域における「変動史・古地震履歴」の解明に関して、非常に貴重

な成果を得ることができた。これは本地域の災害予測と、その防・減災対策の基礎的で貴重な資料となる。
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第25図　トレンチＢ北壁の噴砂礫脈（地震２）と遺構に切られた噴砂（地震３）-①

第28図　竪穴住居（SI102）の炉跡の噴砂
（遺跡存続中）-④

第29図　トレンチＡ北壁の遺跡廃却後の噴砂-⑤

第26図　トレンチＢ南壁の噴砂礫脈と砂質
シルトブロックの引き込み-②　

第27図　トレンチＡ北壁の液状化
と噴砂礫脈-③



第Ⅶ章　ま　と　め

１　石　器

Ａ　道下遺跡の石器

石器数は112点と少なく、石器製作に係る資料も極めて少ない（第31図参照）。石核は２点でE片もわず

かしか出土せず、砕片が特定の遺構でまとまって出土した程度である。このことから集落内で石器製作の

全工程が行われたとは考えられず、製品またはそれに近い形で持ち込まれ、遺構内では二次加工段階から、

または刃部の再生などといった作業に限定していたようである。この状況は磨製石斧でもいえることで、

資料には成形段階の細かい敲打痕が認められるが、整形段階の研磨痕のみられないもの（85・88・93）、整

形段階の研磨痕がほぼ全面にみられるもの（86・87・91など）、欠損後に器面に敲打（再調整）を施している

もの（92）があり、原石は他所（別の遺跡）で荒割りされ、素材として集落内に持ち込まれ、少なくとも成

形段階以降の作業が行われたと推測される。

石器の器種別構成比率は、上述した石核２点と弥生時代

とされるアメリカ式石鏃１点の計３点を除いた109点で計

算した。その結果は右図（第30図）のとおりで、磨石類が

24％で最も多く、以下順に石鏃と不定形石器がともに19％、

石匙が10％、磨製石斧が８％で、石鏃・石匙が高率である。

最も多い磨石類は、工作具と考えたＢ類の敲打痕だけのも

の（99～106）が含まれ、調理加工具の比率はさらに下が

る。

次に石器からみられる遺構の機能・用途について触れ

る。本遺跡の遺構は、ほ場整備により上部が削平されたSI198と一部が遺存しないSI140などを除き、いず

れも遺物包含層より下位で検出したものである。これらの遺構のいくつかでは、床（底）面直上ないしは

それに近い層から石器が出土し、後世の撹乱などを受けず、当時の人々の活動の様子を知る上で貴重な資

料と考えられた。しかし本章３節「竪穴住居について」で述べるが、住居廃却時に生活用具の片付けが行

われたことも推測され、機能・用途を推しはかるのに有効な石器組成が欠落している可能性が高く、これ

を裏付けるかのように、住居出土の石器は極めて少なく、最も多いものでもSI52の10点という状況であっ

た。また住居以外の遺構でも、出土量は極めて少ないものが大半である。しかし以下に示す遺構について

は、ある程度機能・用途の推測が可能である。なお石器の用途・機能については、狩猟具、農具・工具、

調理具、宗教的（呪術的）な道具の四つとした鈴木道之助氏の分類［鈴木 1991］をほぼ基本とした。ただ

しここでは、農具・工具は工作具、調理具は調理加工具とよぶ。

まず竪穴住居では、SI191・196・198の炉の脇に台石状の礫ないしは石皿が据えられ、炉の周辺を作業

スペースとしたことが窺え、屋内での調理加工ないしは工作の場としての機能が推測できる。

SI140では工作ないしは調理加工具の石匙６点が出土した。量的に多いことからそれを多用するような

作業を行っていた可能性がある。またこれらの石匙と同一母岩のE片・砕片も出土し、石匙の製作（二次
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加工）や刃部の再生を行っていたことも推測できる。

次に住居以外の遺構では、集落の北東端に位置するSC11で、狩猟具の石鏃３点、工作具の箆状石器１

点、両極石器２点、工作具か調理加工具の石匙１点、不定形石器２点が出土している。またE片・砕片類

も相当量出土し、特に砕片は薄くE離されたもので打点がみられる。さらに、オニグルミを含む炭化物も

広く分布し、同期のSK29（貯蔵穴）も隣接している。これらからSC11は、オニグルミの調理加工や石器製

作（二次加工）など、複数の機能をもった場と推測できる。石器製作との関係が考えられる土坑としては、

集落北東寄りのSK28がある。この覆土下層から長辺が1.5cm以下で、薄くE離された硬質頁岩の砕片が

801点出土し、石器製作や二次加工などが行われていたものと推測する。

そのほかの注目点として、石鏃があげられる。形状の異なるＡ類の凹基無茎鏃（１～７）とＤ類の凸基

有茎鏃（11～19）の共存である。この形態の違いは、それぞれの狩猟対象物を想定して製作されたことも

考えられよう。また、廃棄土坑と考えたSK17の覆土中から多量の炭化物とともに土器・石器などが出土

し、その中に磨石類３点と磨石類に類似した円礫２点がある。この円礫は、未使用ないし明確な使用痕が

残らない程度の使用回数で捨てられた磨石類の可能性がある。磨石類だけでなく、同等サイズの円礫につ

いても考慮する必要があるものと考える。

Ｂ　昼塚遺跡との比較

次に本遺跡と近接し、廃却時期に差はみられるがほぼ同時期（詳細については本章２節「土器について」参

照）に営まれた昼塚遺跡の石器群と比較する。

本遺跡では磨石類が27点（24％）で最大となるが、ハンマーの用途が推測されるＢ類が８点あり、堅果

類などの調理加工具と考えるものは19点（17％）となる。また狩猟具の石鏃が21点（19％）、その解体など

多用途の機能・用途を推測する石匙が11点（10％）で、動植物食料（糧）のそれぞれを収穫・捕獲、調理加

工していたことが推測できる器種構成である。

それに対して昼塚遺跡の石器は、石核を除き総数83点で、主な石器の数量と構成比率は、磨石類35点

（42％）、不定形石器26点（31％）、石鏃７点（８％）、磨製石斧６点（７％）、大形の粗製石匙２点（２％）、篦

状石器１点（１％）、石錐１点（１％）である。磨石類が42％と圧倒的に多く、敲打痕のみで工作具の可能

性のあるもの４点を除いても37％を占め、植物食料（糧）に偏っていることが窺える。さらに、オニグル

ミやトチノキの種子やトチノキの花粉がまとまって出土した小型袋状土坑（貯蔵穴）の存在から、昼塚遺

跡は堅果類の収穫・加工および一時的な貯蔵を目的に立地した遺跡で、調理を行った場と考える炉や焼土

遺構がなかったことから、これらの収穫・加工品は別の遺跡（居住集落）で消費された可能性がある。

このように数量は少ないものの、両遺跡の出土石器全体の器種構成には大きな違いがみられる。この違

いは生産活動や営みなど、両遺跡の性格の違いの一端を表しているものと考える。

昼塚遺跡は堅果類を対象とした植物食料（糧）の収穫・加工を目的に立地した遺跡で、居住や調理に関

係した炉や焼土遺構がないことから、居住集落は別の場所にあったと推測した。それに対して道下遺跡で

は、植物食料（糧）の加工、イノシシなどの獣類や鳥類の狩猟・解体、淡水・海水産魚類の漁労が行われ、

調理され、消費されたことも推測できる。
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２　土　器

Ａ　出土土器の分類と編年

本遺跡で出土した土器は、東北地方を中心に分布する、縄文時代晩期前葉の大洞B2式～BC式に比定で

きるものである。各遺構出土土器の詳細については第Ⅴ章１で述べたとおりである。本遺跡の土器出土状

況は層位的に捉えられるものではなかったため、本節では従来の東北地方の編年案を参考に、型式学的な

考察から、編年的な位置づけを検討したい。

また、本遺跡調査と同様に日東道の建設に伴い平成16・17年度に調査された「昼塚遺跡」が本遺跡の約

500ｍ北方に立地しており、本遺跡と併行する時期を含む縄文時代晩期前葉から中葉にかけての遺跡であ

る。越後平野における縄文時代晩期の隣接する集落群の関係・構造はまだ明確になっていないため、本節

において出土土器から両遺跡の比較検討を試みる。

1） 型式学的検討

亀ヶ岡式土器（大洞式）の型式学的な検討は、山内清男氏の鉢形土器の口頸部文様を主体とした分析か

ら始まり［山内 1930］、現在においてもその視点が基盤となっている。当該期の土器は第Ⅴ章１で述べた

ように、口頸部に装飾文様帯をもつ「装飾土器」と、文様帯をもたない土器に大別できる。前者を「Ⅰ群」、

後者を「Ⅱ群」土器と分類したが、型式学的検討はⅠ群土器が対象となる。分析に耐え得る資料は21個体

である。なお、大洞B式～BC式併行期に関する型式学的検討は、岩手県曲田Ⅰ遺跡ＥⅢ011住居出土資料

を中心に、関連周辺遺跡の状況を踏まえて分析した小林圭一氏の論考［小林 2004･2005］に詳しいため、

これを参考にした。

従前から「入組文」が大洞B式、「羊歯状文」が大洞BC式の主要な文様と考えられていたが、当該期の

資料の増加に従いこれらの共伴事例が増え、これらが同時期の所産であるか２時期の混在の結果であるか

当該期研究においては争点となっている［渡邊 1998］。またBC式の細分についても指標が定まっていな

い状況である。そのような現状を踏まえ、小林氏の分析では主文様だけでなく、突起形態、口縁端部形態、

文様帯構成などの他の属性の変遷過程を詳細に分析し、大洞B式とBC式をつなぐ過渡的段階として大洞

BC1式を設定している。この大洞BC1式は「祖型的」な羊歯状文の成立期であり、大洞B式の主文様であ

る入組三叉文も併存する段階である。

そして主文様の分析においては、羊歯状文は入組三叉文を基礎として成立したという変遷観を前提に、

その羊歯状文の成立過程に村田章人氏の「羊歯状文の施文原則」［村田 2000］を適用することにより大洞

BC式の細分を試みている。その村田章人氏の羊歯状文の施文原則は、羊歯状文系の文様が、「すべての沈

線（陰刻部分）が、何らかの形で他の沈線（陰刻部分）と連結する」という入組三叉文との決定的な差異を

前提にしているもので、三つの施文原則からなっている。以下に引用する。

①施文要素の連結原則（連結原則）

羊歯状文系のモチーフでは、文様主軸線並びに付加的要素を構成するすべての沈線が、何らかの形で　

他の沈線に連結する。これにより陽刻部の形状が閉鎖され、単位性をもつようになり、また珠紋状の陽

刻部が完成する。
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②施文要素の等間隔配置原則（等間隔配置原則）

入組三叉文を基調とする陰刻部分の空間的な位置関係を一定に保つことで、陽刻部の形状を一定に保

つことが可能になる。

③陽刻部形状の保持原則

羊歯状文系モチーフを器面上に安定的に展開する場合、陽刻部の形状を一定に保ち、陽刻部を等間隔

に配置することが必要になる。それには陰刻後の「磨き」や「潰し」の手法が必須となる。

小林氏はこの原則が満たされない資料を祖型的な羊歯状文とみなし、大洞BC1式に位置づけている。本節

においても上記三原則を主文様の分析に適用させ、小林氏の編年案［小林 前掲］を参考に検討していく。

まず、本遺跡出土土器を主文様で分類すると（第32図）、入組三叉文のａ１類に分類できるのは、１の鉢、

28の壺、40の深鉢であり、菱形入組文のａ２類は64の台付浅鉢、71の壺、菱形入組文ではないが、46の渦

巻弧線文の壺も類似のモチーフとして同類に含めたい。末端部が分離していない羊歯状文のｂ１類には２

の鉢、末端部が咬合しない羊歯状文のｂ２類には42・48・91～96（同一個体）の深鉢、98の鉢が相当し、

点列文のｃ類には15・43の深鉢、９・41・44・45・100の鉢、47の浅鉢、数条の平行沈線が施されるｄ類

には88～90（同一個体）の深鉢が相当する。

ａ１類の１は口縁端部に小波状縁、口頸部文様帯に末端部が接着せずに入り組むタイプの入組三叉文が

施されている。小波状縁は大洞B2式、上記のタイプの入組三叉文も大洞B2新式に盛行すると考えられて

いるため［小林 前掲］、１は大洞B2新式に比定できる。また入組三叉文の左下端が区画線と連結してい

るので、さらに下る可能性もある。28の壺は頸部のみであるため詳細は不明であるが、頸部文様の入組三

叉文は背向する主軸線が密着し陽刻部が強調されたつくりになっており、この特徴は大洞B2新式～同BC1

式と考えられている［小林 前掲］。40の深鉢は１の入組三叉文の末端部が伸長化し、または崩れ、その入

組三叉文から口縁端部・頸部区画線に連結するように刻みが施されており、入組三叉文から羊歯状文への

変遷過程を示しているといえる。上記の連結原則の萌芽であり、大洞B2新式～BC1式への過渡的段階と考

えたい。

ａ２類の64は主文様帯に菱形文の一端が渦を巻くモチーフと、菱形文の末端が区画線に連結し、刻みを

施すことにより、陽刻的にはＣ字状文と、羊歯の小葉部状のモチーフとなっている。Ｂ突起２類が口縁端

部に付されていることから、大洞B2新式～BC1式と考える。71も体部上半の文様帯に菱形入組文、頸部に

は点列文が施されている。この点列文の形状が不安定で、古い様相を示すことから、大洞B2新式～BC1式

段階と考える。46の壺は弧線の両端が渦巻文となるモチーフであり、64・71と同様の時期と考えたい。

ｂ１類の２は主文様に羊歯状文の祖型的なモチーフをもつ。口縁端部にはＢ突起３類と珠紋縁が施され

るが陽刻的でなく、羊歯状文も末端部が分離せず、小葉部のみの陰刻表現であり「潰し」・「磨き」が弱い。

つまり三原則の「等間隔配置原則」・「陽刻部形状の保持原則」が弱いため、羊歯状文の古的様相を示して

おり、40のモチーフから定型的な羊歯状文へ変遷する過渡的なモチーフではないかと思われる。時期は大

洞BC1式の古い段階と考える。

ｂ２類の42は定型的な羊歯状文が成立した段階のものである。ただし、羊歯状文と口縁端部の珠紋縁と

の境に区画線がないため、珠紋部の形状がやや不安定となり「等間隔配置原則」が弱い。大洞BC2式段階

の古いほうに位置づけたい。48・91～96は定型化した羊歯状文といえる。口縁端部にはＢ突起３類に珠紋

縁が施され、口頸部には上下両閉じの区画が設けられ、中に細かい小葉部をもつ羊歯状文が施されている。
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陽刻部の形状が保たれ、丁寧に「潰し」・「磨き」が施される。大洞BC2式と考える。98は陽刻部が大きく

作出されているために一定の形状を保てず古い様相を呈している。大洞BC1式である。

ｃ類の41・44・45は口縁端部にＢ突起、口頸部文様に細かい点列文、体部に平行沈線による区画線をも

ち、上げ底となる鉢である。等間隔の刻みの後、丁寧に「潰し」・「磨き」が施される。また、体部下半の

無文帯の区画線は大洞B2式に生成されるが、当初は１条の沈線によるものであり、このような平行沈線に

よる区画はBC2式であるという［小林 前掲］。以上の点から41・44・45は大洞BC2式段階に位置づける。

100は口頸部の破片資料であるが、41・44と同様な作出となっており同時期に位置づけたい。底部無文帯

の区画線からみると、34の鉢（図版68）は口頸部が欠損しているが、薄手で精巧なつくりであり底部区画

線が平行沈線となっているため大洞BC2式に位置づけたい。47の浅鉢は口縁端部にＢ突起が付くが刻みが

弱く山状でやや古い様相である。主文様の点列文も陽刻部が大きく「潰し」・「磨き」が弱いため、大洞

BC1式段階と考えたい。９の鉢は口縁端部がやや外反し、Ｂ突起が密に付されるが刻みが簡略化し、三叉

状の陰刻となっている。主文様の点列文は陽刻部の「潰し」・「磨き」が弱く、「二溝間の截痕」状に簡略

化され、底部に区画線をもたない。当資料は大洞BC2式に位置づけるが、口縁部の簡略化したＢ突起や三

叉状の陰刻が、大洞C1式にみられる細かい刻みによる小波状縁と端部の抉り成形につながると考え、当期

の中でも新しい段階に位置づける。15は深鉢の口縁部片であるが、端部にＢ突起４ｂ類、主文様に陽刻部

形状を意識した点列文が施されており、大洞BC2式に位置づける。43も口縁端部にＢ突起４ｂ類をもつ深

鉢であるが、主文様帯が狭小化している。点列文も９の鉢と同様な作出法となり、陽刻部をあまり意識し

ていない。９と同様に大洞BC2式のやや新しい段階と考えたい。

ｄ類の88～90は同一個体の深鉢の口縁部から体部上位の破片である。口縁端部はＢ突起４ｂ類と同様の

モチーフであるが、Ｂ突起が突出していない。口縁部には２条の平行沈線が施されており、文様帯は狭小

化する。大洞BC2式の新しい段階と考える。

上記のⅠ群土器の他に主文様以外の属性から編年的位置づけが考えられる資料として、38（図版68）の

口縁端部に三山状突起が付された深鉢がある。三山状突起は大洞B2式から同BC1式に顕著であるが、装飾

性に乏しい突起は大洞B2式を規定する属性であるという［小林 前掲］。38は主文様をもたないⅡ群土器

であるが、突起の形状から大洞B2式段階に位置づけたい。22（図版67）の鉢は主文様は施されていないが、

狭い口縁部文様帯と、口縁端部の密な刺突による小波状縁が大洞C1式につながる新しい要素と思われるた

め、大洞BC2式段階に属するのではないかと考える。

2） 出土状況からの検討

上記では土器の諸属性からの型式学的検討を試みた。次に、遺構の切り合い関係などの出土状況から、

その土器の新旧関係について検討してみたい（第33図）。

SK７とSK56は重複関係にあり、SK７がSK56を切っている。SK７から41、SK56から40が出土しており、

上記の型式学的検討からは、40は入組三叉文に刻み目が連結した大洞B2新式～BC1式、41は大洞BC2式に

位置づけられ、遺構の新旧関係と一致している。

SK180からは大洞BC1式の47とB2新式～BC1式の64が共伴している。ほぼ同時期の所産と考えてよいで

あろう。

SI198とSI201からは12・17の同一個体が出土している。12は９とSI198の炉を覆う状態で共伴し（図版26）、

17は15とSI201で共伴している。15は覆土下層出土で、17は覆土上層のため若干の時間差が存在する。９
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と15は12・17を鍵資料として、若干の時間差が存在し、15が古く９が新しい出土状況を示しており、型式

学的な新旧と一致する。

SI199からは大洞B2新式の１が床面から、BC1式の２が覆土上層から出土している。出土状況と型式学

的な新旧は一致しているが、同一遺構からの出土であり、両者の間の時間的な幅はそれほどないものと考

える。このSI199と重複し、切っているのがSI191である。SI191の覆土中層からは６・７が出土しており、

SK211・293、F226出土の43と同一個体である。そしてF226からは88～90の同一個体が出土しており、88

はSK116と遺構間接合している。そのSK116からは、SI102の床面から覆土下層にかけて出土した土器片と

遺構間接合する24・25が出土しており、SI102からは22が覆土上層から出土している。以上の出土状況を

ふまえると、22が最も新しく、43・88～90はほぼ同時期の所産であり、SI199の１・２より新しいことが

いえる。また、F226はⅦb層検出の遺構であり、層位的には本遺跡の中で新しい遺構である。
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上述の型式学的検討からは43・88～90・22は全て大洞BC2式の新しい段階に属するため、整合性が認め

られた。

出土状況の検討からは、大洞B2新式～BC1式段階とBC2式に比定できる土器の新旧関係（40と41、１・２

と43から）、菱形入組文土器と点列文土器の共伴関係（47・64）、大洞BC2式に比定した土器群の同時性

（43・88～90）が確認できた。以上の型式学的検討と、出土状況の検討結果から以下の段階設定を試みた

（第34図）。

道下１期 大洞B2新式からBC1式併行期。入組三叉文、菱形入組文を主文様とする土器と、祖型的な羊

歯状文を有する土器が併存する段階。

入組三叉文が区画線に連結、または刻目文が連結し、入組三叉文自体も伸長化するなどの変化がみられ

る（１・２・40）。特に２・40は入組三叉文から羊歯状文への変遷過程を示す資料といえる。菱形入組文も

刻目文が連結し、口縁端部に初源的なＢ突起（64）、点列文（71）などBC式のモチーフが施される。

BC式に盛行する羊歯状文、点列文が施された土器は「羊歯状文の施文原則」が徹底されておらず古的

様相である。モチーフの陰刻部が細く、陽刻部が大きく作出されているため、珠紋状の羊歯状文小葉部、

点列文の数が少なく、形状はやや不定形となっている（47・98）。

道下２期 大洞BC2式併行期。古・新の２段階に細分した。

古段階・・・「羊歯状文の施文原則」が徹底される段階。

羊歯状文の施される文様帯は上下が区画され、小葉部の形状も安定して小形化し、数も増える。点列文

も同様に「潰し」・「磨き」が顕著になり陽刻部の形状が維持される。口縁端部にはＢ突起３類、形状の安

定した珠紋縁が作出され（41・44・48・91・100）、体部下半に平行沈線による区画線をもち、無文帯となる

（41・44・45）。

新段階・・・「羊歯状文の施文原則」が簡略化される土器が出現する段階。

口縁部の主文様帯幅が狭小化し（43・88～90）、点列文の陽刻部の維持が弱くなり二溝間の截痕状へと簡

略化している（９・43）。または数条の平行沈線となるものもある（88～90）。

編年的位置づけが分析できるⅠ群土器の型式学的検討からは、大洞B2新式、BC1式、BC2式古段階、同

新段階の４段階が想定できたが、大洞B2新式とBC1式の型式学的規定が明確でなく、出土状況をふまえて

も大洞B2新式～BC1式段階の土器（64）とBC1式段階の土器（47）が共伴するため一時期にまとめた。BC2

式は古段階と新段階に細分したが、型式学的検討によるところが大きく、明確な遺構の切り合いによる新

旧の確認はできなかった。

Ｂ　昼塚遺跡との関係

1） 編年的関係

第34図には本遺跡出土土器群とあわせて、北方約500ｍに位置する「昼塚遺跡」から出土した土器群も

掲載してある。掲載No.は、平成16年度調査の昼塚遺跡Ⅰ［折井ほか 2005］掲載で、実測図No.２ならば

「Ⅰ－２」、平成17年度調査の昼塚遺跡Ⅱ［折井ほか 2006］掲載で、実測図No.２ならば「Ⅱ－２」として

ある。

101

第Ⅶ章　ま　と　め



102

２　土　　器　



103

第Ⅶ章　ま　と　め



昼塚遺跡出土の土器を概観すると、Ⅰ－70は小波状縁の深鉢で、主文様に咬合部が楕円形に巻き込んだ

入組三叉文をもつ。道下遺跡出土の１と対応する。Ⅰ－２の深鉢は口縁端部を欠損しているが、主文様に

は蛇行する沈線による入組三叉文が施され、刻目文が連結している。道下40と対応する。Ⅰ－１の注口土

器は、口縁端部にＢ突起２類をもち、主文様に菱形入組文が施されており、道下64と対応する。以上の３

点は大洞B2新式～BC1式と考え、道下遺跡と併行関係にある。

昼塚Ⅱ－12、Ⅰ－35・69は主文様に末端部が咬合する羊歯状文をもつものである。主文様帯幅は狭小化

し、口縁端部には細かい刻みが施されている。文様の描出はさほど陽刻部を意識していない。Ⅰ－40、

Ⅱ－13は羊歯状文が直線化、または点列文が平行沈線間の細かい截痕へと変化している土器である。Ⅱ－

13は口縁上端に抉り、刺突が施されている。以上の資料は主文様に羊歯状文をもち、大洞BC式の要素を

残すが、主文様帯幅の狭小化、口縁端部の細かい刻み・抉り、主文様の陽刻部保持の簡略化からみて、C1

式的な属性要素が強くなっている。本遺跡で設定した大洞BC2式新段階の土器群よりもC1式の要素が強い

ため、ここでは本遺跡出土資料より新しい段階に位置づけた。昼塚遺跡では、さらに下った大洞C1式土器

が出土している（Ⅰ－55、Ⅱ－22・46・33・36・２）。C1式の型式指標となる「雲形文」をもつ鉢（Ⅱ－22）、

Ａ形突起をもつⅡ－46のほかに、主文様が平行沈線となり、次のC2式段階への変遷を思わせる土器も出土

している（Ⅱ－33・36）。

以上のように両遺跡出土のⅠ群土器についてみると、大洞B2新式～BC1式段階のものは本遺跡と昼塚遺

跡両者から出土しているが、BC2式段階のものは本遺跡のみからの出土で、昼塚遺跡にはみられない。そ

れ以降のBC2新式からC1式段階のものは昼塚遺跡のみからの出土となる。

2） 主文様からの検討

次にⅠ群土器の主文様から、本遺跡と昼塚遺跡の関係について分析する（第34図）。

入組三叉文 本遺跡出土の入組三叉文をもつ１・40と昼塚遺跡出土のⅠ－２・70を比較すると、１・40

は末端が咬合部で接着しないタイプであり、Ⅰ－２・70は咬合部で楕円形を巻き込み接着しているタイプ

である。資料数は少ないが、両遺跡は異なるタイプの入組三叉文を用いていたようである。

菱形入組文 本遺跡出土の64と昼塚遺跡出土のⅠ－１を比較する。64は菱形文の一端が渦を巻き、文様

帯区画線に菱形文が接着し、陽刻部はＣ字状となるモチーフである。Ⅰ－１は同様に菱形文が文様帯区画

線に接着するが、上下菱形文が渦巻文を介して連結している。両者とも口縁端部にＢ突起をもち、属性分

析からはほぼ同じ時期の所産と考えられるため、モチーフ系統の違いであろう。

羊歯状文 上述したように、羊歯状文をもつ土器は両遺跡で同時期ではない。本遺跡出土の羊歯状文土

器は大洞BC式に比定できるが、昼塚遺跡出土のものは大洞BC2新式～C1式段階に属する。時期は異なる

がモチーフとしてみると本遺跡の羊歯状文はいずれも末端部が咬合しないタイプ（42・48・91・98）であり、

昼塚遺跡ではいずれも末端部が咬合するタイプ（Ⅱ－12、Ⅰ－35・69など）である。

以上のように主文様について比較したが、入組文系は本遺跡では末端部が接着・連結しないのに対して、

昼塚遺跡では接着・連結し、羊歯状文系は本遺跡のものは咬合しないが、昼塚遺跡のものは咬合するとい

うように異なる結果となった。先行研究においては、昼塚タイプの入組三叉文から末端部が咬合する羊歯

状文が発展成立したという考えが提唱されており［小林 前掲］、両遺跡の羊歯状文モチーフの違いは、入

組三叉文段階から継続しているといえる。

羊歯状文の成立について
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上述のように両遺跡では主文様のモチーフ系統が異なっていた。ここで羊歯状文の成立過程について若

干の考察を加えてみたい。

第35図は小林圭一氏の羊歯状文変遷案である。以下、末端部が咬合する羊歯状文を「羊歯状文１類」、

咬合しないタイプを「羊歯状文２類」とよぶ。羊歯状文１類では、昼塚遺跡Ⅰ－70と同じ、咬合部で楕円

形を巻き込み接着するタイプの入組三叉文（１－１）から入組三叉文に付加的な沈線が加えられた１－２、

さらに陰刻部が文様帯区画沈線と連結して羊歯状文が成立した１－３に至る変遷が想定される。１－２で

は、上記の「羊歯状文の施文原則」の「連結原則」と、「陽刻部形状の保持原則」が遵守されていない。

１－３において施文原則が遵守される。

羊歯状文２類では、魚眼状三叉文の系譜を引く２－１の鉤爪状区画が反転して対向するように配置され

ることにより、２－２の羊歯状文２類モチーフが出現すると想定されており、２－２では区画内の刻み目

は細く、珠紋状の陽刻部の数が増すが鉤爪状の突出部は貫通しておらず、突出部同士が連結することで

２－３に至ると想定されている。

第36図は本遺跡と昼塚遺跡の羊歯状文成立過程の変遷案である。昼塚遺跡の羊歯状文１類の変遷をみて

みると（第36図-左）、Ⅰ－70は第35図１－１と同様に咬合部で楕円形を巻き込み接着する入組三叉文であり、

Ⅰ－２はその入組三叉文に刻目文が連結している。第35図１－２と対応する段階である。Ⅱ－12ではすで

に羊歯状文１類が成立しており、「潰し」・「磨き」整形が弱くなり、「陽刻部形状の保持原則」が簡略化さ

れつつある段階である。第35図１－３の成立期より新しい段階のものと考える。

道下遺跡の羊歯状文２類は１の咬合部が接着しないタイプの入組三叉文から変遷したと想定した。１の

入組三叉文が伸長化し、刻目文が付加されることにより40へと変遷し、さらに伸長化することにより直線

化して、刻目文が鉤爪状区画となったものが２であると想定する。この２の鉤爪状区画間の陽刻部が分離

することにより、42の羊歯状文２類モチーフが出現すると考えた。道下遺跡では小林氏の想定した第35図

２－３のように羊歯状文突出部が口縁端部まで貫通せず、２の口縁上部の鉤爪状区画が42・91の口縁端部

の珠紋縁に変遷していくと考える。

上述したが本遺跡出土の１と２はSI199出土土器であり、１は床面、２は覆土上層からの出土である。

このことから考えると１の入組三叉文から２の羊歯状文２類の祖型的モチーフへの変遷にはさほど時間を

要さなかったものと推測する。しかし本県は大洞式分布域の中心地ではないため、自然発生的か文化伝播

によるかで時間の問題は変わってくるものと思われる。この点については今後の検討課題としたい。

3） 地文からの検討

上記では型式指標となりうる主文様について比較したが、次にⅠ群土器の体部またはⅡ群土器ａ類の地

文について本遺跡と昼塚遺跡の比較検討を行う。第12表は両遺跡出土土器の地文の相対比率を示したもの

である。対象資料は観察表に提示した資料である。全ての出土土器からの算出ではないが、代表的な資料

を扱っているため、ほぼ遺跡全体の土器様相を示していると考えてよい。なお算出の際には同一個体片は

１個体としてある。

第12表をみると、本遺跡は縄文LRが施された土器が最も多く39.6％、次いで結節縄文LRが28.6％、RL

とLRによる羽状縄文が12.1％となっている。鈴木克彦氏は亀ヶ岡式土器について、その地文から東北地方

一帯の地域性を分析しているが、晩期前葉大洞B式・BC式段階ではほとんどの地域で縄文LR、結節縄文、

羽状縄文の比率が高くなっており［鈴木 1999］、本遺跡でもその傾向を反映している。本遺跡の特徴とし
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ては斜縄文の種類が多く、上述の縄文LRのほかにRL、複節縄文LRL（85）、無節縄文L（23・51・57：図版

67・71）などがあり、羽状縄文でも先のRL・LRによるもののほかに、無節R・LR（26：図版67）、反撚

RR・LR（20・59：図版67・72）、複節RLR・LR（42：図版69）がある。複節や反撚が当該期の地文原体に用

いられるのは珍しく、特に反撚を地文に用いた当該期の資料は類例が見当たらない。本遺跡の特徴的な資

料といえる。

次いで昼塚遺跡についてみると、縄文

LR38.3％、結節縄文LRが29.6％となり、本遺跡

とほぼ同じ比率となる。しかし本遺跡で次いで

比率の高かった羽状縄文系の比率は低く、かわ

って撚糸文系の比率が高くなっている。その中

でも網目状撚糸文Rの比率が7.4％と高くなって

いる。ほかに本遺跡ではみられない附加条縄文、

櫛歯状条線文、条痕文が出土した。鈴木氏の分

析によると撚糸文と櫛歯状条線文が多用される

地域は東北地方南部の福島県であり、東北地方

を通してひとつの地域性が特定できるとしてい

る［鈴木 前掲］。地文の特徴からは昼塚遺跡は

東北地方南部地域との関連性が窺えるが、本遺

跡では関連する要素が見当たらない。複節、反

撚という当該期では目立たない原体を使用している点が特徴である。

以上、主文様・地文から本遺跡と隣接する昼塚遺跡との相違を比較検討したが、主文様においてはモチ

ーフ系統が異なり、地文においても両遺跡でそれぞれに特徴的な地文が用いられていることが判明した。

隣接遺跡で同時期の文様系統が異なることは何を意味するのか、縄文時代晩期集落の構成を考える上で重

要な課題である。

３　遺構と遺跡

Ａ　土器の接合関係から見る遺構の同時性

前節でも一部触れたように、本遺跡では重複する遺構からだけでなく、かなり離れた遺構からそれぞれ

出土した土器片が接合、または接合はしないが同一個体と判断できるものを20組近く確認した。これは本

遺跡の特徴の一つで、同時期の遺構の抽出や遺構の時期差を検討する上での手掛かりとなる。また本遺跡

の各遺構は、上部が削平されている南側のSI198などを除き、遺物包含層下面で検出でき、各遺構の遺物

が生活面上での移動はあったとしても、後世の耕作などによる移動や混入のなかったことを示している。

またSI198の土器についても、床面直上層（３層）からの出土で、これも後世の混入は考えられない。

分析に入る前に、土器の遺構間接合、または非接合だが確実に同一であると判断した個体が出土した遺構

を示した（第37図）。実線表示は接合、破線表示は、同一個体であるものの関係を示している。また同図に

は、第Ⅴ章第１節「土器」と前節で時期判別の標識としたⅠ群土器（装飾土器）も併せて表示している。
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ただし、竪穴住居など自然埋没を示す遺構から出土した土器片の帰属については、床面上・炉内出土など、

その遺構に伴うことが明らかなもののみとし、覆土上層や中層出土のものは、遺構の切り合いや埋没段階

の流れ込みなどによる混入も考え、第37図での表示にとどめる。

ところで道下遺跡は、次項で説明する竪穴住居の分析から、道下１期、道下２期、それに後続する道下

３期を加えて３時期に区分したが、道下３期とした遺構内からは時期の特定できる装飾土器が出土してい

ない。そのため、２期と３期の遺構を抽出区分するには、土器の接合関係などの説明では不十分で、項を

改めて総合的に分析することとした。ここでは、便宜的に道下２期と３期は区分せず、前節で提示した装

飾土器による時期区分を基本に、大洞B2新式～BC1式併行期に該当する道下１期、大洞BC2式併行期およ

びその後続期に該当する道下２～３期の２期に区分し表示した（第37図）。

まず道下１期に比定できる遺構について、Ｄグリッドラインを境とした遺構分布範囲西半分の遺構群を

北からみていく。SK56からは当該期Ⅰ群深鉢形土器（Ｐ40）が出土し、焼土遺構群（Ｆ46・61～71・182）西

側のSK34からも、Ⅰ群土器ではないが、体部下半に１条の区画沈線をもつ古い様相の鉢形土器（Ｐ39）が

出土している。その南SK156からは浅鉢形土器（Ｐ47）が出土し、SK166・180・181・186・305からも小片

が出土し接合関係にある。浅鉢形土器の小片が出土したSK180からは台付浅鉢形土器（Ｐ64）とⅡ群深鉢

形土器（Ｐ63）が出土し、Ｐ63はSK77出土のＰ61と同一個体であるため、SK77についても当該期に比定で

きる。これらの遺構群の南に位置するSK95からは壺形土器（Ｐ71）の小片が出土し、Ｄグリッドライン東

側のSK17と遺構間接合している。Ｄグリッドライン西側土坑群の南端に位置するSK197からは単独で壺形

土器（Ｐ46）が出土している。

Ｄグリッドライン東の北側に移ると、SI52と上述のSK17の間に、深鉢形土器（Ｐ38）を出土するSK16が

位置する。Ｐ38は道下１期のうちでも古手の土器である。その東側SK９・29から同一個体のⅠ群鉢形土

器（Ｐ97・98）が出土している。

SI148床面からはＰ28の壺形土器頸部片が出土し、SK233と遺構間接合しており、両者は当該期に比定

できる。そのSI148と重複し切られているSI196の床面からは、SK233出土のⅡ群深鉢形土器（Ｐ57）と同

一個体片（Ｐ31）が出土している。SK233はレンズ状堆積で自然埋没しており、Ｐ57の土器片が覆土全体

から出土していることから人為的に埋めたとは考えにくく、またSK233はSI196を切っていることから、

もとはSI196の床面に属したＰ57が、重複したSK233に流れ込んだものと推測する。

遺構分布範囲の南に位置するSI199床面からはＰ１のⅠ群鉢形土器、覆土上層からはＰ２のⅠ群鉢形土

器が出土し、当該期に属する。SI199に隣接するSI176からはSI199と重複するSK214出土のⅡ群深鉢形土器

（Ｐ54）の底部が出土している。SI176からは時期の指標となるⅠ群土器の出土はないが、放射性炭素年代

測定結果により当該期に属すると考えられる（第Ⅵ章１ 理化学分析参照）。これについては次項で詳述する。

次に道下２期とそれ以降に比定できる遺構について、再びＤグリッドライン西側からみていく。これよ

り後述するⅠ群土器はすべて大洞BC2式に比定できるものである。

遺構分布範囲北端に位置するSH38からはⅠ群鉢形土器（Ｐ34）が出土している。埋設土器（SH）はその

検出層位から本遺跡のなかで最も新しい段階に属する。SH38の南には道下１期のSK56を切るSK７が位置

し、Ⅰ群鉢形土器（Ｐ41）が出土している。その南に位置するSK219からはⅠ群鉢形土器口縁部片（Ｐ100）

が出土している。それに隣接して重複しているSK78・93・122・251・252からはSI52床面出土のⅡ群深鉢

形土器（Ｐ20）と同一個体片が出土し、SK78にはSI52と遺構間接合があった。また自然流路（SD１）に流

れ込んだⅦb層に対応する３枚の炭化物層のうち、中位の炭化物層からもＰ20と同一個体片（Ｐ139）が出
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土しているため、埋没し始めた段階の自然流路とSI52の同時性が確認できる。SI52からは時期の指標とな

る遺物の出土はないが、炉の炭化物の放射性炭素年代測定結果により、道下１期の遺構群より新しい結果

となっているため道下２期以降と考える根拠とした（第Ⅵ章第１節理化学分析参照）。 SK78・93・122・

251・252西側のSK183からは道下２期に比定できる壺形土器か注口土器の口縁部片（Ｐ103・104・105）が

出土しており、図示していないがＤグリッドライン東側SI196と重複するSK174からも同一個体片が出土

している。SK183西側のSK184からはⅡ群深鉢形土器（Ｐ78）が出土し、Ｄグリッドライン東側のSI148と

重複するSK84から同一個体（Ｐ79）が出土している。SK84が道下１期のうちでも新しい住居であるSI148

を切って構築されていることから道下２期以降に属すると考える。SK184から南に下った重複遺構群西端

に位置するSK135からはⅠ群鉢形土器（Ｐ45）が出土している。

Ｄグリッドライン東の北側に移ると、SI52を切るSK30出土のⅡ群深鉢形土器（Ｐ83）と同一個体のＰ82

がＤグリッドライン西側のSK39から出土している。この２基はSI52埋没後に形成されたものである。

SI52西南の重複遺構群であるSK22・23・24・36・49からはⅠ群深鉢形土器の同一個体片（Ｐ91・92・94

～96）が出土しており、その南のF177、SK３・32・103・104・229からは同一個体のⅡ群深鉢形土器が出

土している（Ｐ76・81・129）。後述するがSK３出土のＰ76はSI191覆土中層出土のＰ４と接合している。こ

れらの遺構群のうちSK104・229が上述のSK174と重複し、SK104が切り、SK229が切られているためこれ

らは短期間のうちに形成されたと考え、SK174と同時期の道下２期に属すると考える。F177の南に位置す

るSK144からはⅠ群深鉢形土器（Ｐ42）が出土し、同一個体片（Ｐ99）がSK119から出土している。

上述のSK174を切っているSK172からはＰ111のⅡ群深鉢形土器の口縁部片が出土しており、F195に隣

接するSK170から同一個体片（Ｐ109）が出土している。このSK170はⅠ群深鉢形土器（Ｐ106）を出土する

SK206に切られているためSK170・172は道下２期におさまるものと考える。

上述のSK170をはじめ、F195周辺には道下２期の土坑が集中し、F195からⅠ群鉢形土器（Ｐ48）が出土

し、同一個体片がSK243上層から出土している。そのSK243はSK244・245と重複し、この３基からはⅡ群

深鉢形土器（Ｐ56）が出土している。SK204からは上述のⅠ群深鉢形土器（Ｐ106）が出土し、SK206と接合

している。

遺構分布範囲南側に集中する竪穴住居群と土坑群であるが、まずSI102に隣接し、SI176を切るSK231か

らはⅠ群鉢形土器（Ｐ44）が出土し、SK203から同一個体片（Ｐ102）が出土している。また、SI102は

SK116・117と接合関係があり（Ｐ24～26）、さらにSK85・110・111とも関係している（Ｐ23）。SK85・

110・111についてはSI102と重複しているため、重複時の混入と思われる。SK117は重複するSK309とも接

合関係にある（Ｐ84）。接合関係にある土器は全てⅡ群の深鉢形土器（Ｐ23～26）であるが、SK116からⅠ

群深鉢形土器の口縁部片（Ｐ88）が出土している。Ｐ88は自然流路に流れ込むⅦb層に対応する３枚の炭化

物層のうち上層から出土した土器片と接合している。またこれはSK200、F226出土のＰ89と同一個体であ

り、これらの遺構との同時性が確認できた。さらにＦ226はSK211・293出土のⅠ群深鉢形土器（Ｐ43）と

遺構間接合の関係にあり、SI198の炉を覆っていた壺形土器（Ｐ10）と同一個体片も出土しているため、こ

れらとの同時性も確認できた。

そのＰ43と同一個体片（Ｐ６・７）がSI191覆土中層から出土しているが、SK211とSI191は壁が接する位

置にあり、Ｐ６・７の出土位置もSK211に近いため（図版20・21）、SI191埋没過程において混入したものと

判断する。同じく覆土中層出土のⅡ群深鉢形土器片（Ｐ４）は上述のSK３出土のＰ76と接合し、Ｐ81と同

一個体であるが、これも埋没過程における混入と推測する。SI191はＰ89が出土するSK200を切っている

111

第Ⅶ章　ま　と　め



ため、上述の遺構群よりも新しいと考えた。

また、SI201の覆土上層からは、SI198でＰ10の壺形土器と同様に炉を覆っていたＰ12の深鉢形土器と同

一個体のＰ17が出土している。SI201の覆土下層からはⅠ群深鉢形土器の口縁部片（Ｐ15）が出土している

ため、SI201も道下２期に属するが、同一個体であるＰ12とＰ17の出土状況からはSI198の方が新しいと言

える（第33図参照）。つまり土器の出土状況からは、SI102・198・201が道下２期に属し、またこの中でも

SK116・117、F226を介して、SI102・198は同時存在していたことになる。さらにSK116出土Ｐ88の遺構

間接合片が自然流路の上位炭化物層出土、SI52床面出土Ｐ20と同一個体のＰ139が中位炭化物層出土であ

ることから、SI102・198よりもSI52が古いということになる。そのＰ88と同一個体のＰ89が出土した

SK200をSI191が切るため、SI191は住居群の中でも新しく、道下２期かそれ以降となる。

F226北側に位置するSK193とSK208は遺構間接合の関係にあり、Ｐ58のⅡ群深鉢形土器が出土している。

この２基はSI201を切るため道下２期かそれ以降といえる。

Ｂ　竪穴住居について

本遺跡では、前項で述べているように縄文時代晩期前葉後半、大洞B2式～BC式ころに属する10軒の竪

穴住居（以下、「住居」とする）を検出した。新潟県内において、当該期に属する明確な竪穴住居の調査例は、

朝日村元屋敷遺跡ⅡのSI1003・1068の２軒で、平面形・規模のわかるものはSI1003のみで［滝沢・高橋

2002］、少ない状況にある。一方、後続する中葉の大洞C1～C2式期においては、元屋敷遺跡ⅡのSI568・

1111など［滝沢・高橋 前掲］、新発田市村尻遺跡Ｃ区の２号住居［関ほか 1982］および同市館ノ内遺跡Ｄ

地点の２号住居 ［田中ほか 1992］、長岡市中道遺跡の第22号住居ほか［駒形ほか 1998］など、比較的多く

検出されている。住居の規模は元屋敷遺跡ⅡのSI1003で、直径4.12×3.88ｍと小型の円形であるのに対し、

SI568は、直径5.96×5.60ｍの円形で大型化している［滝沢・高橋 前掲］。さらに、館ノ内遺跡Ｄ地点の２

号住居は、直径６ｍ前後の円形住居である［田中ほか 前掲］。中道遺跡の第22号住居も、直径6.8ｍの円形

住居［駒形ほか 前掲］で、大型化する傾向が窺える。このように、道下遺跡が営まれた時期は、住居の規

模からも晩期前葉～中葉への過渡期とみることができそうである。

そこで、ここでは住居の形状・規模や炉の形態などについて検討を加えた後、遺構の切り合いや出土土

器による新旧関係、放射性炭素による年代測定の結果などから、10軒の住居の変遷を探ることにする。す

でに、第Ⅳ章の遺構各説の説明において、住居の特徴を考えるための重要な要素として、その平面形と炉

の形態に基づく分類を行った。その結果、SI102を除く９軒で、規模と平面形の間に関係がみられたため、

さらに床面積（下端線で計測）を加えて比較検討を行う。

隅丸長方形状などで地床炉のＡ類にはSI140・102がある。SI140は床面の一部が削平されているため柱

穴の位置から形状を推測し、面積は20～22㎡程度と推定する。SI102はおよそ14.73㎡である。隅丸方形状

で石囲炉のＢ類にはSI198があり、面積はおよそ24.27㎡で10軒のなかで最大である。不整楕円形で石囲炉

のＣ類にはSI176・199・52がある。面積はSI176が18.64㎡、SI52が15.78㎡程度である。SI199は床面の一部

が削平されているため、面積は22～23㎡程度と推定する。不整楕円形などで地床炉のＤ類には、SI196・

148・201・191がある。面積は順に14.17㎡・13.43㎡・14.72㎡・15.12㎡程度である。

これらから、中間的な規模で、集落内でほかの住居から離れて位置するSI52を除き、Ａ・Ｂ・Ｃ類の４

軒を大型の住居に分類し、Ｄ類の４軒とSI102を小型の住居に分類した。大型の住居の床面積は18～25㎡

程度である。一方、小型の住居の床面積は13～15㎡程度である。なお、中間規模のSI52は16㎡弱である。
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炉の形態では、Ｂ・Ｃ類の住居４軒が円礫による石囲炉である。外形規模で、長（直）径70～90cm×短

径60～80cmの楕円形である。掘り込みは10cm以内と浅く、炉内中央の火床
ほ ど

に土器の底部付近が据えられ

ている。一方、Ａ・Ｄ類の６軒の住居は地床炉で、SI140を除く小型に分類した住居はいずれも地床炉で

ある。なお、石囲炉の４軒の住居で、中間規模のSI52のみ炉石が遺存しているのに対し、ほかの３軒の炉

石は抜き取られている。また、SI52・198では、火床
ほ ど

に据えられた底部付近の土器片が遺存しているのに

対し、SI176・199では取り外されている。炉石の抜き取りや火床
ほ ど

に使われた土器片の取り外しの意味につ

いては不明である。

このように、住居の形状・規模と炉の形態には、一部を除き関連性がある。本遺跡で大型とした住居の

内、円形ないし楕円形の範ちゅうで捉えることができるＢ・Ｃ類の３軒（SI198・176・199）には、石囲炉

が構築されている。一方、隅丸長方形状のＡ類に属するSI140のみ地床炉で、住居の形状による違いが認

められる。また、小型とした５軒の住居（SI148・196・201・102・191）はいずれも地床炉で、住居の規模に

よっても炉に違いが認められる。

ここまでの検討で、住居の形状と炉の形態、住居の規模と炉の形態は、それぞれ密接に関係しているこ

とが明らかとなった。次に、本遺跡内における各住居の時期について分析を進める。

まず、「第Ⅵ章１　理化学分析」で報告した、SI176・198・52の炉内で採取した炭化物による放射性炭

素年代測定の結果を、暦年較正値の相対比が0.9を上回る部分の値を示した。

SI176 calBC 1,193-1,041（BP 3,143-2,991） 相対比1.000

SI198 calBC 1,049- 931（BP 2,999-2,881） 相対比1.000

SI52 calBC 1,056- 933（BP 3,006-2,883） 相対比0.947

以上のように、SI198とSI52とは測定誤差の値がほとんど重なるため、同時期の住居とみることができ

る。一方SI176は、SI198・52と測定誤差の値がほとんど重ならないため、これらより古い段階の住居とみ

て差し支えないものと考える。また、住居間の重複関係でも、SI102がSI176を、SI148がSI196を、SI191が

SI199を、それぞれ切っている。これらのことから、10軒の住居すべてが同時に営まれていなかったこと

は明らかである。

ところが、本遺跡では前項でも述べたように、離れた遺構覆土から出土した土器片の接合や非接合の同

一個体片を多く確認している。また、これらの土器片が出土した遺構には、それぞれ重複関係をもつもの

も多い。そこで、各遺構の遺物の出土状況を検討した上で、土器片の接合や重複関係などから、各住居の

同時性や時期差について分析する。前項と重なる部分もあるが、出土土器を中心に各住居の分析結果をま

とめた後、時期区分を行う。

SI52 時期を特定できる装飾土器は出土していない。床面出土のＰ20と同一個体のＰ139が、SD１の中

位の炭化物層（８層）から出土している。放射性炭素年代測定の結果、SI176より新しく、SI198と同時に

営まれる。SI198の炉を覆っている土器と、後述するSI201との関係から、大洞BC2式古段階から新段階に

かけて存続したと判断する。

不整楕円形・石囲炉（Ｃ類）の中型住居で、５本柱と推測する。炉はやや楕円形で、炉内に土器を据える。

なお、昼塚遺跡の土坑 SK337底面出土のオニグルミによる放射性炭素年代測定で、calBC 1,047-931の

値が得られ［折井ほか 2006］、SI52の数値とほぼ重なる。土坑 SK337の覆土上位からは、大洞BC2式新段

階からC1式の土器（Ⅱ－12・13）が出土している（第34図）。
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SI102 SI176を切る。壁ぎわの覆土上層から、大洞BC2式新段階のＰ22が出土している。覆土下層出土

のＰ24・25は、SK116の土器片と接合する。さらに、SK116出土の大洞BC2式新段階のＰ88は、SD１の上

位の炭化物層（５層）出土の土器片と接合する。これらの事実から、SI102は大洞BC2式新段階に営まれた

住居と考える。構築時期はSI52・198より新しいものの、廃却時期は同時と考えることができる。

長楕円形・地床炉（Ａ類）の小型住居で、４本ないし５本柱と推測する。なお、地震の液状化により建

替えられている。

SI176 SI102に切られる。時期を特定できる装飾土器は出土していない。放射性炭素年代測定の結果、

SI52・198より古く、同時に営まれてはいない。

不整楕円形・石囲炉（Ｃ類）の大型住居で、４本ないし５本柱と推測する。炉はやや楕円形で、炉内に

土器を据えた痕跡がある。

なお、昼塚遺跡の土坑 SK23のオニグルミによる放射性炭素年代測定で、calBC 1,210-1,050の値が得ら

れ［折井ほか 前掲］、SI176の数値とほぼ重なる。土坑 SK23からは、大洞B2新～BC1式の土器（Ⅰ－１・

２）が出土している（第34図）。

SI140 SD１が埋まった後、その覆土上面に構築されている。時期を特定できる装飾土器は出土してい

ない。SD１の層位関係から、SI102・52より新しい。

隅丸長方形状・地床炉（Ａ類）の大型住居で、５本柱と推測する。炉の焼成面はあまり硬化していない。

SI148 SI196を切る。床面から、大洞B2新～BC1式のＰ28が出土している。Ｐ28は、同じくSI196を切

るSK233出土の土器片と接合する。

不整隅丸方形・地床炉（Ｄ類）の小型住居で、４本柱と推測する。

SI196 SI148に切られる。時期を特定できる装飾土器は出土していない。床面から出土のＰ31と、

SI196を切るSK233出土の土器片と、同一個体である。これらの事実から、SI196はSI148より古い。

不整隅丸方形・地床炉（Ｄ類）の小型住居で、４本柱と推測する。炉の焼成面はあまり硬化していない。

SI191 SI199・SK200を切る。覆土上層出土のＰ３は、SI199出土のＰ２と同一個体である。重複関係

の中で混入したものと考える。覆土中層出土の小片Ｐ６・７は、壁が接するSK211出土、大洞BC2式新段

階のＰ43と同一個体である。Ｐ43は、SK211の覆土上面付近のSI191側にまとまっている（図版39）ことか

ら、SI191構築時の整地などにより一部が露出し、埋没過程で混入したものと考える。Ｐ４も覆土中層出

土のため、Ｐ６・７と同様で本住居に帰属するとは考えにくい。SK３出土のＰ76と接合するほか、同一

個体片も多いことから、何らかの理由により埋没過程で混入したものと推測する。覆土下層出土のＰ５は、

壺形としたが注口土器の可能性もある頸部片である。大洞BC式の範ちゅうで捉えることができるが、詳

細は不明である。また、出土位置の下層には、SI199の覆土下位が残存するため、本来的な帰属は不明で

ある。このように出土土器では、SI191の時期を決定できなかった。

そのため、SI191の時期については、SI191に切られているSK200から出土のＰ89が、大洞BC2式新段階

であることから、それより新しいと判断した。また、Ｐ89と同一個体のＰ88が、SK116およびSD１の５層

から出土しているため、SI191はSI102より新しいと判断する。さらに、SI191とSI102は近接しているため、

同時に営まれる状況にない。

不整隅丸方形・地床炉（Ｄ類）の小型住居で、４本柱と推測する。炉の焼成面はあまり硬化していない。

SI199 SI191に切られる。SI176の土器片と同一個体のＰ54が出土しているSK214と重複するが、新旧

は確認できなかった。床面から大洞B2新～BC1式のＰ１、覆土上層から同じく大洞B2新～BC1式に比定で
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きるＰ２が出土している。

不整楕円形・石囲炉（Ｃ類）の大型住居で、４ないし５本柱と推測する。炉はやや楕円形で、炉内に土

器を据えた痕跡がある。

SI198 覆土下層で、炉を覆っている土器にＰ９・12などがある。Ｐ９は大洞BC2式新段階である。ま

た、Ｐ12はSI201のＰ17と同一個体である。Ｐ17の出土したSI201からは、大洞BC2式古段階のＰ15も出土

している。間接的ながらSI198の構築時期は、大洞BC2式古段階と考える。これらの事実からSI198は、大

洞BC2式古段階から新段階にかけて存続したと判断する。

隅丸方形・石囲炉（Ｂ類）の大型住居で、４本柱と推測する。炉はやや楕円形で、炉内に土器を据える。

なお、昼塚遺跡の土坑 SK337底面出土のオニグルミによる放射性炭素年代測定で、calBC 1,047-931の

値が得られ［折井ほか 2006］、SI198の数値とほぼ重なる。土坑 SK337の覆土上位からは、大洞BC2式新

段階～C1式の土器（Ⅱ－12・13）が出土している（第34図）。

SI201 覆土上位から、大洞BC2式古段階のＰ15が出土している。SK200に覆土の各層とも切られてい

る。SK200はSI201と接するSI191に、覆土の各層とも切られている。SK200から出土した大洞BC2式新段

階のＰ89を介して、SI102より古いと判断する。

不整隅丸方形・地床炉（Ｄ類）の小型住居で、４本柱と推測する。炉の焼成面はあまり硬化していない。

以上の分析結果から、10軒の住居を古い順に道下１～３期の３時期に分けた。さらに、１期と２期はそ

れぞれａ・ｂの２小期に細分した（第38図）。以下、住居の時期区分と変遷および土器型式にあてはめた各

期の年代について説明する。

道下１期の住居は、大型がSI176・199の２軒、小型がSI148・196の２軒である。大型の２軒は近接して

いることから、同時に営まれたとは考えにくく、どちらもＣ類で石囲炉をもつため、特定はできないもの

の、一方が１ａ期、他方が１ｂ期と考える。小型の２軒は重複関係から、SI196が１ａ期、SI148が１ｂ期

である。どちらもＤ類で地床炉である。このように１期の住居は、１ａ期と１ｂ期の２小期に分かれ、そ

れぞれ大型１軒と小型１軒の２軒で構成する。

道下２期の住居は、大型がSI198、SI198と同時期のSI52（中型）、小型がSI201・102の計４軒である。Ｂ

類で石囲炉をもつSI198とＣ類で石囲炉をもつSI52の２軒は、２ａ・２ｂ期を通じて存続した。一方小型

の２軒は、２ａ期がＤ類で地床炉のSI201、２ｂ期がＡ類で地床炉のSI102である。このように２期の住居

は、２ａ期と２ｂ期の２小期に分かれ、それぞれ大型のSI198、中型でやや離れて位置するSI52、小型１

軒の３軒で構成している。

道下２期の住居であるSI52と198は、床面上の炭化物堆積層がほかの住居より顕著で、特異な状況を呈

していた（第39図）。

まずSI52では、炭化物層（７層）が床面のみならず、炉の上面をも覆っている。またこの炭化物層は壁

ぎわで薄く、中心部に向かって厚くなる傾向にあり、炭化材もいくつか確認した。このことからSI52の廃

却は、失火や野火により焼けてしまったか、意図的に火を放って焼かれたか、このいずれかが考えられる。

しかし、土器などの出土遺物が乏しいことを考え合わせれば、生活用具をもち出す余裕がある野火か、ま

たは生活用具をもち出してから火を放って廃却したかの、どちらかに限定される。なお火を放った場合と

しては、上屋がそのままと潰してからとに分けられる。このいずれかによって、SI52は廃却されたもの

と推測する。
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SI198の焼土部分を含む炭化物層（３層）も、SI52と同様に床面のみならず、炉の上面をも覆っている。

また壁ぎわで薄く、中心部に向かって厚くなる傾向も同様であるが、廃却の手順はSI52より複雑である。

まず炉石を抜き取り片付けた。次に生活用具であった土器を砕き、その破片を炉の部分に積み重ねてそれ

を覆った。その後に住居は火をうけている。なお炉を覆っている土器片は、炉の外へ散乱してはいない。

これらの状況および推測される一連の行為から、住居を丁寧に潰してから火を放ったと考える方が妥当で

ある。

SI198でみられた一連の行為は、住居を廃却するための一つの方法であることは間違いないと考える。

また、同時期のSI52の廃却についても、同様の一連の行為が想定される。さらに、２ｂ期のSI102でも同

様で、SI52・198よりは薄いものの、床面上に炭化物層（９層）を確認している。これらから、道下２ｂ期

の住居の廃却は片付けに近く、集落の一時休止を意味している可能性がある。

道下３期の住居は、大型がＡ類で地床炉のSI140、小型がＤ類（不整隅丸方形）で地床炉のSI191の２軒で

構成されている。

道下１～３期の住居の年代を土器型式にあてはめると、次のとおりとなる。道下１期は大洞B2新～BC1

式期である。道下２期は大洞BC2式期で、BC2式古段階期の２ａ期とBC2式新段階期の２ｂ期に分かれる。

なお、道下３期は該当する住居から、時期決定できる装飾土器は出土しなかった。そのため、SI52・198

の分析結果で述べたように、昼塚遺跡の土坑 SK337の調査および出土土器の所見［折井ほか 前掲］と道

下２ｂ期との関係などを検討した。その結果から、道下２ｂ期に後続する大洞BC2式新段階～C1式期を道

下３期とした。

このように、道下遺跡で営まれた10軒の住居は５期に細分でき、それぞれ小規模の集落を構成している

ことが明らかとなった。道下１ａ・１ｂ期と道下３期が、大型の住居１軒・小型の住居１軒の２軒一組で

ある。道下２ａ・２ｂ期は、大型の住居１軒・中型の住居１軒・小型の住居１軒の３軒一組である。

各期の構成する住居が明らかになったことから、関野克氏の計算方法により［関野 1938］、竪穴住居の

面積から各期の居住人員を推計することができる。その計算式（――――）で算出すれば１）、大型の住居が

６～８人、中型の住居が５人、小型の住居が４～５人となる。この数値から、各期の同時に居住したと推

計される人数は、道下１ａ・１ｂ期がそれぞれ10～11人、道下２ａ・２ｂ期がそれぞれ15～16人、道下３

期がおよそ12人である。算出された数字の正否はともかく、この数字が道下集落全体および各期の内容・

性格を検討する上での、重要な基準となる。また、住居ごとの居住人数の違いについては、「………それ
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1) 関野氏は、竪穴住居内での一人当たりの必要面積を３㎡と仮定し、床面積から１㎡（炉などの屋内施設分）を引いた数字

を３（一人当たりの必要面積）でわり、居住人数を求めた。

3

住居面積－1



ら住居が集落においてどのような性格のものか推定させる……」とした金子拓男氏の論考［金子　1969］

が基本になるものと考える。

次に、道下１ａ期のSI196と２ａ期のSI201は、炉の焼成面があまり硬化していないことから、それぞれ

比較的短期間の居住で、道下１ｂ期のSI148と２ｂ期のSI102に建替えている可能性がある。さらに、道下

３期の２軒の住居は、いずれも炉の焼成面があまり硬化していないことから、３期は比較的短期間で終了

し、集落を廃却したことが推測される。

逆に道下２ｂ期の３軒の住居では、いずれも炉の焼成面の硬化が顕著であることから、道下各期の中で

は最も長期間存続したことが窺える。しかし廃却は特殊な方法で行われた。

なお、大洞B2新～BC2式新段階期にあたる道下１・２期と、それに後続する大洞BC2式新段階～C1式期

の間で、大型の住居に変化がみられる。前者は平面形が不整楕円形で、炉内に土器を据えたやや楕円形の

石囲炉であるのに対し、後者は平面形が隅丸長方形状で、地床炉に変化している。土器が住居の廃却段階

を示しているのに対し、住居の形状や炉の形態１）は構築段階を示している［折井 1977］といわれ、特に

道下１・２期と３期での炉の変化は、年代差を示している可能性がある。

Ｃ　土坑について

本遺跡で検出した土坑は、232基の多くを数える。その内、形状・規模が確認できたものは164基であっ

た。平面形では、円形52基、不整円形９基、楕円形52基、不整楕円形７基、長楕円形26基、不整長楕円形

１基、隅丸方形６基、方形５基、不整方形１基、隅丸長方形５基に分かれ、円・楕円・長楕円系統が９割

を占めている。断面形では、台形状67基、弧状54基、皿状22基、半円状８基、箱状６基、袋状４基、階段

状１基、不整形２基で、台形状と弧状で７割を占めている。規模では、土坑という名称の性格上、ピット

を一回り大きくしたものから、長径４ｍ、短径３ｍほどの大型のものまで含んでいる。深さでは、10～

35cmのものが９割を占め、全体的に浅い傾向が強い。覆土の堆積形状では、レンズ状堆積82基、単層57

基、水平堆積15基、斜位堆積９基、水平レンズ状堆積１基に分かれ、自然埋没に多くみられるレンズ状堆

積が５割を占める。残りの半分は、人為的な埋土の可能性を含む単層のものとそれ以外の堆積形状のもの

である。

これらの土坑は、おおよそＤグリッドラインを中心線に、南北約24ｍ、東西約21ｍの範囲に分布してい

る（図版１～９）。特にＤグリッドラインの西側で、８グリッドラインより南側に集中する部分がある。ま

た、竪穴住居と分布域の重なる部分では、やや希薄になるものの点々と分布している。一方、分布域の中

心にあたる７D12グリッドのF195周辺は、かなり希薄である。巨視的にみるとこの付近が中心で、環状に

分布しているようである。これらの土坑の中には、ほかの遺構との切り合い関係をもつものが多く、それ

ぞれの出土土器などから時期差を捉えることができるものもある。また、形状・規模と遺物の出土状況に

違いのあることも明らかとなった。

特に、土器の出土状況は特徴的で、形状・規模などとともに土坑の用途や性格を知るための重要な手掛

かりと考えた。しかし、遺物があまり出土していない土坑が大半で、すべてを検証することは不可能であ

る。そこで、ここでは形状・規模が明確で、遺物がまとまって出土した土坑について、分析を行うことと

する。
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1）折井は、長野県の八ヶ岳南麓で調査された縄文中期の竪穴住居の石囲炉について、土器編年と同様で、変化に規則性があ

ることを明らかにし、その変遷により時期区分ができるとした［折井 1977］。縄文晩期の竪穴住居の炉でも規則性が予測さ

れることから、「形状」ではなく「形態」を用いた。



土坑の用途や性格を判断するための分析は、次の手順で行った。まず、土坑の形状・規模による分類と、

覆土の堆積形状による分類を行い、自然堆積のもの、人為的な埋土の可能性のあるもの、そのほかのもの

とに分けた。つぎに、土坑内から出土した遺物やその出土状況による分類を行った。特に土器の出土は特

殊な状況のものがみられたため、土器の出土状況が中心となっている。

1） 分　　類

形状・規模による分類

これらの土坑は、当時の人々が生活を営む上での必要性により、目的をもって掘られたものである。そ

のため土坑の形状・規模には、その用途・性格が反映されているものと考える。第40図は土坑の長径・短

径をもとに作成した長幅分布図である。これによると規

模にはかなりの差があるものの、いくつかのまとまりに

分かれる。そこで、以下の規模Ａ～Ｄの４グループに分

類した。

規模Ａ 直（長）径が50～180cm程度、短径が40～

150cm程度の円形か楕円形のもの。

規模Ｂ 直（長）径が170～250cm程度、短径が160～

240cm程度のほぼ円形で大型のもの。

規模Ｃ 長径が180～240cm程度、短径80～170cm程

度の長楕円形のもの。

規模Ｄ 長（辺）径が300cm以上、短（辺）径280～

300cm程度の特に大型のもの。

覆土の堆積形状による分類

土坑がその役割を果たしたまたは果たした後、人力で埋め戻されたか、放置され自然の力で埋まったか

を覆土の堆積形状は示している。これも土坑の用途や性格を検証するために重要である。ある意味におい

ては、形状・規模は構築段階を示し、覆土の堆積は廃棄段階を示しているともいえよう。形状・規模によ

り分類した規模Ａ～Ｄのものについて、覆土の堆積形状を加えて分類した結果は、以下のとおりである。

規模Ａ　レンズ状・単層・水平・斜位・水平レンズ状のすべての堆積形状がある。

規模Ｂ　ほとんどが自然埋没を示す、レンズ状堆積である。ほかは単層である。

規模Ｃ　ほとんどが自然埋没を示す、レンズ状堆積である。ほかは単層である。

規模Ｄ　いずれも自然埋没を示す、縞状の水平堆積である。

形状・規模、覆土による分類の結果

規模Ａ　ほとんどの土坑はこのグループに含まれる。規模のばらつきは大きいが、形状の比率は１：１

～１：1.2の範囲にまとまっている。一方覆土には、一部の例外を除き自然埋没と考えられるレン

ズ状、人為的な埋土がみられる水平・斜位・水平レンズ状、一回で埋め戻したものと上部が切ら

れた見かけ上の単層がある。このように、規模Ａのグループは、これらの分類だけで用途を特定

することはできない。
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規模Ｂ　SK17・28・118・141・170・204などがある。大型の円形で、人為的な埋土とみられるもの

（SK141）以外は廃棄後に自然埋没したことを示している。また、自然埋没を示すいずれもが集落

の中央部に位置することから、同一の用途や性格の土坑と推測する。

規模Ｃ　SK９・30・39・90・107～109・116・117・213・233・251などがある。形状の比率が１：1.5以

上の長楕円形が中心で、少数の人為的な埋土とみられるもの（SK30・39・213・251）以外はほとん

どが廃棄後に自然埋没したことを示している。規模のばらつきは大きく、集落内での配置にも規

則性がみられないことから、同一の用途や性格の土坑とは考えにくい。

規模Ｄ　SK200・242の２基がある。特に大型で、炉や柱穴を伴えば小型の竪穴住居と認定できるもの

である。竪穴住居に近接し、自然埋没であるなど共通点が多い。

遺物の出土状況による分類

このように、形状・規模、覆土の堆積形状による分類で、規模Ｂ～Ｄ土坑は、規模に大小の違いはある

ものの、多くのものが廃棄後、自然の力で埋まったことが推測された。このことはこれらの土坑が、何ら

かの作業を行うために掘られたか、土そのものを採取するために掘られたことを示唆している。これらの

土坑については、次項の最後に説明する。

一方、ほとんどの土坑が含まれる規模Ａ土坑の中で、人為的に埋め戻されたと考える土坑では、遺物の

出土状況が特徴的である。これらの土坑は埋め戻すことを前提に掘られたもので、埋め戻したのち、特殊

な状況に遺物を配置するまで、一連の行為として捉えることができそうである。そこで、ここでは人為的

に埋め戻された規模Ａ土坑について、遺物の出土状況による分類を行い、次項で機能・用途について分析

する。

また、規模Ａの中で、SK84・135・211・309の４基は、覆土の堆積形状と遺物の出土状況の関係につい

て、若干の説明を加える。SK135・211は上下２層のレンズ状堆積であるが、上層は下層の陥没により堆

積したものと考え、本来は２層のみの単層と推測した。したがって出土遺物は、土坑を埋め戻した上面に

置かれたものと考える。SK84・309もレンズ状堆積である。SK84は自然堆積後のくぼ地部分を人為的に埋

め戻し、上面に土器片を面的に置いたものと考えた。土器片は下層部分には伴わない可能性がある。

SK309は遺物が層中に点在していたことから、後の流れ込みと推測する。

以上の点を考慮し、分類を行うこととする（第41図）。

Ⅰ類　ほぼ完形の土器が覆土中位～底面にかけて出土するもの（SK34・100・238）。このうちSK34・238

からは、磨石類または類似の円礫も出土した。

Ⅱ類　ほぼ１個体分の土器片が特殊な状況に組み合わされて埋設されたもの（SK79・210）。

Ⅲ類　ほぼ１個体分、または１個体の土器を規則的に分割した土器片が、覆土上面または覆土上～中位

に面的に置かれる、または積み重ねられるもの。

ほぼ１個体分の土器片が出土するもの（SK７・16・32・56）。ほぼ1/2周分・1/4周分など縦に分割

されたもの（SK77・105・114・135・144・156・180・193・197・208・211・244・245・293）。上半分・下

半分など横に分割されたもの（SK３・24・84・146・184・214・229）、さらに全周するもの、1/2・1/4

周分のものなどに分かれる。別個体の土器小破片が混じることもある。

また、磨石類または類似の円礫が出土するもの（SK７・32・56・114・146・211・293）、石鏃が出土

するもの（SK16）、玉類が出土するもの（SK77）、石鏃・石匙・磨石類が出土するもの（SK105）があ
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る。本遺跡で特徴的なパターンである。

Ⅳ類　同一個体を破砕した土器小破片を一括して土坑内に集積させたもの（SK78・189）。

Ⅴ類　残存率の低い異なる数個体の土器小破片が面的に分布するもので、覆土中位から出土するもの

（SK85・111・120・248）。このうちSK111からは磨石類、SK120からは石錐が出土した。

Ⅵ類　拳大の扁平礫や棒状の礫が覆土上面または覆土上～中位で出土するもの（SK25・32・50・81・

106・111）。土器を伴う場合はⅢ類・Ⅴ類と複合する（SK32・111）。

Ⅶ類　そのほか、出土遺物および出土状況が特殊なもの。

①　底面から赤彩のミニチュア土器（欠損品）が出土するもの（SK159）。

②　1/2周分の鉢形土器が逆位で出土するもの（SK231）。

③　底面に焼土を含む炭化物層が広がり、その直上から横位分割の鉢形土器が出土するもの（SK243）。

2） 機能・用途について

土坑墓

まず上記で遺物の出土状況を分類した規模Ａ土坑の機能・用途について検討する。土坑の機能・用途と

しては、墓・貯蔵・廃棄や何らかの作業に関すると考えられる土坑などがあげられる。このうち墓は集落
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遺跡を構成する遺構であるが、本遺跡の土坑では「墓」としての直接的な根拠となる「人骨」・「焼人骨」

は覆土中から出土しなかった。そこでまず、中村大氏の縄文時代晩期の土坑墓に関する認定基準［中村

2001］を参考に、遺物の出土状況を検討する。そして次にほかの遺跡で認定されている土坑墓との規模を

比較し、その上で本遺跡における土坑墓の認定を行うこととする。まず中村氏の認定基準を以下に示す。

土坑墓認定基準

（１）人骨が検出される。

（２）赤色顔料が土坑の底面や上面に撒布されている。

（３）貝輪・玉類・耳飾りなど装身具や石剣などの第２の道具が、底面や覆土下層から出土する。

（４）土坑の上面に、配石や集石などを有する、または土坑の底や壁に礫を並べている。

（５）底面に溝を有する土坑。

（６）上面に礫を立てる、あるいは置く土坑。

（７）上面に黄褐色土層を有する土坑。

（８）底面から覆土下部にかけて、数個の礫を置く土坑。

（９）底面から覆土下部にかけて完形あるいはそれに近い土器が出土する土坑。

（10）覆土中部から上部にかけて完形に近い土器が出土する土坑。

（11）土坑中央部の覆土下位（約10～20cm）に土器片が面的な広がりをもって発見された土坑。土器片被

覆葬。

以上の11条件と上記で分類した土坑を比較すると、Ⅰ類のSK34（図版32）・238（図版34）は底面からほ

ぼ完形の土器が出土し、認定条件（９）に該当する。Ⅰ類のSK100（図版39）は認定条件（10）に該当し

ている。このようにⅠ類は土坑墓の可能性が高い。Ⅶ類①としたSK159であるが、底面からミニチュア土

器（Ｐ73）が出土している（図版45）。欠損品であるためⅠ類にできないが、この土坑からはほかに出土品

はなく流れ込みなどの状況は考えにくいため、認定条件（９）に近いものと考える。

本遺跡で特徴的なⅢ類であるが、SK77から玉類（Ｓ82）が出土している（図版32）。認定条件（３）に該

当し、副葬品の可能性が高い。またⅢ類の土器の出土状況は認定条件（11）の土器片被覆葬と共通する要

素があり、両者とも土器片が面的な広がりをもって配されている。土器片被覆葬の場合は遺体を土器片で

覆うため、面的な広がりの土器片と土坑底面の間には10～20cmほどの間層がある。本遺跡Ⅲ類土坑の場

合、浅いため土器片の出土は覆土上面～中位であるがやはり土器片と底面の間には10～20cmの間層があ

る。

掌大の扁平礫や棒状礫が出土するⅥ類は、認定条件（６）に該当するが、ここで注目したいのが、扁平

礫を覆土上面に置くSK32の遺物出土状況である（図版34）。扁平礫が南側に置かれ、中央には土器片が積

み重なりその周囲には土器片が面的に置かれるⅢ類の出土状況である。これらの土器片はＰ49の深鉢形土

器１個体分と、少量の別個体の土器片で構成され、さらに磨石類似の円礫も出土した。

このSK32の状況と上述のSK77の玉類の出土状況、土器片被覆葬との類似点を考えるとⅢ類の土坑墓の

可能性は高いといえる。またⅥ類のうち、SK111の土器出土状況は覆土中位に残存率の低い数個体の土器

小破片が面的に分布するⅤ類であり（図版39）、ほかのⅤ類についても土坑墓の可能性が考えられる。

本遺跡で最も特異な状況を示すのがⅡ類のSK79・210である。SK79（図版33）は覆土中位に土器片を円

形に立ててならべその中に残りの破片を積み重ねており、出土位置と土器片を積み重ねるという点ではⅢ

類と共通する要素をもつ。SK210（図版38）は１個体の深鉢形土器を半周分と２枚の1/4周分に分割し、そ
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れらで何らかのものを覆ったと考えられる状況で覆土下位から出土した（第Ⅳ章　遺構参照）。このように

出土状況を解釈した場合、上記認定条件（11）の土器片被覆葬に通じる状況であると推測する。両者は水

平堆積であり埋納後に人為的に埋め戻されたと考えられた。

それ以外の遺物の出土状況を示すⅣ類（SK78・189）とⅦ類②としたSK231（図版38）であるが、上記の

認定基準に該当する要素がないため、遺物の出土状況からはその機能・用途については判断できない。し

かしいずれも覆土は人為的な埋土の可能性があり、特にSK231は土器（Ｐ44）の出土状況が特異で、甕被

り葬的な埋葬状態が想像できる。残りのⅦ類③（SK243）については、何らかの作業に関する土坑の可能

性が高いため後述する。

以上のように土坑墓の認定基準から検討した結果、規模Ａ土坑のⅠ～Ⅲ・Ⅴ～Ⅶ類①については土坑墓

の可能性が高いといえる。

規模Ａ以外の土坑の中にも、上述した土坑墓の可能性が高いものと同様の遺物の出土状況を示すものが

ある。規模ＢのSK141（図版36）、規模ＣのSK30（図版53）・39（図版41）・213（図版38）・251（図版43）が

Ⅲ類に該当する。SK141は覆土下層に白色シルト質砂が混じり人為的な埋土の可能性が高く、その上に深

鉢形土器（Ｐ50）１個体分の破片を積み重ねている。土器出土層から炭化物とともに種類不明の焼骨片も

出土した。SK213については覆土が単層で、白色シルト質砂が混じる人為的な埋土であり、覆土上面に深

鉢形土器下半分（Ｐ86）の土器片が面的に配されていた。SK251はレンズ状堆積となっているが、２・３

層を埋め戻し、上面の中央に同一個体の土器片（Ｐ20と同一個体）を面的に配し、その後下層がくぼ地化す

るに従い土器片が落ち込んだ様相である。SK30・39は同一個体の深鉢（Ｐ82・83）が覆土上面～上位で出

土している。SK30は単層でSK39はレンズ状堆積であるが白色シルト質砂が斑状に混じり、人為的な埋土

の可能性がある。以上の５基についても土坑墓の可能性を考えている。

規模の比較

上記では遺物の出土から土坑墓の検討を行った。次にほかの遺跡で実際に人骨が出土した土坑墓の規模、

または土坑墓と認定されている土坑の規模と本遺跡の上記Ⅰ～Ⅶ類土坑の規模を比較して検討する。

県内の縄文時代晩期の土坑墓からは焼人骨以外の人骨の出土は確認されていないため、青森県八幡遺跡

［青森県八戸市教育委員会 1988］、岩手県川内遺跡［岩手県埋蔵文化財センター 1985］、秋田県家ノ後遺

跡［柴田・谷地ほか 1992］、虫内Ⅰ遺跡［榮・高橋ほか 1998］を比較対象とした。八幡遺跡では土坑墓が

５基検出され、いずれからも人骨が出土している。時期は縄文時代晩期前半～後半である。川内遺跡では

上記の土坑墓認定基準（11）に該当する土器片被覆墓が１基検出されている。人骨の上に深鉢形土器の破

片が器表面を上にして密にならべられ、大形の礫を伴っている。家ノ後遺跡では人骨の出土はないが、45

基が土坑墓と考えられている。時期は縄文時代後期末～晩期初頭である。遺物出土状況が本遺跡Ⅲ類に類

似した土坑墓があるため比較対象とした。虫内Ⅰ遺跡では171基が土坑墓の可能性を指摘されている。や

はり人骨の出土はないが、家ノ後遺跡と同様に遺物出土状況が本遺跡Ⅲ類に類似した土坑墓があるため比

較対象とした。時期は縄文時代後期後葉～晩期前葉である。

以上のうち規模が明確でないものを除いて比較したのが第42図の長幅分布図である。これをみると本遺

跡Ⅰ～Ⅶ類土坑はほとんどが規模Ａ土坑のため平面形は短径対長径の比率が１：1.5未満の円・楕円形とな

っているが、家ノ後遺跡や虫内Ⅰ遺跡では１：1.5以上となる長楕円形のものが多い。分布の集中にやや偏

りはみられるものの、全体の分布範囲は一致しているといえる。分布密度は長径80～130cmの範囲が最も
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高くなっている。この範囲内に本遺跡Ⅰ～Ⅳ類土坑の多くが分布し、それよりやや規模が大きい長径130

～170cmの範囲にⅤ～Ⅶ類が分布している。

人骨の出土状態と土坑の規模をみると、八幡遺跡では２号から骨片３点、３号から成人骨１体、13号か

ら成人男女２体、14号から成人男性１体が出土している（第43図）。規模をみると２号は平面形が円形でや

や大きく、本遺跡SK32・114と規模が近い。骨片のみのため埋葬姿勢は不明である。３・14号は平面形が

長楕円形となり、成人１体ずつの屈葬である。これより長径が大きいほかの土坑は成人遺体の伸展葬もし

くは遺体の屈曲が弱い埋葬姿勢が推測できる。13号は平面形が楕円形で成人男女１体ずつの合葬であり、

埋葬姿勢は２体とも仰臥屈葬である。この埋葬状態から推測すると、これと同規模でより円形を呈し、さ

らに浅い本遺跡Ⅲ類のSK141は合葬で、しかも埋葬姿勢は側臥屈葬となる可能性がある。

人骨が出土しており土器片被覆墓の川内遺跡Ｃ10－1土坑墓（第43図）の規模は分布の集中部にあり、本

遺跡Ⅱ類のSK79、Ⅲ類のSK７・77・84・156・244、Ⅳ類のSK78などと規模が近い。出土人骨は遺存状態

が悪く全体形は不明であるが、脚部の状態からその埋葬姿勢は側臥屈葬か仰臥屈葬と推定されている。

家ノ後遺跡では人骨は出土していないが本遺跡Ⅲ類に類似した遺物の出土状況を示すものがあり、

SK63・66・99・109が挙げられる（第43図）。これらの規模は本遺跡Ⅲ類土坑の集中分布範囲にあり、土器

片を底面から10cmほど上に面的に配する共通点がある。SK63は台付浅鉢形土器１個体分と深鉢形土器の

体部上半分の小破片が土坑の北側半分の覆土中位に面的に配されている。SK66は完形の深鉢形土器、深

鉢形土器体部上半分と底部の大破片が土坑北西側の覆土中位に面的に配されている。SK99は深鉢形土器

2/3個体分の土器片がやはり覆土中位に面的に配されている。SK109は土器片被覆葬に認定されているも

ので［中村 前掲］、土坑北西側の覆土中位に赤色顔料の混じる土が検出され、その南側に深鉢形土器の破

片が敷かれたように面的に広がっている。この破片の脇には円礫が置かれている。北東隅の床面には注口

土器と、注口土器と台付浅鉢が入った大形の鉢が置かれている。

虫内Ⅰ遺跡で本遺跡Ⅲ類土坑と類似した遺物の出土状況を示すものとしてSK202・290・326・390が挙
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げられる（第43図）。これらの規模をみるとSK326はやや小さいが、ほかの３基は本遺跡Ⅲ類の分布範囲に

ある。SK202の覆土上面に深鉢形土器体部上半の破片と別個体の小破片が広がり、凹石類（磨石類）、円盤

状石製品、大形の礫が伴っている。本遺跡のⅢ・Ⅵ類の複合パターンに該当する。SK290は数個体分の深

鉢形土器の破片が覆土中位に面的に広がり、一部積み重なっている。土器片の上からはE片・砕片が出土

し、ほかには石核１点、凹石類（磨石類）２点が出土している。最下層には炭化物が多量に含まれている。

下層の炭化物は本遺跡SK３・16などでも確認した。SK326は土坑東側の覆土上位～中位に土器片が折り重

なった状態で出土している。出土土器は深鉢形土器体部上半分と、別個体の底部片、土器小破片である。

ほかに線刻礫１点、E片２点を伴っている。深さも12cmと浅く、本遺跡Ⅲ類と同様である。SK390は覆土

上面～上位に土器片が置かれ、中央には立石がある。土器片は規則的に分割されたものではなく異なる数

個体の小破片である。ほかに土偶左腕部片１点、E片、骨片３点が出土している。覆土は２層のレンズ状

堆積であるが、炭化物を含んでいる。出土土器の状態は本遺跡Ⅴ類に近いが、出土状況は本遺跡Ⅲ類と共

通している。

以上のようにほかの遺跡の人骨出土土坑・土坑墓認定土坑と本遺跡の遺物出土状況Ⅰ～Ⅶ①・②類の規

模を比較したが、本遺跡Ⅰ～Ⅶ①・②類土坑はいずれも土坑墓の可能性が指摘できる規模であることが判

明し、さらに本遺跡で特徴的なⅢ類土坑と遺物出土状況が類似するほかの遺跡の土坑墓の規模も類似して

いることが分かった。

以上の遺物の出土状況と規模の比較検討から本遺跡のⅠ～Ⅶ類①・②土坑については土坑墓の可能性が

高い結果となった。以下、本遺跡Ⅰ～Ⅶ類①・②土坑を土坑墓と認定して集落の分析を行うこととする。

県内において本遺跡で特徴的であるⅢ類土坑と類似した遺物の出土状況を示す例として新発田市村尻遺

跡54・101号土坑［関・田中ほか 1982］、新潟市（旧豊栄市）鳥屋遺跡58号土坑［関ほか 1980］（第43図）が

ある。村尻遺跡54号は晩期前葉の土坑であり土器片が覆土上位に積み重ねられ、別個体の小破片が覆土中

に点在している。101号土坑は晩期後葉の土坑であり、覆土上位に土器片が面的に配されている。覆土か

らは骨片の出土も認められているが、詳細は不明である。両土坑ともに出土土器の詳細は不明である。鳥

屋遺跡58号土坑は晩期後半の土坑であり、覆土上面から同一個体の体部下半の破片が積み重なり出土して

いる。覆土中からは石皿片、磨製石斧、石鏃が出土している。以上の３基ともに機能・用途については言及

されていないが、本遺跡の分析からは出土状況がⅢ類に類似しているため土坑墓の可能性が考えられる。

土坑墓の分布と群別

次に上記で認定した土坑墓の分布状況について検討する。第44図は本節Ａ項で示した出土土器接合状況

（第37図）・時期・分布を踏まえて土坑墓の群別を試みたものである。前項の住居のまとめにおいて本遺跡

10軒の住居を１～３期に分け、１・２期はさらにａ・ｂの２小期に細分した。土坑墓の時期については時

期細分の指標となる装飾土器の出土が限られるため細分は困難であり、住居の３期変遷と併行の変遷の把

握に努めた。本節Ａ項で時期比定したものを基本とし、２期以降に比定したもののうち重複関係から２ｂ

期の住居を切る土坑墓については次段階の３期に属するものとして考えた。また、２期か３期か明確でな

いものは時期不明としてある。

以上の方法で３段階の土坑墓の変遷を考え、Ａ～Ｆの６群別を試みた。これらの群はF195周辺を中心と

して環状に分布している。Ａ群には１期と２期の土坑墓、Ｂ群は１期を主体とし２期のものも位置する。

Ｃ群は２期、Ｄ群は３期、Ｅ群は２期、Ｆ群は３期の土坑墓から形成される。つまり本遺跡の墓域は、１
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期では集落西側にＡ・Ｂ群の２つの墓域が形成され、２期では前段階のＡ群が継続し、Ｃ・Ｅ群が新たに

形成される。このうちＣ群は２ａ期のSI201と重複し、切っているため２ｂ期に属する。Ｅ群土坑墓も１

細分時期に比定するには数が多いためＣ群と並存するものも含まれると考える。３期ではＤ群とＦ群の２

群が南北に離れた墓域として形成される。このように本遺跡では一定の場所を継続的に墓域と定めるので

はなく、最終的に環状の分布となるように形成されている。墓域が移動するにもかかわらず集落中心のＦ

195周辺部分は空白地帯となっており、この一帯が特別な意味をもつ場所である可能性を示唆している。

また墓域は各段階では２群一組となる可能性が高く、その中でもＡ群は長期間継続していたらしい。土坑

墓群の２群一組の構造はほかの晩期前葉の遺跡でも認められている［中村 前掲］。この背景については、

双分的な社会組織が存在したことによるとの考え方もある［大林 1971］。

墓域の構造

各群内の構造について検討する。第45図は上記で分類した土坑墓の遺物出土状況と、出土土器の接合関

係・同一個体出土状況を示したものである。さらに出土した石器類についても示した。

まずＡ群であるが遺物出土状況Ⅲ類が７基と多く、Ⅰ類とⅣ類が１基ずつである。類ごとの配置に規則

性はない。長軸方位が明確なものはほぼ南北方向２基（SK７・56）、北東－南西方向２基（SK78・251）と

北西－南東方向１基（SK184）がある。SK７・56に近接して焼土遺構F２・６があり、Ａ群の中心部に

F46・61～71・182がある。F46・61～71・182からは石鏃・円礫・玉類が出土している。土器接合状況を

みると、SK77・180から同一個体が出土し、SK180とSK156は遺構間接合の関係にある。SK78・251から

も同一個体が出土している。さらにSK184と、距離を隔てたＥ群のSK84から同一個体が出土しており、両

群の関連性が窺える。

Ｂ群はⅡ類が１基、Ⅲ類が２基、Ⅳ類が１基、Ⅴ類が２基、Ⅶ類が１基と混在している。長軸方位が明

確なものは北西－南東１基（SK120）、東西方向２基（SK189・248）がある。SK79の東に焼土遺構F286・

230が位置するが直接的な関連性はなく、土坑墓どうしの遺構間接合もない。

Ｃ群はⅢ類が６基、Ⅱ類が１基で構成する。長軸方位が明確なものはSK213の１基のみで東西方向とな

る。ほかは全て円形か円に近い楕円形である。SK244・245は重複し遺構間接合の関係にある。SK193・

208も接合関係にあり、SK211は集落南端のSK293と接合関係にある。SK211・293は焼土遺構F226と接合

関係にあり、さらにF226からは磨石類が出土し、SK211・293からは磨石類似の円礫が出土している。

Ｄ群はⅠ類１基、Ⅲ類１基、Ⅴ類が１基、Ⅴ・Ⅵ類複合が１基と混在している。長軸方位が明確なもの

はSK85・111でほぼ南北方向となっている。これらの間には遺構間接合がある。

Ｅ群はⅢ類８基、Ⅵ類３基、Ⅲ・Ⅵ類複合が１基で、Ⅲ類が多い。長軸方位が明確なものは、南北方向

１基（SK81）、東西方向３基（SK25・105・106）がある。SK３・32・229から同一個体の出土があり、さら

に焼土遺構F177からも出土している。またF177からは磨石類が、周辺のSK32・146からは磨石類似の円礫

が出土している。

Ｆ群はⅠ類１基、Ⅲ類２基、Ⅵ類１基で構成する。長軸方位が明確なものはSK30・39の２基で南北方

向である。SK30・238が近接し、距離を隔ててSK39・50が接している。SK30・39からは同一個体が出土

している。

以上各群内の様子を検討したが、いくつかの共通要素が認められたため以下に記す。
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（１） 群内での遺構間接合や同一個体出土状況から、群内で２・３基の土坑墓が一組となっている（Ａ群

SK77・156・180、Ｃ群SK193・208、SK244・245、Ｄ群SK85・111、Ｅ群SK３・32・229、Ｆ群SK30・39）。

（２） 群外の土坑墓と遺構間接合または同一個体が出土するものがあり（SK84・184、SK211・293）、これ

らは14ｍほどの距離を隔てて位置している。

（３） 群内での遺物の出土状況による規則的な分布はないが、特定の群に集中する類がある。Ⅲ類は最

も数が多いため全ての群に属するがＢ・Ｄ群には少なく、代わりに４基あるⅤ類のうち２基ずつが

属し、Ｅ群にはⅥ類が６基あるうち４基集中している。

（４） 土坑墓の長軸方位には、南北方向と東西方向、北西－南東方向と北東－南西方向のように直交す

る方向がある。ただし配置に規則性はない。

（１）については関係のある土坑墓が２・３基であることから、被葬者はより近い関係にあったものと

推測される。

（２）については同一個体の出土という強い関連性を示しつつも、意図的に距離を隔てているため、そ

こには何らかの要因が存在すると思われる。また出土遺物に接合関係などはないが、同一時期において群

から外れて位置するものがある。１期ではSK16とSK214、２期ではSK231がそれに当たる。

また（１）・（２）の接合関係・同一個体の出土状況には、規則性の認められるものがある（第46図）。

まず、接合した土器の接合状況では、個体を縦に分割したものどうしが接合するものがある。Ｃ群に集中

しており、SK193と208、SK211と293、SK244と245が該当する。いずれもⅢ類土坑墓である。SK193・

208からはそれぞれ深鉢形土器1/2周分の土器片が出土し、接合して底部以外全周している（Ｐ58）。

SK211・293からはそれぞれ深鉢形土器1/4周分が出土し、接合して1/2周分となる（Ｐ43）。SK244・245に

ついても深鉢形土器1/4周分ずつ出土し、全てが接合復元できたわけではないが合わせてほぼ1/2周分の土

器片が出土している（Ｐ56）。底部片はSK243に流れ込んでいた。

同一個体が出土している土坑墓では、SK77とSK180から深鉢形土器1/4周分の土器片（Ｐ61・63）が出土

し、それぞれ精製土器の破片も出土している。深鉢形土器の上半部（Ｐ78）が出土するSK184と、同一個

体の上半部片（Ｐ79）が出土するSK84からは別個体の深鉢形土器の下半部（Ｐ80）が出土し、両者とも横

に分割したものである。また、距離を隔てて同一個体が出土したSK30・39では、土器片の置き方が表裏

逆であった。SK84・184では、SK184からは上半部、SK84からは下半部が出土した。

Ⅲ類土坑墓から出土した規則的に分割された土器は、土坑墓間の関連を示す意識的な行為の表れと考え

る。また、接合関係・同一個体出土関係にある土坑墓は、ほぼ同時かあまり時間が経たないうちに形成さ

れたと考えられるため、その被葬者はほぼ同時に埋葬された可能性もある。

廃棄土坑（第47図）

次に廃棄土坑の検討を行う。集落西側の遺構群には上述した土坑墓と考えたもの以外に炭化物を多く含

む土坑が集中している。これらは生活残滓、もしくは作業などで生じた炭・灰などの廃棄場として用いら

れた可能性がある。土坑墓群Ａ・Ｂと位置的に重複するが、アニミズムが背景にある時代において墓域と

廃棄場が共に位置することは「貝塚」の事例から考えても何ら不思議なことではない。

遺物の出土状況から廃棄に関する土坑と考えたものは、規模Ｂ土坑のSK17・118・170・204、規模Ｃ土

坑のSK116・117である。SK17（図版34）からはほぼ１個体分の深鉢形土器、注口土器、壺形土器やそのほ

かの土器片、石鏃、磨石類、E片、砕片、円礫など当時の主要な生活道具が出土している。覆土はレンズ
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状堆積の自然埋没であり、遺物の出土状況はくぼ地に投棄されたことを示している。これらの点から

SK17は生活道具を一括して廃棄した土坑と判断した。そのほかのSK116（図版40）・117（図版40）・118

（図版59）・170（図版37）・204（図版38）の遺物出土状況は異なる数個体の土器小片が多数くぼ地に投棄さ

れた状況であり、残存率の高い個体がない点で共通している。その状況から何らかの要因で破損したもの

を廃棄する土器廃棄土坑と考えた。出土土器の遺構間接合・同一個体の関係をみると（第37図）、SK17は

Ｄグリッドライン西側SK95と（Ｐ71）、SK170はSK172と（Ｐ109・111）、SK116・117はSI102と（Ｐ24～26）、

SK116はSD１（Ｐ88）、SK200、F226（Ｐ89）とそれぞれ結ばれる。距離を隔てて結ばれるものもあり、小

片にした土器をこれらの土坑に、意図的に廃棄した可能性が考えられる。

このように廃棄土坑としたものには、生活残滓や炭などを廃棄する「ゴミ穴」的なものと、生活道具を

一括廃棄するもの、土器片を中心に廃棄するものの３種類を確認した。

作業に関する土坑（第47図）

作業に関する土坑であるが、規模Ａ土坑の遺物出土状況分類Ⅶ類③（SK243）と、規模Ｂ土坑のSK28が

該当する。SK243（図版37）は遺構分布範囲のほぼ中心に位置するＦ195の南に位置している。SK243の底

面には焼土を含む炭化物層が広がり、炭化材や炭化したアワ・ヒエの胚乳が検出されている。その直上か

ら接合痕で横位分割した鉢形土器（Ｐ52）が出土している。Ｐ52には縦方向に煤が付着するため横位の状

態で被熱したことを示している。これらの状況から土坑内で火を焚き、何らかの作業を行ったと推測した。

その際被熱したＰ52が分割したものと考えた（第Ⅳ章　遺構参照）。

SK28（図版52）はSI52の南側で重複し、これを

切っている。北西隅の底面から大型の扁平礫が出

土し、そのほかに石鏃１点、E片２点、砕片801

点、土器片８点が出土している。覆土はレンズ状

堆積の自然埋没の状況であり、遺物もくぼ地に投

棄された状況である。扁平礫の出土から土坑墓の

可能性も考慮したが、埋没状況が自然埋没であり、

砕片801点が下層から出土しているなど、この扁

平礫は台石として機能していた可能性が高く、石

器の二次加工に関する土坑ではないかと考える。

貯蔵穴（第47図）

貯蔵穴とするものは、土坑の断面分類（第Ⅳ章

遺構参照）が袋状のもので、SK29（図版54）・60

（図版41）・153（図版47）・194（図版58）の４基で

ある。このうちオニグルミが出土したものは

SK29のみである。そのほかからは堅果類などは

出土せず、土器片、礫が出土している。配置には

規則性がない。
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そのほかの土坑（第47図）

上記の土坑群以外で特徴的なものについて記す。

規模Ｃ土坑のSK107～109（図版57）・233（図版58）は、SI196の南側に重複・並列している。いずれも後

の地震の影響により底面が歪み、覆土はレンズ状堆積で自然埋没の状況を示している。これらの土坑群は

規模的に類似し、深さも50～60cmほどでほかの土坑群よりも深めである。出土遺物はすべて流れ込みの

状況を示しており、これについては機能・用途の推測は困難である。ただし位置的状況・規模から同一の

機能をもつものと考える。

規模Ｄ土坑のSK200（図版49）・242（図版56）は、大型で、仮に炉・柱穴などの施設が伴えば小型の竪穴

住居と認定できるものである。SK200の出土遺物は流れ込みであるが、SK242は本来の床面直上層（５層）

からの出土である。また両者の床面直上層は竪穴住居と同様に炭化物を含んでいる。両者の位置であるが、

SK200はSI191・201と重複し、SK242はSI196と重複しており居住域と一致している。SK242の床面直上層

から台石状の礫を検出し、その脇からE片が出土しているが、１点のため機能・用途の判断はできなかっ

た。

Ｄ　そのほかの遺構について

次に埋設土器・ピット・焼土遺構・炭化物集中の分布と機能・用途について若干の考察を加える。

1） 埋設土器（第48図、図版30・31）

本遺跡で認定した埋設土器は６基（SH４・12・13・21・38・86）である。集落北側の７C25、７D23、８C

５・19、８D15・19・20グリッドに位置する。器種は深鉢形土器２基、鉢形土器１基、壺形土器３基であ

り、そのうち精製品はSH38の鉢形土器（Ｐ34）とSH86の壺形土器（Ｐ37）である。埋設土器の分布には以

下の特徴がある（第48図）。まず粗製の深鉢形土器と壺形土器が近接して埋設されている。西側にSH４・

13が位置し、SH12・21が10ｍほど離れて東側に位置する。これらの埋設態位は横位埋設であり、深鉢形

土器の口縁部方向は北西方向で一致している。壺形土器はSH４が南東、SH21が南西であり、深鉢形土器

とは逆の南側方向を口縁部とし埋設されている。これら粗製土器の２群を結ぶラインと直交するライン上

に、やはり10ｍほどの距離を置いてSH38・86が位置している。SH38が北側に、SH86が南側に位置する。

両者ともに正位埋設であり、SH38の鉢形土器（Ｐ34）は口縁部が欠損し、SH86の壺形土器（Ｐ37）は底部

が穿孔されている。

これら埋設土器の機能・用途については、一つには埋葬施設が考えられる。宮城県田柄貝塚において新

生児あるいは胎児段階の人骨が入った「甕棺墓」が４例検出されている［宮城県教育委員会　1986］。い

ずれも深鉢形土器内に埋葬され、一回り大きい掘り方の土坑に納められている。時期は晩期初頭～中葉で

あり、本遺跡とも併行している。土器の埋納態位には正位・斜位・横位がみられる。田柄貝塚の「甕棺墓」

の埋納状態は本遺跡埋設土器の出土状態と類似するため、本遺跡埋設土器群にも同様の機能・用途が類推

できる。しかし、田柄貝塚の甕棺墓は全て深鉢形土器であるのに対し、本遺跡の埋設土器は深鉢形土器が

２基のみで、ほかは壺形と鉢形土器であり、新生児や胎児が納まる法量のものではない。また、埋葬施設

と考える最大の根拠である「人骨」の出土が本遺跡では認められないため、埋設土器が埋葬施設であると

は断言できない。田柄貝塚の第５号甕棺墓からは人骨は検出されていないが、土器の在り方から甕棺墓に

認定している。そして人骨未検出の理由として、骨が取り出された可能性や、胎盤などの後産を収納した
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可能性を指摘している［宮城県教育委員会　前掲］。この可能性を考慮すれば、本遺跡における人骨未検

出、または壺形・鉢形土器の埋設についても説明が可能となるが、推測の域を出ない。

本遺跡の埋設土器内から出土したものには、SH12の深鉢形土器（Ｐ32）からはコイ・フナ類、サケ・マ

ス類、ハゼ類、鳥類、不明獣類の焼骨が出土している（第Ⅵ章１ 理化学分析参照）。これらは全て当時の

人々が食料としていたと考えられる動物である。これらが埋設土器内に納められていた事実からは、土器

を当時の人々の「再生観念」の表象と考えた場合、埋設土器は葬送施設とは別の、「再生」に関する祭祀

施設という機能・用途も考えられる。なお、不明獣類が人骨の可能性もあるが、確認できなかった。

本遺跡の埋設土器群は全てⅦ層中検出で、その時期は遺構群の中では最も新しい道下３期に該当する可

能性がある。道下３期の土坑墓群と考えたＦ群も埋設土器分布範囲に位置する（第44図）。

2） ピット（第49図、図版60・61）

本遺跡で検出したピットは17基で、いずれも柱痕跡はなかった。分布にはいくつかのまとまりがある。

（１）竪穴住居に隣接するもの。

SI52とP261・262・302、SI102・176とP190、SI199とP51

（２）焼土遺構に隣接・重複するもの。
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F226とP215・253

（３）炭化物集中に隣接・重複するもの。

SC11とP44・303、SC10・89とP256、SC149とP287・288

位置的にはこれらの遺構と近いが、覆土に共通性や特徴がなく、隣接する遺構との有機的な関連性は不

明である。

3） 焼土遺構（第49図、図版61～63）

本遺跡で検出した焼土遺構は22基である。その分布は、前項で述べたように、土坑墓群内にあり、その

中でもＦ195は遺構分布が希薄な集落のほぼ中央部に位置する（第45・49図）。焼土遺構の機能・用途につ

いて検討するために、まず出土遺物を以下に示す。

F２･･･土器片２、焼骨片（未分析）

F６･･･土器片６、砕片１

F46・61～71・182焼土遺構群･･･石鏃１（Ｓ８）、玉類１（Ｓ84）

F62･･･円礫１

F64･･･土器片１

F65･･･土器片２、礫１

F182･･･土器片10

F177･･･土器片３（うちＰ129を図示）、磨石類１（Ｓ107）、砕片２、礫１、焼骨片（未分析）

F195･･･土器片10（うちＰ48を図示）、石鏃１（Ｓ15）、磨製石斧１（Ｓ86）、礫２、焼骨片（コイ・フナ類、

サケ・マス類、タイ類、獣類）、炭化したオニグルミ核片

F202･･･土器片２、礫３、焼骨片（未分析）

F226･･･土器片11（うちＰ43・89を図示）、磨石類１（Ｓ97）、礫２

F230･･･土器片５、礫１

焼骨片が出土した４基のうち、F195について同定分析を行った（第Ⅵ章１ 理化学分析参照）。その結果、

当時の食料と考えられる魚類・獣類の焼骨や、炭化物の中にはオニグルミも認められた。さらにほかの焼

土遺構からは植物質食料加工具と考えられる磨石類や、類似の円礫が出土し、屋外の加工・調理場として

の機能・用途が推測できる。

しかし、上記の各遺構から出土した土器片には、土坑墓と接合関係にあるものや同一個体と判断できる

もの、そして、共通の石器類が出土するなど、屋外の加工・調理場という日常の場としての機能だけでな

く、祭祀の場やそのほかの機能も考慮する必要がありそうである。

4） 炭化物集中（第49図、図版63・64）

本遺跡で検出した炭化物集中は12基である。その分布をみると竪穴住居の分布域に位置していることが

わかる（第49図）。特にSI52周辺に大半が集中しており、ほかはSI148の南側とSI140北側に位置している。

まずSI52東側に位置する最大規模のSC11では、多くの石器などが出土した。中央やや南寄りに炭化物の

分布が最も濃密で、そこから台石状の礫が出土している。その周辺から石鏃３点（Ｓ３・19・20）、箆状石

器１点（Ｓ42）、石匙１点（Ｓ28）、不定形石器２点（Ｓ58・59）、両極石器２点（Ｓ46・47）、砥石１点（Ｓ81）
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が出土している。また、E片９点、砕片72点が出

土しており、石器製作（二次加工）を行ったもの

と推測する。さらに、炭化物にはオニグルミが混

じっていることから、調理・加工が行われたこと

も推測できる。また、台石状の礫の脇からはミニ

チュアの台付鉢形土器（Ｐ72）が出土しており、

この場で行われた作業に伴う何らかの祭祀行為が

あったかもしれない。SC11の形成時期であるが

放射性炭素年代測定結果がSI176、SK16とほぼ重

なるため、道下１期に比定した（第Ⅵ章　理化学分

析参照）。

SI52南側、SK17に隣接してSC10・89・113・

115・289が集中している。調査所見からはこれら

の炭化物がSK17に流れ込んだ可能性があり、

SC11と同様に道下１期に比定した。SC10からは

コイ・フナ類、サケ・マス類、鳥類、小型獣類の

焼骨片が出土し、磨石類１点（Ｓ96）、磨石類似の

円礫１点、土器片２点が出土している。また焼土

も含んでいる。そのほかからは炭化物とともに少

数の土器片が出土している。SC10の状況からは、

調理・加工の機能・用途が推測でき、そのほかも位置的な状況から同一の行為により生じたものであると

考える。SI52西側に隣接してSC300がある。これは掘り方をもち、炭化物・焼土・焼骨片が出土している。

焼土は覆土中層にあり、ここで火を焚いた状況ではない。別の場所で生じた炭化物や焼土・焼骨片を廃棄

した可能性が高いといえる。SI148・196に近接するSC175についてもこの場所で何らかの作業を行った痕

跡はなく、炭化物の廃棄場所と考える。SI140北側のSC149は、SC11に次いで規模の大きい炭化物集中で

ある。SC149からは遺物の出土がないため、具体的な機能・用途については不明である。

以上のように炭化物集中の機能・用途を考察したが、石器製作に関する場、調理・加工に関する場、炭

化物・焼土などの廃棄場所の可能性が推測でき、日常生活に密接な関わりのある場と考える。

Ｅ　道下遺跡の変遷

本遺跡は縄文時代晩期前半の限られた時期に営まれた小規模の集落である。集落を構成する各遺構やそ

れらの出土遺物の検討については、すでに述べたとおりである。しかし、限られた資料のため十分とはい

えない部分もあるが、現時点で考えられる道下遺跡の変遷についてまとめる。なお、分析した遺構との重

複関係により時期を特定したものもある。

道下１期（第50図）

道下１期（大洞B2新式～BC1式併行期）の住居はSI148・176・196・199の４軒である。集落の東南側を囲

むように伸びる自然流路（SD１）を境界とし、これに沿って位置する。集落の東から南側が居住域となる。
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SI148・196の重複関係、SI176・199の近接配置か

らさらに細分できる。大型住居で石囲炉のもの

（SI176・199）と小型住居で地床炉のもの（SI148・

196）の異なるタイプの２軒一組で営まれていた

ようである。

一方墓域は集落西側に位置し、土坑墓Ａ・Ｂ群

の２群が該当する（第44図参照）。住居が２段階に

細分されるため、土坑墓群についても２段階に細

分される可能性がある。

居住域北側には食料の調理・加工の場と考えた

SC10・89・113・115・298が位置し、これらと接

するように、使用後に生活道具が廃棄されたと考

えるSK17、石器製作やオニグルミの加工・調理

などの機能が考えられるSC11がある。その東側

には貯蔵穴と考えた小型袋状土坑（SK29）がある。

これらからこの一帯が食料貯蔵、調理・加工、道

具の製作など、主に生産活動を行った場と推測で

きる。また墓域と重なるように多数の機能・用途

のはっきりしない土坑があり、その多くは炭化物

を含むことから、この付近が生活残滓などの廃棄

場と推測した。

このように当該期では、居住域と墓域が明確に分けられている。一方日常生活域は、生産活動に関する

部分と廃棄に関する部分が分かれ、廃棄に関する部分は墓域と重なっている。

道下２期（第51図）

道下２期（大洞BC2式併行期）に属すると考えられる遺構は前段階より増加する。その分布範囲は遺構分

布範囲全体に及ぶようになる。当該期の住居には、大型住居で石囲炉のもの（SI198）、中型住居で石囲炉

のもの（SI52）、小型住居で地床炉のもの（SI102・201）の４軒があり、２ａ・２ｂ期の２段階の変遷を考え

た。２ａ期がSI52・198・201、２ｂ期がSI52・102・198で、大型のSI198と中型のSI52は継続して営まれ

たものと推測する。この２軒は、SI52が集落の北端、SI198が南端に離れて位置する。小型のSI102と

SI201は、その間のSI198寄りに位置し、SI201からSI102へ移る。このように２期の住居は、３軒一組で営

まれたものと推測する。

墓域はSI198とSI52の間となり、前段階の集落西側の土坑墓Ａ群を継続し、新たに土坑墓Ｃ・Ｅ群が形

成される（第44図参照）。Ｃ群は前段階の空白域に形成され、Ｅ群は前段階の居住域・日常生活域に形成さ

れる。Ｃ群は２ａ期の住居であるSI201と重複しており、SI201廃却後に形成されたと考えられるため２ｂ

期とした。ほかの２群についても２細分される可能性がある。当該期において土坑・土坑墓が環状の配置

となる。中央部は遺構の希薄な地帯となり、F195が形成される。日常生活域については明確な場の指定は

できない。ただし前段階の集落構造からは炭化物集中と廃棄土坑が隣接しているため、当該期においては

SI102東側の廃棄土坑SK116・117、炭化物集中SC149が位置する辺りがそれにあたると推測する。集落中
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心部の廃棄土坑SK170・204についても、底面で火が焚かれ何らかの作業に関する土坑と考えたSK243と隣

接しており、それに関する場であるかもしれない。またSI52南西のSK37・40から磨石類が出土しており

（第30図参照）、SI52脇に炭化物集中SC300が位置するため、根拠は乏しいがこの付近が堅果類の加工などに

関する場の可能性もある。集落東南を囲む自然流路はⅦb層が流入し半埋没している。

このように当該期では前段階における空白域に遺構群が進出する。

道下３期（第52図）

道下３期（大洞BC2式新段階～C1式併行期）が道下集落の最終段階で、遺構数は前段階に比べ激減する。

当該期の住居は、大型のSI140と小型のSI191の２軒のみで、いずれも地床炉である。居住域は集落の南側

で、比較的近接する。この段階までに自然流路は完全に埋まり、SI140はこの上面に構築されている。

墓域は居住域近くの土坑墓群（Ｄ群）と、北側で検出した埋設土器群、土坑墓群（Ｆ群）の南北に分かれ

る。日常生活域については明確な痕跡がないため不明であるが、北側の墓域に石器製作に関するSK28が

ある。また、SI140では石匙の製作（二次加工）が行われた可能性がある。

なお２軒の住居とも、炉の焼成面や焼土の状況から、長期間の使用は考えにくく、３期は短期間で終了

し、集落は廃却されたものと考える。これ以降に居住した痕跡は確認できない。

４　集落の性格

本遺跡から北へ500ｍほど離れた位置に、ほぼ同じ時期に営まれた昼塚遺跡があり（第３図）、遺跡の立
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地環境などいくつかの共通する点もある。ところが、集落（遺跡）を構成した遺構やそれらから出土した

遺物の内容には、両者の間で異なる点が多い。とりわけ遺構の種類の違いは大きい。本遺跡には居住施設

の竪穴住居をはじめ、土坑墓・埋設土器・焼土遺構・炭化物集中および土坑（ゴミ穴など）と種類も多い。

一方昼塚遺跡では、掘立柱建物と小型袋状土坑（貯蔵穴）および土坑（ゴミ穴など）と種類も限られる『昼

塚遺跡Ⅰ・Ⅱ』［折井ほか 2005・2006］。土坑（ゴミ穴など）など一部の遺構を除けば、両遺跡に同じ種類の

遺構は存在しないといっても過言ではない。それは補完し合う関係にあるともいえそうである。そこでこ

こでは、共通点である両集落（遺跡）の立地・時期について簡単に触れた後、道下遺跡を中心に、両遺跡

の性格や関係についてまとめる。

両集落（遺跡）は、胎内川扇状地扇端部に位置し、河床礫（河川堆積物）上部で、地盤の安定した場所に

立地する。また、湿地を好むハンノキの花粉の検出から、付近に湧水（伏流水の湧出）の存在が窺える。

両集落（遺跡）の時期は、出土土器から縄文時代晩期前葉の大洞B2新式期ころ始まり、大洞C1式期の中

で終了している。また、放射性炭素年代測定の暦年較正年代値（以下、「暦年較正年代値」とする）を比較す

ると、数値の重なっている部分が目立ち、ほぼ同時に営まれたと推測できる。

道下遺跡（第53図）

竪穴住居を居住施設とし、通年居住と推測した集落遺跡である。各遺構は、大洞B2新式～BC1式期（１

期）、BC2式古段階～新段階期（２期）、BC2新式～C1式期（３期）の３時期に大きく分かれる。さらに１期

と２期は、それぞれ２つの小期（ａ・ｂ）に分かれ、全体では５時期に区分できる。

遺構の分布区域は、北東－南西（河床礫方向）が長軸の楕円形を呈する。10軒の竪穴住居は、すべて長軸

線より南東側に位置する。この南東側には炭化物集中、作業に関する土坑や遺物の廃棄場所となった廃棄

土坑などが分布する。長軸線より北西側には、主として１期に生活で発生した残滓の捨て場に使われた区

域で、土坑が重なり合い土坑群を形成している。この区域は湿地帯方向へ、緩やかに傾いている。また焼

土遺構も北西側で、この土坑群に近接するものが多い。

一方土坑墓は、時期ごと分布域が移動し、長軸線との関係は認められない。また３期で墓と考えた埋設

土器は集落の北側に分布する。これらは、住居などの廃却による空白域に構築されることも多い。しかし、

集落の中央部にはほとんどみられない。さらに、集落の中央部にはほかの遺構も少なく、中央広場的な空

間が形成されている。本来中央広場は、大規模な環状や馬蹄形の集落遺跡1）で知られているもので、道下

遺跡のような小規模な集落遺跡でもそれに近い形状を呈していることは注目できる。また、中央広場的な

空間を取り囲むような土坑墓の配置2）にも、大規模な集落遺跡との類似性が窺える。

食料（糧）については、動物ではイノシシなどの獣類や鳥類、淡水・海水の魚類がある。植物にはオニ

グルミ、アワ－ヒエ3）などの種実がある。特に、アワ－ヒエの存在は、狩猟・漁労、堅果類の採集のほか

に、栽培の有無ははっきりしないが、集落周辺にこれらが生育し、食用とされていたことが推測できる。

昼塚遺跡（第54図）

昼塚遺跡は、掘立柱建物を中心的な施設とする遺跡である。遺跡の時期区分について『昼塚遺跡Ⅱ』
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1) 新潟県内で中央広場を持つ環状集落遺跡の調査例には、縄文中期前葉の南魚沼市（旧南魚沼郡塩沢町）五丁歩遺跡［高橋

保ほか 1992］や縄文中期後葉から後期前葉の小千谷市城之腰遺跡［藤巻ほか 1991］、縄文後期後葉から晩期中葉の上越市（旧

中頚城郡中郷村）の籠峰遺跡［北村・田海ほか 1996］などがある。

2) 小千谷市城之腰遺跡［藤巻ほか 前掲］では、土坑墓に囲まれた中央広場が３か所確認されている。

3) 「第Ⅵ章１ 理化学分析」で述べているように、縄文時代晩期後葉の新発田市（旧北蒲原郡加治川村）青田遺跡［荒川ほか

2004］でヒエが検出されている。



［折井ほか 前掲］では、各遺構出土の土器や堅果類などの暦年較正年代値を組み合わせて行ったが、道下

遺跡調査データとの比較検討により、一部を訂正する。

昼塚の古い時期は、SK23出土の土器、SK23およびSK373出土の堅果類の暦年較正年代値から、道下１

期に相当し、大洞B2新式～BC1式期にあたる。中間の時期は、層位的に時期決定できる装飾土器の出土が

ないため、SK337出土の堅果類の暦年較正年代値から、道下２期に相当し、大洞BC2式古段階～新段階期

にあたる。新しい時期は、新しい時期古・新の２期に区分した。新しい時期古は、SK417出土の土器およ

び出土の堅果類の暦年較正年代値から、大洞BC2新式～C1式期にあたる。また出土土器に、道下２期（中

間の時期）との連続性が窺えるため、道下３期が相当するものと考える。新しい時期新は、SK352出土の

土器および土器内面付着炭化物の暦年較正年代値から、大洞C1式期にあたる。なお、道下遺跡に相当する

時期は認められない。このように昼塚遺跡の各遺構は、時期決定できる装飾土器の出土していない中間の

時期（道下２期相当）を含め、４時期に区分する。

主な遺構の分布区域は、北東－南西方向が約70ｍ、南東－北西方向が30～40ｍの長楕円形である。分布
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区域の南西寄りの河床礫上部に、掘立柱建物などの遺構が集中する。しかし近世以降の流路の流入により、

この遺構集中部分の中心部は、幅10ｍほど遺存しない。分布区域の北東端には、食物の加工で発生した残

滓の捨て場と推測される20数基の土坑が重なり合い土坑群を形成している1）。しかし、炉や焼土遺構など

の頻繁に火を燃やした遺構は確認できなかった。

遺構が集中する掘立柱建物周辺には、皿状や台形状の土坑のほか、11基の小型袋状土坑がある。小型袋

状土坑の底面からはオニグルミやトチノキの種子が出土し、堅果類の貯蔵施設と考えた。またSK23・373
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1) 昼塚遺跡の北、100～200ｍに位置する縄文後期前葉～中葉の江添遺跡［折井・小林ほか 2005］では、遺構群の北端で、34

基の土坑が重なり合い、土坑群を形成している。覆土はいずれも有機質に富む灰色粘性土で、２～３枚の炭化したクリの小

片が、レンズ状に堆積していた。これらの事実からこの土坑群は、食物の加工残滓を捨てるために掘られたもので、土坑群

の区域を捨て場と考えた。昼塚遺跡の土坑群も、上部がほ場整備で削平されているものの、炭化物を含む覆土は江添遺跡の　

それと類似していることから、食物の加工残滓を捨てるために掘られたもので、土坑群の区域を捨て場と類推した。



では、底面に敷物状の薄い有機質の層を確認した。さらに、SK373の覆土中からは、相当量のトチノキの

花粉が抽出され、付近にトチノキの生育が推測された。一方、獣類や魚類などの動物遺体は検出されなか

った。

このように昼塚遺跡は、オニグルミ・トチノキの生育場所の近くに立地し、一時的な貯蔵と加工を目的

とした遺跡と推測する。また食料（糧）関係の遺物が、収穫の時期を特定できるオニグルミ・トチノキに

限られることや、火を頻繁に焚いた痕跡がないことから、年間通して居住した遺跡ではないものと推測す

る。ただし、これら堅果類の管理栽培の有無については確認できないため、年間の居住日数は不明であ

る。

道下遺跡と昼塚遺跡（第53・54図）

上述した事実から、道下遺跡と昼塚遺跡との関係については、道下１期と昼塚の古い時期、道下２期と

昼塚の中間の時期、道下３期と昼塚の新しい時期古が、それぞれ対応している。つまり、昼塚の新しい時

期新を除く各期が、同時ないしは同時に近い時期に営まれたことを示している。しかし、検出した遺構の

種類や出土遺物には大きな違いがみられた。

道下遺跡は、中央広場的な空間をもち、それを囲むように竪穴住居、土坑墓、およびそのほかの遺構が

構築されている。小規模ながらも、一般的によく知られている環状集落に近い構造といえる。一方、季節

的居住の可能性が高い昼塚遺跡は、掘立柱建物とその周辺に構築された貯蔵用の小型袋状土坑が特徴的な

遺跡である。この両遺跡の違いは、各期を通じて変化していない。また、狩猟・漁労、植物採集のほかに、

栽培の有無は別としてアワ－ヒエの胚乳が確認された道下遺跡と、オニグルミ・トチノキの採集に限られ

る昼塚遺跡とは、生産活動においても違いは大きい。さらに、同じ立地環境の中で、道下遺跡が竪穴住居、

昼塚遺跡が掘立柱建物と、異なった建物を居住施設とするのは奇異である。

このように両遺跡の内容を比較すると、両遺跡はまったく異なった性格（機能）の集落（遺跡）であると

いえる。しかも、同じ系統（大洞式）の土器を使用し、同時ないしは同時に近い時期に営まれていること

から、別の地域から移動した人々が、それぞれの遺跡に居住したとは考えにくい。また、縄文中期以降の

集落構造としては、竪穴住居などの道下遺跡の各遺構と、掘立柱建物などの昼塚遺跡の各遺構とは、同じ

集落内に共存することが一般的である1）。

これらの事実から昼塚遺跡には、単独で営まれた新しい時期新を除けば、道下遺跡の季節的（出作り）

集落か、集落とするよりは道下遺跡の一部で、季節的に作業を行った場所などの機能が推測できる。そし

て両遺跡の距離がおよそ500ｍで近接していることから、後者の可能性が高いと考える。さらに、両遺跡

の間では主と考えた道下遺跡も、存続期間が短く小規模であることから、これらの拠点となるさらに大規

模な集落遺跡の存在も考慮する必要があろう。特に昼塚遺跡が単独で営まれた時期には、直接結びついて

いたものと推測する。しかし、その場所は明らかとなっていない。

上述したように、立地・遺構の種類・出土遺物および暦年較正年代値などを主に、道下遺跡と昼塚遺跡

の性格および両遺跡の関係についてまとめることができた。しかし個々には残された課題もある。その中

でも両遺跡の出土土器（装飾土器）には、相互に補完するような形で編年的に並べることはできるが、そ

れは特異な状況である。道下２期の末端が咬合しない羊歯状文の施された土器が昼塚遺跡で出土していな

い。逆に、昼塚の新しい時期古の末端が咬合する羊歯状文の施された土器は、道下遺跡では出土していな
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1) 新潟県内での典型的な事例として小千谷市城之腰遺跡［藤巻ほか 前掲］では、中心から円環状に中央広場・墓坑群・長方

形柱穴列（掘立柱建物）・竪穴住居・フラスコ状貯蔵穴・廃棄場の順に配置されており、竪穴住居などと掘立柱建物などは

共存している。



いことである。特に、道下２期は昼塚の中間の時期と対応する関係にあり、昼塚遺跡で出土しても何ら不

思議ではない。ただ、近世以降の流路により多くの遺構が流失したことが、出土しなかった要因の一つと

は考えるが、これだけで結論付けることはできないため、解明は今後の報告例の増加を待ちたい。

なお、道下遺跡の南800～1,000ｍに位置する野地遺跡（第３図）も平成17年度に発掘調査を行い、縄文後

期中葉～晩期前葉の集落遺跡であることが判明した。現在整理作業中のため詳細は不明であるが、大洞

BC式土器がまとまって出土したことから、野地遺跡の最終段階は本遺跡の存続時期とほぼ重なる可能性

がある。今後発表される調査報告書において、道下遺跡や昼塚遺跡との関係についても分析されるものと

思われる。そのため、道下遺跡と昼塚遺跡の関係については、現時点での見解であることを付記する。

最後に一つの仮説を提示する。

縄文晩期前葉後半頃、道下集落での営みが開始した。胎内川扇状地の扇端部付近の安定した地盤上に立

地し、付近には扇状地伏流水が湧出していた。胎内川は直接日本海に流入せず、海岸砂丘との間を北流し、

荒川と合流して日本海に注いでいた。胎内川に面した道下集落は、海水・淡水の水産資源に恵まれていた。

また、陸上での貴重な動物資源であるイノシシも捕獲され、それぞれ集落内で加工・調理された。さらに、

扇状地上の平坦面にはアワ－ヒエも生育し、栽培されていた可能性もある。なお、道下集落には10～10数

人の居住が推測され、土坑墓などの墓も構築された。

道下集落の開始とほぼ同じ頃、集落から北へおよそ500ｍ離れた昼塚にトチノキやオニグルミの生育場

所があり、その近くに収穫時期に加工などを行うための季節的（出作り）集落か作業所（昼塚遺跡）が作ら

れた。なお、昼塚遺跡では土坑墓などの墓は確認されなかった。

道下集落を拠点とした両遺跡の営みは、縄文晩期中葉の初め頃まで200年程続いた後、昼塚遺跡が少し

の期間単独で存続して廃却された。その後同じ場所で集落が営まれることはなかった。
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要　　約

１　道下遺跡は、胎内市古舘字道下263番地ほかに所在し、標高は約９ｍを測る。

２　発掘調査は、日本海東北自動車道の建設に伴い平成17年度に実施した。調査面積は、2,900㎡である。

３　道下遺跡は、海岸砂丘背後の低地の内陸側、胎内川が形成した扇状地の扇端部付近に位置する。この

付近は、扇状地伏流水の湧出帯にあたる。

４　遺跡の周辺には湿地ないし沼沢地が存在し、花粉分析の結果、ハンノキなどが生育していた可能性が

高い。なお、遺跡が立地する以前の堆積層中（河床礫上面）にはクリの木が多数確認されている。

５　遺跡は、北から西側の湿地帯と東から南側の自然流路に挟まれた、幅30ｍ前後の河川堆積物（河床礫）

を覆っている厚さ50～80cmの砂質シルト上面の、比較的安定した地盤を選んで立地している。

６　遺跡は、北東－南西方向が50ｍ、南東－北西方向が30ｍの範囲に限られ、竪穴住居を居住施設とする

小規模の集落遺跡である。

７　集落は、中央広場的な場所を取り囲むように、竪穴住居や土坑墓、そのほかの遺構が配置する。

８　検出した遺構には、竪穴住居10軒・土坑232基・埋設土器６基・焼土遺構22基・炭化物集中12基など

がある。

９　土坑の内、40数基は土坑墓の可能性があり、土坑墓の土器の出土状況には特異なものが多い。

10 動物遺体・種実類を除く出土遺物には土器と石器があり、ほとんどが遺物包含層に覆われた遺構内か

ら出土したもので、土器には復元できたものも多い。

11 復元できた土器の中には、複数の遺構から出土した破片が接合したものもある。

12 動物遺体・種実類などから、イノシシなどの獣類を含む狩猟、海水・淡水魚の漁労、種実類の採集な

どの生産活動が推測できるほか、アワ－ヒエの胚乳の検出から、これらの利用や栽培の可能性も考えら

れる。

13 遺跡の時期は、遺構出土土器の年代や放射性炭素年代測定値、および昼塚遺跡の調査データとの比較

検討から、大きく３期に分かれる。道下１期は大洞B2新式～BC1式期、道下２期はBC2式古段階～新段

階期、道下３期は大洞BC2新式～C1式期である。さらに、１期と２期は、それぞれａ・ｂの２小期に細

分でき、全体としては５時期に分けることができる。

14 居住施設である竪穴住居には、床面積が18～25㎡の大型の住居、床面積が16㎡程度の中型の住居、床

面積が13～15㎡の小型の住居がある。

15 住居の時期と構成は、１期と３期は、大型・小型の住居が各１軒の２軒１組、２期は大型・中型・小

型の住居が各１軒の３軒１組である。

16 住居の時期ごとに、土坑墓をはじめ、各遺構も区分される。

17 調査の結果、道下遺跡は縄文晩期前葉後半から中葉前半にかけて営まれた、通年居住の集落と推測す

る。オニグルミやトチノキの加工を主な目的に立地した昼塚遺跡とは関係が深い。昼塚遺跡が道下遺跡

の一部で、季節的・作業所的な遺跡であった時期も推測された。
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図 版 1遺構全体図（1/300）



図 版 2 遺構分割図（１）



図 版 3遺構分割図（２）



図 版 4 遺構分割図（３）



図 版 5遺構分割図（４）



図 版 6 遺構分割図（５）



図 版 7遺構分割図（６）



図 版 8 遺構分割図（７）



図 版 9遺構分割図（８）



図 版 10 遺構実測図（１）SI52



図 版 11遺構実測図（２）SI52（P1～11、炉、遺物出土状況）



図 版 12 遺構実測図（３）SI102



図 版 13遺構実測図（４）SI102（P1～6・14・16・17、炉、遺物出土状況）



図 版 14 遺構実測図（５）SI176



図 版 15遺構実測図（６）SI176（P7～9・11・19・20・22、炉、炭化物集中、遺物出土状況）



図 版 16 遺構実測図（７）SI140、SI140（P1～5）



図 版 17遺構実測図（８）SI140（炉F1、焼土F2、遺物出土状況）



図 版 18 遺構実測図（９）SI148



図 版 19遺構実測図（10）SI148（P1～8、炉、遺物出土状況）



図 版 20 遺構実測図（11）SI191



図 版 21遺構実測図（12）SI191（P1～5・7・8、台石状礫、炉、遺物出土状況）



図 版 22 遺構実測図（13）SI196、SI196（P2～6）



図 版 23遺構実測図（14）SI196（炉1・2、遺物出土状況）



図 版 24 遺構実測図（15）SI198



図 版 25遺構実測図（16）SI198（P1～6、炉）



図 版 26 遺構実測図（17）SI198（遺物出土状況）



図 版 27遺構実測図（18）SI199



図 版 28 遺構実測図（19）SI199（P1・3～5、炉、遺物出土状況）



図 版 29遺構実測図（20）SI201、SI201（P1～5、炉）



図 版 30 遺構実測図（21）SI201（遺物出土状況）、SH38・86



図 版 31遺構実測図（22）SH４・12・13・21



図 版 32 遺構実測図（23）SK７・34・56・77・78・184



図 版 33遺構実測図（24）SK79・180・193・197・208・293



図 版 34 遺構実測図（25）SK16・17・32・238



図 版 35遺構実測図（26）SK３・105・143・144・146・246



図 版 36 遺構実測図（27）SK84・141・229・244・245



図 版 37遺構実測図（28）SK170・243



図 版 38 遺構実測図（29）SK204・210・213・231



図 版 39遺構実測図（30）SK100・110・111・114・211・214



図 版 40 遺構実測図（31）SK85・116・117・237



図 版 41遺構実測図（32）SK14・15・39・50・54・55・60・75・94・185・218



図 版 42 遺構実測図（33）SK72・125～129・134・157・158・219・252・272



図 版 43遺構実測図（34）SK93・122・130・138・166・178・181・251・273・305



図 版 44 遺構実測図（35）SK73・74・76・123・124・136・137・156・168・183・257・258・284



図 版 45遺構実測図（36）SK92・95～99・120・121・154・159・160・162・167・169・217



図 版 46 遺構実測図（37）SK131～133・135・139・150・151・163～165・186～189・216・221～225・254・267・268
・274～278



図 版 47遺構実測図（38）SK152・153



図 版 48 遺構実測図（39）SK155・248・249・250・255・269・294・295・299



図 版 49遺構実測図（40）SK200・260・263～266・279・280



図 版 50 遺構実測図（41）SK40・57・80・91・247・259・270・283・292



図 版 51遺構実測図（42）SK22～27・36・37・49



図 版 52 遺構実測図（43）SK28・35・41・59・81・82・239・240・296・297



図 版 53遺構実測図（44）SK５・19・30・88・101・112



図 版 54 遺構実測図（45）SK９・29・33・87・90・306



図 版 55遺構実測図（46）SK８・42・43・45・47・48・103・104



図 版 56 遺構実測図（47）SK172～174・192・242



図 版 57遺構実測図（48）SK106～109・227・228・236・308



図 版 58 遺構実測図（49）SK194・209・233・234



図 版 59遺構実測図（50）SK83・118・119・147・205～207・282・289・301



図 版 60 遺構実測図（51）SK145・203・212・232・285・309、P44・53・58・215・253・256・291・303



図 版 61遺構実測図（52）P51・171・190・261・262・271・287・288・302、F２・６・230・286



図 版 62 遺構実測図（53）F46・61～71・177・182・195・202・226



図 版 63遺構実測図（54）F235、SC11・18・20・31



図 版 64 遺構実測図（55）SC10・89・113・115・149・175・298・300、SX281



図 版 65遺構実測図（56）SＤ１



図 版 66土器実測図（１）SI191・198・199・201



図 版 67 土器実測図（２）SI52・102・140・148・196、SK78・85・110・111・116・117・233



図 版 68土器実測図（３）SH４・12・13・21・38・86、SK16・34



図 版 69 土器実測図（４）SK７・56・144・211・231・293、F226



図 版 70土器実測図（５）SK32・135・141・156・166・180・181・186・197・305、F195



図 版 71 土器実測図（６）SK79・114・214・233・238・243～245



図 版 72土器実測図（７）SK77・100・180・193・208



図 版 73 土器実測図（８）SK17・95・105・143・210



図 版 74土器実測図（９）SK３・84・87・103・104・159・184・229、SC11・20



図 版 75 土器実測図（10）SK22～24・30・36・39・49・116・117・146・200・213・246・309、F226、SD１、包含層



図 版 76土器実測図（11）SK９・14・19・26・29・33・40・80・92・107・111・118・119・170・172・183・203・204
・206・207・219・236



図 版 77 土器実測図（12）SK93・120・122・124・130・160・168・174・242・248・251・252・264、F177、SD１、
遺構外、試掘調査２トレンチ



図 版 78石器実測図（１）SI52・102、SK９・16・17・28・99・105・116・170、F46・61～68・195、SC11、SD１、
包含層、試掘調査９トレンチ、耕作土



図 版 79 石器実測図（２）SI52・140・191・198、SK105・120・147・204、SC11、包含層



図 版 80石器実測図（３）SI140、SK147、包含層



図 版 81 石器実測図（４）SI52・102・140・176・196、SK116・157・273、SC11、SD１、包含層



図 版 82石器実測図（５）SI140・199、SK９・48・90・273、SC11、包含層



図 版 83 石器実測図（６）SI52・140、SK273、SD１



図 版 84石器実測図（７）SI102、SD１、包含層



図 版 85 石器実測図（８）SI52・140・191・201、SK５・77・104・118・273、F195、SC11、SD１、試掘調査２トレンチ、
包含層



図 版 86石器実測図（９）SI52・191・196・198、SK17・111、F226、SC10



図 版 87 石器実測図（10）SI52・102・198、SK17・40・59・107・265・273、F177



図 版 88石器実測図（11）SI148・198・201、SK17・37・105・238、耕作土



全景（１）遺跡と周辺の地形 図 版 89

遺跡と周辺の地形（東から）

遺跡と周辺の地形（西から）



図 版 90 全景（２）遺跡全景、遺構部全景

遺跡全景（真上から）

遺構部全景（真上から）



図 版 91

遺跡と周辺の地形（南から） 遺構部全景（南から）

遺跡と周辺の地形（北から） 遺構部全景（北から）

６グリッドライン上部セクション（６C） ６グリッドライン下部セクション（６C）

８グリッドライン上部セクション（８D） ８グリッドライン下部セクション（８D）

全景（３）遺跡と周辺の地形、遺構部全景
土層（１）６グリッドラインセクション（６C）、８グリッドラインセクション（８D）



図 版 92

８グリッドライン下層確認セクション（８D・８E） ８グリッドライン下層確認セクション（８E・８F）

６グリッドライン下層確認セクション（６D・６E） ６グリッドライン下層確認セクション（６E・６F）

10 グリッドライン下部セクション（10D）10 グリッドライン上部セクション（10D）

10 グリッドライン上部セクション（10B） 10 グリッドライン下部セクション（10C）

土層（２）６グリッドライン下層確認セクション（６D・E・F）、８グリッドライン下層確認セクション
 　　　　   （８D・E・F）、10 グリッドラインセクション（10B・C・D）



遺構（１）SI52 図 版 93

SI52 完掘（西から）

SI52 東西セクション（北から） SI52 南北セクション（西から）

SI52- 炉セクション（西から） SI52- 炉完掘（西から）



図 版 94 遺構（２）SI52・102

SI52 床面土器（Ｐ 20）出土状況（西から） SI52-P1 セクション（東から）

SI52-P4 セクション（南から） SI52-P10 セクション（東から）

SI102 完掘（西から）



遺構（３）SI102・176 図 版 95

SI102 遺物出土状況（西から） SI102 床下セクション（西から）

SI102- 炉セクション（西から） SI102- 炉完掘（西から）

SI176 完掘（西から）



図 版 96 遺構（４）SI176・198

SI176- 炉セクション（東から） SI176- 炉完掘（北から）

SI176- 炭化物集中部セクション（西から） SI176- 炭化物集中部遺物出土状況（西から）

SI198 完掘（北から）



遺構（５）SI198 図 版 97

SI198- 壁溝・柱穴検出状況（東から） SI198 遺物出土状況（北から）

SI198- 炉遺物出土状況①（東から） SI198- 炉遺物出土状況②（東から）

SI198- 炉　炉内土器出土状況（東から） SI198- 炉セクション（東から）

SI198- 炉　炉石痕検出状況（西から） SI198- 炉完掘（東から）



図 版 98 遺構（６）SI140・198

SI198-P2 セクション（西から）

SI198-P3 セクション（東から） SI198-P4 セクション（東から）

SI140 完掘（西から）

SI198-P1 セクション（東から）



遺構（７）SI140・148 図 版 99

SI140 遺物出土状況（西から） SI140 床面石器出土状況（Ｓ 34・38・60・70）

SI140- 炉（F1）セクション（南から） SI140-F2 セクション（南から）

SI148 完掘（北から）



図 版 100 遺構（８）SI148・191

SI148 遺物出土状況（南から）

SI148- 炉セクション（南から） SI148- 炉完掘（南から）

SI191 完掘（南から）

SI148- 壁溝検出状況（南から）



遺構（９）SI191・196 図 版 101

SI191 セクション・遺物出土状況（南から） SI191 遺物出土状況（西から）

SI196 完掘（東から）

SI196- 炉 1 セクション（西から） SI196- 炉 2 セクション（東から）



図 版 102 遺構（10）SI199

SI199 完掘（南から奥破線は SI191、手前は SI199）

SI199 遺物出土状況（南から） SI199- 炉セクション（東から）

SI199- 炉　炉石痕検出状況（北から） SI199- 炉完掘（北から）



遺構（11）SI201 図 版 103

SI201 完掘（北から）

SI201 遺物出土状況（東から） SI201 遺物出土状況近接

SI201 遺物出土状況近接（Ｐ 17） SI201 遺物出土状況近接（Ｓ 87）



図 版 104 遺構（12）SH ４・13・21・86

SH ４土器出土状況（南から）

SH ４完掘（北から） SH13 検出状況①（南から）

SH13 検出状況②（南から） SH21 検出状況（北から）

SH86 検出状況（西から） SH86 完掘（南から）

SH ４検出状況（西から）



遺構（13）SH12、SK77・78 図 版 105

SH12 検出状況（南から） SH12 セクション（西から）

SH12 内容物（骨片）検出状況 SH12 完掘（北から）

SK77 遺物出土状況（東から） SK77 完掘（東から）

SK78 遺物出土状況（南から） SK78 完掘（南から）



図 版 106 遺構（14）SK ７・56・180・184

SK184 遺物出土状況（北から） SK184 完掘（北から）

SK180 遺物出土状況（西から） SK180 完掘（西から）

SK ７セクション・遺物出土状況（東から） SK ７完掘（東から）

SK56 遺物出土状況（北から） SK ７（左）・SK56（右）完掘（北から）



遺構（15）SK79・193・208 図 版 107

SK79 セクション・遺物出土状況（南から） SK79 遺物出土状況（上）（南から）

SK79 遺物出土状況（下）（南から） SK79 完掘（東から）

SK193 遺物出土状況（東から） SK193 完掘（東から）

SK208 セクション・土器出土状況（西から） SK208 完掘（北から）



図 版 108 遺構（16）SK197・238・293

SK197 セクション・土器出土状況（南から） SK197 セクション・土器出土状況（西から）

SK197 完掘（南から） SK293 遺物出土状況（西から）

SK293 完掘（南から） SK238 遺物出土状況①（南から）

SK238 遺物出土状況②（東から） SK238 完掘（南から）



遺構（17）SK16・17・246 図 版 109

SK17 セクション（西から） SK17 遺物出土状況（南から）

SK17 完掘（南から） SK16 遺物出土状況（西から）

SK16 セクション・遺物出土状況（南から） SK16 完掘（東から）

SK246 遺物出土状況（北から） SK246 完掘（北から）



図 版 110 遺構（18）SK ３・32・144

SK32 遺物出土状況（南から） SK32 遺物出土状況（下面）（東から）

SK32 完掘（北から） SK ３土器出土状況（南から）

SK ３セクション（南から） SK ３完掘（東から）

SK144 遺物出土状況（南から） SK144 完掘（南から）



遺構（19）SK84・105・143・146 図 版 111

SK105 完掘（東から）SK105 遺物出土状況（東から）

SK143 遺物出土状況（東から） SK143 完掘（北から）

SK146 セクション・遺物出土状況（北から） SK146 完掘（東から）

SK84 遺物出土状況（東から） SK84 完掘（南から）



図 版 112 遺構（20）SK141・229・244・245

SK141 セクション（東から） SK141 遺物出土状況（上面）（東から）

SK141 遺物出土状況（下面）（東から） SK141 完掘（東から）

SK244、SK245 遺物出土状況（上面）（東から） SK245 完掘（北から）

SK229 完掘（北から）SK229 遺物出土状況（北から）



図 版 113

SK243 遺物出土状況（東から）

SK243 底面近接遺物出土状況（南から） SK243 底面焼土・炭（東から）

SK243 底面焼土セクション（東から） SK243 完掘（東から）

SK170 セクション・遺物出土状況（北から） SK170 完掘（東から）

遺構（21）SK170・243

SK243 底面遺物出土状況（東から）



図 版 114 遺構（22）SK210

SK210 遺物出土状況（上面）（北から）SK210 セクション（北から）

SK210 遺物出土状況（下面①）（北から） SK210 遺物近接①（西から）

SK210 遺物出土状況（下面②）（北から） SK210 遺物近接②（西から）

SK210 遺物出土状況（最下面）（北から） SK210 完掘（北から）



遺構（23）SK204・213・214・231 図 版 115

SK204 遺物出土状況（東から） SK204 完掘（東から）

SK231 遺物出土状況（北から） SK231 完掘（東から）

SK213 遺物出土状況（東から） SK213 完掘（南から）

SK214 遺物出土状況（北から） SK214 完掘（南から）



図 版 116 遺構（24）SK100・114・211

SK211 遺物出土状況（南から） SK211 完掘（南から）

SK114 遺物出土状況（南から） SK114 完掘（南から）

SK100 遺物出土状況（東から）SK100 セクション（東から）

SK100 土器出土状況（Ｐ 59・60）（西から） SK100 完掘（西から）



遺構（25）SK111・116・117・273 図 版 117

SK116 遺物出土状況（東から） SK116 完掘（南から）

SK117 遺物出土状況（東から） SK117 完掘（北から）

SK111 遺物出土状況（北から） SK111 完掘（北から）

SK273 遺物出土状況（北から） SK273 完掘（北から）



図 版 118 遺構（26）SK14・120・130・251

SK14 遺物出土状況（東から） SK14 完掘（東から）

SK120 遺物出土状況（南から） SK120 完掘（西から）

SK251 完掘（東から）SK251 遺物出土状況（東から）

SK130 遺物出土状況（東から） SK130 完掘（東から）



遺構（27）SK23・24・40・248 図 版 119

SK40 遺物出土状況（東から） SK40 完掘（東から）

SK248 遺物出土状況（西から） SK248 完掘（西から）

SK23 遺物出土状況（南から） SK23 完掘（西から）

SK24 遺物出土状況（東から） SK24 完掘（西から）



SK83 遺物出土状況（東から） SK83 完掘（東から）

SK ８遺物出土状況（西から） SK ８完掘（西から）

SK25 完掘（東から）SK25 遺物出土状況（西から）

SK37 遺物出土状況（南から） SK37 完掘（西から）

図 版 120 遺構（28）SK ８・25・37・83



遺構（29）SK28・34・118・242 図 版 121

SK28 遺物出土状況（西から） SK28 完掘（東から）

SK242 遺物出土状況（東から） SK242 完掘（東から）

SK118 遺物出土状況（東から） SK118 完掘（西から）

SK34 セクション・遺物出土状況（北から） SK34 完掘（西から）



F ２・６検出状況（東から） F61 〜 71 検出状況（南から）

F61 〜 71 調査状況（西から） F65 遺物出土状況（西から）

SK194 セクション（南から）SK60 完掘（東から）

SK200 完掘（東から） SK233 完掘（北から）

図 版 122 遺構（30）SK60・194・200・233、F２・６・61 〜 71



遺構（31）F177・195・202 図 版 123

F195 検出・周辺遺物出土状況（西から） F195 検出・遺物出土状況（南から）

F195 セクション（南から） F195 遺物出土状況（西から）

F195 完掘（西から） F202 検出状況（北から）

F177 検出状況（南から） F177 完掘（南から）



SC11 遺物出土状況（北から） SC11 中心部分遺物出土状況（北から）

SC10 セクション遺物出土状況（西から） SC149 セクション（東から）

F226 セクション（東から）F226 検出状況（北から）

F230、F286 検出状況（南から） F230、F286 セクション（南から）

図 版 124 遺構（32）F226・230・286、SC10・11・149



遺構（33）玉類出土状況、SD １ 図 版 125

玉類出土状況（８D11：Ｓ 83） 玉類出土状況（SK77：Ｓ 82）
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図 版 126 土器（１）SI52・102・191・198・199・201、SK78
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土器（２）SI102・140・148・196、SH12・13・38、SK85・110・111・116・117・233 図 版 127
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図 版 128 土器（３）SH ４・21・86、SK ７・16・34・56・144・211・231・293、F226
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土器（４）SK32・79・114・135・141・156・166・180・181・186・197・243・305、F195 図 版 129
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図 版 130 土器（５）SK77・100・180・193・208・214・233・238・243 〜 245

56～58・61・63 (1:4)
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図 版 131
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図 版 132
土器（７）SK ９・22 〜 24・29・30・36・39・49・84・103・104・116・117・119・146・183・200・203・204・
　　　　　206・213・219・229・246・309、F226、SD １、包含層
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土器（８）SK14・19・26・33・40・80・92・93・107・111・118・120・122・124・130・160・168・170・172・
　　　　    174・204・206・207・236・242・248・251・252・264、F177、SD １、遺構外、試掘調査 2 トレンチ 図 版 133
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図 版 134 土器（９）展開写真
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土器（10）文様近接撮影 1 図 版 135
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図 版 136 土器（11）文様近接撮影 2
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石器（１）SI52・102・140・191・198、SK ９・16・17・28・99・105・116・120・170・204、F46・61 〜 68・195、
　　　   　SC11、SD １、試掘調査 9 トレンチ、包含層、耕作土 図 版 137
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図 版 138 石器（２）SI52・102・140・176・196、SK116・147・157・273、SC11、SD １、包含層
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図 版 140 石器（４）SI52・102・201、SK ５・77・104、F195、SC11、SD １、包含層
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石器（５）SI52・102・140・191・196・198、SK17・111・118・265・273、F226、SC10、SD １、
　　　　　試掘調査２トレンチ 図 版 141
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図 版 142 石器（６）SI52・148・198・201、SK17・37・40・59・105・107・238、F177、耕作土
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